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海 人 草 の 純 探 有効 成分 ミ と サン ト 
ニン ミ & を 最も 効 果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 す る ……… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 亡 虫 薬 マ ク 
ニン ら S は 、 そ の 高い 駆虫 亭 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 えて いま す 。 

マク ニン ら S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と と が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 全 で 、 高い を も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 叉 虫 に 最適 で す 。 


価格 低 な の で 、 学校 、 工場 
会 非常 な 好評 を えて いま す 


(包装 ) 3 大 人 一 人 分 80 円 ・6 150 円 
団体 2 X100 (大 人 100 人 分 


大 市 東 区 道修 町 藤沢 品 ・ 福 ・ 
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第 30 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 概況 


会 期 昭和 36 年 4 月 1 日 ・2 日 ・3 日 
会 長 岡部 浩 洋 (久留米 大 学 医学 部 教授 ) 
会 場 久留 米 大 学 医学 部 
日 程 
3 月 31 日 ( 金 ) 幹事 会 ・ 評 議員 穏 親 会 
4 月 1 日 ( 土 ) 
9.00~11.30 講 演 (1~20) 
11.30~12.00 示 説 (21~58) 
12.00~13.00 議 員 会 
13.00~13.30 会 
第 12 回 桂 田 賞 授 賞 式 (財団 法人 寄生 虫 病 学 奨励 会 ) 
受賞 者 " 材 屋 富 一 (九州 大 学 教授 ) 
「 多 症 研究 」 
第 8 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法人 東京 寄生 躍 予防 協会 ) 
受賞 者 横川 宗雄 (子葉 大 学 教授 ) 
「 肺 吸虫 症 皮 内 反応 の 研究 」 
13.30~16.00 講 演 (59~75) 
17.30~20.30 3 親 
4 月 2 日 (HB) 
9.00~11.30 (76~94) 
11.30~12.00 (95~125) 
12.30~13.00 「 の 生態 」 
13.00~15.30 (126~144) 
15.30~17.30 
4 月 3 日 (月 ) 
9.00~14.00 。 日 本 住 血 吸 虫 症 流 行 地 視 宗 


総会 に お ける 決議 事項 


次 期 寄生 忠 学 会 総会 会 長 と し て 千葉 大 学 横川 宗雄 教授 を 決定 (開催 地 千葉 市 ) 
昭和 35 年 度 会 計 報 告 を 承認 : 
. 新 名 券 会 員 と し て 赤木 勝雄 博士 を 推薦 
新 評議 員 と し て 次 の 2 氏 を 推薦 
見 三 ( 応 学 医学 部 ) 倉 (長崎 風 土 病 研究 所 
次 期日 本 医学 会 総会 分 科 会 長 と し て 田部 浩 博 士 を 決定 
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日 本 寄生 虫 学会 規約 


第 1 条 本 会 は 日 本 寄生 躍 学会 と 称す る 。 
第 2 条 「 本 会 は 寄生 虫 及び 寄生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る 目的 と する 。 
第 3 条 本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行 ぅ 。 
学術 総会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 
機関 雑誌 を 発行 する 。 
た ん と 下る も の は に より 会 の で 人 る る もの と する 。 
第 5 条 本 会 に 次 の 役員 を お く 。 ES 
会 長 1 名 評議 員 若干 名 幹事 6 名 総会 幹事 1 名 
第 6 条 会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 幹 事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 
評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総 会 幹事 は 総会 の 事務 に あたる 。 
第 7 条 会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 芝 を 定め る 。 
第 8 条 評議 員 は 評議 員 会 の 推 識 し た 者 に つき, 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
第 9 条 幹事 は 評議 員 の 互選 に よ ょ つて 定め る 。 総 会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 
第 10 条 会 長 及 び 総 会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 幹事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但 し 重任 は 妨げ な 
第 11 条 本 会 に は 名 准 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 准 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 
る 。 
第 12 条 本 会 は 総会 の 決議 を 経て 地方 支部 を 設け る 事 が 出来 る 。 
会 計 
第 13 条 本 会 の 会 給 は 1 ヵ年 金 1000 円 と する 。 
第 14 条 地方 部 会 は 部 会 費 を 別に 徴収 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に お いて 定め る 。 
第 15 条 会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 失う 。 
第 16 会 員 は 会 を 免除 せら れる 。 
条 会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 
本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ どれ ば 変更 する こと を 得 な い 。 
1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品川 区 上 大 崎 予 防衛 生研 究 所 内 に お く 。 
2. 本 会 は 衛生 動物 学会 と 下 密 な 連繋 を 保つ て 運営 する こと と する 。 


創立 以来 の 物 赦 評議 上 員 
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小宮 義孝 


開催 年 度 
高槻 市 昭和 18 年 


第 17 回 東京 都 昭和 23 年 


京都 市 昭和 24 年 


第 19 回 東京 都 昭和 25 年 


第 20 回 東京 都 昭和 26 年 
京都 市 昭和 27 年 


福岡 市 昭和 28 年 


第 23 回 東京 都 昭和 29 年 
京都 市 昭和 30 年 


第 25 回 東京 都 昭和 31 年 


第 26 回 箱根 湯本 町 昭和 32 年 
札幌 市 昭和 35 年 


学術 用 語 和 審議 会 委員 
第 30 回 久留 米 市 昭和 36 年 


西 支部 : 佐 藤 淳 夫 ( 京 府 医大 医 動物 ) 
開催 地 


南 支 : 川 島 郎 寄生 
会 以来 の 開催 地 及 び 会 長 

第 27 回 岐阜 市 昭和 33 征 

第 28 回 東京 都 昭和 34 年 


第 16 回 
第 18 回 
第 21 回 
第 22 回 
第 24 回 
第 29 回 


資 


柳沢 十 四 和男 
久 津 見 晴彦 (編集 )( 予 研 寄生 虫 ) 


北 支部 : 大 林 正 士 (北大 獣医 ) 


東 支 部 : 本 


計 ) 


第 1 回 総 


る 


部 兼 任 


庶務 委員 本 部 : 安 比 岡 一 男 ( 会 


日 本 医学 会 評議 員 


名 3 安 板垣 四郎 小林 晴 

治 得 三 尾崎 佳 正 
| 
開催 地 開催 年 度 

0 第 1 回 東京 市 昭和 4 年 五條 

< 第 2 回 大 阪 市 昭和 5 年 桂 : 
第 3 回 京都 市 昭和 6 年 護 
e 第 4 回 名 古屋 市 昭和 7 年 林 
第 5 回 福岡 市 昭和 8 年 大 

第 6 回 東京 市 昭和 9 年 宮島 

第 7 回 大 阪 市 昭和 10 年 吉 

8 回 東京 市 昭和 11 年 小 
NE 第 9 回 東京 市 昭和 12 年 宮 
第 10 回 京都 市 昭和 13 山 

第 11 回 岡山 市 昭和 14 年 
第 12 回 千葉 市 昭和 15 年 石 
V 第 13 回 大 阪 市 昭和 16 年 吉 

第 14 回 東京 市 昭和 17 年 緒方 知 三 : 
第 15 回 東京 市 昭和 18 年 
(C4) 


第 10 巻 第 4 号 寄生 虫 学 雑 誌 。 昭和 36 年 8 月 (1961) 


1. TT.M. swab に よる の 研究 大 久保 守正 ( 岐 寄生 虫 )…… 


2. ポキ ー ル に よる 使用 成績 に つい て . 。 

戸谷 徹 造 ・ 加 藤 勝 (名 市 大 医 動物 ) 鈴木 夫 (日 本 虫 中 部 支部 )……・12 
3. ドウ モイ 酸 , カイ ニン 酸 に よる 時 虫 駆除 実験 に つい て 

村 逸 ・ 荒 木 恒 ・ 上 田 五郎 ・ 中 ( 阪 内 科 
5. 四 駆除 剤 の 研究 (de 青野 宏 ( 豊 岡 病院 ) 佐藤 淳 夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医大 医 動 物 )・……・14 
7. 人 毛 様 類 に 関す る 研究 大 正 満 ・ 初 鹿野 高 好 ・ 伊 淳一 ・ 長 谷川 ( 新 大 動物 )…・14 
8. The microfilarial periodicity of experimental animals infected with Wuchereria malayi 

as observed with various drug-stimuli eee 朱 仁 鐘 (韓国 音 都 医 大 予防 医学 )…・15 
9. 実験 的 高 血 び 低 血 に 於 ける ミク ロフ イラ リア の 出現 態度 吉村 税 (長大 
10. バン クロ フト 糸 状 虫 症 の 地域 駆除 に 関す る 研究 

福島 英雄 ・ 森 美代子 ・ 愛 甲 ( 鹿 大 熱 研 ) 


田川 和裕 (徳之 島 保健 所 ) 川又 三郎 ・ 国 東 孝 ( 鹿 大 二 内 科 )・…・・‥16 
11. 天久 保 部 落 に 於 ける フイ ラリ ア の 浸 淫 の 疫学 並び に 集団 治療 成績 


EE 大 森 南 三郎 ・ 友 了 勇夫 (長大 風 研 
12。 バン ク フ ョ ロト 系 状 虫 症 の 地域 駆除 法 の 研究 成果 , と くに スパ トニ ン 投 薬 方 式 に つい て 

i A 佐々 学 ・ 田 中 寛 ・ 山 本 久 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 波多 野 精 美 ( 概 媛 県 予防 課 ) 川井 順 志 (奄美 大 島 )・…・17 
13. フイ ラリ ア 症 の 治療 に 関す る 研究 , 代 凛 面 よ りみ た る スパ トニ ン 治 療 時 の 2, 3 の 変化 に つい て 

佐藤 八郎 ・ 尾 義人 ・ 那 ・ 浜 田 己 ・ 国 東 考 ( 鹿 大 二 内 科 )・-・‥18 
14. フイ ラリ ア 症 の 治療 に 関す る 研究 , マフ ァ ル ゾー ル に よる 治療 に つい て 

西田 豊作 ・ 福島 英雄 ( 内 科 )・…・・19 
15. 環 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 esse 岡村 一 郎 ・ 続 美佐 子 ・ 山 本 博 ( 熊 大 寄生 虫 )……‥19 
16. 犬 回 虫 泡 虫 の マウ ス 体 内 移行 に 及ぼ す 妊 娠 , 授乳 の 影響 ーー 大 島 智 夫 ・ 西 三郎 ( 公 衛 院 )・……・20 
17. 線 虫 類 の 超 微細 構造 の 研究 (2) 多 虫 , 閥 線 虫 , 毛 様 線 虫 仔 虫 の 角 皮 及び 側線 に つい て 

RIN ER Ro 稲 臣 成一 ・ 作 本 台 五 郎 ・ 板 野 一 和男 ( 岡 大 寄生 虫 ) 佐々 学 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 寄 生 虫 )……・20 
18. 多 の 組織 化学 的 研究 兵 ・ 原 司 ( 熊 大 寄生 虫 )……・21 
19. 小 都市 会 社員 の 10 年 間 の 感染 の 観 赤木 勝 ・ 岩 城 保 仁 ・ 原 一 男 医大 内 科 )・……・21 
20. 九州 , 北海 道 等 の 炭鉱 従業 員 の 寄生 虫 の 疫学 相 に つい て (10) 

A RR RR 白坂 竜 暗 ・ 松 本 克彦 ( 東 女 医大 ) 佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 三 浦 昭子 ( 伝 研 寄生 虫 )・……・ 
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の 子宮 湯村 道子 ・ 続 美佐 子 ( 熊 大 寄生 虫 )…・ 
・ 線 虫 類 仔 躍 の 超 微 細 構造 の 研究 (1) 釣 虫 , 閥 線 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 の 角 皮 輪状 の 比較 に つい て 

田中 寛 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 稲 臣 成 一 ・ 作 本 台 五 郎 ・ 板 野 一 男 ( 岡 大 寄生 虫 )…… 
三 回 検便 法 に よる 駆虫 剤 の 効果 判定 に つい て 田中 寛 ・ 佐 々 学 ・ 雨 宮 義 文 ( 伝 研 寄生 虫 )… 
・ 線 虫 類 の 超 細 構 造 の 研究 (2) , 虫 , 毛 様 線 虫 仔 角 及び 側線 に つい て 
稲 臣 成一 ・ 作 本 台 五 郎 ・ 板 野 一 男 ( 岡 大 寄生 虫 ) 佐々 学 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 寄 生 虫 )……・ 
. 豚 肺 中 Metastrongylus elongatus の 物質 代謝 (1) 含 窒素 化合 物 の 代謝 
新村 宗 敬 ・ 村 越 善 術 (日 大 理工 薬 ) 小沢 光 (東北 大 薬学 ) ……・ 


筋 に お ける リン ゴ 酸 の 代謝 (1) 粒 分 画 に よる 酸化 反応 (1) 


大 林 信子 ( 順 大 薬理 )・…・ 
・ Immunoelectrophoretic analysis に よる 豚 遇 虫 体腔 液 並 びに 飼養 液 中 の 抗原 成分 に つい て (2 

板東 丈夫 ・ 下 康郎 ( 順 大 薬理 )……・ 
上 忠 の 組織 化学 的 研究 石原 道子 ・ 続 美佐 子 ・ 湯 村 道 子 ( 熊 大 寄生 虫 ) …… 


. 飼育 液 中 の 及び 量 の 消長 に 就 い て 


野田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 沢 田 順 ・ 加 藤 宗 男 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 後藤 英二 ( 阪 市 大 木村 生理 )……・ 
・ 多 飼育 液 に よる 性 質 に 関す る 研究 鈴木 嘉明 ・ 岩 出 太郎 ( 横 市 大 寄生 虫 ) ……・ 
. 長崎 県 一 農村 に お ける 多 忠 感染 の 疫学 的 観察 
坂口 裕二 ・ 片 峰 大 助 ・ 村 上 文 志 ・ 西 久保 国 雄 (長大 風 研 )……・ 
.・ 栃木 県 の 多 虫 症 の 疫学 的 研究 五 月 女 謙一 ・ 木 村 貞 夫 他 7 名 (栃木 県 公衆 衛生 課 )……・ 


いわ ゆる 野 イ ヌ に 於 ける イヌ 釣 虫 Ancylostoma caninum 寄生 状態 の 統計 的 検討 ②) 


伏見 純一 ・ 近 藤 力 王 至 ( 徴 研 寄 生 虫 )… 
多 培養 法 の 検討 (2) 特に 培養 シ 上 に お ける の 行動 に つい て 


佐藤 洲 夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医 大 医 動物 )28 


. 種々 な 温度 に お ける 多 仔 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 (4) 体温 領域 に お ける 
侵入 性 に つい て の 知見 補遺 西村 猛 ( 徴 研 寄生 虫 )……・ 
. 塗 抹 法 に よる 少数 寄生 の 多 虫 症 に つい て 財津 吉 夫 (門司 市 )… 
. 鹿児島 県 内 陸 部 に お ける 多 虫 症 の 流行 形態 と 対策 後に お ける その 推移 に 関す る 研究 
阿部 康男 ・ 有 川 実 芳 ・ 影 井 昇 ( 塵 大 二 病 理 )…・ 
. 多 虫 症 の 研究 , 特に 無 症状 寄生 者 と 多 虫 症 患 者 と の 関係 高橋 達男 ( 横 市 大 寄生 虫 )… 


長野 県 一 農村 に お ける 映 虫 の 疫学 的 研究 


近藤 武男 ・ 佐 藤 進 ・ 岡 山 虎 和男 ・ 内 田 昭夫 ・ 荒 木 武 ・ 柳 沢 利 ( 大 医 研 
・ 広島 県 に お ける 小 ・ 中 ・ 高 校生 の 時 虫 調査 松田 針 奴 (広島 市 )… 
脱色 能 を 応用 し た 卵 検査 法 (2) 文治 ( 予防 研究 会 ) … 


人 体 寄 生 卵 集 団 検 に お ける セロ ファ ン 層 法 に 関す る 研究 , 殊 に 形成 に よる と ・ 


思わ れる 卵 変 形 像 に つい て 内 田 昭夫 ・ 斉 藤 正 己 (千葉 寄生 虫 研 ) 柳沢 利 喜雄 ( 陸 大 公 衛 )… 
半 虫 卵 検査 法 に つい て の 検討 ーー 宮田 逆 徳 ・ 網 屋 き み 子 ・ 浦 川 新治 ・ 中 村 温 (神戸 衛 研 )……・ 
・ 時 の 生物 学 的 研究 坂田 太郎 ( 岐 医大 虫 )… 


虫 前 後に お ける 知能 指数 の 変化 に つい て 


稲垣 元 博 ( 攻 医 大 ) 大 塚 正信 郎 ・ 中 野 靖 英 ・ 及 川 敏夫 ( 東 教 育 大 )… 


. 駆虫 薬 に 関す る 基礎 的 研究 (13) 4・ ヨ ョ ヨー ド チ モー ル 並 びと その 他 の 駆虫 薬 の 豚 遇 虫 筋 組織 呼吸 
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お よび その コハク 酸 脱 水素 酵素 に 及ぼ すす 影響 に つい て 


越山 みち 子 ・ 高 村 省 三 ・ 岩 科 六 之 助 ( 静 薬 大 )… 


ヂ チ アザ ニン の , に 対す る 効果 


島谷 敏男 ・ 佐 藤 淳 夫 ( 京 府 医大 医 動物 ) 青野 宏 (豊岡 病院 )……・ 
・ に お ける の 撲滅 に 関す る 研究 一 一 駆虫 と 改良 便所 の 効果 に つい て 
中 条 基 ( 横 市 大 虫 )……・ 


静岡 県 に お ける 寄生 端 虫 分 布 状況 の 調査 成績 に つい て 望月 久 ・ 野 口 政 区 ・ 浅 川 豊 ・ 


石川 徳 市 ・ 河 野 ・ 赤 羽 荘 資 (静岡 研 ) 伊藤 二郎 ( 大 保健 ) ……・ 


寄生 虫 卵 の 分 布 に 関す る 研究 (2) 浴場 , 脱衣 場 及び 下駄 箱 の 塵 頑 中 より の 寄生 躍 卵 検出 状況 


武田 正義 (名 市 大 医 動 物 )……・ 


・ 学童 の 寄生 躍 感染 と 環境 因子 ( 続 ) 久 津 見 晴彦 ・ 熊 田 三 由 ・ 石 崎 達 ( 予 研 寄 生 虫 )… 
・ 群馬 県 板倉 町 に お ける 寄生 躍 予防 に 関す る 調査 (2) 松崎 義 周 ・ 徳 地 清 太 他 ( 横 市 大 寄生 虫 )…… 


ガラ バ ゴ ス 島 の 寄生 虫 に 関す る 研究 


了 ・ 木 原 緑 ・ 谷 俊也 ・ 野 々 部 春 鈴 木 俊孝 (目黒 寄生 
. 人 より 吐出 され た 稀有 な る イト ミミ ズ の 一 症例 …・ 吉 住 好夫 ・ 小 野 不 苦 生 (福岡 県 第 一 病院 )……・ 
ゴリ ラ か ら 得 た 寄生 虫 に つい て 野田 亮二 ・ 山 田 宏 ( 阪 府 大 獣医 )…・ 
日 本 産 動物 寄生 線 忠 類 の 宿主 一 覧 山下 次 郎 (北大 寄生 虫 )… 


・ 兵庫 県 下 に お ける 反 食 動物 の 内 寄生 虫 感染 状況 小野 豊 ・ 木 村 重 (兵庫 農 犬 )…… 


演 


多 の 栄養 物 摂取 と 咳 部 の 組織 学 的 変化 菊池 滋 ・ 洋 達 ( 横 大 寄生 虫 )…・ 
著 の 三 上 義昭 ・ 長 谷川 柳 三 ( 鳥 大 石原 内 科 )…… 
. の Biological infection と Ecological infection 永吉 康祐 (串間 市 


・ 釣 虫 の 感染 経路 と 発育 に 関す る 研究 


(1) ビー ニー 被 幼虫 を 仔犬 に 経口 感染 せしめ た 場合 2) 


吉田 幸雄 ・ 岡 本 ・ 肥 後 ・ 今 井 美子 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医大 医 動物 )…… 
・ 釣 虫 の 感染 経路 と 発育 に 関す る 研究 


(2) ゾ ビ ニ 釣 虫 被 旗 幼虫 を 仔犬 に 経 皮 感 染 せ し め た 場合 (2) 


吉田 ・ 肥 後 ・ 中 西 靖 郎 ・ 岡 本 ・ 今 井 美子 ( 府 医 大 医 動 物 )……・ 
. 釣 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実 験 に つい て (8⑱) 
長瀬 信 一 ・ 水 野 哲夫 ・ 徳 永昌 裕 ・ 柳 沢 利 豆 雄 ( 和 陸 大 公 衛 )……・ 
. 多 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実 験 に つい て (9 
大 内 克之 ・ 水 野 哲 夫 ・ 荻 野 彰 ・ 長 瀬 信 一 ・ 柳 沢 利 喜 雄 (和子 大 公 衛 )……・ 


宮城 県 に お ける 寄生 分 布 と 集団 駆虫 の 多 虫 感染 率 に 及ぼ す 影 響 


山形 一 ・ 高 仲 ・ 八 重 (東北 大 山形 内 科 
・ 大 阪 府 下 三 ケ 山 地区 に お ける 寄生 虫 , 特に 多 貝 撲 減 対策 に つい て 
岩田 荒 木 恒 ・ 上 田 五 ・ 山 中 直之 ・ 一 ( 阪 医大 岩田 内 科 


・ 多 虫 皮 内 反応 に 及ぼ す 諸 要因 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ( 予 研 寄 生 虫 ) 荒木 英 斉 (東大 物 療 内 科 )……・ 


状 虫 免疫 に 関す る 研究 小林 ( 医大 寄生 )…・ 


・ 有 D. immitis 細胞 内 微細 構造 物質 の 酵素 活性 と 抗原 的 諸 性 状 の 検討 


岡 好 万 ・ 一 ( 岡 大 虫 )…… 
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いわ ゆる TM 抗原 の 性 状 に 関す る 研究 : 清水 重 矢 ・ 阿 久 沢 実 (昌光 医 大 医 動 物 )… 

申 に よる Reilly 現象 (2) 加藤 哲夫 ( 大 石原 内 科 ) …… 
自然 動物 に お ける 血 中 環 中 PCA 抗体 の 証明 

松村 竜 ・ 黒 梅 高 橋 良 ・ 小 林 ( 大 小児 科 ) …… 

・ ナイ トロ パラ フイ ン 属 の 駆虫 効果 に つい て 堀 見 利 昌 (北里 研 寄 生 虫 ) …… 

・ 行政 面 より 見 た る 寄生 虫 の 感染 予防 に 関す る 研究 石 幡 保 ( 横 市 大 医 寄 生 虫 )…… 


4 月 2 日 


ミヤ イリ ガイ 中 腸 腺 の 自家 呼吸 に つい て . 岡本 謙一 ・ 森 和雄 ( 昭 医大 医 動 物 ) …… 
ミヤ イリ ガイ の 研究 (23) ミヤ イリ ガイ の 灯具 剤 抵抗 性 に 関す る 研究 (1) 
PCP-Na に 対す る それ に つい て 小宮 義 考 ・ 変 比 岡 一 男 ・ 保 阪 幸男 ・ 小 川 清子 ( 予 研 寄 生 虫 )…… 
A method for maintaining infected and non-infected snails for long periods of ; 
time in laboratory. James E. Williams (406 医 研 
ミヤ イリ ガイ の 生息 場所 の 生態 条件 
杉浦 三郎 ・ 森 和雄 ・ 岡 本 謙一 ( 昭 医 大 医 動 物 ) 加藤 陸奥 雄 ・ 中 村 和 夫 (東北 大 生物 )…… 
日 本 住 血 吸 虫 ミ ラ シ ジ ュ ウ ム の 走 光 性 に つい て …・… 高橋 剛 男 ・ 森 和雄 ( 昭 医 大 医 動物 ) ……・ 
台湾 産 日 本 住 血 吸 虫 に よる 宮入 只 感 染 実 験 の 成功 に つい て 河 良 正 (406 医 研 )… 
日 本 住 種 吸 皿 症 の 免疫 に 関す る 研究 (5) タン = ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 反応 に つい て 
佐藤 重 房 ・ 沢 田 利 貞 ・ 永 田 泰 之 助 ( 群 大 衛生 )・……・ 
Trichobilharzia ocellata (LaValette 1855) Brumpt 1931 に 関す る 実験 的 研究 
田中 実 ・ 千 頭 田 秀夫 ( 阪 医大 病理 )…… 
吸虫 幼虫 の 排 江 の 観 法 小宮 義孝 ( 研 寄生 虫 )……・ 
大 平 肺 吸虫 の を ルカ リア が 第 1 中 間 宿 主 か ら 第 2 中 間 宿 主 へ 移行 する 経路 に 関 
する 実験 的 研究 吉田 幸雄 ・ 宮 本 正実 ( 京 府 医大 医 動物 )・……・ 
モク ズ カ ニ の 脱皮 と 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 運命 お よび モク ズ ガ ニ の カワ ニナ 捕食 に つい て 
浜島 房 則 (丸大 寄生 虫 
沖縄 産 豚 か ら 得 られ た Paragonimus ohirai Miyazaki (大 平 肺 吸虫 ) の 卵 た に つい て 
一 色 四郎 ・ 寺 内 淳 ・ 冨 村 保 ( 阪 府 大 獣医 ) 国吉 真 英 ( 健 所 ) 
大 仲良 佳 (経済 局 )……・ 
台湾 産 ド ブ ネ ズミ か ら 得 られ た 肺 吸虫 , 特に 卵 の 形態 に つい て 
村 保 ・ 寺 内 淳 ( 府 大 獣医 ) 光 大 寄生 虫 )…・ 
ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 の 新しい 中 間 宿 主 宮崎 一 郎 ( 九 大 寄生 虫 ) 契 瑞 光 (台湾 大 寄生 虫 )…・ 
中 国 地 方 の イタ チ と テン か ら 得 た 肺 吸虫 に つい て (続報 ) 
加茂 責 ・ 西 田 弘 ・ 初 鹿 了 ( 島 大 公 衛 ) 冨 村 保 ( 阪 府 大 獣医 )……・ 
・ Bitin に よる 肺 吸虫 症 の 治療 実験 宮崎 一 郎 ・ 石 井 洋一 ・ 中 川 英 二 (丸大 寄生 躍 ) 
員 三 郎 ・ 竹 屋 範 英 ( 九 大 薬理 ) 林 栄 治 (赤江 療養 所 ) 古賀 敏生 ( 九 大 胸部 研 )……・ 
92. 肺 吸虫 お お よび 肝 笑 に 対す る Bithjonol の 作用 機構 に つい て 
横川 宗雄 ( 千 大 医 動物 ) 村越 療術 ・ 新 村 宗 敏 ・ 川 上 節子 ・ 川 又 秀 子 (日 大 理工 薬物 ) ……・ 
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72 45 
73 
46 
74 46 
75 47 
48 
49 
49 
50 
3 
4 
4 
5 


・ 肺 吸虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 (3) Bithionol に よる 臨床 治療 の 遠隔 成績 


94. 


. ミヤ イリ ガイ の 研究 (26) Oncomelania の 実験 室内 に お ける 雌雄 別 成長 席 (1) 


・ ミヤ イリ ガイ の 温度 に 対す る 抵抗 性 に つい て …………… 飯島 利 放 (山梨 衛 研 ) 杉浦 三郎 ( 昭 医 大 医 動物 )……・59 
.・ ミヤ イリ ガイ の 研究 (24) 殺 上 中 剤 の 実験 室内 効果 判定 法 の 検討 (4) 殻 長 及び 性 別 と 

PCP-Na に 対す る 感受 性 と の 関係 ーー 保阪 幸男 ・ 容 弘 岡 一 男 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄 生 虫 )……・59 
. ミヤ イリ ガイ の 研究 (25) イリ ガイ の グリ コー ゲン の 変動 ……… 柳沢 十 四 男 ( 予 研 )…・60 
・ 日 本 住 血 吸虫 病 の 肝 機 能 に つい て 

i Ci 倉田 誠 ・ 織 田 卓 五郎 ・ 佐 野 栄治 ・ 野 守正 司 ( 久 大 倉田 内 科 )・……・60 
. Astiban (antimony dimercaptosuccinate) に よる 日 本 住 面 吸虫 症 の 治療 ・………… 大 田 秀 浄 (山梨 衛 研 ) ・……・61 
・ 大 平 肺 吸虫 第 一 中 間 宿 主 カ イ 類 の 比較 研究 (3) 川島 健治 郎 ・ 多 田 功 ( 九 大 寄生 虫 )……・61 
・ 肺 吸虫 成虫 の 代謝 に 関す る 研究 (1) TCA 回 路 に 関す る 研究 


・ 佐賀 県 北部 及び 長崎 県 北部 産 モ クズ ガニ の 肺 吸虫 被 旗 幼虫 の 調査 に つい て 
・ 静岡 県 西部 地区 に お ける 肺 吸 虫 症 の 分 布 ……・ 横川 宗雄 ・ 犬 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ・ 呉 煙 津 ( 千 大 医 動 物 ) 
・ 中 国 地 方 に お ける 肺 吸虫 (2) 


63 
3 東北 地方 の 肺 吸虫 症 (続報 ) 大 正 満 関 ( 新 大 医 動物 ) ‘63 
. 兵庫 県 産 イ タチ か ら 得 た 肺 吸虫 , 特に 卵 の 形態 に つい て 


富村 保 ・ 寺 内 淳 ・ 一 色 郎 ( 阪 府 大 )・……・64 
・ 肺 吸虫 症 に 於 ける Bithionol の 使用 経験 ・……… 村上 文 了 志 ・ 片 峰 大 助 ・ 木 村主 生 ・ 鱗 坂 茂 弥 (長大 風 研 )……・64 
. 脳 肺 吸虫 症 の 実験 的 研究 (2) 細川 修治 ・ 中 川 修 ・ 宮 里 早 ( 山 医大 病理 )…・65 
・ 香川 県 下 の 肝 吸虫 に 関す る 研究 
竹内 (香川 研 ) 浅田 順一 ・ 森 田 大 三 ・ 草 浦 (日 本 
・ 秋田 県 山本 郡 に お ける 肝 吸 虫 の 感染 状況 


112. 


113. 


RR 横川 宗雄 ・ 吉 村 ・ 佐 野 基 人 ・ 大 倉 俊 導 康 ( 千 大 医 動物 ) 
岩崎 基 ・ 瀬 ・ 重 康 牧 夫 (高知 病院 )・……・57 
肺 吸虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 (4) 大 平 肺 吸虫 感染 テッ ト に 対す る Bitin, Emetine 
お よび Pararosanilin に よる 治療 効果 の 比較 
原田 豊 ・ 滝沢 明 吉 村 裕之 ・ 横 川 宗雄 ( 千 大 医 動 物 


示 説 


小宮 義孝 ・ 小 島 邦子 ( 予 研 寄 生 虫 )…・59 


多田 功 川島 健治 郎 浜島 房 則 ( 大 寄生 虫 ) 


下村 実 (飯塚 病院 久原 診療 所 ) 


野口 清 望 月 (静岡 研 ) 村上 義 三 (藤枝 保健 所 ) 石津 宏 (掛川 保健 所 )・…・62 


高野 正 ・ 後 寿 郎 ・ 石 川 和男 ・ 福 水 義 (山本 組合 病院 ) 
小宮 義孝 ・ 鈴 木 了 悟 ・ 熊 田 三 由 ・ 福 島 健 ・ 伊 藤 洋 一 ( 予 研 寄 生 虫 )……・66 
肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (6) 湊 化 ジ チ ア ザ ニ ン 投 与 後 に お ける 肝 吸 虫 々 体 の 変化 


肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (10) 活化 ジ チ ア ザ ニ ン 投 与 時 に お ける 血清 蛋白 の 変動 
上原 清史 ( 大 病 理 )……・67 


93 
95 
96 | 
98 
99 
100 
101 
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104 
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114 
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. 日 用 食品 より 新た に 発見 され た ナナ 条 躍 並び に 縮小 条 虫 の 中 間 宿 主 に 就 い て 
116. 
117. 
118. 
119. 
120. 
121. 
122. 


123. 
124. 


. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (7) 胆汁 中 に お ける 活化 ジ チ ア ザ ニ ン の 消長 
128. 
129. 
130. 
132. 
133. 
134. 
135. 
136. 


137. 


138. 
139. 


広島 県 で 発見 し た 大 複 殖 門 条 中 寄生 の 1 例 (並び に 体 節 形成 に 関す る 検討) 

多 房 性 包 虫 の 組織 発生 に つい て 大 林 正 士 ・ 山 下 次 郎 ・ 坂 本 司 (北大 寄生 虫 )……・69 
の 化学 的 研究 坂本 司 ・ 山 下 郎 大 林 正 士 (北大 寄生 虫 )…・69 
栗 屋 チエ ( 東 女 医大 寄生 虫 )……・70 
微 に よる Trichomonas 類 の 観察 (2)……… 久井 学 ・ 高 田 季 ・ 木 下 勝 夫 ( 阪 市 大 医 動物 ) …・70 
Trichomonas vaginalis の マウ ス 腹 腔 内 感染 に つい て (2) 感染 株 と 培養 株 の 比較 ; 

中 林 夫 ・ 分 野 寛治 ・ 北 村 ( 徴 研 寄 生 虫 )・…・71 
トリ コモ ナス の 培養 に 関す る 研究 補 高田 ・ 小 原 活 郎 ( 阪 大 医 動物 ) 
Trypanosoma の 電子 顕微 鏡 的 研究 ーー 猪木 正三 ・ 近 藤 力 王 至 ・ 坂 本 等 ( 微 研 寄生 虫 )……・72 
Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (17) 薬剤 耐性 transformation の 遺伝 学 的 解析 

猪木 正三 ・ 小 野 相 ・ ( 寄生 虫 )…・72 


説 


演 


肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (8) 活化 ジ チ ア ザ ニ ン に よる 集団 治療 の 成績 

肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (9) 湊 化 ジ チ ア ザ ニ ン 大 量 投与 に よる 副作用 に つい て 

実験 感染 家 の 肝 吸 虫 の 排卵 数 斉藤 ・ 堀 真 ( 大 医 動物 )……・75 
和牛 肝 症 皮 内 反応 に つい て 小野 豊 (兵庫 農大 ) 75 
有 条 虫 の Penetration's gland の 機能 に つい て 沢田 (奈良 学 大 生物 )…・76 
2 次 包 虫 症 に 関す る 実験 rr 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 坂 本 司 (北大 寄生 虫 )……・76 
台湾 産 ム ふ す ササ ビ の マラ リア 原虫 (Hepatocystes) に つい て . 

人 (長大 風 研 ) 刀 (台湾 士 林 
日 本 の 牛 に 認め られ た Eperythrozoon wenyoni Adler and Ellenbogen, 1934 と その 了 臨床 所 見 

石原 忠 ( 家 試 
Trichomonas の 電子 顕微 鏡 学 的 研究 , 特に Costa に 就 い て 

猪木 正三 ・ 坂 本 等 ・ 近 藤 力 至 ( 研 生 虫 )…・78 
培養 法 に よる 口腔 原虫 検索 に 関す る 研究 (続報 ) 

Va 小原 活 郎 ・ 新 垣 義男 ・ 高 田 季 信 ( 阪 市 大 医 動 物 ) …・78 
Toichomonas vaginalis の マウ ス 腹 腔 内 感染 に つい て (1) 感染 方 法 の 検討 及び 感染 株 の 

マウ ス に よる 維持 ee 中 林 敏 夫 ・ 分 野 寛治 ・ 北 村 孝 雄 ( 徴 研 寄 生 虫 )…‥79 
に よる 7ozoplasma の 観 (2) 牧野 毅 高 田 季 ( 阪 市 大 動物 )…・79 

80 


Tozoplasma の 感染 に 関す る 実験 的 研究 re 中 山 一 郎 ( 慶 大 寄生 虫 )……・ 
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・ トキ ツ プ ラス マ に 関す る 研究 (5 ) 必 場 従業 員 お よび 一 般 農 村民 に お ける トキ ソプラ スマ 
抗体 保有 率 に つい て 小林 昭夫 ・ 石 井 俊 雑 ・ 小 山 力 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 考 ( 予 研 寄生 虫 ) 
金井 恒夫 ・ 深 沢 平 ・ 水 ・ 斉 藤和 (東京 都 検 ) 


小野 田 考 義 (町 田 保 健 所 ) 花木 珠 磨 (動物 医薬 検 )…・ 


. 中 枢 神 経 系 疾患 加 者 を 主 と し た トキ ソプラ ズ マ 検索 斉藤 昭三 ( 慶 大 寄生 虫 )… 
. 頭痛 を 主訴 と する 患者 並び に 脳 水腫 胎児 より の 分 離 ト キソ プラ スマ 原虫 に つい て 
田中 英雄 ・ 生 沢 万 寿夫 ・ 城 野 健次 郎 ・ 位 山 晃 市 ・ 佐 野 竜 蔵 ・ 岩 崎 押 美 ( 阪 市 大 医 動 物 ) … 
. トキ ソプラ スマ 症 (2 例 ) に っ つい て の 臨床 所 見 並び に 疫学 的 調査 に つい て 


城野 健二 郎 ・ 小 池 勲 ・ 佐 野 竜 蔵 ・ 高 田 季 人 久 ・ 新 垣 交 男 ・ 青 木 淳子 ( 阪 市 大 医 動物 )……・ 


. トキ ソプラ スマ 感 押 マウ ス の 血液 像 に つい て (続報 ) 


坂口 初 彦 ・ 上 道 知 三 ・ 渡 辺 浩子 ( 阪 市 大 医 動 物 )…・ 


誌 上 発 表 


・ 日 本 住 血 吸 虫 感染 動物 の 治療 に 関す る 研究 岡部 浩 洋 ・ 田 中 隆文 ( 久 大 寄生 虫 )… 


シン ジッ ウス: トキ ソプラ マス そ 
司会 九州 大 学 医学 部 宮 崎 一 


トキ ソプラ スマ の 生物 学 

トキ ソプラ スマ 症 の 診断 

家畜 の トキ ソプラ スマ 症 , 特に 豚 を 中 心 と し て 
トキ ソプラ マス 症 の 了 臨床 

トキ ソプラ スマ 症 と 予防 対策 


郎 
久 
義 


140 
, 
141 
142 
.81 
143 
144 
2. 研 第 四 細 ) 典 
4. 大 医 ・ 川 崎 市 立 病院 ) 郎 …・87 
予 研 生 虫 ) 画 ・……・88 
(1 ) 
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説 


1. T. M. swab に よる 症 の 研究 大 久保 守正 ( 
医大 寄生 虫 ) : M. OKUBO: Studies on Oxyuriasis by 
T. M. swab 


昭和 34 年 秋 よ り 岐阜 県 下 全域 に 豆 り 主として 保育 園 
小 中 学 校 を 対象 と し て 検 肛 を 実施 し て きた の で その 成績 
を 発表 する . 1) 暁 中 検査 に 伴う 諸 条 件 : @d) 検査 は 特別 
の 場合 を 除き 1 回 検 所 で ある . (b) 駆虫 薬 は 燃 酸 ピ ペラ 
ジン を 使用 , 服用 量 は ピ ペ ラ ジン ・ ハ イド レー ト と し て 
1 日 量 保育 園児 0.8g 小学 低 学 年 1.2g, 小学 高学年 
1.4g, 中 学生 1.6g 宛 7 日 間 連 用 し た . (c) 1 日 検査 能 
力 1 人 宛 500~800 件 . 2 岐阜 県 下 に お ける 検 肛 成 績 : 
1 回 の み の 駆虫 前 検査 人 員 152,829 人 , . そ の 陽性 人 員 
95,804 人 に つき 分 類 , 陽性 率 を 比較 する と , 市 部 と 郡部 
で は それ ぞ れ 63 9%6, 62 %, 男子 と 女子 で は それ ぞ れ 63 
%,62 %, 春 夏 秋冬 で は それ ぞ れ 60 %, 62 %, 65 %, 
62 % で この 間 に 有 意 の 差 な く , 年 齢 別 で は 小学 生 67 %, 
保育 園児 62 %, 中 学生 51 % と な る . 3) 岐阜 県 下 に お 
ける 駆虫 後 の 検 肛 成 績 : 実施 校 60 校 , 生徒 数 29,874 人 
に つき , 駆虫 後 よ り 後 検査 まで の 日 数 に より 類別 する と 
12 日 ~19 日 , 20 日 ~29 日 , 30~39 日 , 40 日 ~49 日 日 の 部 
分 は いずれ る も 10 % 程 度 の 陽性 率 で ある が , 50 日 ~76 日 
に お いて は 陽性 率 24 % と な りり 駆虫 前 後に お ける 感染 競 
の 排 考え られ る . 4) 岐阜 県 下 に お ける 連続 駆除 
成績 : 2 校 に お いて 時 虫 駆除 を 実施 する こと な く , それ 
ぞ れ 63 日 ,172 日 の 検査 間隔 を 以 て 検 氏 し た 結果 , 両校 
と も ほとん ど 同 じ 程 度 の 陽性 率 を 保つ て いる . し か る に 
2 回 連続 駆除 実施 小 中 学 校 114 校 , 生徒 数 43,561 人 に 
つき 観察 す る と , 駆除 後 よ り 後 検 包 まで に は 104 日 ~ 
353 日 を 経過 し て いる に 拘ら ず , 大 部 分 の 小 中 学 校 106 
校 が 18~30 % の 陽性 率 低下 を 示し , 僅か に 8 校 の み が 
3 % 上 昇 を 見 た . 3 回 連続 駆除 の 8 校 に お いて も 25 % 
の 陽性 率 低下 を 示し た . 5) ピ ペ マラ ジン 剤 に よる 時 虫 駆 
除 後 の 回 虫 卵 陽性 率 の 減少 実態 : 対象 小 中 学 校 113 校 , 
生徒 数 47,946 人 に つい て , 時 忠 駆除 前 後 の 回 虫 卵 陽性 
率 を 比較 し て 見 る と , 駆 除 前 小学 校 14 %, 中 学校 10 % 
が 駆除 後 は それ ぞ れ 7 %, 6 % に 低下 し , 学校 全体 と し 
て 回 躍 卵 陽性 率 は 低下 する . 

( 問 ) ( 阪 大 ) 森 下 攻 

無 処 置 の 場合 両 回 検査 の 間隔 は 何 日 で すか . 後 の 場 合 


の 感染 は 前 回 か ら 持 続 し て いた も の か 再 感 染 の も の か 何 
れ で すか . 


2. ポキ ー ル に よる 使用 成績 に つい て 戸谷 徹 造 ・ 加 藤 
勝 志 (名 市 大 医 動物 ) 鈴木 逸 夫 (日 本 半 虫 中 支部 ) : T. 
ToTANI, K. KATO & I. SUZUKI: Treatment of en- 
terobiasis with Poquil( 誌 上 発表 に 変更 ) 


あぁ まり 問題 に され て いな か つた , 里 虫 も 最近 に いた つ 
て , 各 方 面 の 調査 に よっ つっ つて, その 保有 率 が 明か に され て 
きた が , 私 等 も この 書 忠 問題 を 取上げ て , 昨年 すなわち 
35 年 4 月 より 36 年 3 月 末 ま で の 問 に , 高等 学校 2 校 , 
中 学校 15 校 , 小学 校 152 校 , 幼 保 園 118 ヶ所, 計 285 カ 
所 で 検査 総 人 員 104,641 名 で 保 卵 者 は 45,599 名 , 保 卵 率 
は 全体 で 43.6 % で あつ た , これ を 区 別 す る と , 幼 保 が 
50.7 %, 小学 校 44 %, 中 学校 32.1 %, 高校 が 14.5 % 
の 保有 %% と な つて お り , これ 等 , 保 卵 者 の 中 に は 発育 太 
の 児童 に 与え つつ ある 病害 は 必ず し も 軽視 で き な い も の 
と 思わ れる 。 一 方 駆 中 に は も つ ぱ ら , ピ ペ ラ デン が 広く 
採用 され て いる が , 現在 で は , 3 日 ~ 7 日 間 も 連 続投 与 し 
な けれ ば あま り 効 果 が な いと いわ れ て いる が , 最近 新 し 
い 駆 虫薬 が , 米国 バー ク , デー ビス 社 に お いて 合成 され 
た . 化合 物 で 一 般 名 は , ポキ ー ル と いわ れ , この 凡 中 成 
績 は 先 に , 阪 大 森下 , 予 研 小宮 , 岐大 森下 , 横 大 松 崎 博 
士 等 に よ つ て , 1 回 投与 で すぐ れ た 成績 だ と 報告 され て 
いる が , 私 等 も ポキ ー ル を 使用 し 小学 4 年 28 名 に つい 
て 1 回 投与 を 試み 投与 後 1 日 目 が 82.1%, 2 日 92.9 % 
3H85.7%, 4H89.3%, 5H89.3%, 6H96.4% 
12 日 92.9 %, 14 日 96.4 %, 21 日 100 % の 陰 転 成績 を 
見 た , これ と 比較 する 目的 で ピ ペ マラ ヂ ン , 3 日 投与 と 5 
日 投与 を 試み て 見 た , その 成績 は 3 日 投与 が 55.6 %, 
5 日 投与 が 70 % で あぁ づ た , 集団 駆虫 を 行う に は 連日 投 
与 す る こと は , きわ め て 困難 な る 場合 が 多く ある が , ポ 
キー ル は 1 回 投与 で きわ め て 優秀 な 駆虫 成績 を 示し て 和 集 
団 に は 適し た も の で は な いか と 思う ぅ . 投薬 量 と 回 数 , ポ 
キー ル 液 10 cc 投与 1 回 空 服 時 に 投薬 し た . (三共 製薬 
K.K. 国内 一 手 扱 ) ピ ペ マラ ヂ ン は 3 日 と 5 日 いずれ も 1 回 
投与 薬 は 8 錠 宛 に し た , 検査 の 方 法 は ウス イ 式 検査 紙 を 
使用 し 自己 採卵 法 に よる . 当 実 験 を 通じ 何等 いう べき 一 
作用 は , ポキ ー ル , ピ ペ ラ デン 共に 見 受け られ な か つ 
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3. ドウ モイ 酸 , カイ ニン 酸 に よる 映 虫 駆除 実験 に つい 
て 中 村 ・ 荒 木 恒 ・ 上 田 五 郎 ・ (大 阪 医大 , 
岩田 内 科 ) : I. NAKAMURA, T. ARAKI, G. UEDA & K. 
TAKI: Clinical experiments on anthelmintic effects 
of Domoic Acid and Kainic Acid against oxyuris. 


最近 腸管 寄生 虫 は の 傾向 に ある が , に 関 
し て は 未だ 広く 寄生 の 存在 が 認め られ て いる . われ われ 
は 小学 校 児童 425 名 中 135 名 , 31.7 % の 貝 卵 陽性 者 を ウ 
スイ 式 セ ロフ ァ ン 1 回 法 に て 見 出し た . 映 虫 感染 者 の 症 
状 は 肛門 部 癒 肉感 が 28.7 % を 占め , 腹痛 , 不眠 が これ に 
続い て いる . また 体格 栄養 , 知能 程度 に つい て る も 調査 し 
た が 著 変 は 見 られ な か つた . 駆虫 成績 : オー ミン ・ ピ ペ 
ラジ ン (W.P.) (10g 中 1- ブ ロモ ナフトール (2) 5.0g, 
クエ ェ ン 酸 ピ ペラ ジン 1.37g を 含有 ) 1g な ら び に 2g 
5 日 間 投与 で は , 9 回 後 検査 に て 7.4 % な ら び に 22.9 
% の 卵 累 績 陰 転 率 し か 得 ら れ な か つた . カイ ニン 酸 5 mg 
2 日 間 投 与 に て 7 回 後 検査 に て 12.6 % の 卵 累積 陰 転 率 で 
満足 すべ き 結 果 は 得 ら れ な か つた . これ ら に 反し て ドウ 
モイ 酸 20 mg 5 日間 投与 し た 31 名 で は 第 9 回 目 の 後 検 
査 に て 始め て 1 = の 貝 卵 を 検出 し 得 た に 過ぎ ず , 計 9 回 
検査 の 累積 陰 転 率 は 96.8 % と 非常 に 高 率 で あつ た . 更 
に 駆虫 後 第 8 週 ま で 観 侍 し た が , 第 6 週 , 第 7 週 , 第 8 
週 の 前 半 ま で その 後 陽 転 者 な く , この 点 と 暁 虫 の 寿命 と 
照合 し て 本 剤 は 成熟 虫 の みな ら ず 幼 若 由 に 対し て も ひと 
し く 効 果 を 発揮 し うる も の と 推定 で きる . 駆虫 後 53 日 
目 に 1 人 , 55 日 目 に 5 人 の 所 積 陽 転 者 を 見 出し た こと 
は , 駆虫 後 の 再 感染 と 解釈 し て 妥当 と 考え る , また これ 
ら 薬 剤 の 副作用 と し て は 重視 すべ き 症状 は 認め な か つ 
た . この よう な ドウ モイ 酸 の 強力 な 卵 陰 転 率 や , また 2 
日 間 の み し か 投薬 し な か つた 者 で も 卵 陰 転 を 認め た こと 
より , 1, 2 回 の 投与 で , 従来 の ピ ペ ラ ジン に 代 つ て 充 
分 時 虫 駆虫 効果 が 達せ られ る も の と 信じ て いる . 

( 加 ) ( 内 田 夫 

目 年 の 6 月 , ドウ モイ 酸 と ピ ペ ラ ジン 製剤 を 用 いて 問 
虫 の 集団 駆除 試験 を 行 つ た が , 演者 と 同様 に ドウ モイ 酸 
で は 約 90 % の 貝 卵 陰 転 率 を 認め , ピ ペ マラ ジン 薬剤 より 
優れ て いた . 

( 加 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

問 虫 寄生 の 質 と 量 の 関係 で 量 を 知る 方 法 を 攻 究 する 必 
要 が ある . 
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4. の 数 に 関す る 研究 江口 孝 ( 岐 医大 寄生 ) 
T. EGUCHI: Studies on laying eggs counting of whip- 


worm 


の に 関し て 上 昨年度 地方 会 で 一 部 報告 
し た が , 更に この 問題 と 併せ て 各種 検査 法 に よる 団 虫 卵 
陽性 率 に 関し て 二 ・ 三 検討 し た 結果 を 報告 する . 1) 団 虫 
感染 後 約 6 ヵ月 の 犬 の 子宮 内 卵 見 た . 14 隻 の 
中 , 最高 1546, 最小 428 で 平均 虫 卵 数 は 890 で あぁ つた . 
2) 貫 虫 感染 犬 を 解剖 し 直ちに 5% Serum, 10 % Serum 
Amino acid, 5% Glucose, Vitamin C + Ringer 液 お 
よび Ringer 氏 液 等 の 飼育 液 中 28*C 恒温 の 下 で E.P. 
D.P.F. を 見 た . 15 隻 の 第 1 日 目 の 平均 排 数 は 513, 
2 日 目 の 平 均 数 は 226 で あつ た . 3) . 団 虫 卵 陽性 者 学童 
を 対象 に 3 枚 硝子 塗 抹 法 、 セ ョ ハン 人 厚 層 法 , 食塩 浮 蓄 法 
の 3 法 で 新しい 民 を 用 いて 陽性 率 を 見 た . 硝子 塗 抹 法 が 
最も よく , 厚 層 法 , 浮遊 法 の 順 で あぁ つた. 4) 同様 3 検 
方 法 で 排 2 ~ 3 日 後 の 用 いて 行 つ た が , 硝子 
抹 法 37.9 %, 厚 層 法 47.8 %, 浮遊 法 43.4 % で 全体 に 
前 検査 より 陽性 率 , 躍 卵 検出 数 と も に 低下 し た . 5) 同 
じ 学 を 対照 に 各々 約 100 mg の 用 い 6 硝子 抹 
法 , 厚 層 塗 抹 法 , 浮 法 で 躍 卵 陽性 率 お よび 検出 教 を 見 
た . 6 枚 硝子 疹 抹 法 が 92.3 % で 最高 で 虫 卵 検出 数 も 最 
も 多 か つ た . 6) 同じ 対象 物 を 3 枚 硝子 塗 抹 法 と セロ ハ 
ン 厚 層 法 (10,000~25,000 Lux 使用 ) に て 躍 卵 陽性 率 を 
比較 し た . 硝子 疹 抹 法 77.7 %, 厚 層 法 88.8 % と な り 後 
者 が 高 率 と を と なり, 忠 卵 検出 数 も 後者 の 方 が 多く 認め られ 
た . 7) 次 に セロ ハン 厚 層 塗 抹 標 本 の 作製 後 の 時 間 別 の 
各 明度 に よる 検出 数 を 見 た . 自然 光線 で は 
を 見 落す こと が 多い が 光源 (15,000~25,000 Lux) の 下 で 
は 大 部 分 虫 卵 が 検出 し 得 た . また 作製 後 の 時 間 は 30~60 
分 の 間 が 検出 に 最も 良好 な 時 間 で あぁ る と 思わ れる . 以上 
の 結果 , 鞭 虫 の 下 .P.D.P.F. は 特に 多数 と は 考え られ な 
い . 3 検査 方 法 に よる 虫 卵 陽性 は 6 枚 硝子 塗 抹 が 最も 
よく , 次 に 厚 層 法 , 食塩 浮 涯 法 の 順 で あつ た . な お セロ 
ハン 厚 層 法 は 恒 の 性 状 が 卵 検出 に 非常 に 影響 する も の と 
思わ れる が , 光源 を 使用 すれ ば 縮 虫 卵 検 査 に も 有効 な 方 
法 で ある と 考え られ る . 

( 問 ) ( 新 大 医 動物 ) 大 失 正 満 

貫 虫 の 正 .P.D.P.F. に つい て , 大 体 ど の 位 の 値 か 教え 
て ほし い . 

( ) 

E.P.D.P.F. の 成績 は 約 20~30 で あり まし た が E.P. 


' 
(13 ) 


442 


D.P.F. は 35 年 の 地方 会 で も 報告 致し まし た が , 犬 縮 中 
の 成績 か ら は 大 体 1,000 前 後 の 数 と な り ま し た . 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義 孝 

セロ ファ ン 厚 層 塗 抹 標 本 1 枚 の 採取 便 量 は 大 体 ど の 位 
か . 

( ) 

約 80mg で 行い まし た . 

( 問 ) ( 公 ) 大 島 

団 由 の 寄生 部 位 は 腸管 の 下部 で す が 躍 卵 は 鹿内 に 均等 
分 散 し て いる の で し よう か . 

( 

連 中 の 寄生 部 位 は 大 体 中 垂 部 で す が , 35 年 の 地方 会 で 
少し ふれ まし た が , 大 体 均 等 と 考え られ 鹿内 の 分 布 も 排 
卵 数 が 少な い 場 合 は ポア ソン 分 布 を し て いる と 考え られ 
ます が この 点 に つい て 今後 検討 致し た と い 思 っ て お り ま 
す : 


5. 虫 駆除 剤 の 研究 (4) 青野 宏 ( 豊 岡 病 院 )・ 
夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医大 医 動 物 ) : H. AoNo, A. SATO, 
T. SHIMATANI: On the effects of anthelmintics ag- 


ainst whipworm (4) 


われ われ は Dithiazanine お よび 釣 忠 駆除 剤 を 使用 し 
て , 団 由 の 駆除 効果 な ら び に 効果 判定 の 方 法 等 に つい て 
の 検討 を 行 つ て きた . 今回 は Dithiazanine, 釣 虫 駆除 剤 
の 使用 に よる 成績 の 追加 と , 新た に 環 虫 駆除 剤 の 使用 に 
よ つ て 得 た 成績 と を 加え て , 第 1 報 よ り 本 報 ま で に 知り 
得 た 成績 を 総括 報告 する . 1) 駆除 効果 の 判定 に は 沈殿 
法 が 必要 で あり , 効果 判定 の 時 期 は 投薬 後 約 1 ヵ月 後 が 
よい と 考え られ る . これ は , 投薬 後 10 日 目 毎 に スト ー ル 
氏 法 に よる 貝 卵 数 の 推移 を 追求 し て , その 増減 の 状態 , 
平均 虫 卵 救 減少 率 の 推移 な ら び に 貝 卵 陰 転 率 の 状態 に 加 
えて 再 感染 の 問題 等 を 線 合 し て 得 た 結果 で ある . 2) Di- 
thiazanine の 種々 の 投与 量 に よる 成績 で は , 被 寄 生 率 80 
% 前 後 の 小学 生 に 0.4g 5 日間 , 計 2.0g の 投与 で 23.1 
% の , また 被 寄 生 率 10 % の 小 ・ 中 学生 に 0.2g, 6 日間, 
計 1.2g。 ま た は 1 日 1.0g の それ ぞ れ の 投与 に よ つ て , 


約 40 % の 忠 卵 陰 転 率 を 得 た の が 最も 良好 な 成績 で あぁ つ _ 


た . し か し な が ら , 本 剤 の 投与 で は , 悪心 , 嘱 吐 が 約 リ 』 
に 認め られ , 虫 卵 陰 転 率 の 面 と , 副作用 の 面 と より , 今 
後 更に 検討 を 要する 薬剤 で ある と 考え られ る . 3) 釣 虫 
駆除 剤 と し て 使用 し た も の は 4 剤 で , その 成績 は 次 の ご 
と く で あぁ つた. オー ミン を 被 寄生 率 約 80 % の 小学 生 に 


・ 小 学生 に 用 いた 成績 で は , 


4.0~8.0g, 1~ 2 日 間 の 投与 で 25~44 % の , また テト 
レン で は 同じ 対象 に 1 日 2.4~3.6g の 投与 で 36~48.4 
% の , チ モ ラ ン で は 同一 対象 に 1 日 2.5g 3 日 間 , 計 
7.5g の 投与 で 23.3 % の , また アル ュ コパ ペー ル を 同じ く 1 
日 5.0g の 投与 で 10.3 % の それ ぞ れ 忠 卵 陰 転 率 を 得 た . 
一 方 被 寄生 率 約 4 % の 成人 に オー ミン , テト レン , チ モ 
ラン の 通常 量 を 1~ 2 日 間 投 与 し た 成績 で は , いずれ の 
場合 に も 約 50 % の 貝 卵 陰 転 率 を 得 た . 副作用 と し て は 
通常 量 の 50 % 増 を 用 いた オー ミン , テト レン 投与 の 小 
学生 の 約 半 数 に 悪心 , 嘱 吐 を 認め た が , その 他 の 場合 は 
諸家 の 釣 虫 駆除 に 際 し て 報告 され た 成績 と 同様 , 副作用 
は 軽微 で ぁ り , 団 虫 駆除 剤 と し て 試み られ る 薬剤 で ある 
と 考え られ る . 4) 事 虫 駆除 剤 で ある , サン トニ ン , ダ 
イア ス , カイ ニン サン , ピ ペ ニ ン を 被 寄 生 率 約 80 % の 
ピ ベ ニン 2.0g 2 日 間 , 計 
4.0g の 投与 で 24.0 % の 貝 卵 陰 転 率 が あつ た 他 は , すべ 
て ほとん ど 無 効 で あつ た . 


6. 中 止 


7. 人 痢 の 毛 様 線 虫 類 に 関す る 研究 大 鶴 正 満 ・ 初 鹿野 
高 好 ・ 伊 藤 淳 一 ・ 長 谷川 末 重 ( 新 大 医 動物 ) : M. OTSURU, 
T. HATSUKANO, J. ITo & K. HASEGAWA: Tricho- 
strongylid nematodes from men and domestic rumina- 


nts in Japan 


わが 国 に お いて 今日 まで に 人 か ら 検 出さ れ た 和 毛 様 線 虫 
類 : richostrongylus は 東洋 毛 様 線 虫 : T. orientalis 
1 種 の み で あつ た . 果して 人 寄生 は 本 種 に 限る の で ある 
か , また 諸 外 国 の 例 に みる よう に 穴 畜 間 に 墓 延 し て いる 
毛 様 線 虫 類 が 人 に 寄生 する 可能 性 は な いか な どの 問題 に 
つい て , ここ 示 年 来 調 得 を 重ね て きた . 1960 年 11 月 ~ 
1961 年 1 月 の 問 , わが 国 に お いて 人 に 和 毛 様 線 虫 類 が 最も 
濃厚 , 分 布 し て いる 地域 の ーー つ で ある 新潟 県 の 蒲原 平野 
の 3 部 落 一 般 お よび 中 学生 49 名 に つい て Bephenium 
hydroxynaphthoate (Alcopar) 5g 投与 後 , 第 1 日 お よ 
び 第 2 日 便 の 濾 便 を 行い , 46 名 か ら 計 5967 令 (8 1921, 
9 4046) の 毛 様 線 虫 類 を 採集 し た . それ ら に つい て 主 と 
し て 8 の 交接 刺 , 副 変 接 刺 , 交接 訟 , ?* の 陰 門 , 尾 端 な 
どの 特徴 を 基 と し て 分 類 し た 結果 , 46 名 全員 か ら 7. 
orientalis 計 5,964 令 (1~1305) , 混合 寄生 者 と し て 1 
名 (15 歳 , 女 ) か ら TT. colubriformis $ 1 隻 , 2 名 (42 
歳男 , 20 歳 女 ) か ら 記 : sp. 8 各 1 隻 を 発見 し た . 次 い 


| 


で 後 3 者 の 家族 10 名 (本 人 を 含む ) に 同 駆虫 薬 7g を 投 
与 3 日 間 連 続 濃 便 し た と ころ 全員 か ら TT. orientalis 計 
834 令 (1~481), 混合 寄生 者 と し て 1 名 (11 歳 女 ) か ら 
TT. azei 8 1, ? 1 を 検出 し た . この ケ . sp. 8 2 隻 は 
と も に 全長 (4.0, 4.2 mm) に 対し て 交接 刺 ( 長 さ 94, 92 
ム ) が 短く , 先端 に 小 釣 を 具 え , ずん ぐり し て お り , 著者 
ら の 知る 27 種 の 毛 様 線 虫 に は 該当 し な いも の で ある , 

同時 期 に 蒲原 平野 お ょ び 価 渡島 産 の めん 山羊 118 頭 
(めん 羊 23, 山羊 95) に つい て 必殺 時 その 第 4 置 お よび 
小腸 の 洗 準 検査 を 行 つ た と ころ 全部 に 毛 様 線 虫 類 の 寄生 
を 認め , その 中 の 28 頭 ( め ん 羊 11, 山羊 17) から 得 た 8 
1692 隻 の 検索 で は azei 1472 (第 四 1136, 小腸 
336), T. colubriformis 220 隻 (第 4 胃 60, 小腸 160) 
の 2 種 の み が 得 ら れ た . 上 記 の 人 か ら 発見 され た 
colubriformis お よび azei は 優 占 種 orientalis 
に 対し て 個体 数 が 少な い が い ずれ る も 偶然 寄生 で は な く , 
人 え の 感 染 の 機会 が 少な いた め と 判断 され , わが 国 で も 
めん 山羊 な ど 穴 畜 寄 生 の 毛 様 線 虫 類 が 人 に 寄生 し , 特に 
牧羊 地 な ど で は 人 の 問 に か な り 分 布 す る 可能 件 が ある と 
考え られ る . な お . sp. に つい て は 今後 更に 充分 な 検 
討 を 加え た い . 


( 問 ) ( 阪 大 ) 森 下 薫 
7. orietalis を 家畜 に 見 られ て いる や . 
( ) 


現在 まで に 宮城 県 の めん 羊 , 新潟 県 の 家 兎 か ら 検 出さ 
れ て いる . 

( 問 ) ( 京 府 医大 医 動物 ) 吉 田 幸 雑 
T. orientalis と TT. colubriformis は 被 虫 の 形 
態 で 区 別 が で きま す が , 幼虫 は 御 観察 に な つて お られ ま 
すか . 

( 管 ) 

第 一 期 幼 中 に つい て は , まだ 観察 し て いま せん . 排出 
直後 の 卵 の 発育 程度 , 卵 寺 の 形態 に ある 程度 差異 が 見 出 
され る よう で ある . 


8. Wuchereria malayi 動物 の ミ ミク ロフ イラ リ 
ア の 定期 出現 性 特に 各種 投与 の 観察 朱 仁 ( 
国 音 都 医 大 予防 医学 ) : IN Ho CHU: The micro- 
filarial periodicity of experimental animals infected 
with Wuchereria malayi, especially as observed with 


various drug-stimuli 


Filarial periodicity remains a highly controversal 


(15 ) 
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subject, even though it has been studied over a 
period of 80 years. One valid conclusion can be 
deduced from past works, namely periodicity is one: 
of resultant physiological processes associated with 
a course of biological coexistence between parasite: 
and host. Out of many factors which regulate the 
daily physiological rhythm of a host, the function 
of the autonomic nervous system could be cited as 
one of the more basic ones. A general tendency 
of parasympathetic shift during the night and of 
sympathetic state during the daytime is quite sug- 
gestive of a possible correlation with the nocturnal 
periodicity and daytime reduction of microfilariae 
in the periphery. Therefore, this study describes 
the effects of several autonomic nervous drugs upon 
the peripheral migration of microfilariae, and another 
observation which was made to find whether or not 
animals experimentally infected from human filarial 
patient hold a periodicity curve identical with that 
of human donor. (1) Experimental transmission 
of filariasis : Fully developed filarial larvae of in- 
fective stage were collected in a watch glass which 
contained normal saline from the batches of labora- 
tory reared mosquitos, Aedes togoi. The mosquito 
had been fed on a human donor harboring MF. 
malayi. Inoculations from each pool were made 
subcutaneously into the inner surface of the thigh 
adjacent to the inguinal lymphglands of test animals. 
Each pool was made of 106 up to 447 infective larvae. 
Animals employed were domestic cats and Taiwan 
monkeys (Macaca cyclopsis). From one month 
after the inoculation, blood smears were prepared 
weekly in order to discover microfilariae from the 
circulating blood of the animals. (2) Drug-stimuli: 
Drugs used were mainly those affecting the autono- 
mic nervous system, such as epinephrine, ephedrine, 
prostigmin, pilocarpine and atropine. Others were 
coramine and pentobarbital sodium. Prior to the 
beginning of the experiment for comparative pur- 
pose each animal had been examined for the micro- 
filarial count every two hours during the 24-hour 
period. Daytime experiments performed at 2 to 3 
P.M. demonstrated that the animals hold the smal- 
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lest fluctuations in the number of microfilariae in 
the blood. N ヴ ight observations were done from 7 
to 8 o'clock in which time the microfilariae begin 
to swarm into the periphery. (3) Summary : 
(a). The microfilarial periodicity of artificially in- 
fected animals with Wuchereria malayi was observed, 
and 'it was found that the microfilarial count in 
monkeys is characterized with nocturnal periodicity, 
which is identical with that of the human donor: 
while the periodicity in cats is not specific. (b) 
The microfilarial count of the experimental animals 
was not affected by any of drugs studied, including 
autonomic nervous drugs, (epinephrine, ephedrine, 
pilocarpine, atropine and prostigmin), as well as, 
barbitrate sodium and coramine. (c) Since the 
administration of autonomic nervous drugs never 
affect the microfilarial count, it may therefore be 
established that the function of the autonomic ner- 
vous system of the host has no direct relationship 
with the peripheral migration of microfilariae in 


the body. 


9. 実験 的 高 血 糖 及び 低 血 糖 時 に お ける ミク ロフ ィ ラ リ 
ア の 出現 態度 吉村 税 (長大 風 研 ) : O. YOSHIMURA : 
An observation on the microfilarial periodicity in allo- 


xan diabetes and in insulin shock 


ミク ロフ ィ ラ リア (以下 Mf) の 定期 出現 と 宿主 の 生理 
状態 の 関係 を 見 る 一 つの 実験 と し て , Dirofilaria imm- 
itis 感 について, Alloxan 糖尿 病 お よび , Insulin 
低 血 糖 時 の Mf の 出現 態度 を 観察 し た . 毎日 1 回 , 一 定 
量 の 食餌 を 与え た 感染 大 に つい て 48 時 間 に 豆 り , 血糖 
値 の 変動 を 追求 する と , 全体 と し て , 夜 よ り も 昼 に その 
値 は 高く Mf 曲線 と は 逆 の リズ ム を 示し て いる . Allox- 
an 75 mg/kg を 投与 する と , 尿 糖 を 証明 する よう に な り 
滴 次 血糖 値 も 上 昇 す る . 第 1 例 は , 最高 220 mg/dl の 血 
糖 値 を 示し た が , 何ら の 臨床 症状 も なく, 軽症 の 糖尿 病 
が 起 つ た の み で , Mf 曲線 は 常に 定型 的 な 夜間 定期 出現 
性 を 示し , 全体 と し て Mf 数 の 増加 が 見 られ た 他 , Mf 
の 周期 性 に は 特定 の 影響 は 認め られ な い . 第 2 例 は 注射 
1 週 後 , 常に 500 mg/dl 以上 の 高 血 糖 を 持続 し , 4 週 目 
に は 1130 mg/d1 に 達し た . 臨床 的 に も , 尿 糖 の 他 , 不 
安 状 態 , , 状態 , 食欲 不振 , る いそ の 症状 
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が 強く , 3 週 入る と , いわ ゆる , 前 の 状態 と な 
り 。 昼 と な く 夜 と な く 眠 り 続 けた . 出現 Mf 数 は 昼夜 の 
区 別 な く 不 規則 に 増減 し , 処置 前 に 比べ て 次 第 に 曲線 の 
Irregularity が 現われ た . 全体 の Mf 数 は 前 例 と 同様 , 
増加 の 傾向 が ある . Insulin に より 低 血 糖 と shock 症状 
を 示し た 場合 Mf の 数 の 変動 を 見 る と , 6 例 中 3 例 で は 
余り 大 き な 影 響 は 見 られ な か つた が , 他 の 3 例 で は , 血 
糖 の 低下 と shock 症状 の 発現 と 略 一 致し て , Supatonin 
や Electroshock の 場合 と 同じ ょ うな , 一 過 性 の Mf 数 の 
激増 が 見 られ た . し か し 個々 の 血糖 と Mf 数 と の 間 に は 
必ず し る も 特定 の 関係 は 認め られ な いよ う で ある . Alloxan 
糖尿 病 に よる 秋 睡 前 状態 が 持続 し た り , Insulin shock 
の 場合 に は , Mf の 周期 性 に 乱れ が 現われ る よう に 思わ 
れる . 今回 の 実験 は , 症例 も 少く , 結果 も 判然 と し な い 
が , 今後 な お 暫く 実験 を 続け , 例 数 を 増し た 上 で 改め て 
この 問題 に つい て 検討 を 加え る つも り で ある . 


10. バン クロ フト 糸状 虫 症 の 域 地 駆 除 に 関す る 研究 
福島 英雄 ・ 森 美代子 ・ 愛 甲 ( 鹿 熱 研 ) 田川 稔 (徳之 
島 保 健 所 ) 川又 三郎 ・ 国 東 考 ( 鹿 大 二 内 科 ) : H. FUKU- 
SHIMA, M. MORI, K. AIKO, M. TAGAWA, S. KAWA- 
MATA & T. KOKUTO: Studies on the areal control 


of bancroftian filariasis 


Bancroft 糸状 虫 症 の 集団 治療 は Diethylcarbamazine 
の 発見 以来 容易 と な つて きた が , 現在 な お , ある 地域 よ 
り 和 糸状 虫 症 を 完全 に 絶滅 する こと は 容易 で な い . これ は 
下 の 問題 は 暫く お いて , 人 体側 の 要因 と し て フイ ラリ ア 
仔 躍 検査 法 と し て 従来 慣用 され て きた 血液 厚 層 標 本 に よ 
る 検出 が 不 充 分 ( 音 沼 氏 の 集 虫 法 (300 cmm の 肘 静 脈 血 ) 
で は 厚 層 法 の 1.5~2.0 倍 の 仔 忠 検出 率 が 得 ら れる の で , 
真 の 仔 虫 保有 者 の うち 50~60 % 以 下 し か 厚 層 法 に お い 
て は 検出 され て いな い . ) な の に , 厚 層 法 に よる 仔 躍 陽性 
者 の み を 対象 と し て 治療 し て いる た め , 仔 躍 保有 者 で あ 
りな が ら 治 療 対象 と な ら な いこ れ ら 未 治 療 者 ある い は 不 
完全 治療 者 の 存在 が その 一 因 を な し て いる の で は な いか 
と 考え られ る . われ われ は ある 地域 に お け る 糸状 虫 症 を 
根絶 する た め 経 済 的 な 投薬 方 法 を 見 出 そ う と し て 本 実験 
を 試み た . 投薬 方 法 : 従来 の 方 法 と 異 り 第 1 回 投薬 は フ 
イラ リア 仔 虫 の 有無 に か か わら ず 1 歳 以 上 の 部 落 員 全 
員 (390 名 ) に Supatonin を 2mg/kg あて 5 日 間 投 与 し 
た . 次 いで 第 2 回 採血 時 仔 虫 陽性 者 (10 名 ) の み に 第 2 
回 と し て Supatonin 6 mg/kg あて 10 日間 投与 し 
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た . 効果 判定 法 : 1 歳 以 上 の 部 落 員 全 員 に 対し , 午後 10 
時 ~ 午 前 2 時 の 間 に , 5 歳 以 下 に は 耳 課 血 60 cmm 採血 
5 歳 以 上 は 60 cmm 採血 に 加 う る に 菅沼 氏 の 集 
法 ( 肘 静 脈 血 300 cmm) に より 仔 虫 の 有無 を 見 た . 実験 
成績 : 治療 前 (第 1 回 採血 時 ) は 部 落 の 仔 躍 検出 率 は 11.2 
・9% ( 仔 躍 保有 者 390 名 中 43 名 ) で ぁ つ た が , 部 落 員 全員 
390 名 に Supatonin 10 mg/kg 投与 (第 1 回 投薬 ) 後 40 
日後 の 第 2 回 採血 時 に は 仔 躍 検出 率 3.0 % (10 名 /324 
名 ) と 著 減 し て いる . つい で この 10 名 の 残存 仔 虫 保有 
者 の み に Supatonin を 60 mg/kg 投与 後 30 日 後 の 第 3 
回 採血 時 に は 仔 躍 検出 率 は 2.5 % (6 名 /240 名 ) と 減少 
し て いる が , な お 6 名 の 残存 仔 虫 保有 者 が 認め られ る が 
これ ら に は 近く 第 3 回 投薬 を 行う 予定 で ある . この 6 名 
中 3 名 は 第 1 回 , 第 2 回 採血 時 は と も に 陰性 で 第 3 回 採 
血 時 に 集 虫 法 (300 cmm) に よ ょ り 始 めで 見 出さ れ た 例 で あ 
る . 次 ぎ に 仔 躍 数 の 推移 を 見 る と , 第 1 回 投薬 後 の 第 2 
回 採血 時 に は 60 cmm 採血 法 で 治療 前 の 22.7 %, 集 虫 
法 (300 cmm) で 53.8 % と な り , 第 2 回 投薬 後 の 第 3 
回 採血 時 に は 60 cmm 採血 法 で 治療 前 の 1.9 %, 集 忠 法 
(300 cmm) で 3.2 % と 著 減 し て いる . その 他 , 有 症 者 の 
うち 系 状 虫 性 熱発 作 患 者 で は Supatonin 10 mg/kg の 投 
薬 量 で も 著 効 例 が 認め られ た . 


11. 天久 保 部 落 に お ける フィ ラリ ア 肖 淫 の 疲 学 並び に 
集団 治療 成績 大 森 南 三郎 ・ 永 友 勇 夫 ( 長 大 風 研 術 動 ) : 
N. OMORI & I. NAGATOMO: On the epidemiology 
and control of filariasis in Amakubo village, Nagasaki 


Prefecture 


112 戸 , 人 口 約 630 名 の 天久 保 部 落 で 1953 年 10 月 に 
第 1 回 の 全員 検 血 を 行い 92 名 の 仔 虫 保有 者 を 発見 し , 4 
カ月 半 後 に 第 2 回 を , 更に 4 カ ヵ月 半 後 に 第 3 回 の 全員 検 
血 (20 mm*) を 実施 し て 11 名 お よび 6 名 の 陽性 者 を 追加 
発見 した. 陽性 者 に は 1 日 3 回 , 連続 10 日 また は 15 日 
1 回 の 治療 の 総量 6 また は 90 mg/kg の 大 量 投与 を 繰 
返し て 実験 開始 の 16 ヵ月 後に 全員 の 陰 転 を 見 た . 計 109 
名 の 陽性 者 に つい て 見 る と , 任 虫 保有 率 は 男女 間 , 年 過 
層間 に 有意 的 な 差 が ある が , 平均 行 虫 数 間 に は いずれ の 
場合 も 有意 差 は な く 仔 虫 数 に 著しい 個人 差 が あぁ つて , 
男女 , 年 齢 を 問わ ず 新 感染 も 起 つ て いる こと が 究 わ れ 
る , 年 齢 的 に は 0~ 9 歳 層 で 極め て 低く 30~39 歳 層 で 
山 を 描き 40~49, 50~59 歳 層 と 激減 し て , 70~89 歳 層 


式 の 効果 を 比較 し た . 原則 と し て , 全 住 民 を ま づ 10 emm 


へ 向 つ て また 著しく 高 率 と な る . この こと は , 古く 高度 
に 侵 淫 し て いた 本 村 の フィ ラリ ア 症 は 20 年 間 位 の 減少 
の 後 , 最近 約 50 年 以来 , 野菜 類 の 増産 の た め 佐世保 市 
か ら 大 便 を 運び 込み 多数 の 肥料 溜 を 作っ つ て, アカ イエ カカ 
の 多発 に よ つ て 盛ん な 感染 が 起り , 近接 諸 部 落 の 仔 躍 保 
有 率 が 僅か に 数 % に 過ぎ な い の に 本 部 落 だ けが 17.5 % 


、 の 高 率 を 示し て いる も の と 考え られ る . 本 部 落 内 で の 仔 ~ 


虫 保有 者 の 分 布 は 強い 家族 集積 性 の あぁ ある こと が 有意 的 に 
認め られ る . 上 記 の 強力 な 治療 に よ つ て , 100 名 中 45, 
67, 7, 1 お よび 1 名 は それ ぞ れ 1, 2, 3, 4 お よび 5 
回 の 治療 に よ ょ つて 仔 虫 が 陰 転 し た . 男女 間 お よび 年 齢 摩 
間 に は 治療 の 難易 は 認め られ な い が , 保有 仔 虫 数 の 少な 
い 者 が 陰 転 し 易い こと が 有意 的 に 認め られ る . 本 実験 で 
第 2 回 , 第 3 回 の 全員 検 相 で 11 お よび 6 名 の 陽性 者 が 
追加 発見 され た こと は 潜伏 期中 の 者 は 勿論 , 仔 躍 雪 の 極 
め て 少な い 者 の 発見 が 困難 で ある こと を 示す も の で ある 
が , 更に , 激しい 副作用 の み ら れ る 強力 な 治療 に よ ょ つて 
も 2 回 以上 5 回 も の 治療 に よ ょ つて 始め て 陰 転 し た も の が 
55 % も ある こと か ら , 侵 淫 率 の 比較 的 高い 部 落 で は , 
全部 落 民 (5 歳 以 下 を 除く ) に 対し , 小 量 , 間隔 , 長期 の 
Diethylcarbamazine 投与 が より 効果 的 で ある よう に 思わ 
れる . 

( 加 ) ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) 尾 辻 義 人 
私 ども は 鹿児島 県 下 の 某 部 落 の 系 状 虫 仔 虫 検索 を 夜間 
3 滴 法 に より , 1 年 間 に 3 回 部 落 民 に 対 し 検 血 し た 経験 
よう り 仔 忠 の 微量 出現 者 の 場合 に は 採血 量 も 問題 で ある が 
標本 検索 時 の 見 落し に つい て 注意 し な けれ ば な ら な いと 


12. バン クロ フト 糸 状 虫 症 の 地域 駆除 法 の 研究 成果 , 
と くに スパ トニ ン 投 薬 方 丈 に つい て 佐々 学 ・ 田 中 寛 ・ 
山本 信 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 波多 野 精 美 ( 要 媛 県 予防 課 ) 川井 順 
志 :M. SAsaA, H. TANAKA, H. YAMAMOTO, S. HA- 
TANO & J. KAWAI: Studies on the control of banc- 


roftian filariasis, with special reference to the mode 


of administration of diethylcarbamazine (Supatonin) 


われ われ は 奄美 大 島 (9 部落 ), 琉球 (沖縄 本 島 , 石 
垣 , 宮古 に わた る 7 部 落 ) 愛媛 (三崎 半島 の 11 部 落 ) の 
10,000 人 余り を 対象 に バン クロ フト 系 状 虫 の 地域 駆除 
を 目的 と し た 実験 を 1958 年 か ら 開 始 し , いろ いろ な 方 
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3 滴 採血 法 で 夜間 検 血 し , 陽性 者 に スペ パト ニン 集団 投薬 
に 行い , その あと 定期 的 に 検 血 , 毎年 1, 2 回 の 割 で 一 
般 住民 検 血 も 繰 返 え し た .. 投薬 方 式 と し て は , ある 期間 
毎日 1 回 連続 する 集中 法 , 毎週 , 毎 10 日 , 毎月 1 回 と 
いう よう な 間隔 を あけ て 長期 に 投薬 する 間隔 法 , お よ 
び こ の 両者 の 併用 法 の 3 方式 を 比較 し , それ ぞ れ の 薬 
量 も 場所 に より か えて , 総量 は 最少 20 mg/kg か ら 最 大 
133 mg/kg に お よん で いる . この 結果 , 分 つた こと は , 
1. 連日 集中 し て 投薬 する と 血 中 Mf( ミ クロ フィ ラリ ア ) 
数 は 速 に 減少 する が , 短 時 日 の うち に 全員 完全 に 陰 転 は 
困難 で あり , 量 が 20mg の よう に 少 い と , 中 止 後 Mf 
数 は ある 程度 上 昇 す る . 2. 間隔 法 で は Mf 数 の 減少 は 
徐々 で あぁ る が 長 時 日 の うち に は 著しい 効果 が ある . 3. 
併用 法 は Mf の 減少 が 早く 遠隔 成績 も よい . 4. いずれ 
に せよ , 総 薬 量 が 最も 重要 な 要因 で 少な くる も 50 mg/kg 
以上 を 必要 と する . 5. 陽性 者 の み の 治療 で は 次 回 の 検 
血 に さい し て 新 陽性 者 が 必ず 現れ る . し か し この 操作 を 
繰り 返 え す と 地域 と し て の 陽性 率 は 次 第 に 低下 し て 根絶 
に 近づき , 総員 投薬 法 よ り は 所 要 薬 量 は ずつ と 少な く て 
すむ . 

( 加 ) ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) 尾 辻 義 人 

私 ども は ある 部 落 の 仔 躍 検出 率 を 0 % に する こと だ け 
に つい て 考え る と , 部 落 民 の 全員 検 血 を 1 年 間 に 数 回 実 
施し て 陽性 者 を 摘発 , スパ トニ = ニン 治 療 を 陽性 者 に の み 実 
施す る こと に よっ つて 充分 目的 を 達し 得る も の と 考え ま 

( 問 ) (長大 風 研 ) 片 峰 大 助 

スパ トニ ン の 投与 は 最初 大 量 を 与え た 場合 と , 少量 で 
始め , 仔 忠 残存 者 に 大 量 を 追加 し た 場合 と の 効果 の 比 

( 問 ) ( 阪 大 ) 森 下 韻 

Mf 陽性 の み を 治療 し , それ が ほとん ど 100 % 陰 転 す 
れ ば , 多少 見 逃がし の 陽性 が ぁ つ て も , 地域 全体 と し て 
浸水 度 が 低下 また は 消滅 せしめ 得る と 考え て よろ し き 
ゃ . 

( 答 ) 

陽性 者 の み を 治療 し て も , 全 住 民 を 再 検査 する と 新 陽 
性 者 が 多少 と も みつ か る の が 常 で す . し か し これ を 治療 
する , 更に 全員 検証 を し て その 陽性 者 を 治療 する と いう 
こと 衝 繰 り 返 えす と , 3 ~ 4 回 後に は 概ね 根絶 し うる こ 
と を 経験 し まし た . 
( 問 ) (長崎 大 ) 北 村 精 一 
今 の 治療 法 に 関し スパ トニ = ニン の 薬理 的 効果 に つい て , 
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スパ トニ ン の 量 に より 親 貝 に 対す る 作用 が 左右 され る こ 
と と 考え る べき か , この 点 の 御 意 見 を ? 

( 管 ) 

コト ン ラ ッ ト の フィ ラリ ア の 実験 で は , スペ トニ ン は 
成虫 を 殺す 作用 が た し か に あり ます . 人 体 の バン ク ョ ロフ 
ト 和 糸状 虫 に つい て は 直接 の 観察 は あぁ あり ませ ん が , 薬 量 が 
少 い と 減少 し た ミク = フィ ラリ ア が その 後 や や 増加 する 
し , 充分 な 薬 量 を あたえ る と あと 長期 に わた り 消 失 す る 
こと か ら も ゃ も, 成虫 に 作用 する も の と 推定 し て いま す . 

( 加 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 
マラ ヤ の 実験 で 猫 に マレ ー 和 糸状 虫 を か けた 場合 Supat- 
onin が 成虫 を 殺す と あり まし た . 


13. フィ ラリ ア 症 の 治療 に 関す る 研究 代謝 面 よ りみ た 
る スパ トニ ン 治 療 時 の 2,3 の 変化 に つい て 佐藤 八郎 ・ 
尾 汁 義人 ・ 与 那 錦 和男 ・ 浜田 己 則 ・ 国東 孝 ( 鹿 大 二 内 
科 ) : H. SATO, Y. OTSUJ!, K. YONAMINE, K. HAMA- 
DA&T. KOoKUTO: Some effects of Supatonin on 
the metabolism of the host suffered from filariasis 


系 状 虫 仔 虫 に 対す る スパ トニ ン の 作用 機 序 に 関し て 
は , Hawking 以来 多く の 報告 が 見 られ る が , 未だ 明確 
な る 解 符 は 与え そら れ て いな い . 私 ども は 解明 の 手がかり 
を つか む 目 的 で スパ トニ ン 投 与 時 の 身体 内 の 諸 酵 素 系 の 
変動 に つい て 検討 し た の で 報告 する . 研究 対象 は な る べべ 
く 同 一 条件 下 に ある 者 を 選ぶ 必要 上 , 鹿児島 市 内 に ある 
刑務 所 の 収容 者 に つい て 検 血 し , 7 名 の 仔 躍 保有 者 を 得 
た . すなわち 820 名 検 自 し て 7 名 の 仔 忠 保 有 者 を 得 た 
仔 虫 検出 率 は 0.85 % で あり , - 7 名 の 内 訳 は 鹿児島 県 出 
身 者 5 名 , 宮崎 県 出身 者 2 名 で いずれ も ゃ も 南 九州 出身 者 で 
あつ た. 対 早 と し て の 健康 者 は 本 学 看 護 学校 の 学生 に つ 
いて 実験 し た . -・ ス パト ニン 50 mg/kg を 毎日 2 週間 投 和 与 
し た . 1) 血 中 焦 性 ブ ド ー 酸 値 は 仔 虫 保有 者 は 健康 者 に 
比べ て や や 高値 で あり , スパ トニ = ニン 治 療 開始 に より 紅 分 
増加 する 傾向 が ある が , 治療 終了 後 1 ヵ月 目 の 検 査 す な 
わ ち 仔 中 を 見 出さ な く な つた 時 期 に は 正常 値 に 近づく 傾 
向 を 認め た . 2) 血清 乳酸 値 の 変動 は 正常 範囲 内 に ぁ つ 
た . 3) 血清 cholinesterase に つい て は 人 健康 者 に 比 し や 
や 活性 値 が 低 値 で あつ た が , スペ トニ ン 治 療 に より 正常 
化 の 傾向 が 認め られ た . 4) &- グ ルク ロニ ダー ゼ は 正常 
範囲 内 の 変動 を 示す に すぎ : な か つた . 5) 血清 ムコ っ 蛋白 
値 も 正常 範囲 内 で , スパ トニ ン 治 療 に よる 変動 は 認め る 
こと は で き な か つた . 
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14. フィ ラリ ア 症 の 治療 に 関す る 研究 マフ アル ゾー ル 
に よる 治療 に つい て 西田 豊作 ・ 福 島 英雄 ( 鹿 大 二 内 科 ) 
T. NISHIDA & H. FUKUSHIMA : Studies on the che- 


motherapy of filariasis, therapy by Mapharsol. 


コッ トン ラッ ト 状 虫 に 対し Mapharsol お よび Su- 
patonin を 投与 し , びに に お よ ぼ す 影響 を 
組織 化学 的 に 検討 し た の で 報告 する , 1) マフ ァ ル ゾー 
ル 5~10 mg/kg あぁ て 総量 60~100 mg/kg 投与 し た 群 に 
つい て , 治療 中 な ら び に 治療 終了 後 75 日 間 の 観察 で は 
仔 虫 数 に は ほとん ど 影 響 は 見 られ な か つた . し か し な が 
ら 成 虫 に 対す る 影響 と し て は 10 mg/kg あぁ あて 2 ~ 6 回 投 
与 し た Cotton rat 5 匹 の うち 2 了 匹 (40%) に 死滅 成虫 が 
見 られ た が , Mapharsol 5 mg/kg 投与 例 で は 死滅 し た 
成虫 は 見 られ な か つた . 2) スパ トニ ン 50~200 mg/kg 
和 宛 総 量 750~4000 mg/kg 投与 し た 群 で は 流血 中 仔 虫 は 
急速 に 著 減 する が 投薬 を 中 止 す れ ば 再び 増加 する . Sup- 
atonin を 総量 4000 mg/kg 投与 群 で は 成虫 の 死亡 率 34.3 
%, 1000 mg/kg 投与 群 で は 死亡 率 11.1 % で あぁ つた . ま 
た Supatonin 200 mg/kg 宛 20 回 投与 し た Cotton rat 
に お いて は 2 匹 全 例 に (100 %), 50 mg/kg 宛 20 回 投与 
し た Cotton ratt に お いて は 4 匹 中 1 匹 (25 %) に 死滅 し 
た 成 申 を 認め た . 3) Mapharsol お よび Supatonin 投与 
時 の Litomosoides carinii の 組織 化学 的 変化 は その 成虫 
に お いて は , 胞 の 破壊 粒 の , 子 宮 壁 , 側線, 
中 心 線 内 の 空 胞 形成 が ぁ る も の や , 肥 細 胞 間 に 巨大 な 変 
性 物質 や 均質 性 の PAS 陽性 物質 の 出現 , 用 細 胞 内 に 空 
胞 形成 を 見 る も の な ど が 認め られ た . DNA は 一 般 に 反 
応 の 低下 , 用 細 胞 内 題 粒 の 反応 の 不 均等 性 , 大 さき , 形 の 
不揃い が 認め られ , PAS 染色 で は Mapharsol お よび 
Supatonin 投与 群 と の 間 で は 大 き な 差 異 は な く , 角 皮 , 
用 細 胞 と も 陽性 を し めし , 就 中 , 横 紋 が 躍 体 の 長 軸 に ほ 
ぼ 直 角 に 無数 輪 走 し て いた . また 一 部 の 子宮 腔 内 に 瑞 漫 
性 の PAS 弱 陽 性 を し めす 均質 性 の 陽性 物質 を 認め た 


15. 映 虫 の 電子 顕微鏡 的 研究 岡村 一 郎 ・ 続 美佐 子 ・ 山 
本 博 ( 熊 大 寄生 虫 ) : I. OKAMURA, M. TUZUKI & H. 
YAMAMOTO : Electromicroscopical studies on Ascaris 


寄生 の 組織 化学 的 研究 お よび 電子 鏡 研究 
を 行っ つて , 寄生 虫 の 代謝 に 組織 学 的 系 体 を 得 よ うと つと 
め て きた . 遇 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 で は 教室 同人 が す で 


た 花房 状 器官 , 腸管 , 食道 , 角 皮 等 に つい て 発表 し て き 
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た . 今回 われ われ は 側線 の 電 顕 的 構造 に つい て 所 見 を 得 
た の で 発表 する . け だ し , 側線 は その 特異 な 構造 , ある 
い は 組織 化学 的 所 見 か ら 推 し て , 幅 虫 体 の 代謝 の 上 に 極 
め て 重要 な 役割 を 有する も の と 考え られ る か ら で あ る . 
側線 の 構造 の 検索 は いろ いろ の 部 位 で 行 つ た が , ここ で . 
は 主として 雌 生 殖 口 の わずか 頭 部 附近 の 側線 に つい て の 
べ る . 生 豚 貞 虫 の 側線 を 1 mm 長 切 り 取 り 2% オ スミ ュ 
ウム 酸 水 深 液 に 固定 し て 法 の ご と く 包 埋 0.02 の 超 薄 


切片 を 作製 し て 日 立 大 型 電子 顕微 鏡 お よび 明石 小型 電子 


顕微 鏡 で 直接 倍率 2.500 倍 な いし 7,000 倍 の 写真 撮影 を 
な し て これ より 引 伸 印 画 を 作り 観 祭 し た . 未だ 検索 充分 
で な く , 殊 に 連続 切片 に よる 復元 模型 の 作製 が で き て お 
ら ぬ の で 明確 な こと は いわ れ な い が , ここ に 見 出さ れる 
核 の 構造 は 他 の 核 と 大 差 な く , 1 個 の 仁 が 認め られ る ミ 

ト ュ ンド リヤ は 数 少な く , これ に もせ も 特異 な 構造 は 見 られ 
な い . 注目 すべ き は 側線 内 に 走る 線 管 系 で ある . 一 つ は 
不 規 則 に 縦横 に 走る 幅 ユ 1 々 に も お よぶ も の の ある 充実 し 
た 線維 群 で あり , これ は 更に 非常 に 微細 な 線維 の 集束 で 
ある こと が 知れ , ある い は 神経 線維 網 で は な いか と 考え 
られ , 他 の 一 つ は 中 に 腔 を 含む 線維 束 の 存 在 で ある . こ 
の 管 壁 は 厚い と ころ で は 7 層 以 上 の 線維 層 が 見 られ , こ 
れ に 接する 原形 質 は 更に 2 重 の 構造 を 有する 膜 を 示し て 
いる . この 管 に は 側 管 が 連 つ て いる . 側 管 は 2~ 5 程 
度 の 間隔 を も つて 主管 に ほとん ど 直 角 の 方 向 に で て いる 
こと が 知れ る . この 側 管 壁 は 1~3 層 よ りな り , この 内 腔 
お よび 主管 内 膝 に は 電子 濃度 の 高い 無 定 形 物質 が 認め ら 
れる . この 管 腔 構造 は 側線 内 の いわ ゆる 側 管 , 排 洪 管 , 
あるいは その 枝 管 の いずれ か で ある か は 明らか で な い が 
これ 等 の 管 腔 形成 物 が 側線 内 を ある 法則 を 以 て 器官 化し 
て いる こと は 明らか で あり , 且つ それ が 排 江 また は 分 滋 
に 関連 を 有する も の と の 推 宗 を 強く する も の で ある . 

( ( 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 

御 話 の 中 に ある 管 腔 は 側 管 で し ょ うか . 

( 筐 ) 恐らく いわ ゆる 側 管 に 連 ら な る 管 構造 で は な い 
か と 推 考 は する が , 明確 に そう で ある と いう 根拠 と な る 
写真 を も ち ま せ ぬ . 故に 明言 を 留保 し た いと 思い ます し 
これ か ら も ちろ ん , 更に 所 見 の つみ か さ ね を 行 つ て 行き 
ます . 


16. 犬 の マウ ス 体 内 移行 に 及ぼ す , 
影響 大 島 知 夫 ・ 西 三郎 ( 公 衛 院 寄生 虫 ) : T. OsHIMA 
&S. NisHi: The influence of pregnancy and lacta- 


tion on the behavior of the larvae of Tozocara cani 
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in mice. 


成熟 ス イス マイ ス に 犬 回 仔 500 箇 を 内 に 投 
与 し 12 時 間 ま た は 時 間 ご と に 各 臓 器 , 組織 内 の 幼虫 の 
移行 状態 を 観 祭 する と 肝 よ り 肺 に 移行 し た 幼虫 の 一 部 は 
Sprent (1952) の いう よう に 大 循環 に 移行 し て 全身 に 撤 布 
され る こと な し に 通常 の 回 虫 幼 虫 と 同じ く 気 管 技 を 経て 
消化 管 を 下降 し , 腸管 より 再び 腸管 壁 に 侵入 し 再 感染 す 
る も の と 思わ れる . 一 方 出産 後 4 乃至 6 日 目 の 哨 乳 中 の 
マウ ス に 同様 感染 せしめ て 幼虫 の 体内 移行 状態 を 観 宗 す 
る と 大 半 の 幼虫 は 肝 よ り 肺 に 移行 し た 後 マ ウス 体内 より 
消失 し , 投与 虫 卵 に 対す る マウ ス 体 内 より の 最終 的 な 幼 
忠 回 収 率 は 対照 群 が 40 % 前 後 で ある に 比 し 20 % 以 下 と 
な る . 更に 受胎 日 より 妊娠 出産 , 足 乳 期間 中 を 適当 な 間 
隔 に 感染 せしめ , 各々 の 10 日 後に マウ ス 体 内 より の 幼 
虫 回 収 率 を 比較 する と , 出産 10 日 前 感染 の 場合 は 対照 
と 変ら ず , 感染 日 が 出産 日 に 近 ず くに つれ て 低下 し , 出 
産 当 日 の 感染 で は 5 % の 幼虫 し か 回 収 で き な い . 出産 翌 
日 の 感染 は 再び 35 % の 幼 中 回 収 率 に 結果 し . 幼虫 回 収 
率 は その 後 出産 後 4 日 目 の 感 染 ま で 急激 に 減少 する が 4 
日 目 以後 は 感染 日 が 離乳 日 に 近づく に し た が つて 幼 中 回 
収 率 は 上 昇 し て も と に も どり , 回 収 率 は 出産 2 日 目 を ピ 
ー ク に WVW 型 を 量 す る . 出産 直後 に 新 産児 を 親 か ら 離 し て 
母 マ ウス に 感染 せしめ た 場合 は 幼虫 回 収 率 は 急速 に 回 復 
し , 出産 8 日後 の 感染 で 全く 対 央 と 変ら ちら な く な る. 以上 
の 事実 か ら 妊 娠 , 授乳 期間 中 に 感染 させ た 場合 に は 幼虫 
の マウ ス 体 内 移行 状態 が 著しく 対照 群 の マウ ゥ ウス の 場合 と 
異 り , 恐らく , 肺 通過 後 気 管 枝 を 経て 消化 管 を 下 つ た 幼 
虫 が 再 侵 入 す る こと な し に 排 洪 され た も の と 思わ れ , 妊 
娠 お よび 哨 乳 に 関係 する ホル モン が この 変化 に 関与 する 
と 推定 され る . ハイ ドロ コル ティ ゾン , プロ ラク チン , 
オキ シト シン の 各 ホ ル モ ン に より 処置 し た マウ ス の 場合 
プロ ョ ラク チン に は 幼虫 回 収 率 を 低下 せしめ る 作用 が 認め 
られ た . 

( 問 ) ( 医大 寄生 虫 ) 森 下 夫 

犬山 虫 の 成 大 に 少 い の も ホル モン と 関係 が ある の で し 
よう か , 

( 問 ) ( 阪 府 大 ) 野 田亮 二 

気道 お よび 消化 管内 容 の 仔 忠 を 検索 され た か , これ も 
必要 と 思い ます が 。, 

( 答 ) 1) 腸 壁 内 に 侵入 し た 幼虫 の み で 腸管 内 容 は 調 
べ て あり ませ ん . 

2) Age お よび Sex resistance に 対し て 妊娠 お よび 授 


( 20 ) 


乳 の 内 分 泌 に よる 影響 が 打ち 勝つ て 授乳 中 の 母 犬 で 犬 医 
中 が 発育 する も の と 思わ れ ま す -. 


17. 線 虫 類 の 超 徴 細 構 造 の 研究 (2) 釣 虫 , 苗 線 虫 , 毛 
様 線 貝 仔 虫 の 角 皮 及び 側線 に つい て . 稲 臣 成 一 ・ 作 本 台 
五郎 ・ 板 野 一 男 ( 岡 大 寄生 虫 ) 佐々 学 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 寄 生 
虫 ) : S. INATOMI, D. SAKUMOTO, K. ITANO, M. SASA 
&H. TANAKA: Studies on the ultrastructure of a 
nomatoda (2) Lateral fold and cuticle of filariform 


larva (Hookworm, Strongyloides and Trichostrongylus) 


線 虫 類 フ ィ ラ リア 型 仔 虫 の 角 皮 構造 に 関し て は 北村 
(1913) , 横川 (1921) , 野 (1928) , 小林 (1929), 松崎 
(1930) お よび Nichols (1956) 等 に より 研究 報告 され て い 
る が 著者 等 は 今回 , 線 虫 毛 様 線 の フィ リア 型 


虫 の Sheath お よび 固有 角 皮 な ら び に 側線 の 構造 に 関し 


て 電子 顕微 鏡 的 に 解明 を 試み 非常 に 興味 ある 所 見 を 得 た 
の で 報告 する . 本 研究 の 材料 と し て は Ancylostoma duo- 
denale, Ancylostoma caninum, Necator americanus 
Trichostrongylus orientalis, Nippostrongylus brasil- 
ensis, Strongyloides stercoralis, 'S. fiilleborni, S. ratti 
の 8 種 を 用 いた 。Sheath を 持つ 多 虫 , 毛 様 線 虫 で は She- 
ath お よび 固有 人 角 皮 の 側線 部 外側 に それ ぞ れ 特有 の 形態 
の latelar lamella ある い は fold と も 称す べき ひだ 状 の 
突起 が 外 方 に 向 つ て 突出 し て お り , し か も 多 忠 類 で は 非 
常に 近似 の 形 で その 横断 面 の 基本 型 は Sheath に お いて 
は 皿 状 に 空 起 と し て 固有 皮 で は 二 本 の 長い 突起 を 中 心 に 
し て その 内 側 ま た は 外側 に は 小 突起 が 附 随 し て いる . 毛 
様 線 中 で は Sheath の latelar lamella は 木の葉 状 の 突起 
が 2 本 ある の が 基本 型 で 固有 角 皮 で は Trichostrongylus 
に お いて 2 本 の 大 き な 突 起 が あり その 頭頂 に 4 個 の 小 隆 
起 を 持つ て お り Nippostrongylus で は 両側 お よび 中 心 に 
比較 的 大 き な 隆 起 が あつ て これ 等 それ ぞ れ の 間 に 更 に 小 
さ な 2 個 の 隆起 が 見 られ る . 線 中 で は Sheath は 見 ら 
れず 固有 角 皮 の み で 腸管 中 部 の 高 さ に お いて いずれ る も 2 
本 の 細長 い 突起 と これ に 附 随 する 3 個 の 小 隆起 が 見 られ 
る . 食道 上 部 に お いて は Strongyloides stercoralis で 
は 両側 に 各 1 個 お ょ び 中 央 に 2 個 の 大 き な 隆 起 が あり そ 
の 間 に 各 1 個 の 小 隆起 が 認め ら れる. 8S. fglleborni で 
は 両側 お よび 中 央 に 大 き な 隆起 が 各 1 個 あ つて , その 開 
に 各 1 個 の 小 隆起 が ある . …. ratti で は 両側 に や ゃ や 細長 
い 突 起 が あぁ り そ の 間 に 頭 項 に 2 つの 小さ な 隆起 の あぁ る 幡 
の 広い 突起 が 2 個 認 め ら れる . 以上 を 通 覧 する と 種 そ れ 


fe 
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ぞ れ に 非常 に 大 き な 特 徴 が 見 られ これ を 基本 の パタ ー ン 
と し て 各種 線 虫 類 仔 躍 の 鑑別 に も 役立ち そう で これ ら の 
電子 顕微 鏡像 が 非常 に 大 き な 意 味 を 有する も の と 考え て 
いる . な お 角 皮 で は その 表層 に electron beam に 対し 
て 比較 的 dense な 薄い 層 が 見 られ また 角 皮 の 内 層 Ma- 
trix に 接し た 部 分 に 横断 面 で は 放射 状 に 見 え , 忠 体 の 長 
軸 に 平行 に 走る 85~95 A 位 の 非常 に 繊細 な 線 状 構造 が 
認め られ た . この 線 状 構造 部 は 層 の 厚 さ に こそ 多少 の 差 
異 は ある が いずれ の 種 に お いて も ほとん どの 差 も な く 認 
め ら れ た が 之 が いか な る も の で ある か は 今後 の 課題 で あ 
る . 

( 加 ) ( 熊 大 寄生 虫 ) 岡 村 一 郎 

か つて 上 峠 虫 成虫 角 皮 の 電 顕 像 を 見 て 極め て 複雑 な 構造 
を な し て いる の が 知ら れ た が , 仔 虫 か ら 成 虫 え の 変化 を 
ぜひ 知り た いと 思っ てい ます が , 御 研究 の 知見 を 得 て 参 
考 に な つた こと を 附 加 し ます . 

( 問 ) ( 岐 医 大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 
両側 の 突起 の と ころ に スト リエ ーション 部 は 入 つ て な 
い の で すか 。 

( ) 

角 皮 の 下層 に 見 られ る スト リエ ーション は 側 方 突起 部 
で は 内 方 に 入っ つて いる . 


18. 多 の 組織 化学 的 研究 (1) 兵藤 ・ 
( 熊 大 寄生 虫 ) :C. HyoTo & T. KUWAHARA: Histo- 
chemical studies on Ancylostoma caninum (1) 


私 ども の 教室 で は , 今 ま で 各種 の 寄生 虫 の 組織 化学 的 
研究 を な し て きた が , 今回 は 虫 仔 に つい て , 直 
後 よ り 始 め て マウ ス 体 内 に お いて 実験 的 に 発育 し た 種々 
の 段階 の 仔 虫 を 組織 化学 的 に 検索 し て 得 た 成績 を 報告 す 
る . 実験 材料 な ら び に 方 法 : 犬 釣 虫 卵 含有 便 の 通常 の 其 
培養 法 に より 得 た 角 化 直後 より 培養 10 日 まで の 仔 貝 と , 
10 日 目 に マウ ス に 経 日 的 に 投与 し て その 臓器 組織 より 得 
た について, グリ コー ゲン , , 脂肪 コハク 
脱水 素 酵素 等 の 検索 を 行 つ た . グリ コー ゲン : 艇 化 直後 
の 仔 躍 で は 腸管 に 多量 存在 し , 不 規 則 網 状 に 赤 染 し て 認 
め ら れ た が , 食道 , 体 壁 組織 お よび 尾部 に お ける グリ コ 
ー ゲ ン 量 は 少量 で ある . これ ら の 部 位 の ゲ グリ コー ゲン 量 
は 仔 虫 の 発育 に つれ て 増加 し , 感染 仔 虫 で は 食道 , 腸管 
体 壁 組織 に 著しい 増加 が 見 られ , 赤色 無 構造 帯状 を 量 し 
諸 構 造 組織 を 明確 に し 難い . マッ タス 臓 器 組 織 よ り 得 た 仔 
虫 で は 特に 著 変 を 認め な か つた . 核酸 : DNA は 艇 化 直 


後 の 仔 虫 で は , 食道 部 お よび 直腸 部 に 密 在 する 核 た に 強 陽 
性 反応 を 認め , 体 部 で は 筋肉 細胞 核 , 側線 核 , 腸 壁 細胞 
核 に た や ゃ や ゃ 弱い 陽性 反応 と し て 散在 性 に 認め , これ ら を 明 
腔 に 区 別 し 得 い . 神経 輪 に は DNA は 認め られ な い . 黄 
化 後 数 日 経過 し た 仔 虫 で は , 各々 の 細胞 核 は ょ り 一 層 明 
腔 と な り , 生殖 原 基 も 強 陽性 と し て 認め られ る . マウ ス 
臓器 組織 より 得 た 仔 虫 で は , 更に 明瞭 と な る が 著 明 な 変 
化 は 認め な か つた . RNA は 角 化 直後 の 仔 虫 の 食道 , 腸 
壁 細胞 お よび 周囲 筋肉 細胞 に 陽性 反応 が 認め られ る が , 
各 細 胞 は 明瞭 で は な い . 神経 輪 に は 認め られ な い . 仔 路 
の 発育 に つれ て も 著 変 は 認め られ な い . また 各 細 胞 も 明 
区 別 で き な い . 脂肪 : 直後 の 仔 より 特に 腸管 
に 粗大 和 題 粒 状 と し て 多量 の 脂肪 の 存在 が 認め られ る が , 
これ は 経 日 的 に 微細 化し , その 量 も 減少 し て くる 。 コ ハ 
ク 酸 脱水 素 酵 素 : 第 化 後 数 日 間 は 食道 周囲 に 陽性 小 題 粒 
が 少量 認め られ る が , 経 日 的 に 増加 する . 体 部 で は 陽性 
小 題 粒 の 他 に 腸管 に 一 致し て , や や 陽性 反応 の 弱い 粗大 
題 粒 が 多数 認め られ る が , これ は 後に 微細 化し , 減少 し 
で く . 


19. 都市 会 社員 の 10 年 間 の の 観察 赤木 勝 
雄 ・ 岩 城 保 仁 ・ 原 一 男 ( 上 日 医大) : K. AKAGL, Y. IWAKI & 
K. HARA : Observation on ascaris infection for the last _ 
10 years among the employees of a firm at a small city 


われ われ は 埼玉 県 某 市 ゴム 会 社 従業 員 に つい て 昭和 26 
年 より 昭和 35 年 に も わた る 10 年 間 に 検 便 な ら び に 虫 
を 行い , 10 年 間 勤 続 者 176 名 を 農村 居住 者 43 名 (A 群 ), 
市 街 地 居住 者 133 名 (B 和 群 ) に 分 け て 観 祭 し , また 各 年 度 
の 全 従 業 員 (C 群 ) 357~891 名 に つい て も 観 察 し た . そ 
の 結果 各 年 度 別 回 虫 卵 陽性 率 を 見 る と 10 年 勤続 者 (A 二 
B 和 群 ) は 26 年 度 31.3 % が 35 年 度 2.3 % と な り C 群 は 
43.5 % が 5.6 % と な り , 30 年 , 31 年 , 32 年 度 と 著 明 に 
減少 し , 34 年度 更に 減少 し た の が 目立つ て お り , と も に 
同様 の 傾向 を 示す が 長期 管理 下 に ある (A+B 群 ) は C 和 群 
より も 常に 低い 陽性 率 を 示す . A 群 と B 群 を 比較 する と 
A 和 群 は 48.8 % が 2.3 % と な り , BB 和 群 は 25.6 % が 2.3 % 
と な つて A 和 群 は 常に B 和 群 よ り 高 い 陽 性 率 を 示す が 近年 は 
ほとん ど 差 が な く な つて いる . 未 感 梁 を 持続 する 者 は 次 
第 に 減少 する も A 和 群 11.6 %, B 群 28.4% が 残 つ て い 
る . ABC 群 と も 陽性 率 の 減少 と と も に 受精 卵 は 減少 し 
近年 は 大 部 分 不 受 精 ある . 卵 多 つい て 見 て も 
陽性 率 の 減少 と と も に 多数 寄生 は 著しく 減少 し 近年 は 
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( 寺 ) の み で ある . これ 等 の 事実 は 一 般 社会 状 勢 の 好転 も 
さる こと な が ら 従 業 員 の 長期 管理 に より 好成績 を 示し た 
も の と 思わ れ , 更に 近い 将来 回 虫 保有 の な い 集 団 に な る 
こと を 期待 する . 


( 加 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 


不 受精 卵 保有 者 の 増加 に は その 集団 に お ける 雄 の み 寄 


生 者 の 顕在 を T.M. 反応 で 実証 で きる 。 

( 管 ) 

森下 先生 の お つ し や る 通り 8 の 単独 寄生 と いう こと も 
充分 考慮 し な けれ ば な ら な いと 思い ます . 


20. 九州 , 北海 道 等 の 庶 鉱 従業 員 の 寄生 虫 の 疫学 相 に つ 
いて (10) 白坂 竜 虹 ・ 松 本 克彦 ( 東 女 医大 寄生 虫 ) 佐々 
学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 三 浦 昭 子 ( 伝 研 寄 生 虫 ) : R. SHI- 
RASAKA, K. MATSUMOTO, M. SASA, S. HAYASHI, 

H. TANAKA & A. MIURA : Epidemiological studies 
on the helmithic infections among inhabitants at se- 


veral coalmine districts in Kyushu and Hokkaido 


私 ども は 1956 年 以降 , 引 続 い て , 炭 鉱 従業 員 の 家族 
を 含め た 約 15 万 人 に つき , 寄生 虫 検査 を 行 つ て き て お 
り , この 間 , 9 報 ま で に , その 得 た 成績 を 報告 し て きた 
が , 今年 より 全員 に つき 第 2 回 目 の 検査 を 3 年 計画 で 実 
施す る こと と な り , 今回 は , 九州 の 穫 豊 地区 5 支部 に つ 


き (対象 人 員 18821 名 ) 検便 を 行 つ て 成績 を 得 た . これ を 
前 回 分 の 成績 と 比較 検討 を 加え た と ころ , 各種 寄生 虫 と 
も , いずれ の 地区 で も 前 回 に くら べそ の 陽性 率 は 著 し 
く 減 少し , 前 回 陽性 率 を 1 と し た 今回 の 比率 は 回 虫 で は 
0.246, , 0.445, 多 , 0.257, ビニ , 0.220 
アメ リカ 多 , 0.229, 東毛 0.184 と の 半減 を 最低 
と し て , いずれ も リ り :~ リ に 減少 し て いる 成績 で あぁ つた . 

また , これ を 個人 を 対象 と し て 3 年 前 と 今回 の 陽性 率 の 
変化 を 見 る と , 今回 の 陽性 者 を , 前 回 の 陽性 者 群 と 陰 
性 者 群 に 分 けた 場合 , 回 虫 で は 4.65 % と 2.12 %, 多 虫 
12.37 % と 3.50 %, ズ ビ ニ 多 虫 9.08 % と 2.03 %, アメ 
リカ 1.25 % と 0.19 %, 11.92 % と 1.91 %, 

東毛 7.01 % と 0.18 % と いずれ の 種類 に つい て も 前 回 陽 
性 者 群 の 方 が , 今回 の 陽性 率 が 高 か つ た . 今回 の 各種 寄 
生 躍 陽性 率 の 年 齢 分 布 相 を 見 る と , 回 虫 に つい て は , 5 
~ 9 歳 の 山 が 見 られ な く な つた が , 他 の 寄生 虫 に つい て _ 
は , 特に 前 回 と 比較 し て , その 年 齢 分 布 相 に 特別 な 変化 
は 見 られ ず , 陽性 率 の 低下 の み 現 われ た . この 他 , 各種 
寄生 虫 の 感染 の 要因 を 解析 する た め に , 抽出 調査 を 行 つ 
た と ころ , 自家 菜園 の 有無 も , 回 虫 , 釣 虫 , 東毛 た に つい 
て 若干 の 陽性 率 の 差 を 見 た が , 特に 野菜 作り や , 水洗 , 

と り 入 れ す る 人 と し な い 人 と に その 陽性 率 に 有意 の 差 を 


認め た . 


1. 日 本 寄生 躍 学会 案内 


第 14 回 南 日 本 支部 大 会 
期 日 昭和 36 年 11 月 3 日 
会 場 熊本 大 学 医学 部 講堂 
会 長 岡村 一 郎 


第 21 回 東日本 支部 大 会 
期 日 昭和 36 年 10 月 22 日 
会 場 順天堂 大 学 五 号 館 講 堂 
会 長 板東 丈夫 
第 16 回 西日本 支部 大 会 
日 昭和 36 年 11 月 11, 12 日 
場 大 阪 府 職員 会 館 


記 


会 長 岩田 
特別 講演 
トキ ソプラ ズ マ 症 並 びに 本 症 に お ける 衛生 
動物 の 役割 
大 阪 市 立 大 学 教授 田中 英雄 博士 
シン ポジ ウム 


寄生 虫 病 の 新治 療法 

1. 肺 吸虫 症 千葉 大 学 横川 宗雄 教授 
2. 肝 吸 虫 症 徳島 大 学 山口 富雄 助教 授 
3. 虫 症 阪 大 微 研 伏見 純一 博士 
4. 暁 虫 症 大 阪 医大 中 村 逸 郎 助教 授 


2. 投稿 規定 が 変り まし た の で 本 号 末 尾 を 御覧 下さ い 
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21. 虫 の 子宮 湯村 道子 ・ 続 美佐 子 ( 熊 大 寄生 ) 
M. YUMURA, & M. TUZUKI: An abnormal struc- 


ture of uterus of Ascaris. 


豚 遇 虫 の 雌性 生殖 器 崎 形 と 複雑 に 見 られ る 腸 の 形態 に 
つい て 報告 する . 子宮 を 3 本 有する 豚 遇 虫 の 崎 形 例 に つ 
いて は , I. Balss(1906) 1 例 お よび 問 川 , 斉藤 1957) 2 
例 の 報告 が あぁ る. 私 達 は 実験 途上 , 寸断 し て 固定 し て い 
る 際 , 偶然 に 子宮 が 3 本 ある 雌 豚 上 岬 躍 を 見 だ し た . この 
膝 は 1 本 で , これ に 3 本 の 子宮 が ほぼ 同じ 大 き さ で , ほ 
ぼ 同 じ 位 置か ら 分 枝 し て 連 つ て いる . これ ら の 3 本 の 子 
宮 は それ ぞ れ 3 本 の 受精 故 , 輪 卵 管 , 卵巣 と 続い て いる 
よう に 思わ れる . 3 本 の 内 の 1 本 は 騰 に か な り 近 い 部 分 
で 特に くびれ て 細く な り , 卵 の 存在 を 認め な い 部 分 が あ 
る が , その 他 に は 卵 が 充満 し て お り , この 卵 は 大 部 分 が 
受精 で あぁ つた . 一 般 に は 臓器 因 形 の 成立 に つい て は , 
ー つ の 器官 に 崎 形 の ある 場合 に 往々 に し て 他 の 器官 に も 
崎 形 が 見 られ る こと が 多い の で 連続 切片 を 作製 し て み 
た . 体 忌 に も 体腔 組織 に も 中 形 は 認め な か つた が , 腸管 
の 横断 面 の 一 部 に 一 見 3 本 に 見 える 部 分 , 2 本 に 見 える 
部 分 , 主幹 と これ に 連 ら な る 小枝 の 2 本 が 見 え , 更に 小 
枝 の 末端 が 育 端 に 終る 部 分 等 複雑 な 所 見 が 見 だ され た の 
で これ ら を パラ フィ ン を も つて 複 元 し て 見 た . 市 る 場合 
前 記 の 所 見 は それ ぞ れ 腸管 が N 字 型 に 折れ 曲 つ て お り , 
その いろ いろ な 部 位 が 切ら れ た 時 の 所 見 で あり , ある い 
は 腸管 一 部 が 内 部 に 強く し て 腸 と 腸 が 
密着 し て いる 所 見 で あり , ある い は 愉 も 人 間 の 腸管 に 見 
られ る 台 室 の よう な 形態 を 作 つ て いる 小 突起 物 が 存在 す 
る 所 見 で ある こと が 知ら れ た . ここ に 比較 的 稀 で ある と 
いわ れる 子宮 例 に 相 し て , 上 且つ 複雑 な 腸管 の 
的 構造 を 示す 環 虫 を 知 つ た の で 報告 する . 


22. 線 虫 類 の 超 徴 細 構 造 の 研究 (1) 釣 虫 , 状 線 虫 , 東洋 
毛 様 線 虫 の 角 序 輪状 恨 の 比較 に つい て 田中 寛 ・ 佐 々 
学 ( 伝 研 寄生 虫 ) 稲 臣 成一 ・ 作 本 台 五 郎 ・ 板 野 一 男 ( 岡 
大 寄生 虫 ) : H. TANAKA, M. SAsA, S. INATOML D. 
SAKUMOTO & K. ITANO: Studies on the ultrastru- 
cture of a nematoda (1), Cuticular striation of filari- 


form larvae of hookworm, Strongyloides and Tricho 


strongylus 


(23 ) 
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線 虫 類 感染 幼虫 の 角 皮 輪状 の 間隔 は 種 に よ つ て 観察 
の 難易 が あり . Necator americanus & Ancylostoma 
duodenale で は 鑑別 の 特徴 と も な つて いる . し か し その 
間隔 は 光学 顕微 錯 で は 十分 測定 で き な い の で , 本 研究 で 
は 電子 顕微 鏡 を 用 いて 相互 の 比較 を 試み た . 測定 結果 は 
以下 の よう で 条 間隔 , 角 皮 の 厚 さ , の 深 さ の 順に 
単位 で 平均 値 ( 最 小 一 最大 ) を 現 わ す と , Necator ameri- 
canus 輌 1.76 (1.20 一 1.85), 0.84 (0.64 一 0.93), 0.18 
(0.10 一 0.23) 角 皮 1.49 1.10 一 1.64), 0.46 (⑩.34 一 
0.57), 0.20 (0.13—0.26) Ancylostoma duodenale 
1.26 (0.94—1.55), 0.50 (0.42—0.60), 0.18 (0.14— 
0.19), 角 皮 1.25 (1.09 一 1.57), 0.34 (0.28 一 0.42), 

0.11 (0.09—0.16) Ancylostoma caninum 博 1.12, 

0.50, 0.17 角 皮 0.81, 0.28, 0.09 Trichostrongylus 
orientalis 博 1.18 (1.00 一 1.34), 0.42 (0.32 一 0.48), 

0.16 (0.12 一 0.20) 角 皮 1.17 (0.94 一 1.32), 0.32 (0.28 
—0.35), 0.14 (0.10—0.16) Nippostrongylus brasilie- 
zszs 還 '1.69 (1.35 一 1.94), 1.09 (0.45 一 1.52), 0.23 
(0.20 一 0.27) 角 皮 1.54 (1.26 一 1.73), 0.51 (0.44 一 
0.55), 0.18 (0.16—0.20), Strongyloides 属 に は 輔 が ‘ 
な く , Strongyloides stercoralis 角 皮 0.906 (0.81 一 
0.95), 0.228 (0.180—0.263), 0.063 (0.056—0.081) 

Strongyloides fiilleborni 0.859 (0.700—1.000), 0.288 
(0.243 一 0.356) , 0.095(0.077 一 0.121) と な つた . 一 般 
に 角 皮 は 輌 に 比べ て 間隔 , 厚 さ , 深 さ が 小さ い . また 外 
か ら 見 られ る Strongyloides 属 角 皮 と 他 種 の 皮 閑 を 比べ 
る と Strongyloides 属 で は 間隔 狭く , 溝 も 浅く , 角 皮 も 
薄い . 他 の は 深 さ に は 大 差 な い が , Necator 
と Nippostrongylus で は 厚く て 条 忠 の 間隔 広く , Az- 
cylostoma 属 2 種 と 東毛 の 聞 で は 大 き な 差 は 認め られ な 
か つた . 以上 の よう に 線 虫 属 で は く , 角 
間隔 狭く 浅く , 逆 に Necator, Nippostrongylus で は 縮 
が 厚く , 条 忠 の 間隔 が 広い の が 特徴 的 で あつ た . 


23. 三 回 検便 法 に よる 駆虫 剤 の 効果 判定 に つい て 田中 
寛 ・ 佐 々 学 ・ 雨 宮 義 文 ( 伝 研 寄 生 虫 ) : H. TANAKA, M. 
SAsaA & Y. AMEMIYA: A method of evaluating the 
effects of anthelmintics with three times fecal exami- 


nation 


腸 内 寄生 虫 に 対す る 駆虫 剤 効果 判定 に は 諸 種 の 立場 か 
ら の 検討 が 必要 で , この 目的 に 応じ た 検査 法 が 試み られ 


1 
説 
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て きた . この うち 集団 検便 を 行 つ て 陽性 者 に 投薬 し 陰 転 
率 を 見 る 方 法 も 価値 が 大 きい こと は いう まで も な い . し 
か し この 陰 転 者 の 中 に は 駆虫 剤 に よる 忠 の 減少 消失 の ほ 
か に , 偶発 的 な 陰 転 (検査 の 誤り , 自然 陰 転 , 見 か け 
る 陰 転 な ど ) も 含ま れ て お り , 観測 され た 陰 転 率 の 中 の 
どれ だ け の 部 分 を 占め る か を 推定 する こと が 普通 に は で 
き な い 。 これら の 偶発 的 な 陰 転 を な る べく さけ る た め に 
小宮 ら の 提案 し た 方 式 (前 検便 より 検出 力 の よい 方 法 で 
後 検便 を 行う ) や , 守屋 ら の 方 式 ( 母 集団 の 陽性 率 を 推 
定 し て 比較 する ) な ども ある が , われ われ の 試み た 方 式 
は , 前 検便 の ぁ と で 陽性 者 に 投薬 する 直前 に 第 2 回 の 検 
便 を 行い これ と な る べく 同じ 条件 で 駆虫 後 の 第 3 回 検 
便 を 実施 する と いう 方 法 で ある . これ に よれ ば , 第 1 回 
の 陽性 者 に 対す る 第 2 回 (駆虫 直前 ) の 陰 転 率 は “偶発 
的 な 陰 転 率 ” を 示し , 第 回 と 第 回 , な いし 第 可 回 と 
第 本 回 の 間 の 陰 転 率 は , 駆虫 剤 の 効果 と 偶発 と の 和 に よ 
る と 考え て 差 支 な い . し た が つて 人 陰 転 率 エ ーIT と 1 一 也 
(お よび 一 中 ) に 有意 差 が あれ ば その 駆虫 剤 は 有効 と 推 
定 さ れ , 両者 の 差 が 駆虫 剤 に よる 陰 転 率 と みな され る . 
本 法 の 実施 例 と し て 秋田 の 農村 で の 成績 (寄生 虫 誌 9 
巻 ) と 山梨 の 成績 (寄生 虫 誌 10 巻 予定 ) と を 引用 し て 考 
察 を 加え た . 例え ば 後者 で は A,B,C 3 種 の 薬剤 を 用 い 
た が , A 法 は 回 虫 , 釣 虫 , 縮 反 の いずれ に もせ も 著 明 に 有効 
と 判定 され た が , C 法 で は 転 エ 一 一 あ 
る い は I 一 四 ) の 間 に 有 意 差 が な く , 無効 と 推定 され た . 
この 方 法 の 特徴 は , それ ぞ れ の 場合 に お ける 偶発 陰 転 率 
の 範囲 を 実測 し うる こと で , 第 回 と 第 机 回 を 同一 条件 
で 検査 すれ ば , 第 1 回 は これ ら と 同じ 方 法 で も 異な つた 
方 法 で も よい し , 第 エー 有 I 回 の 期間 が か な り 長 く て も 差 
支え な い . さら に 各回 の 検便 法 の それ ぞ れ の 虫 に 対す る 
検出 精度 の 推定 も で きる . この よう な こと は , 実際 の 集 
団 検便 , 集団 駆 躍 の 実施 と 平行 し て 駆虫 剤 の 効果 判定 の 
研究 が で きる と いう 面 で も 便利 で ある . 


24. 線 虫 類 の 超 微 細 構 造 の 研究 (2) 釣 虫 , 糞 線 虫 , 毛 様 
線 虫 仔 虫 の 角 皮 及び 側線 に つい て _ 稲 臣 成 一 ・ 作 本 台 五 
郎 ・ 板 野 一 男 ( 岡 大 寄生 虫 ) 佐々 学 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 寄 生 
虫 ) : S. INATOMI, D. SAKUMOTO, K. ITANO, M. SA 
SA&H. TANAKA: Studies on the ultrastructure of 


a nematoda (2) Lateral fold and cuticle of filariform 


larva (hookworm, Strongyloides and Trichostrongylus) 


(演説 17 の 写真 を 展示 し た ) 


25. 肺 Metastrongylus elongatus の 物質 代 
含 鶴 化合 物 の 代謝 村越 療術 ・ 新 村 (日 大 理 
工 薬 学 ) 小沢 光 (東北 大 薬学 ) : Y. MURAKOSHL M. 

NIMURA & H. OZAWA : Studies on metabolism in 

Metastrongylus elongatus (1) Metabolism of nitrogen 
compounds 


従来 駆虫 薬 が 存在 せ も ず , その 被害 も 少く な い 豚 肺 中 に 
対し , DL- メ チオ ニン 銅 が 有効 な こ と が 小沢 ら (獣医 畜 
産 新報 208, 5, (1957)) の 基礎 実験 お よび 玉 崎 ら (獣医 
畜産 新報 213, 6, (1957)) の 治療 実験 の 結果 確認 され た 
の で , 本 薬物 の 作用 機 庁 を 解明 する た め , 基礎 的 な 代謝 
実験 を 企 て た . 薬物 の 作用 機 庁 の 解明 に は , 線 虫 特有 の 
代謝 を 知ら ね ば な ら な い . まず 含 窒素 化合 物 の 最終 産物 
は , 嫌気 的 条件 下 で 棲 候 する 類縁 の 映 忠 で は アン モニ ア 
な る こと が 報告 され て いる が , 好 気 的 条件 下 で 寄生 せる 
豚 肺 中 に つい て は 全然 解明 され て お ら ず , 比較 生化 学 上 
か ら る も 興味 深い 問題 で ある の で intact な 生体 の 飼養 液 や 
体腔 液 で な く , 肺 虫 Homogenate を 用 いそ の 代謝 経路 を 
明らか に 示し た . 1) 諸 種 アミ ノ 酸 を 基質 と し NH。 の 生 
成 を Conway 法 を 用 い , Indophenol 法 に より 定量 し た と 
こと ころ, その 生成 を 認め た . 2) Urea cycle を 有する か どう 
か , アミ ノ 酸 を 基質 と し , 生成 尿素 を Diacetylmonoxim 
法 に より 定量 する も その 存在 を 認め 得 ず , 他方 arginase 
の 作用 に より arginine の 減少 を 坂口 変 法 に より 定量 せ 
る も グ ア ニ ジ ノ 基 に 変化 を 示さ ず , また 反応 液 に urease 
を 作用 し て も 全く NH。 の 生成 は 認め られ な か つた . な 
お homogenate に も urease 作用 を 全く 認め 得 な か つた 。 
し た が つて arginine と より の NH: の 生成 は we-NH: に 


基く も の と 思わ れる . 3) この NH; の 生成 が 酸化 的 か 水 . 
. 解 的 か , arginine を 基質 と し て NH: の 生成 を 測定 し つ 


つ Warburg manometer を 用 い O 〇 : 消費 を 検 す る に , 主 
と し て 水 解 的 deamination な る こと を 知 つ た . 4) アミ 
ノ 酸 を 基質 と し , 尿酸 の 生成 を Benedict 法 に より 定量 
し た と ころ その 増大 は 認め られ な か つた . 5) adenyl 酸 
cytydyl 酸 を 基質 と し て Nucleotide の 分 解 に つい て 調 
べ る と 側 鎖 の NH, 離脱 に 基く NHs の 生成 は 認め られ 


た が 0O。 消 費 は な か つた . 6) amine oxidase 作用 を iso- 


amylamine を 基質 と し Hope & Smith の 方 法 に より 検 
する も , その 存在 は 認め 得 な か つた . 7) arginine を ア 
ミ ジ ン 基 の 供与 体 と し , glycine を 受容 体 と し て trans- 
amidinase 作用 を 認め た . 8) aspartic acid を NH: の 


( 24 ) 
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供与 体 と し , e-Ketoglutarate を 受容 体 と し て 鯖 著 な tr- 
ansaminase 作用 を 認め た の で ア 了 アミノ酸 の 新生 を 行い う 
る も の と 推察 され る . 


26. 遇 だ ける リン 酸 の 代 一 粒 分 画 に よる 
酸化 友 応 (1) 大 家 裕 ・ 林 久子 ( 順 大 薬理 ) : H. Ova 
&H. HAYASHI: The metabolism of malic acid in 


ascaris muscle. Phosphorylation by particulate fraction 


前 回 (第 20 回 東日本 支部 会 ) に お いて は , 0.05M 炎 酸 
緩 衡 液 に より 調製 し た 遇 虫 筋 の 題 粒 分 画 を 用 いた 実験 結 
果 に つい て 報告 し た . し か し な が ら 上 述 の 題 粒 の 電子 顕 
微 鏡像 を 見 る と , 明らか な 膨潤 が 認め られ る の で これ を 
炎 酸 化 反 応 に 用 いる の は 不適 当 と 考え , 藤 糖 液 を 用 いて 
調製 し た 題 粒 分 画 に つき 若干 の 検討 を 行 つ た . 0.5, 0.3 
0.25M の 散 糖 液 を 用 いて 調製 し た 題 粒 分 画 は , その 電 
子 顕 微 鏡像 に お いて も 組織 内 の 題 粒 と 酷似 し て お り , ま 
た 0.5, 0.4, 0.3, 0.2, 0.1, 0.05 M の 散 糖 液 に 懸 濁し 
て 520 mz に お ける 吸光 度 の 変化 に より 膨潤 を 調べ て も 
Rat 肝 よ り 得 た 題 粒 と 異な りほ と ん ど 湖 透 圧 の 影響 を 受 
け ぬ こと を 認め た . し か し な が ら こ の 馴 粒 は 0.05M 炊 
酸 緩 衝 液 に 懸 濁 する と 明らか な 膨潤 を 示し た . また 0.25 
M 間 糖 液 で 調製 し た 題 粒 を 用 いて 検 し た 結果 で は , ある 
程度 の ATP ase 活性 が 認め ら れる が , これ は 終 濃度 
0.01M の NaF で 十分 抑制 する こと が で きた . 以上 の 
知見 より 0.25M よ り 調 製 し た 分 画 を 上記 
濃度 の NaF 存在 の も と に 用 い . 燃 酸 緩衝 液 の 終 濃度 を 
0.0016M と し , リン ゴ 酸 (Mal.), ge- ケ トグル ター ル 酸 
(a-K-G), コハク 酸 (Suc.) を 基質 と し た 際 の 炎 酸 化 反 
応 を 検 す る と , 1) 無機 炎 (Pi) の 消失 は Mal. を 基質 と 
し た 際 に 最大 で あり Suc. が これ に つぐ が , e-K-G で は 
ほとん ど 認 め ら れ な か つた . これ は e-K-G が 炊 酸 化 の 
基質 と な ら ぬ と いう Rathbone の 報告 と は 一 致す る が , 
Suc. が 炎 酸 化 を 抑制 する と いう 報告 と は 一 致し な い . 
2) カタ ラー ゼ の 添加 は , Mal., Suc. を 基質 と し た 共 Pi 
の uptake, O。 消費 いずれ ゃ も 増加 せしめ る が , ew-K-G に 
よる QO: 消費 を 増加 せしめ な い . この 事実 は e-K-G が Pi 
の uptake に あ づ か ら ぬ こと と と も に , e-K-G 酸化 の 特 
殊 性 を 示す も の と 考え られ る . 3) いずれ の 場合 に お い 
て も PP:0 値 は 極め て 低く , Rathbone, Bueding の 見 解 
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と 一 致す る . し か し な が ら , 炊 酸 化 反 応 に 用 いた 完全 系 
に お ける 題 粒 の 膨潤 を 520 mx に お いて 検 す る と , 反応 
時 間 内 , 特に 反応 初期 に お いて 相当 程度 の 膨潤 が 認め ら 
れる . また , 基質 (Mal.) 添加 まで の incubation 時 間 を 
か えた 実験 に お いて は , 基質 添加 前 の incubation 時 間 
の 短い 程 Pi の uptake が 多い こと が 認め られ る の で , 環 
虫 筋 に お いて は P: 0 値 が 低い と 断定 する こと は , や や 
早 き に 失 す る と いえ よう . 燃 酸化 反応 に 用 いる l 題 粒 分 画 
お よび 測定 法 に つい て は 今後 な お 検討 を つづ けた い . 


27 . Immunoelectrophoretic analysis に よる 虫 体 腔 
液 並 びに 飼養 液 中 の 抗原 性 成分 に つい て (2) 板東 丈夫 ・ 
下 康 郎 ( 順 大 薬理 ) : T. BANDO & Y. SHIMO: Immu 


noelectrophoretic analysis of the antigenic components 


in perienteric fluid and culture medium of Ascaris 


lumbricoides var. suis (2) 


第 29 回 寄生 虫 学 会 で Immunoelectrophoretic analysis 
を 用 いて 豚 遇 虫 体腔 液 と 飼養 液 中 の 抗原 性 成分 に つい て 
検索 し 体腔 液 に は 5 個 の 抗原 が 含ま れ , それ ら が AI- 
bumin 位 , er, 8&i, 7-globulin 位 成分 と t 成 分 に よる も 
の で ある こと , 飼養 液 に は Fi, Fz の 2 抗原 が 存在 し Fi: 
成分 は 体腔 液 中 の Albumin に , また F: 成 分 は y 位 成分 
に 関係 し た 抗原 で は な いか と の 疑い を 残し て お いた . 今 
回 これ を 追試 する と 同時 に Osserman の 提唱 し た 各 沈 降 
帯 の 同定 法 を 取り 入れ , 体腔 液 中 の 抗原 性 成分 と 飼養 液 
中 に 排 江 せら れ て くる 抗原 性 成分 と の 関係 を 追求 し , 前 
回 の 知見 を 更に 補 促 する と 同時 に また 新 な 成績 が 陣 か 得 
られ た の で 報告 する .1) 体腔 液 で は 抗原 性 を 有する 7 成 
分 が 認め られ , その 中 5 成分 は 体腔 液 中 の Albumin 位 , 
@-, @-, Bi-, 7-globulin 位 成分 に よる も の で あつ た 。 他 
の 2 成分 の 中 1 成分 (t: 成分 ) は , polysaccharide で ある 
こと が 確 め られ た が , 他 の 1 成分 (tz 成分 ) の 化学 的 性 質 
に つい て は 不明 で ある . 2) 飼養 液 中 に 排 洪 せら れる 抗 
原 性 成分 と し て 2 成分 が 認め られ , その 中 の 1 成分 (F. 
成分 ) は 体腔 液 中 の es 位 成分 と 免疫 学 的 に は 共通 の も の 
で polysaccharide-protein complex で ある と 思わ れる . 
他 の 成分 (Fz 成分 ) は 体腔 液 中 の t: 成分 と 免疫 学 的 に も 
共通 で polysaccharide で ぁ つ た . 
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28. 遇 虫 の 組織 化学 的 研究 石原 道子 ・ 続 美佐 子 ・ 湯 村 
道子 ( 熊 大 寄生 虫 ) : M. ISHIHARA, M. TUZUKI & M. 
YUMURA : Histochemical studies of ascaris 


豚 遇 虫 仔 躍 の 発育 に 伴う 神経 線維 の 発達 お ょ び 無 機 物 
質 の 変化 に つい て 検索 し た . 実験 方 法 : 豚 山 忠成 熟 仔 中 
包 マウ ス に 経口 的 に 感染 させ , 経 日 的 に を 取 
り だ し Lawrentjew の A-F-A 液 に 固定 し Gros-Schu- 
lze 氏 法 お よび Bielschowsky 氏 法 に より を 行 
い 神 経 線維 の 発達 を 検 し た . また アル コール 固 定 の 仔 忠 
に つい て 無機 物質 Mg, AlL, Ca, Cu な どの 光 色 を 行 つ 
た . 神経 線維 : 感染 後 1 日 目 中 明瞭 に 2 や ゃ 太 
い 縦 走 神経 が 認め られ た . これ ら は 腹部 正中 神経 お よび 
背部 正中 神経 と 考え られ る . 背部 正中 神経 は 腹部 正中 神 
経 よ り も 細い . 感染 後 2 日 目 仔 忠 では, さら に 頭 部 口 麻 
に 向う 数 条 の 細い 神経 が 走り , 1 部 は 感覚 乳頭 に 達し て 
いる よう に 認め られ る . また 環 貝 体 の 中 央 部 に 腹部 お よ 
び 背 部 正中 神経 と 平行 に 数 条 の 細い 神経 線維 が 走る の が 
見 られ て くる . また 頭 部 か ら 腹 部 に か け て も 数 人 条 の 神経 
線維 が 走 つ て くる . 4 日 目 仔 中 で は 肛門 周辺 部 に 黒 染 す 
る 環状 の も の が 認め られ る よう に な つた . 5~7 日 と 仔 
虫 が 発育 する に つれ て , 頭 部 感覚 乳頭 え 向 う 細 い 神 経 線 
維 も 増加 し , 腹部 で も , 腹部 , 背部 正中 神経 と 平行 に 走 
る 6 条 の 神経 線維 が 認め られ た . また 肛門 周辺 部 で 黒 染 
する 神経 環 が 認め られ , 縦走 する 諸 神 経 の な か で , 腹部 
お よび 背部 正中 神経 は , 尾 端 に お いて 連結 する よう に 認 
め ら れ た . これ ら の 仔 貝 期 に お いて は 頭 部 連合 の 鍼 銀 像 
は 認め られ な か つた . 無機 物質 : Mg は 遇 虫 仔 虫 体 を 構 
成す る 細胞 全部 に ほぼ 均等 に 存在 し , 細胞 が 分 化し て 器 
官 の 形成 が 進む に つれ て , 腸管 細胞 , 体 壁 組織 , 側線 な 
ど に や ゃ 濃厚 に 認め られ る よう に な つた . Al 梁 色 で は 1 
~ 2 日 目 仔 中 で は 口 暦 , 食道 球 部 が 紅色 に , また 核 も 紅 
色 に 染 る . 3 日 目 仔 中 で は 更に 腹 腺 が 紅 染 し , 5~7 日 
目 仔 中 に な る と , 食道 , 食道 球 部 , 腸 , 側線 , 腹 腺 な ど 
が , Aluminon 染色 で 陽性 反応 を 示し た . Ca, Cu 染色 
で は , 陽性 反応 を 見 な か つた . 


29. 釣 虫 飼育 液 中 の 0; 及 び CO:; 量 の 消長 に つい て 野田 
早 ・ 橘 正 知 ・ 沢 田 順 ・ 加 藤 宗 男 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 後藤 
英二 ( 阪 市 大 木村 生理 ) : M. NopA, M. KUSU, TT. 
SAWADA, M. KATO & GoTO: Studies on the 


variation of O, and CO: quantity in the culture fluid 


of hookworm 


, 各 期 仔 よび を , それ ぞ れ 純粋 に 分 離 採集 
する こと が で きた の で , それ に 血清 を 加え , その 血清 内 
の 0O: お よび CO, 量 を , 時 間 を 追 つ て 測定 する こと に よ 
り , それ ぞ れ 各 期 多 虫 の 0, お ょ び CO, の 代謝 を 推定 し 
た . すなわち , 分 離し た 各 期 多 虫 を 化学 実験 用 No. 4 の 
小型 グ ヴォス フィ ルター 内 に 入れ , 下端 より 吸引 する こと 
に より 周囲 の 水分 を 除き , その 上 に 流動 パラ フィ ン を の 
せ た 血 清 を 加え , 更に 吸引 する こと に より , グラ ス フ ィ 
ルター の 下端 ま で 血清 を 満た し た 後 , ゴム 栓 で 止め , 
37°C の 下 で 培 差 また は 飼育 し た 。 血 清 は 2.5 ce 宛 用 い 


た . 測定 時 に は , 下端 の ざさ ム 栓 を 抜き 取り , 可 及 的 速 か 


に 試験 管内 の 流動 パラ フィ ン 内 に グラ ス フ ィ ル ター の 下 
端 を 浸す こと に より , 空気 に と れ な いよ うに し て , し か 
も 血清 と 各 期 多 虫 を 完全 に 分 離さ せ 得 た . 各 例 と も 培養 
また は 飼育 前 , 1 時 間 目 , 2 時 間 目 , 3 時間 目 と 経過 を 
追っ つて 4 回 測定 し た が , 各 時 間 と も , それ ぞ れ 別々 の グ ゲ 
ラス フィ ルター, すなわち 被 検 体 で ある . 血清 は 落 血 し な 
いよ うに 股 動 脈 よ り 可 及 的 速 か に 採血 し , 流動 パラ フィ 
ン 内 に 入れ た が , それ より 分 離し た 血清 内 の O2 量 は 極 く 
微量 で あり I 期 仔 躍 を 飼育 し た 場合 1 時 間 後に は , 既に 
0O: 量 は 完全 に 消失 し て いた が , CO: 量 は ほとん ど 変 化 は 
な か つた . そこ で , 以下 全 例 と も 酸素 ボン べ を 用 い , 予 
め O: を 通気 し た 血清 を 用 いた 。 卵 は 洗 腸 排便 2 時 間 後 の 
も の を 用 いた . 卵 を 混入 し た 血清 内 の O: 量 は , 3 時 間 後 
は や や 減少 し た が , CO。 量 は 著 変 を 示さ な か つた . I 期 
仔 卵 を 24 時 間 培 し て 得 た も の , I 期 仔 は , 
培養 7 日 後 の も の を 用 いた . と も に それ ぞ れ 飼育 液 中 の 
0O; 量 は 著 明 に 減少 し た が , CO。 量 は 変化 を 示さ な か つ 


た . 想 期 仔 中 は , 仔犬 の 腹筋 に 経 皮 感 染 2 日後 の 肺 。 お 


よび 筋肉 内 より 採集 し た も の を 用 いた が , いずれ も 飼育 
液 中 の O2 量 は 著 明 に 減少 する が , CO。 量 は 変化 を 示さ な 
か つた . IV 期 仔 虫 は 経 皮 感染 6 日 後 の も の , V 期 成虫 は 
感染 1 ヵ月 後 の も の を 用 いた が , と も に O: 量 は 著 明 に 減 
少し , CO。 量 は や や 増加 の 傾向 を 認め た . すなわち , 卵 , 
各 期 仔 忠 , 成虫 を 体外 で 培養 また は 飼育 し た 場合 い ず 
れる も 0O: を 消費 する が , CO は 3 時 間 後 で は あま り 排 出し 
な いこ と が 思 殿 され た . 
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30. 液 に よる の 性 に 関す る 研究 鈴木 
明 ・ 岩 出 太郎 ( 横 市 大 寄生 虫 ) : Y. SUZUKI & T. IWADE: 
An experimental studies on the quality of anaemia by 


culture fluid of hookworm 


先 に われ われ は 犬 虫 の 第 期 よび 成虫 を リン 
ゲル 氏 液 中 に て 飼育 し , その 飼育 液 を 経口 的 お よび 筋肉 
内 注射 に より 固有 宿主 に 投与 し , 明らか に 和 賃 血 が 発 来 
し , 上 病理 組織 学 的 に も 釣 虫 症 類 似 の 変化 の 認め られ た 
事実 を 報告 し た が , 今回 は その 衝 血 の 性 質 に 関し 検討 し 
た . 第 IV 期 仔 飼育 液 の 30 日 間 , 連日 経口 投与 お い 
て も 軽度 で は ある が 全 例 に 経時 的 に 和 賃 血 が 増加 する こと 
が 認め られ , 同時 に 血清 鉄 量 も 次 第 に 減少 する こと が 判 
明 し た . また 血清 看 白 量 も 同様 に 次 第 に 減少 する こと が 
認め られ た . 成虫 飼育 液 投与 群 (経口 的 お よび 筋 肉 内 注 
射 ) も 同様 に 全 例 に 和 賃 血 が 認め られ , また 血清 鉄 も 減少 
する こと が 認め られ た . すなわち 両 群 と も に , 低 色素 性 , 
鉄 性 発 来 する こ と が 確認 せら れ た . 


31. 長崎 県 1 農村 に お ける 虫 の 学 的 観察 坂 
祐二 ・ 片 峰 大 助 ・ 村 上 文 了 志 ・ 西 久保 国 雄 (長大 風 研 ) : 
Y. SAKAGUCHI, D. KATAMINE, F. MURAKAMI & K. 


NISHIKUBO : Epidemiological survey of hookworm 


infection in a village of Nagasaki Prefecture 


西彼杵 郡 大 瀬戸 町 , 松島 , 外 平 部 落 の 全 住 民 575 名 を 
対象 に 塗 抹 , 集 卵 , 培養 法 を 併用 し て 寄生 虫 検索 を 行い , 
虫 卵 陽性 者 376 名 , 65.5 % を 得 た . な か で も 多 虫 卵 陽性 
者 は 320 名 55.7 % の 高 率 を 示し た . 駆虫 に より 得 た 多 虫 
の 種類 は A. d. 122 例 , 1599 隻 , N. a. 110 例 , 1835 隻 , 優 
占 度 1.02 で 両 種 の 分 布 に は ほとん ど 差 を 認め な か つた . 
同様 に 培養 に よ つ て 得 た 感染 幼虫 の 種類 を 240 名 に つい 
て 見 る と , A.d. 28.3%, N.a. 32.5%, A.d.+N.a. 
39.2 % で 両 種 の 間 に は 著 明 な 差 を 認め 得 な か つた . 多 
虫 卵 保有 者 の 肉 , 146 名 に つい て の 上 .P.G は 1000 以下 
を 示す 者 が 大 部 分 で 平均 1288 を 得 た . 性 別 で は 男 1055, 
女 1413 年 齢 別に 見 る と 20 歳 台 で 最高 を 示し . 60 歳 代 
を 除く 各 年 代 で は 常に 女 が 和男 より 高い 値 を 示し た . 多 虫 
感染 者 を 年 齢 別に 見 る と , 20 歳 以 上 で は 各 年 代 と も に 70 
% 以 上 の 感染 率 を 示し , 最高 は 40 歳 代 で 87.7 % に 達し 
た . 小 中 学生 で も 35 % 前 後 の 感 染 率 を 認め た . 家庭 別に 
感染 者 の 数 を 見 る と , 全戸 数 110 戸 の うち 陽性 者 を 見 な 
いい 家庭 が 6 戸 , 家族 全員 が 感染 し て いる 穴 庭 が 18 戸 , ま 


た 68 戸 で は 3 人 以上 の 感染 者 が 見 られ た . 農耕 の 有無 に 
より 感染 率 を 見 る と , 農 耕 従 事 者 は 79.1 % で 非 従事 者 の 
約 4 倍 に 当る , 農耕 従事 者 で も 従事 時 間 が 長く な る 程 高 
率 を 示し た . 1 人 当 の 耕作 面積 で は , その 面積 が 広く な 
る 程 感 染 率 は 高い 値 を 示し た . 多 虫 の 経 膚 感染 を 思わ せ 
る 「 か ぶれ 」 の 発生 状況 を , その 有 経 験 者 87 名 に つい て 
調べ る と , 発生 頻度 は 農耕 従事 時 間 の 長い 大 人 に 高い . 
「 か ぶれ 」 の 発生 時 期 は 概ね 下 肥 撤 布 の 多い 時 期 と 、 梅雨 
に 一 致し て 5 ~ 6 月 に 最も 多く , 9~10 月 が これ に 次 い 
で 多い , 12~ 4 月 まで は ほとん ど 発 生 を 見 な い . 発生 場 
所 は が 最も 多く 畑 , 畑 , , 南 が こ 
れ に 次 ぐ . 農耕 従事 者 の うち 261 名 に つい て 作業 時 の 服 
装 を 調べ る と , 裸足 の 習慣 が 強く 常時 履物 を 用 いる 者 は 
11.9 % に 過ぎ な い ,「 か ぶれ 」 有 訴 者 74.7 % が 常時 裸足 
で 作業 し て いる 者 で ある. 野菜 を 生 で 食べ る 場合 が か な 
り 多 く 殊 に 白菜 , 大 根 葉 , 甘 藍 等 の 葉菜類 の 生食 , 一 夜 
漬 が 多い の が 目立つ . 


32. 栃木 県 の 釣 虫 症 の 疫学 的 研究 五 月 女 謙一 ・ 木 村 真 
夫 , 他 7 名 (栃木 県 公衆 衛生 課 ) : K. SAOTOME, S. KI- 
MURA et al. : Epidemiological studies on ancylosto- 
miasis in Tochigi Prefecture (誌上 発表 に 変更 ) 


昭和 32 年 以降 4 ヵ年 間 , 多 虫 特別 対策 地区 と し て 県 
内 に 7 地区 (宇都 宮 , 二の宮 , 大 宮 , 間々 田 , 喜連 川 , 
湯 津 上 お よび 小川 地区 ) を 設定 し , 各 年 冬期 (11 月 ~ 3 
月 ) に 集団 検便 お よび 集団 駆虫 を 継続 実施 し た 結果 を 報 
告 す る .1) 7 地区 全 住 民 総 赴 は 7,315 名 で ある が , 初 年 
度 受 検 者 6,996 名 で 内 多 貝 卵 保 有 者 2,320 名 (33.2 %) 
で あぁ つた. (飽和 食塩 水 集 卵 法 ). 2) 住民 階層 別 で は , 一 
般 住 民 4,144 名 中 卵 保 有 者 1,967 名 (47.5%) で 最高 を 示 : 
し , 次 で 中 学生 468 名 中 93 名 (20 %), 高 荒 生 19.6 %, 小 
学生 14.6 %, 未 就学 児童 7.5 %, 満 3 歳 以 下 3.8 % で 
最低 は 大 学生 0 %(7 名 中 0 名 ) で ぁ る . 3) 職業 別 で は , 
農業 従事 者 3,110 名 中 1,654 名 (53.2 %), 勤 人 322 名 
中 84 名 (26.1 %) な ど が 高陽 性 率 を 示し た . 4) 多 虫 の 
種類 は , 培養 (408 例 ) の 結果 , 「 ビニ 」9.6 %, 「 ア 
メリ カ 」58.6 %, 混合 4.9 %, 培養 不能 26.9 % で 
「 ア メリ カ 虫 」 が 主 で ある . 5) 多 卵 保有 者 の 状 
況 を 見 る に , 1,128 名 の 検 血 者 中 「 ザ ー リ ー」 血 色素 量 : 
75 % 以 上 を 示す も の が 925 名 (82 %), 「 ザ ー リ ー」 60~- 
70 % の 中 等 血 を 示す も の が 180 名 (16 %), 「 ザ ー 
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ー」 50 % 以 下 の 高 度 筑 血 を 示す も の が 23 名 (1.9 %) で 
あぁ つた . 6) 集団 駆 中 は 主 に た 「 オ ー ミ ン ]」 和 題 粒 成 人 量 9.0 
へ ~12.0g を 間隔 1 時 間 置 き に 2 ~ 3 回 に 分 服 服用 せしめ 
た 結果 平均 75.6 % の 陰 転 率 を 見 た . (下剤 使用 せ ず ). ?) 
前 記 7 地区 全 住民 6,996 名 に つい て 昭和 32 年 , 33 年 お 
よび 34 年 の 3 冬期 に 互 り 継続 集団 検便 お よび 集団 駆 中 
を 実施 し た わけ だ が , 各 年 度 の 初回 検便 陽性 率 の 推移 
を 見 る に , 初 年 度 (32 年 度 ) 6,996 名 中 陽性 者 2,320 名 
(33.2 %), 33 年 度 13.2%, 34 年 度 6.8 % で 35 年 度 3 % 
(一 部 1,004 名 中 31 名 ) で , 集団 駆虫 の み に よ つて 陽性 
率 は 逐 年 概ね 半減 し て いる の で , 第 5 年 目 以降 に お いて 
は 恐らく 数 年 を 経 ず し て 自然 消滅 する で あろ うと 推量 さ 
れる . 多 虫 対策 の 基本 的 な も の と し て 生活 様式 お よび 環 
境 衛生 状態 の 改善 向上 を は か る こと は も ちろ ん 重要 な こ 
と だ が , 他方 全 住民 の 一 斉 集 団 駆 中 を 3 年 間 徹底 的 に 遂 
行 す る こと に より 概ね 所 期 の 目的 を 達する で あろ うこ と 
を 確信 する . 


.33. いわ ゆる イ に ける 4ncylostoma 
caninum 寄生 状態 の 統計 的 検討 (2) 伏見 純一 ・ 近 藤 カ 
王 ( 研 寄生 ) : J. FUSHIMI & K. KONDO : Stati- 
stical investigations on the parasitic conditions of Az- 


cylostoma caninum in the stray dogs (2) 


寄生 虫 感染 に 関し て 均質 な 条件 下 に ある と みな され る 
宿主 の 地域 集団 に お ける 感染 寄生 虫 の 数 の 分 布 型 お よび 
それ に 関連 し た 諸 種 の 事項 を 知る 目的 を 以 て , 演者 の 1 
人 伏見 は , 以前 に , ヒト お よび ブタ 上 遇 忠 に つい て の 検討 
を 行 つ た が , いわ ゆる 野 イ ヌ に お ける イヌ 銘 申 に つい て 
は , 演者 た ちの 得 た 資料 に 基 ず き , 近藤 と と も に , 昨秋 
の 西日本 支部 第 16 回 大 会 に お いて , 検討 結果 を 報告 し 
た . 今回 は , その 際 に 検討 し 残し て いた こと を 報告 する 
と と も に , 16 ヵ月 に わた り , 800 頭 の 野 イ ヌ に つい て 調 
査 を 行 つ た 堂本 博士 の 実験 ノー ト を 借 覧 し 得 た の で , こ 
の 資料 に 基 ず く 検 討 結 果 を 報告 する こと と する . 結果 は 
次 の と お り で ある . 伏見 , 近藤 , お よび 佐古 田 博 士 の 二 
資料 に つい て は , 最大 寄生 躍 数 (kmaxz) まで の 値 を も と 
に , Pdélya-Eggenberger 型 (P-E 型 ) の 母 数 h, d を 推定 
し て , 理論 度数 n を 算出 し た 場合 に , 実測 度数 fF に 0 が 
で て る 前 の k ま で (お の お の k が 26 と 23) に つい て , 
f と n と を 比較 し た と き , 2 は, あき ら か に ze* (0.05) 
より 小さ く な る . すなわち , この k の あたり まで は , 上 
記 の h, d の P.-E 型 の 線 に 乗 つ て くる と いえ る . 2) 堂 
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本 博士 の 資料 は , 16 ヵ月 に わた る 全 資 料 と , 9~12 月 , 
1~3 月 , 4~6 月 , 7~9 月 , 9~12 月 の 各 時 期 別 の 
資料 に つい て 検討 を 行 つ た が , 4 値 は , いずれ の 集団 に 
お いて も , 大 きく 上 昇 す る の で , P-.E 型 を 想定 し て , 検 
討 し た . その 結果 , 3 ~ 6 月 の 資料 に つい て , kmaz まで 
の 値 を も と に h, d を 推定 し , n を 算出 し f に 0 の で て 
くる 前 の k=24 まで に つい て , f と n と を 比較 し た 場合 
に の み , 2? が Ze (0.05) より も 小さ く , 他 の 場合 に は 。, 
今回 の 検討 の 範囲 で は , いずれ る も, %? の 方 が 大 きか つ 
た . すなわち , 上 記 の 場合 の み , f は, P-E 型 の 線 に 乗 
つて くる と いえ る . 3) これ ら の 検討 の 結果 , イヌ 多 虫 
の の 分 布 を 云々 する 際 に は , 感染 時 期 に 基 因 する f の 
分 布 の ゆがみ と 季節 変動 と を 大 きく 考慮 する 必要 が ある 
と いう こと を , あら た め て 知り 得 た . 4) 堂本 の 資料 に 
つい て , 釣 虫 の 雌雄 の 各 組 合わ せ の 度数 分 布 の 型 を , 今 
まで どおり 二 項 型 と し て 検討 し た と ころ , この 資料 に つ 
いて は , k の 10 ま で の うち , k の 1, 4, 5, 9 の 4 ケー 
ス に お いて , 2 が XZ?(0.05) よ り 大 きく な り , 明確 に は , 
二 項 分 布 を な す と は いい に くい 結果 で あぁ つた . 5) 伏見 
た ち , 堂本 の 両 資料 と も に , k の 大 きい 部 分 (21 以上 ) 
は , k の 20 以下 の 部 分 と 比較 し て , 雌 の 好 に 対す る 数 
の 割合 が 小さ いと いう こと が , 明らか で ある . 


34. 多 虫 卵 培養 法 の 検討 (2). 特に 培養 注 紙上 に お ける 
仔 虫 の 行動 に つい て 佐藤 淳 夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医 大 医 
動物 ) : A. SATO, & T. SHIMATANI: Studies on the 
culture method of hookworm eggs (2) Movement be- 
haviour of infective larvae to be found of fitlterpaper 


culture method 


われ われ は 前 報 に お いて , 培養 濾紙 , な ら び に 培養 其 
に 残留 する 仔 忠 を ベー ルマン 法 に より 回 収 し て , 琴 培 状 
法 ( 天 法 ) で は Ancylostoma duodenale (A.d.) 4%, 
Necator americanus(N.a.) 15.5 %, 濾紙 培養 法 (濾紙 
法 ) で は A.d. 28.5 9%, N.a. 52.0 % の 残留 の ある こと 
を 証し , 定量 培養 を 行う に は 注意 を 要する こと を 指摘 し 
た . 今回 は 培養 基 お よび 濾紙 上 に 残留 する 仔 忠 の 分 布 状 
況 を 観察 し た . 1) A.d. 卵 倉 有 便 を 用 いて , 同時 に 座 法 
な ら び に 濾紙 法 1. 試験 管 法 を 開放 し た 場合 ) に より 塔 
養 後 15 日 お よび 25 日 (25°C) に 次 に 述べ る 区 分 に より 
それ ぞ れ の 部 位 の 仔 虫 数 を 検 し た . 天 法 の 場合 1. 培 状 
水 , 2. 便 , 3. 水 中 で 振り 洗い ) 4. (ベー ル マ 
ン ) に 区 分 し , 濾紙 法 の 場合 , 培養 水 な らち びに 下端 より 


1 


5cm (培養 水 の 部 分 ) (①, それ より 上 lem ( 状 便 塗布 
位置 と 培養 水 の 間 ) (I), 更に 2cm 毎 に 相 ~WI 部 を 定 
め , 相 ~VW の 位置 に 閥 便 を 塗布 する . 天 法 に お いて は 15 
日 後 , 出 率 (培養 水中 の 仔 ) 98.5 %, 残留 率 (2 + 3 
+4) 1.7 % で あり , 25 日 後に は 出 率 99.7 %, 残留 
率 0.3 % を 示し た . 濾紙 法 (1) で は 15 日 後 流出 率 88.2 
%, 残留 率 (1 ~VWI) 11.8 % で 25 日 後 は それ ぞ れ 95.1, 
4.9 % を 示し た . 濾紙 法 (2) で は 15 日 後 湊 出 率 97.2 %, 
残留 率 2.8 %, 25 日 後に は それ ぞ れ 99.2, 0.8 % を 示 
し た . すなわち 其 法 の 方 が 残留 率 は 低く , 濾紙 法 で は 開放 
の 場合 の 方 が , 閉 管 の 場合 より も 残留 する 傾向 が 大 で あ 


る . また , 開 管 の 場合 第 V 本 部 すなわち 濾紙 の 上 端 に 残留 


する も の が 多い . 2) N.a., A.d., 混合 便 に つい て 1) と 同 
様 に , 濾紙 法 (1. 開 管 , 2. 閉 管 ) を 行い 15 日 後 (25°C) の 
状況 を 検 す る に (1) で は 注 出 率 は A.d. 80.6 %, N.a. 
36.6 %, 残留 率 は A.d. 19.4 %, N.a. 63.4 %, (2) で 
は 出 率 は A.d. 95.0, N.a. 95.6 %, 残留 率 は A.d. 
4.9%, N.a. 4.4 % を 示し , ポリ エチ レン 閉 管 に より 
A.d., N.a. と も に 残留 仔 虫 が 減少 し た . 3) 培養 濃 紙 下 
端 よ り 5cm (培養 水 の 部 分 )(1), 更に 上 端 ま で を lcm 
毎 に 区 分 し て 2~12 の 部 分 を 定め , 第 7 部 位 に A.d. 仔 
虫 を 滴下 し , 濾紙 法 の ご と く 25°C に 保っ て その 後 の 仔 
虫 の 行動 を 追求 し た 結果 仔 虫 の 出 は 既に 2 時 間 後 に 
始 り (1.0 %) 以後 次 第 に 放 出 数 を 増し , 24 時 間 後 19.2 
%, 2 日 後 52.6%, 8 日 後 85.9%, 16 日 後 91.6 % を 
示し た . これ に より, A.d. 仔 虫 は 無 方 向 性 で あり, 潤 
次 , 培養 水中 に 移行 革 積 され る も の と 考え られ る . 


35. 種々 な 温度 に お だ ける 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研 
究 (③④ 体温 領域 に だ ける 侵入 性 に つい て の 知見 補遺 
西村 猛 ( 阪 大 徴 研 ) : T. NISHIMURA : Studies on the 
tissue-invading habit of hookworm larvae in various 
temperatures (4)Further finding of the invading habit 
in body-temperature 


私 は 1956 年 以降 数 年 に 豆 つ て , 多 仔 虫 の 生態 , 特に そ 
の 組織 侵入 性 に つい て 一 連 の 実験 的 研究 を 行い , 種々 な 


知見 を 得 た . 今 ま で に 得 た これ ら の 主 な 知見 を 概括 する 
と , 釣 仔 虫 は , その 接 解 する 温度 に よ つ て 組織 え の 侵入 
性 が 種々 に 変化 し , また . これ は ジ ヅ ビ ニ 多 仔 虫 と 犬 多 仔 
虫 の 両 種 間 で 差 が あぁ る . 犬 釣 仔 虫 の 血清 に 対す る 陽性 向 
化 性 は 種 属 特異 性 が 強い , な ど と な る . さて , これら の 事 
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実 の 5 ち , 組織 侵入 率 の 高まり が , ジ ヅ ビ ニー ニ 多 仔 虫 で は 
24~27°C お よび 36~39°C, 犬 多 は 18~24°C お 
よび 36~39°C の , それ ぞ れ 2 つの 温度 領域 に 責 つ て 見 
られ る こと は は な は だ 興味 深く , その 要因 の 解明 は , 重 
要 な こと と 考え られ た . そこ で , この 点 を 明らか に する 
た め , さき に 報告 し た と お り , 農民 の 多 虫 性 皮 虜 炎 の 調 
査 結果 か ら , 24~27°C の 温度 領域 に お ける 侵入 率 の 上 
昇 は , 釣 仔 躍 の 経 皮 的 な 侵入 時 の 運動 能 を 示す も の で は 
な いか と の 推定 を 得 た . と ころ が 一 方 , 36~39°C に お 
ける 侵入 率 の 上 昇 要 因 は , その 温度 領域 が 路 乳 動物 の 体 
温 城 で ある こと か ら , 多 仔 虫 の 体内 侵入 後 の 運 動 能 を 示 
す も の で は な いか と 推 侍 し た の み で , 未だ 何等 の 裏付け 
も 得 て い な か つた . そこ で , 今回 は この 点 に つい て 実験 
を 行い , 若干 の 知見 を 得 た の で 報告 する . まず 私 は , こ 
れ を 解明 する 手段 と し て , 固有 宿主 血清 を 用 いた 場合 
と , 非 固有 宿主 血清 を 用 いた 場合 の 侵入 率 の 差異 に 注目 
し た . すなわち , 非 固 有 宿 主 血清 を 用 いた 場合 の , 18~ 
24°C 温度 城 の 侵入 率 の 上 昇 は , 36~39°C の それ に 比較 
し て 顕著 で ある に 拘ら ず , 固有 宿主 血清 を 用 いた 場合 で 
は 両 温度 城 と も ゃ に ほとん ど 同 程度 の 上 昇 を 示す . この こ 
と は 要する に , 18~24°C の 温度 領域 に お ける より る も , 
36~39°C で は , 釣 仔 虫 の 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 が , 
より 強く 発現 され る の で は な いか と 考え させ る 資料 と な 
り , これ を 体内 侵入 後 の 運 動 能 と 関連 させ れ ば , 貴重 な 
示唆 を 与え そる も の と いう こと が で きる . これ ら の 考え を 
基 に し て , 私 は , 血清 に か えて 1 9% 生理 食塩 水 を 入れ た 
材料 を 用 い 実 験 し , その 結果 , 24"C より る も 36°C の 温 
度 に お いて は 組織 侵入 率 が 極め て 低く , 両者 間 に 有 意 差 
が 認め られ る こと を 知 つ た. すなわち , この 事実 は 逆 に 
いえ ば , 36°C で 血清 に 対す る 陽性 向 化 性 が 高まる こと 
を 意味 し て お り , これ は ひい て は , 36~39°C に お ける 
侵入 率 の 上 昇 は , 釣 仔 躍 の 中 乳 動物 体内 侵入 後 の 運 動 能 
を 示す と いう 考え に 一 歩 を 進め た と いう こと が で きる . 


36. 塗 抹 法 に よる 少数 寄生 の 釣 虫 衛 に つい て 財津 吉 
門 司 市 ) : Y. ZAITSU: 
disease discovered by the direct smear method of fae- 


Studies on hookworm 


ces 


法 に よる 検便 で の 成人 に お ける 多 発見 率 は 
和 31 年 度 23.42 %, 昭和 32 年 度 22.18 % で あぁ つた が , 
昭和 34, 35 年 度 は いずれ る も 17.80 % と 減少 し て いる . 傘 
抹 法 に よる 検便 に お いて 最も し ば し ば 遭遇 する 釣 虫 症 患 
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者 の 躍 卵 炒 は カバ ー グ ラス 18X18 mm? 1 枚 で 10 個 以 
下 で ある , すなわち 昭和 34 年 度 52.69 %, 昭和 35 年 度 
55.14 % で , いずれ も 過半 数 を 占め て いる . し か る も 単独 
寄生 が それ ぞ れ 83.33 %, 85.98 % で いずれ も 絶対 多数 
を 占め て いる . すなわち 法 に よる 少 寄生 の 釣 虫 症 
と いう こと に な る . これ 等 の うち 駆虫 に より 自 , 他 覚 的 
所 見 が 消失 し , 全治 し た 99 症例 に お ける 主訴 , 自 , 他 覚 
的 症状 に つい て 追求 し て みた . 主訴 に も 自覚 症状 に も 腹 
, 全身 感 , 悪心 , 上 , 食 思 不振 等 , 他 覚 的 所 見 
に は 腹部 圧痛 等 が 認め られ た . し か も これ 等 臨床 的 所 見 
は 集 卵 法 に よる 少数 寄生 の 釣 虫 症 の 場合 に 大 略 一 致し て 
いる . 治療 法 は 4 塩化 エチ レン 1 回 法 に より 卵 陰 転 率 
68.69 % を 示し て いる . 駆虫 2 週間 後 の 効果 判定 の 場合 , 
不全 駆虫 で あつ て も , 臨床 的 に 自覚 症状 が 軽快 また は 消 
失 し て お れ ば , 卵 陰 転 を 見 る まで , 必ず し る ゃ 徹底 的 に 駆 
虫 を 行う 必要 は な い . 4 塩化 エチ レン の 洗礼 を うけ た 残 
存 麻 痺 銘 虫 は 大 体 3 ヵ月 も 経て ば , 自然 に 死滅 する か あ 
る い は 衰 弱 し た まま , 排出 され る も の と 思う と いう 私 の 


経験 に し た が つて , 私 は 4 塩化 エチ レン 1 回 駆虫 法 を 実 


いる 


37. 鹿児島 県 内 陸 部 に お ける 多 虫 症 の 流行 形態 と 対策 に 
お ける その 推移 に 関す る 研究 阿部 康男 ・ 有 / 川 実 芳 ・ 影 
井 昇 ( 鹿 大 二 病 理 ) : Y. ABE, S. ARIKAWA & N. KA- 
GEI: Studies on the mode of the hookworm infection 


in the proper districts of Kagoshima Prefecture. 


鹿児島 県 を 含む 南 九 州 地方 に お いて は , 朱 年 来 の 調査 
研究 の 結果 , 愉 も 風 士 病 的 に 多 虫 症 の 流行 が 見 られ る こ 
と が 明らか に され て いる が , その 疫学 的 に つい て は ほ と 
ん ど 触 れ て お ら ず , し た が つて 多 忠 防 過 の 手段 は ほとん 
ど つ か み 得 な い 状 態 で ある . これ 等 諸 問 題 の 解明 と 多 虫 
防 過 の 具体 的 施策 を 試み る 目的 で 鹿児島 県 南 共 地 区 を 
中 心 に し て 実験 と 観 侍 を 行ない , 鹿児島 県 の 銘 虫 浸 沙 の 
実態 を 明らか に する と と も に 種別 的 動態 の 興味 ある 所 見 
を 把握 で きた . すなわち 都市 中 心 部 お よび 特殊 地勢 地帯 
を 除い て は 高度 の 浸 淫 を 示し , 低 年 令 層 と 難 も 20 % 以 
上 の 保有 者 を 見 出し , 稼働 年 令 層 に お いて は 地域 的 に 多 
少 の 差 は あぁ る も の の , 50 % を 上 多 る と ころ が 多く , 80 
% 以 j 上 を 占め る 地域 も 見 られ る . 調査 総員 中 寄生 躍 保有 
率 は 51.9 % で あぁ つた が , その 88.6 % は 銘 虫 保有 者 で 占 
め ら れ て いた . 性 別 的 の 銘 忠 保有 状況 は , 男子 42.0 %, 女 
子 49.1 % と や や 女子 に 多く 見 られ る が , 種別 的 に は 低 年 
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令 層 に A.d. 保有 者 が や や 多く , 年 令 加 令 と と も に N.a. 
保有 者 が 急激 に 増加 し , 特に 女子 の N.a. 保有 者 が 増加 
する 傾向 が 見 られ る . 疾病 地理 学 的 に は , 段 地 また は 盆 
地 を 含ん だ 温 田 地帯 の 多い 地区 は , 高地 と 調 も N.a. 単 
独 保有 者 が 大 部 分 を 占め , 砂 春 質 の 斜面 耕作 地 の 多 い 地 
区 は A. d. 単独 寄生 者 が 圧倒 的 に 多く , A.d. :N. a.= 
2.4 : 1.0 で あぁ つた. し か る に この 両 地域 を 区 分 し その 中 
間 を 流れ る 渓流 に 溢水 され る 下流 地区 は 両 地域 の 影響 を 
多分 に 受け て A.d., N.a. 両 種 釣 虫 の 混合 感染 者 も 多く 
見 出さ れ , し か も 両 種 多 虫 の 浸 浴 比率 は ほとん ど 同 等 で 
あぁ つた. 強 浸水 地帯 解消 の 目的 で , 多 虫 保有 者 に 対し 1 
-Bromo-Naphtol (2) お よび 4 -Iodothymol を 使用 し , 集 
団 駆虫 を 行 つ た が . 部 落 民 で は 45.0~78.4 %, 学童 , 
生 待 で は 66.1~95.6 % の 陰 転 率 が 見 られ 両 種 薬剤 の 効 
果 に は 大 差 は 認め られ な か つた が , 薬剤 の 副作用 と し て で 
は 4 -Iodotymol の 場合 に 軽度 の 腹痛 , 嘱 吐 , 頭 痛 , 悪心 , 
冷汗 ) アレ ルギー 性 全身 発疹 等 が 少数 の も の に 見 られ た 
に 過ぎ な か つた . 1 カ ヵ年 経過 後に お ける 同 地 区 の 釣 虫 保 
有 率 は 明らか に 対策 実施 の 効果 を 期待 で きる 結果 が 得 ら 
れ , 2 カ ヵ年 間 に 渉 っ て 調査 の 対象 と な っ た 同一 個人 間 に 
お いて は , 前 年 度 の 保有 率 41.8 % に 対し , 次 年 度 26.5 
% と 低下 し な お この 中 に 前 年 度 非 保 有 者 で 次 年 度 ま で の 
間 に 新 感染 し た 個人 も 含ま れ て いる 実情 か ら す れ ば , そ 
の 効果 は な お 高度 の も の と 考え られ る . この 駆虫 効率 お 
よび 新 感 染 率 の 隔 差 の 大 な る こと を 考え る と , 組織 的 な 
鋼 虫 防 過 を 徹底 的 に 実施 で きる 条件 を 設定 する な れ ば , 
年 1 回 の 集団 駆虫 と は いう も の の これ を 年 次 的 に 反復 施 
行 す る こと に より , 地域 的 多 虫 防 過 は 数 年 を で ず し て 解 
決 さ れ 得 る も の と 確信 され る . 


38. 釣 虫 症 の 研究 ・ 特 に 無 症 状 寄 生 痢 と 釣 虫 症 加 痢 と の 
関係 高橋 達男 ( 横 市 大 寄生 虫 ) : T. TAKAHASHI: 


Studies on ancylostomiasis, especially on carrier 


釣 虫 寄生 に よる 障害 は 幅 が 広く , その 病害 度 は いろ い 
ろ の 段階 に 分 れ て いる . 私 は 寄生 を アメ リカ , 
ニ 寄 生 の 駆虫 前 後 の 虫 卵 数 , 自 他 覚 症状 , 
床 的 諸 検 査 , 駆虫 に よる 排 由 数 を 検査 し これ ら の 成績 相 
互 の 関係 を 検討 し 次 の 結論 を 得 た . 1) 無 症状 ( 自 他人 覚 ) 
寄生 者 は 3 名 あぁ つた が , 臨床 的 諸 検 査 で は 何等 か の 病害 
を 認め た . 完全 な る 無 症 , 無病 無病 害 寄 生 者 は 極め て 少 
く こ れ を 判定 する こと は は な は だ 困 離 で ある. 2) 比較 
的 症状 軽く , 病害 度 の 軽い いわ ゆる carrier の 範囲 を 決 
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め る に は , 人 疹 抹 2 枚 法 陰 性 , 排 由 雪 NA の 場合 7 隻 以 
下 , 赤血球 数 男 400 万 . 女 350 万 以上 , 血色素 (Sahli 
値 ) 男 70 %, 女 60 % 以 上 を 以 て する こと を 提案 する . 


39. 長野 県 1 に お ける の 的 研究 近藤 武男 
・ 佐 藤 進 ・ 岡 山 虎 男 ・ 内 田 昭 夫 ・ 荒 木 武 雄 ・ 柳 沢 利 喜 雄 
( 千 大 農 医 研 ) : T. KoNDO, S. SATO, T. OKAYAMA, 
A. UCHIDA, T. ARAKI & T. YANAGISAWA : Epide- 
miological study of pinworm at a village in Nagano 


Prefecture 


長野 県 南部 の 1 農山 村 , 根 羽 村 の 半 虫 淫 浸 状況 を 調査 
し た . 昭和 35 年 7 月 T. M 式 幌 虫 検査 用 紙 に より 1~ 3 
回 の 検 包 を 行 つ た が 資料 統一 の た め 1 回 検査 肛 値 を 以 っ 
て 成績 を 判定 し た . 509 世帯 対象 人 員 2651 名 被 検 者 1959 
名 被 検索 73.9 % 陽 性 者 877 名 陽性 率 44.8 % で あり 3 回 
検査 肛 推 定 陽 性 率 は 63.96 % で あつ た . 男女 別 陽性 率 は 
和男 962 名 中 43.8 %, 女 997 名 中 45.7 % で 有意 の 差 を 認 
め な い . 生活 型 別に 見 る と 乳児 9.1 % 幼 児 52.7 %, 学童 
60.6 %, 成人 38.6 %, 老人 31.4 % と な り 幼 児 学童 に 陽 
性 率 が 高く 有意 差 を 認め る . 部 落 別に は 黒地 18.8 % か 
ら 横 畑 66.1 % で あり , これ を 1960 年 農業 セン サス 資料 
お よび 根 羽 村役場 資料 に より 部 落 環 境 要 因 と 陽性 率 と の 
関係 を 見 る と , 1) 標高 500~700m 12 部 落 1298 名 中 陽 
性 552 名 42.5 %, 標高 700~1000m 7 部 落 661 名 中 陽 
性 325 名 49.2 % と な り 有 意 差 を 認め る . 2) 農家 率 に つ 
いて 70 % 以 上 13 部 落 1324 名 中 陽性 632 名 48.0 %, 70 
% 以 下 6 部 落 635 名 中 陽性 245 名 , 38.8 % と な り 有 意 差 
が 認め られ る . 3) 飲料 水 と の 関係 は 水道 を 主たる 飲料 
水 と する 6 部 落 678 名 中 陽性 252 名 , 37.2 %, 井戸 , 濁 
水 , 流水 を 主 と す る 13 部 落 1281 名 中 陽性 625 名 , 48.8 
% と な り 両 群 と の 関係 に 有意 の 差 を 認め た . 4 新聞 購 
読 率 50 % 以 下 7 部 落 711 名 中 陽性 52.6 %, 50 % 以上 
12 部 落 1248 名 中 陽性 503 名 , 40.3 % と な り 有 意 差 が あ 
る . 5) 台所 , 浴 場 の 改善 状態 の 良否 , 定期 バス の 道路 に 
沿う か 杏 か に つい て 陽性 率 と の 関係 を 見 た が いずれ も 有 
意 の 差 が な か つた . 世帯 経済 の 程度 に より , 上 , 中 , 下 
の 三 群 に 別け て 見 る と 上 和 群 106 名 中 25.5 %, 中 群 1722 
名 中 45.6 %, 下 群 131 名 中 48.9 % の 陽性 率 を 認め 有意 
の 差 を 認め た . 教育 程度 に より 高卒 以上 の 世帯 を 義務 教 
育 世帯 を 比較 する と 前 者 258 名 中 陽性 88 名 34.4 %, 後 
者 1701 名 中 陽性 789 名 46.4 % と な り 有 意 差 を 認め た . 
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40. 広島 県 に お ける 小 ・ 中 ・ 高 校生 の 里 虫 検査 松田 鎮雄 
(広島 市 ) : S. MATSUDA : 
primary, middle and high school in Hiroshima prefe- 
cture (誌上 発表 に 変更 ) 


Survey of pinworms in 


国民 の 各階 層 に 互 る 半 虫 の 集団 検 肛 調 査 は 年 令 的 , 性 
的 制約 に 縛ら れ て 真 の 感染 状態 を 把握 する こと が 困 離 で 
あつ た が , 被 検 者 自身 の 手 で 行う 検 肛 法 (ウス イ 式 , T. 


M 式 セ フアン 法 等 ) が 考 れ , 現在 用 され て いる 


が , 果して その 信 江 性 は 高い も の で あろ うか , 私 は これ 
に 疑念 を 持つ て いる も の の , 時 間 , 手間 , 経済 面 等 か ら 
広島 県 下 の 小 , 中 , 高校 の 児童 生徒 の 暁 虫 集団 検査 に は 
ウス イ 式 セロ ファ ン 法 を 使用 し て , 被 検 者 自身 に 検 肛 を 
や ら せ て 集計 を 取る 傍ら , ウス イ 式 , TM 式 セ ョ テー プ 
法 , 脱脂 綿 法 の 優劣 比較 実験 を 行 つ て , 次 の よう な 成績 
を 得 た . 1) 被 査 者 を 4 群 に 分 ち , 各 人 の 肛門 部 に 対し , 
連続 2 回 検 氏 を 実施 する を 立 前 と し , 同一 肛門 部 に 対し 
て 最初 ウス イ 式 (129 名 ), T.M 式 (126 名 ), セロ テー プ 
法 (240 名 ), 脱脂 綿 法 (176 名 ) を 応用 し , 直ちに 引続き 
湿っ た 脱脂 綿 洗 拭 法 を 行 つ た 成績 の 比較 で は , それ ぞ れ 
第 1 回 の 里 虫 卵 検出 率 は ウス イ 式 26.3 %, T.M 式 29.3 
%, セロ テー プ 法 13.3 %, 脱脂 綿 法 48.3 %, 第 2 回 の 
脱脂 綿 法 に よる 検出 率 は , それ ぞ れ 20.1 %, 7.9 %, 


7.0%, 36.3 % と な つて いる か ら , 前 者 が いずれ も 高 率 


と な つて お り , 更に 後者 に よる 新 検出 率 は 7.7 %, 1.5 

%, 4.1%, 3.9 % と な つて お る の で , 貝 卵 採 収 力 に 関 
し て は , 相互 に 優劣 の 差 は 認め られ な い が , 取扱 い の 簡 
易 さ の 点 か ら 見 れ ば , 前 2 者 が 後 2 者 より も 優秀 で あ 
る .2) 被 検 児 自身 に 全校 前 T.M 式 セ ョ ファ ン 法 に て 検 
肛 さ せ , 同日 登校 後 11 時 頃 検 者 が 各 人 の 肛 囲 に セロ テ 
ー プ 法 を 実施 し て , 両者 の 半 虫 卵 検出 率 の 比較 を 試み た 
と ころ , 前 者 に て 21.6 %, 後者 12.4% と な り , 前 者 が 
逢 か に 高 率 で あり , 更に 後者 に よる 新 検出 率 は 0.8 % と 
いう 5 僅少 な 数 字 を 示し て いる の で , 一 応 両 検 肛 法 実施 時 
期 に 数 時 間 の ずれ が ある が , TT.M 式 に よる 暁 虫 卵 検査 成 
縦 は 信頼 し て も よい も の と 考え られ る . 3) 広島 県 下 一 
円 の 小学 校 (41 校 , 2560 名 ), 中 学校 (14 校 , 8133 名 ). 

高等 学校 (5 校 , 3598 名 ) の 児童 , 生徒 の ウス イ 式 セ ョ 
ファ ン 法 に よる 時 虫 検出 率 は , それ ぞ れ 小学 校 28.3 %, 
中 学校 15 %, 高等 学校 6.1 % と な つて お り , 年 令 の 長 
ずる に し た が つて いる . 


| 
| | 
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. 脱色 能 を 応用 し た 卵 検査 法 (2) 井 文治 ( 
虫 予防 研究 会 ) : B. UsUI : Pinworm inspection me- 
thod utilizing bleach function of pinworm ovum (2) 


高度 に て いる に 対し て , 対策 の 中 一 番 の 難 
点 は 検査 方 法 で ある . グラ へ ハ 氏 法 , NIH 法 等 は 実施 上 困 
難 な 場 合 が あぁ あり, 婦女 子 に 対し て は 強い 差 恥 心 を 与え る 
た め 検 査 実施 が で き な い 場合 が ぁ り , 集団 検査 等 は 大 変 
な 手数 を 要する た め 全 く 実 施 が で き な い 状態 で あつ た . 
演者 は これ 等 を 改良 し て , . 被 検 者 自身 で 採卵 が で き 上 且 簡 
易 に 検査 で きる 方 法 を 研究 し , これ を ウス イ 法 と し て 札 
幌 に お ける 第 29 回 日 本 寄生 躍 学会 総会 に 発表 (第 1 報 ) 
し た . この 検査 方 法 の 特徴 は 次 の 通り で ある . 1) 差 恥 
心 を 与え ず , 被 検 者 自身 で 採卵 で きる . 2) 採卵 紙 が , 
直ちに 検査 紙 と し て 検 錯 で きる . 3) 粘着 剤 に は 特殊 男 
カビ ニー ル 灯 を 使用 し た , 4 集団 検査 が 簡単 に で き , 
や ゃ や 経 日 し て も 検査 が で きる . 今 学 会 に と 第 本 報 と し て 発 
表す る の は , 暁 牛 の 有する 脱色 能 を 検査 紙 に 応用 し て , 
時 虫 卵 の 検 鏡 を 容易 に する と 同時 に 目 の 疲 労 を 予防 する 
方 法 で ある . (A) 半 虫 卵 自体 に 脱色 能 が ある : 回 虫 卵 に 
メチ レン 青 脱色 能 の ある こと は 既知 で ある . 時 虫 卵 に も 
この 能力 の ある こと は 極め て 興味 の ある こと で , この 脱 
色 能 を 検査 紙 に 応用 し て 検 鏡 を 容易 に し た . (B) 暁 虫 卵 
脱色 能 を 検査 紙 え 応用 : ウス イ 式 検査 方 法 に 使用 する 検 
査 紙 は , 第 29 回 本 学会 総会 に 発表 し た . すなわち 被 検 
者 自身 で 採卵 で きる よう に 粘着 剤 を 広く セロ ファ ン 等 に 
分 布 し た も の で ある . この ビニ ー ル 灯 は 淡 黄 色 透 明 で 薄 
膜 に する と 無色 透明 と な り , 視野 が 余り 白 つ ぽく な り 卵 
の 発見 を 困難 に する こと が あり 且 目 の 疲労 も 強 か つ た . 
また これ に 青色 光線 を 投 ず る と 全 視 野 が 青色 と な り 卵 ま 
で 青く な つて , 目 の 疲 労 は 防止 し 得 て も 検 鏡 は 困 離 で あ 
つた . 今回 この 里 虫 卵 の 脱色 能 を 検査 紙 に 応用 する こと 
に より これ 等 は 解決 し た . すなわち 脱色 し 得る 青色 色素 
を ビニ ー ル 灯 に 深 解 し これ を 採卵 セロ ファ ン 紙 に 塗布 し 
て お け ば , ここ に 人 附 着 し た 里 虫 卵 は 自己 の 附 着 面 の 色素 
を 脱色 する た めこ れ を 検 錯 す れ ば 青色 の 視野 の 中 に 上 虫 
卵 の み が 白 色 に 区 や いて 見 える の で 極め て 容易 に 半 虫 卵 
を 発見 し 得る 便利 が あぁ る. 同時 に 目 の 疲 労 を 防止 し 得る 
の で ある . これ に 使用 され る 色素 に は 有機 深 媒 に 可 深 の 
ブ 色素 が 使用 され る . 


42. 人 体 寄生 虫 卵 集団 検査 に だ お ける セロ フアン 厚 層 塗 抹 
法 に 関す る 研究 . に 形成 に よる と 思わ れる 変形 
像 に つい て 内田 昭夫 ・ 斉 藤 正 己 (千葉 寄 研 ) 柳沢 利 喜 
雄 ( 千 大 公 衛 ) : A. UcHIDA, M. SAITO, & R. YANA- 
GISAWA : Studies on cerophan thick smear method 
for mass-examination of feces, with particular seeming 


degeneration of helminthes ovum 


本 法 は 集団 検便 に 簡便 で あり , 且つ 各種 虫 卵 の 検出 も こ 


高く , 各 方 面 で 使用 され つつ ある . し か し 本 法 は 下記 に 
迷 べ る ご と き 見 か け 上 の 中 卵 変形 像 が 出現 する の で 錯 検 
時 それ に 留意 する こ と が 望ま れる . すなわち 至 適 条件 下 
の 鏡 検 は 標本 保存 の 環境 条件 (気温 , 温度) や その 他 便 性 
状 , 作製 手技 , 卵 の 生物 的 性 質 等 に も 左右 され , し か も 
斑 適 条件 の 頃合 に は 速やか に 卵 変形 像 を 生ずる の で , 多 
く の 困 難 を 伴う . この 卵 変形 像 は 多く の 映 虫 卵 に 現 わ 
れ , 特に 多 虫 卵 , 東毛 卵 に お いて 出現 し や ゃ すく , 本 法 に 
よ つ て 多 虫 卵 を 検出 する 上 に お いて この 変形 像 を 就 知 す 
る こと は 銘 虫 の 疫学 上 また 予防 対策 上 極め て 重要 で ある 
の で , ここ に その 知見 を 報告 する . 1. 本 法 の 釣 虫 卵 検 
出 に お ける 変形 像 の 出現 状況 , 1) 高温 度 時 (19°C, 93 
%) に お ける 正常 卵 の 最高 検出 率 は 固形 便 で は 標本 作製 
後 70 分 , 軟便 で は 80 分, 変形 卵 は その 頃 よ り 現 われ 始 
め , 10 分 後 で は ほとん ど が 変形 卵 に 移行 する . 低 湿 度 時 
(18°C, 45 %) で は , 固 , 軟 , 便 で 大 差 な く , 正常 卵 最 
高 検出 率 は 20 分 後 で , 30 分 以後 は いずれ も 変形 卵 と し 
て 観察 され る . 変形 卵 の 出現 は 湿度 に よ つ て か な り 影 響 
され る と いえ る . 人 工 乾 燥 200 W 電球 加熱 乾燥 . 温度 
約 30°C, 20 分 ) で は , 正常 卵 検出 率 は 低く , 10 分 後に 
は 変形 卵 に 移行 する . し か し 変形 卵 を 理解 すれ ば , 検出 
に 差異 は な い . 2) 変形 卵 を 熟知 し て の 浮 湊 法 1 本 値 と 
の 比較 試験 . 多 虫 卵 検出 率 は 本 法 30.2 %, 浮 蓄 法 29.6 
% で 大 差 な く , 法 で 38.1 % で あぁ つた . な お 多 
卵 陽性 57 例 中 , 68.1 % が 正常 , 変形 卵 混合 か 変形 卵 の 
み で あつ た . 因みに 使用 便 量 は 本 法 30 mg, 浮 蓄 法 , 塔 
養 法 は 500 mg で ある . 2. 忠 卵 変形 像 を 銘 虫 に つい て 
観察 する と , 卵 外 の 空気 が 感 上 つて 生じ た と 思わ れる 空 
光 様 像 が 生じ し , それ が 大 きく な つて 用 胞 が れ 
こ < ごと き 観 を 呈す る . この 間 1 分 前 後 で 終末 像 と な る . 
この 変形 卵 は 大 き さ は 正常 卵 と 変ら ちず, 大 部 分 は 卵 か く 
の 原形 を 失わ ず , 黒い 立体 的 の 光沢 ある 空 泡 様 像 と 灰 白 
色 の 平面 像 と か ら 成 立 し , 規則 的 で あり , 疑わ し い 時 は 
顕微 鏡 下 で 見 な が ら 水 を 滴下 すれ ば 空 泡 様 像 は 共 縮 し , 


(32 ) 
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変性 し た と 思え る 卵 原形 が 現われ て 鑑別 可能 で あぁ る. 3) 
この 変形 像 は 受精 卵 , 東毛 , , 時 卵 , 
装 小 条 虫 卵 に も 見 られ る . し か し で 虫 卵 変形 像 の 発生 に 
つい て は 更に 検討 を 必要 と する が , 本 法 で 鏡 検 する 場合 
この 変形 は を 認知 し な いと , 釣 虫 卵 や 東毛 虫 卵 検出 成績 
は か な り 低 率 に な る も の と 思わ れる . 


43. 卵 検査 法 に つい て の 検討 宮田 ・ 網 き み 
子 ・ 浦 川 新治 ・ 中 村 温 (神戸 衛 研 ) : L. MIYATA, K. A- 
MIYA, S$. URAKAWA, & A. NAKAMURA : Studies on 
the anal scraping and swabing technic and the scotch 


cellulose tape technic for human pinwornm 


時 虫 卵 の 検査 法 に は 従来 種々 の 方 法 が 行なわ れ て きた 
が , 最近 で は セ ョ テープ 法 が 最も 賞 用 され て いる よう で 
あぁ あぁ る. 著者 等 は 今回 神戸 市 内 の 小学 校 , 幼稚 園 。 お よび 
坂 児 収 容 施設 等 5 カ所 に お いて セロ テー プ 法 と 綿棒 に よ 
る 清 拭 法 と を 同時 に 行い 両 法 を 比較 する 機会 を 得 , 紫 か 
の 知見 を 得 た の で 報告 する . また 少数 例 で は ある が セ ョ ロ 
テー プ 法 で 発見 され た 剖 虫 卵 の 数 を 算定 し , 集団 内 の 個 
体 の 附 着 卵 致 と その 集団 の 寄生 濃度 と の 関係 を 考察 し た 
の で その 成績 も 併せ て 報告 し た い . すなわち セロ テー プ 
法 で は 1 施設 を 除い て 全て 綿棒 法 に 比 し 勝 れ た 発見 率 を 
示し た . セロ テー プ 法 に て 陽性 , 綿棒 法 に て 陰性 例 は 全 
陽性 例 中 約 11 % に み ら れ た . し か し 逆 に セロ テー プ 法 
に て 陰性 , 綿棒 法 に て 陽性 例 が 3.7 % に 認め られ た こと 
は 暁 虫 卵 検査 に お いて セロ テー プ 法 の み に て は 不 完全 で 
ある と いわ ね ば な ら な い . 次 に 凌 虫 卵 の 数 の 算定 より そ 
の 集団 の 寄生 濃度 と の 関係 を 見 た の で あぁ る が , 寄生 率 が 
高 濃度 の 集団 で は 個体 の 発見 卵 数 を 1~10 個 , 11~50 個 
.51~100 個 , 101~200 個 , 201~500 個 , 501 個 以上 の 6 
ゲル ー プ に 分 け て その カー プ を 見 る と ピー ク は 第 2 グル 
ー プ に 見 られ , 中 濃度 の 集団 で は 第 1 グル ー プ に 現われ 
た が その ピー ク は や や 低く, 低 濃 度 の 集団 で は 同じ く 第 
1 グル ー プ に 極め て 高く 現われ た . この 成績 より 見 て 集 
団 内 の 個体 の 附 着 卵 数 を 算定 する こと に より その 集団 の 
寄生 濃度 と の 関係 が 推定 され る の で は な か ろう か と 考え 
られ る . 今後 更に 多数 例 を 検討 し て 報告 する 予定 で あ 
る . 


44. 購 虫 の 生物 学 的 研究 Syphacia obvelata の in vi- 
tro 飼育 坂田 太郎 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : R. SAKATA: 
The biological studies on pinworm. The cultivation of 
Syphacia obvelata in vitro 
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の in vitro で の 飼育 は その の 生態 生理 , 呼 
吸 , 代謝 , 駆虫 剤 の 判定 , 里 虫 症 の 病因 等 の 完 明 に か か 
すこ と の できない 基礎 的 な 研究 で ある . in vitro 
飼育 実験 と し て , マウ ス の 盲 腸 部 に 寄生 する Syphatia 
obvelata の 成 を 30°C 保温 ガラ ス フ イ ルター 
に 入れ 人 工 合成 飼育 液 を 使い . 毎日 30 ml 新鮮 な 飼育 液 
と 交換 し た 成績 は , リン ゲル 飼育 液 と 0.5 % 共 茶 含有 リ 
ン ゲ ル 飼育 液 は 2 日間 生存 . 10 mg/d1 アス ュ ル ビン 酸 
含有 リン ゲル 飼育 液 , 1 % 必 須 ア ミノ 酸 ( 純 結 曲 L 型 必 
須 ア ミノ 酸 製 剤 ツ ソー アテ アミン) 含有 リン ゲル 飼育 液 . 10mg 
/dl アス コル ビン 酸 , 1% 必 須 ア ミノ 酸 含 有 リ ン ゲ ル 飼 
育 液 は 三 日 間 生存 し 得 た . また 10 mg/dl1 アス コル ビン 
酸 1% 必 須 ア ミノ 酸 0.1 % 含有 リン ゲル 飼育 を 
1 日 1000 ml 溢 流 する こと に よ つ て 最高 7 日 生存 させ る 
こと が で きた . 


45. 映 虫 駆虫 前 後に お ける 知能 指数 の 変化 に つい て (2) 
稲垣 大 ) 大 塚 正 信郎 ・ 中 野 靖 英 ・ 及 川 敏夫 ( 東 
教育 大 ) : M. INAGAKI, S. OTUKA, Y. NAKANO & 
OIKAWA: On the change of IL.Q. before and after 


the treatment of pinworm (2) 


時 虫 の 感染 が 低 学年 児童 の 知能 に お よ ょ ぼ す 影響 に つい 
て , その 第 1 報 を 第 29 回 日 本 寄生 中 学会 総会 に お いて 
報告 し た が , われ われ は 引続き , 東京 都 江東 区 の 小松 川 
小学 校 に お いて , 3 年 生 (76 名 ), 4 年 生 (87 名 ) 計 163 名 
に 対し 凌 虫 駆虫 前 後に お ける , 知能 検査 (教研 式 新 学 年 
別 ) 性 格 検 査 (教研 式 自己 診断 テス ト ) を 行 つ た . 1) 知 
能 指 学年 別 , 男女 別 の 平均 値 に よる 前 後 の 比較 
: 時 間 的 変化 に だ お いて は , 駆虫 後 第 1 回 より も 第 2 回 , 
第 3 回 に お いて その 上 上昇 率 が 高い . 男女 別 で は , 女子 の 
方 が 差 が 激しい . これ は 男女 間 の 生理 的 差 に よる も の と 
思わ れる . また 学年 別に お いて は , 4 年 生 よ りゃ も 3 年 生 
の 方 が 上 上 昇 率 が 高い . 2) 感染 濃度 別 の 男女 の 比較 : 男 
子 よ り も 女子 の 方 が , 前 項 と 同様 の 傾向 を 示し て いる 他 


。 濃度 の 高い も の ほど (検査 忠 卵 数 が 1 回 の 検 有 所 の み で は 


必ず し ゃ も 感染 数 の 多才 表わす と は いえ な い が , わ 
れ わ れ の 場合 3 日 連続 検 包 セ ョ テー プ 法 を 行 な つ て いる 
の で , ある 程度 感染 濃度 に 比例 する も の と 考え る ) 弁 虫 
後 の 上 昇 度 が 激しい . また 第 1 回 の テス ト と 第 4 回 の テ 
スト を 比較 する と , 男子 で は , ほとん ど そ の 差 が 一 定 し 
て 上 昇 し て いる の に 対し , 女子 に お いて は , 16 点 と いう 
高い の び ぴ 方 を 示し て いる . 3) 問題 別 比較 : 3 年生 で は ・ 
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1) 迷路 上 (洞察 , 弁別 ) "3) 点 図形 (注意 力 ) の 問題 
に お いて , 男女 の 差 が 明らか で あり , 男子 で は 洞察 カカ 
弁別 力 , 女子 で は 注意 力 に 与え る 時 牛 の 影響 が より 大 き 
いも の で ある と 推定 され る . 一 方 4 年 生 に お いて る 同様 
の 傾向 が 見 られ る . 4) 性 格 検査 に お ける 考察 : 34 年 度 
の 検査 に お いて , 暁 虫 卵 陽性 者 と 陰性 者 と を 比較 し た 場 
合 , 陽性 者 より 陰性 者 の 方 が , 「 根 気 強 き 」 と いう 点 た お 
いて 優れ て いる と いう 成績 が で て いる が , 本 実験 で も , 
陽性 者 に 駆虫 を 行 つ て , 陰 転 し た 後に も , 同様 の 結果 が 
見 られ た . 同時 に 「 責 任 感 」「 公 共 心 」 に お いて も 著しい 上 
昇 を 見 る こと が で きた . し か し 「 健 康 安全 の 習慣 」 た に おい 
て は , 前 述 の 項目 と 正反対 の 結果 が で た が , これ は ある 
クラ ス だ けが , 極端 に 成績 が 悪い た め , 平均 値 が 低下 し 
た も の で , その クラ ス 揚 任 教 師 に 生徒 指導 上 の 何等 か の 
欠陥 が あぁ つた の で は な いか と 考え られ る . 以上 結論 と し 
て , 映 虫 感染 が 低 学年 児童 の 知能 と 性 格 に お よ ぼ すす 影響 
は 教育 上 決し て 軽視 する こと の で き な い も の で を る と 考 


46. 駆虫 薬 に 関す る 基礎 的 研究 (13) 4. ヨー ド チ モー ル 
並び に その 他 の 駆虫 薬 の 豚 映 虫 筋 組 織 呼 吸 及 びそ の コ ハ 
ク 酸 脱水 素 酵素 に 及ぼ す 影 響 に つい て 越山 みち 子 ・ 高 
村 省 三 ・ 岩 科大 之 助 (静岡 薬 大 薬物 ) : M. KOSHIYAMA, 
S. TAKAMURA & M. IWASHINA : Fundmental stu- 
dies of anthelmintics (13) On the influence of 4-iodo- 
thymol and some anthelmintics on the respiratory 
metabolism and succinic dehydrogenase in the muscle 


of Ascaris lumbricoides var.s suis. 


駆除 薬 で ある 4-Iodothymol(IT) の 機転 を 解明 
する 1 手法 と し て 豚 遇 虫 筋 組織 呼吸 な ら び に コハク 酸 脱 
水素 酵素 に 対す る 影響 に 検討 を 加え た , その 際 同 時 に 他 
の 駆 貝 薬 で ある Hexylresorcinol(HR), 4-(4-Chlorophe- 
nylazo) -phenol (CAP), 1-Bromo-naphthol- (2) (BN), 
Thymol(T) お よび Santonin(S) 等 を 比較 的 検討 し た . 
実験 材料 は 豚 遇 虫 筋 ホ モジ ェ ネ ー ト , 測定 に は Warbu- 
rg 検 圧 計 を 用 いた . 本 実験 に 用 いた 各 薬 液 の 濃度 は 1 

:100, 1 :1,000 お よび 1 : 4,000 の 各 液 で あぁ る. 実験 

成績 . 各種 駆虫 薬 の 豚 遇 忠 筋 組 織 呼 吸 に 対す る 阻害 カカ 
( 反 席 後 60 分 に お ける 阻害 度 ) の 順序 は 

物質 濃度 物質 の 阻害 力 の 順 庁 


1 : 100 HR>IT>BN>CAP>T>S 
(46.9%) 


(34 ) 


1 :1,000 IT>CAP>HR>T>BN>S 
(56.0%)(53.0%)(48.7%)(45.6%)(41.9%)(31.2%) 
:4,000 HR>CAP>IT>T>BN>S 


(23.8%)(16.6%)(16.1%) (13.4%)(9.1%)(6.5%) 
各種 駆虫 薬 の 豚 貞 虫 筋 コ ハク 酸 脱水 素 酵素 に 対す る 了 
害 力 (反応 後 60 分 に お ける 阻害 度 ) の 順序 は 


物質 濃度 物質 の 阻害 力 の 順 庁 

1 HR>T>IT>BN>CAP>S 
(98.3%)(93.1%)(73.1%)(23.2%) (16.7%) (1.7%) 

1 :1,000 HR>T>IT>BN>CAP>S 
(29.3%)(20.2%)(19.2%) (18.7%) (10.1%)(4.4%) 

1 :4,000 HR>IT>CAP>BN>T>S 


(22.9%)(16.5%)(5.3%)(5.2%)(4.7%)(1.3%) 

の ご と く で ある . 結論 1) HR お よび IT は 筋 
織 呼 吸 な ら び に その = ハク 酸 脱 水素 酵素 の いずれ に 対し 
て 相当 稀 薄 濃度 液 ま で 阻害 作用 を 示し て お り , この 事実 
は 殺虫 性 の 一 つの 大 き な 因 子 で は な いか と 考え られ る . 
CAP は コハク 酸 脱 水素 酵素 に 微弱 な 阻害 作用 し か 示さ 
な い が , 組織 呼吸 に 対し て は か な り 強 い 阻 害 作 用 が ある 
の で , 他 の 呼吸 酵素 に 対す る 阻害 が 考え られ る . 2) BN 
は 対象 の いずれ に 対し て も , HR お よび IT に くら べ 陽 
害 作用 は 比較 的 微弱 で あぁ つた . 3) T は 高 濃 度 に お いて 
の み 対 象 の いずれ に 対し て も 相当 強い 阻害 作用 を 示し 
た . 4 S は 組織 呼吸 に 対し て 一 応 有 為 阻害 作用 を 示し 
た が , コハク 酸 脱 水素 酵素 に 対し て は ほとん ど 無 作用 で 
あぁ つた . 


. 中 止 


48. Dithiazanine の ・ に 対す る 効果 島 
谷 敏男 ・ 佐 藤 淳 夫 ( 京 府 医 大 医 動物 ) 青野 宏 ( 豊 岡 病 院 ) 
T. SHIMATANI, A. SATO & H. AONO: The trea- 
tment of Ascariasis, Trichiuriasis and Enterobiasis 


with Dithiazanine iodide 


Dithiazanine iodide は Swartzwelder の 報告 に よ つ て で 
広汎 な 抗 端 虫 剤 で ある こと が 知ら れ も て いる が , われ われ 
は 今回 Dithiazanine iodide を 使用 し て , , 
忠 の 駆除 を 行 つ た の で , その 成績 を 報告 する . 1) 下 虫 
駆除 成績 : 対象 は 19.5~48.8 % の 被 寄 生 率 を 有する 小 
学生 と , 8.7 % の 被 寄 生 率 を 有する 中 学生 で あぁ る. 検査 
法 は 濃厚 塗 抹 標 本 3 枚 の 鏡 検 に より 対象 を 選ん で 投薬 し 
投薬 約 3 週 後に 同様 の 方 法 で 効果 の 判定 を 行 つ た . 小学 
1, 2 年 生 ( 被 寄 生 率 48.8 %) に 本 剤 0.2g 5 日 間 計 1.0 
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g の 投与 で 27.3 % の 3, 4 年 生 ( 同 33.0 %) に 0.3g 5 
日 間 計 1.5g の 投与 で 50.0 % の , また 5, 6 年 生 ( 同 
19.5 %) に 0.4g 3 日 また は 5 日 計 1.2g また は 2.0g 
の 投与 で それ ぞ れ 54.5 % お よび 52.3 % の それ ぞ れ 貝 卵 
陰 転 率 を 得 た . 中 学生 ( 被 寄 生 率 8.7 %) に 0.5g 3 日 計 
1.5g また は 1.0g 1 日 頓 用 の 投与 で それ ぞ れ 94.4 %, 

72.7 % の 中 卵 陰 転 率 を 得 た が , いずれ の 投与 法 に お いて 
も 可 成 の 副作用 が あり , 特に 1 日 1.0g 投与 の 例 で は 約 
半数 に 悪心 ・ 嘱 吐 が あぁ つた . 2) 団 由 駆 除 成績 : すべ て 小 
学生 で 濃厚 塗 抹 法 3 枚 を 鏡 検 し て 対象 を 選ん で 投薬 し , 

投 約 1 ヵ月 後に 矢尾 板 氏 沈 殿 法 を 行 つ て 効果 の 判定 を 
行 つ た . 対象 の 被 寄 生 率 は 69.9~72.1 % で あぁ つた. 成 
績 は 0.2g 5 日 間 計 1.0g の 投与 で は 15.9%, 0.3g 
5 日 間 計 1.5g の 投与 で は 23.1 %, 0.4g 3 日間 計 1.2 
g の 投与 で は 11.8 %, 0.4g 5 日 間 計 2.0g の 投与 で 
は 23.1 % の それ ぞ れ 貝 卵 陰 転 率 を 得 , : Swartzwelder 等 
の 成績 に は 遠く お よ ば な か つた . 副作用 も 映 虫 に 対し て 
行 つ た 場合 と 牙 々 同様 で あぁ つた . 3) 剖 虫 駆除 成績 : 幼 
稚 園児 を 対象 と し て スコ ッ チ テー プ 法 に より 連日 3 日間 
検 肛 を 行い 、 い ずれ か i 回 で も 貝 卵 陽性 と な つた も の に 
対し て 本 剤 の 150 mg を 5 日 間 計 1250 mg 投与 し , 投薬 
開始 後 1, 2, 3 週 目 に 各 1 回 と , 4 週 目 に 連続 3 日 間 3 
回 検 所 し , この 6 回 の 検査 の 中 いずれ の 検査 に お いて も 
虫 卵 陰性 の も の を 陰 転 と し た . その 成績 は 26 名 中 25 名 
(96.2 %) が 虫 卵 陰 転 し , 極め て 良好 な 成績 を 示し た . 

本 投与 法 に お いて は 副作用 は 全く 認め られ な か つた . 


49. 農村 に お ける 興 虫 ・ 釣 虫 の 撲 減 に 関す る 研究 . 駆虫 
と 改良 便所 の 効果 に つい て 中 条 殿 基 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 
K. NAKAJYO:: Studies on the control of ascaris and 


hookworm in rural district by improved privy 


茨城 県 の 1 農村 を 対象 と し , 寄生 虫 の 撲滅 策 と し て 検 
便 駆 躍 に よる 方 法 と 改良 便所 設置 に よる 方 法 の 効果 を 検 
討 し , 次 の ご と き 結 論 を 得 た . 1) 改良 便所 の 設置 (25 
年 ) 後 6 ヵ年 間 の 低減 率 を 観 祭 する に , 遇 虫 は 設置 翌年 
は 却 つ て 上 上 昇 , 以後 徐々 に 低下 し , 32 年 に は 設置 前 の 74 
% が 31 % と な つた . 多 虫 は 低下 率 が 低 か つ た が , 非 設 
置 部 落 の 川 向 部 落と 比較 する と 相当 強い 効果 が ある こと 
が 分 つた . 2) 検便 駆虫 を 1 回 行 つ た 34 年 7 月 の 成績 で 
は 身 虫 , 銘 虫 と も に 明らか に 低下 し , 両 法 の 併用 が 有効 
で ある こと が 確証 され た . 3) 長 さ (内 径 ) 6 尺 , 幅 3 太 , 
深 さ 3 改良 便所 で は 第 3 槽 に 流出 し くる 腐 液 
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に は 相当 の 卵 , が 含ま れ , の 生 卵 は 
8~21 % で あり , 多 虫 卵 中 の 生 卵 は 設置 便所 の 3~21 % 
の 便所 内 より 検出 され た . 4 改良 便所 の み で は 環 虫 は 
徐々 に 低減 し 相当 の 撲滅 効果 を 挙げ た が , 釣 虫 で は 軸 虫 
に 比べ , 低減 率 が 低 か つ た . 


50.. 静岡 県 に だ ける 寄生 端 虫 分 布 状況 の 調査 成績 に つい 
て 望月 ・ 野 口 政 川 豊 ・ 石 川 徳 市 ・ 河 野 ・ 
赤羽 (静岡 研 ) 伊藤 二郎 ( 静 大 保健 ) : H. MocHI・ 
ZUKI, M. NOGUCHI, Y. ASAKAWA, T. ISHIKAWA, 
T. KONO, S. AKAHANE & J. ITO: Studies on the 
distribution of helminth parasites in Shizuoka Prefe- 


cture 


1957 年 10 月 より 1960 年 12 月 まで に , 県 下 農 村 ( 山 
間 部 7 地区 ・ 平 野 部 7 地区 ・ 海 岸部 6 地区 ) の 一 般 住民 
10,016 名 に つい て , その 検便 を AMS III 沈殿 法 と 試験 
管 濾紙 培養 法 を 主として 検索 を 行 つ た 結果 , その 67.7 
% (平野 部 86.5 %, 山間 部 61 %, 海 岩 部 45.6 %) が 寄 
生 卵 陽性 者 で あつ た . その は 回 33.3 %, 
19.3 %, 48.3 %, 東毛 線 1.1 %, 0.4%, 
線 虫 0.1 %, 横川 吸虫 0.4 %, 虫 0.09 %, 吸 
虫 0.7 %, 肺 吸虫 0.1 % が 検出 され た . ま づ 幅 虫 の 寄生 
状況 に つい て は , 山間 部 の 40.3 %, 平野 部 の 36.7 %, 
海 早 部 の 21.8 % の 順 で , いずれ の 地区 に お いて も 性 別 , 
年 令 別 に は 物 に 有意 差 が 見 られ な か つた . 釣 虫 の 寄生 状 
況 は 平野 部 の 28.4 %, 山間 部 の 17.8 %, 海岸 部 の 10.5 
% の 順 で あぁ あり, 性 別に は 特に 差 は 見 られ な か つた が , 各 
地区 と も に 年 令 の 増加 と と も に 寄生 率 も 高く な り , 特に 
20~40 歳 代 に お いて 最高 を 示し て いた . また 骨 耕 従業 者 
は 非 豊 耕 者 に 比 し て , は る か に 高 率 で あぁ つた . 培養 釣 虫 
仔 忠 に よる 鑑別 で は 山間 部 の 裾野 地区 , 海岸 部 の 湖東 。 
富戸 地区 が アメ リカ 多 虫 の 陽性 率 が 高 か つ た が , 他 は い 
ずれ も ビニ 寄生 が 優 占 し て お り , 少数 な が ら 両 種 
が 混在 し て いた . 次 に 貫 虫 寄生 は ほとん どの 地区 で 最高 
寄生 率 を 示し , 平野 部 の 大 浜 地 区 で は 97.9 % の 最高 を 
示し た 性 別 , 年 令 別に は 顕著 な 差 は 見 られ な か つた . そ 
の 他 特 に 注目 され た も の は 平野 部 の 大 浜 地 区 に お いて 横 
川 吸虫 , 肝 吸 虫 , 肺 吸虫 の 寄生 が 認め らち られ, 当地 区 の 生活 
風習 と し て 淡水 魚 , カニ な どの 食性 に 基 因 する と 考え ら 
れ た . また 海 周 部 の 富戸 地区 に お いて 媒 形 吸虫 の 20.7" 
% の 高 率 に 寄生 し て いる こと を 発見 し , 更に 詳細 に 中 間 
宿主 , 臨床 例 に つき 調査 中 で あぁ ある. な お 感染 経路 の 実態 
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を 把握 する 目的 で , 便所 の 構造 , 施肥 と 作物 の 関係 を 調 
査 し た が , 便所 の 構造 は 90 % 以 上 が 普通 小 取 式 で , 半 
雪 以 上 の 地区 が 田畑 に 直接 散布 し て お り , 野 志 に 移し て 
か ら 使 用 する 地区 が 少数 あつ た . 次 に 施肥 作物 28 種 に 
つい て 見 る と , その 主 な も の は 大 根 , 麦 , 馬 鈴 藩 , トー 
モロ コシ , ナス , ネギ な ど が 共通 し て お り , 年 間 最 も 多 
く 施 肥 さ れる 月 は 4 月 ~9 月 で あり , 重要 な 感染 源 で は 
な いか と 推定 され る . 


51. 寄生 虫 卵 の 分 布 に 関す る 研 船 (2) 浴場 の 脱衣 場 及び 
下駄 の 中 より の 生 虫 卵 検出 状 況 武田 正義 (名 
市 大 医 動物 ) : M. TAKEDA : Studies on the distribu- 
tion of endparasite egg. Il. Results of some examina- 


tion of endparasites egg in the public bath 


前 報 に 続い て 今回 は 浴場 (銭湯) の 脱衣 場 お よび 下駄 箱 
内 の 府 堪 に つき 調査 を 行 つ た の で 結果 を 報告 する . 実験 
は 前 回 同様 , 硫酸 亜鉛 を 用 い 境 沈 浮 海 法 に よ つ た . 研究 
対象 は 市 内 公衆 浴場 3 カ所 を 選び その 脱衣 場 の 鹿 垢 ( 綿 
1g, 同じ 場所 の 下駄 箱 の 壌 ) 5g を 毎月 2 
回 宛 採取 実験 に 供し た . 調査 期間 は 1960 年 4 月 か ら 10 
月 の 7 ヵ月 間 の も の で ある . 検査 成績 : まず 虫 卵 の 検出 
度 を 月 別 で 比較 する に 各 月 を 通じ 凌 虫 卵 の 検出 が 圧倒 的 
に 多く 特に 脱衣 場 に お ける 4~6 月 が 最も 高 率 で 33.7 
% 最 も 少 い 8 月 は 2.7 % で つた. も 4 月 の 3.3 
% る も 最高 に 8 月 は 0.8 % の 最低 を 示し 遂 次 低下 を 見 せ 9 
へ ~10 月 に な つて 前 者 は 11.2 9%, 後者 も 2.0 % に 増 率 と 
な つた . 一 方 下駄 和 親 で は 4 ~10 月 に 至る 間 , 前 者 の 3.4 
% へ ~1.4 %, 後者 も 1.6 %~1.0 % 位 を 上 下 し て いる . 
この 結果 を 結 め て 比較 する と 卵 検出 回 数 で は 暗躍 は 脱衣 
場 の 73.8 % に 対し 下駄 箱 の 76.2 % と 後者 に 高 率 を 見 る 
が 検出 那 の 平均 で は 前 者 が 約 6 倍 の 多き に 達 す ま た 下 忠 
の 場合 も 同じ く 卵 検出 回 数 で は 後者 が 高い か ら 検 出 卵 数 
の 平均 で は 前 者 が 1.3 倍増 と な つた . これ は 検査 機 料 の 
性 状 , 量 が 異 つ た り 1 回 の 検出 錠 数 に は な は だ し い 開 き 
が ある 等 で 厳密 な 比較 に な ら な い , そこ で 検出 卵 炒 と 検 
出 回 数 の 割合 に より 卵 検出 度 指数 を だ し て 見 た . す な わ 
ち 衣 場 で は は 227 個 は 126 個 こ れ に 対し 下駄 
で は は 149, 虫 は 112 で あり 脱衣 場 の 方 に 明 ら 
か い 値 を 示し て いる . 脱衣 場 に お ける 散 卵 毎日 
相当 数 量 散布 され て いる こと が 考え られ る . 次 いで 和男 湯 , 
女 湯 別 脱 衣 場 の 検出 比較 を 行う と 月 別 で は 女 湯 に お いて 
50 % 以 上 の 検出 価 が 時 虫 , 舞 和 躍 に 見 られ , 男 湯 で は い ず 
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れる も 50 % 以 下 で あぁ つた , また 卵 検出 度 指数 で も 女 湯 に 高 
い を 示し て お り 湯 の 167 個 , 114 に 対し 女 
湯 で は 凌 虫 286 個 , 遇 虫 138 個 で あつ た . 考 ら る に 女 湯 
に は 小児 の 入浴 者 数 が 男 湯 に 比 し 多い た め と 推定 され 
る . 次 いで 遇 虫 卵 の 発育 階 棚 の 比率 を 調べ た と ころ , 月 別 
で は 脱衣 場 に は 単細胞 と 僅か な 分 裂 期 の み で ある が 下駄 
箱 で は 4~8 月 まで 単細胞 , 分 裂 期 多 く 7~10 月 に 遇 斗 
期 , 仔 躍 期 , 退化 卵 等 が 増し て き て 脱衣 場 よ り 各 期 の も 
の が 検出 され た , また , 夏 受 精 卵 は 各 月 と る も 平均 的 に 
48~26.3 % を 示し た . な お 各 発 育 階 格 の 区 分 を 見 る と 単 
細胞 , 分 裂 と も に 23.3 %, 期 8.9 %, 期 3.3 
%, 退化 卵 2.8 %, むす び 1) 公衆 浴場 の 脱衣 場 の 塵 堪 
か ら の 検出 卵 は 鐵 虫 が 圧倒 的 に 多い . 2) 春秋 の 季 に 検 
出 率 が 高く 夏季 は 低い . 3) 男 湯 よ り 女 湯 の 方 に 中 卵 検 
出 が 多い , 4) の 発育 つい て は A. 4 ~ 6 月 に 
単細胞 , 分 裂 期 が 多い . B. 7 ~10 月 に か け て 映 斗 期 , 
が 多い . C. 不 受精 は 年 間 を 通じ 平均 し た 
率 で ある . 


52. 学童 の 寄生 虫 感染 と 環境 因子 ( 続 ) 人 久 津 見 晴彦 ・ 熊 
田 三 由 ・ 石 崎 達 ( 予 研 寄 生 虫 ) : H. KUTSUMI, M. KU- 
MADA & T. ISHIZAKI: Epidemiological studies of 


healminth infection of school children 


著者 ら は 昭和 35 年 東日本 支部 大 会 に お いて 表記 の 演 
題 に より 研究 の 一 部 を 報告 し た . 先 回 の 報告 で は 鎌倉 市 
立 第 一 小学 校 児童 の 検便 を 行ない , , 感染 率 が 
地区 に よ つ て 異な る こと を 述べ , これ が 生徒 の 通学 する 
地区 の いか な る 要因 に よ ょ つて 起 る も の か を 調べ た . 今回 
は 先 回 に 引続き 第 2 回 検便 結果 を も 加え て , この 地域 差 
が 生徒 の 住所 , 家庭 の 職業 , 家族 数 , 生活 程度 , 野菜 の 
購入 方 法 , 洗剤 使用 率 , 駆虫 剤 服用 率 と 関係 する か 否 か 
を 調べ た . その 結果 , 先 回 の 庭 の 職業 に よる ・ 
中 感染 率 の 変動 が , 衛生 知識 の 低下 に し た が い 感 染 率 の 
上 昇 と な る と いう 結果 に つけ 加え , 今回 は 更に その 衛生 
思想 の 現れ の 具体 的 な 指標 の ーー っ と し て 野菜 洗 浴 に 洗剤 
を 使用 する 頻度 を 調べ た が , これ る も 概ね 衛生 思想 の 低い 
と 考え られ る 職業 の 場合 に 低い 使用 率 を 示し た . 生活 状 
態 と 洗剤 使用 率 の 関係 も 生活 状態 の 上 で は 90 %, 中 で 
は 75 %, これ ら に 反し て 下 で は 35 % の 使用 率 で あり , 
同様 に 感染 率 の 上 昇 が 洗剤 使用 の 低下 に 関係 する よう に 
見 えた . し か し 具体 的 な 結果 で は な く こ れ ら は いずれ も 
統計 的 結果 で あり , 一 般 的 傾向 を 示す も の で あろ うと 考 


に 


える . 今回 は 野菜 の 購入 方 法 の 差 に より , 感染 源 と し て 
の 野菜 の ルー ト 別 に , 八百屋 か ら , 上 協 市 場 ( 骨 民 の 直 
接 販 売 ), 売り に くる も の , 自作 , お よび これ ら の 組合 
せ , な ど に 分 類 し , これ ら の 群 別 に 感染 率 を 調べ た . 長 
谷地 区 が 遇 虫 感染 率 が 他 2 地区 (材木 座 , 大 町 ) に 比 し 
て 低い の は , いずれ の 供給 源 を 通し て 野菜 を 購入 し た 場 
合 で も 最低 で , 長谷 に 供給 する 野菜 は 環 虫 汚染 度 が 低い 
と 考え られ た . 染 率 が 材木 に お いて 低い の は 。, 
八百屋 , 市 場 を 通し て の 場合 に 最低 の 感染 率 , 八百屋 と 
市 場 , 売り に くる も の の 場合 も 概ね 低い 傾向 で これ も 
材木 座 に 供給 され る 野菜 の 縮 忠 に よる 汚染 度 が 低い と 考 
えら れ た 。 里 虫 感染 に つい て は , 居住 地 , 家庭 の 職業 
生活 程度 , 洗剤 使用 率 , 野菜 の 購入 方 法 の いずれ と る も 関 
係 の な いこ と が 認め られ た . 


53. 群馬 県 板倉 町 に だ お ける 寄生 虫 予 防 に 関す る 調査 (2) 
松崎 義 周 ・ 徳 地 清 太 ・ 他 ( 横 市 大 寄生 虫 ) : Y. MATSU- 
ZAKI & S. TOKUCHI: Epidemiological investigation 


on parasite in Itakura Town, Gunma Prefecture 


板倉 町 に お ける 多 虫 の 病害 に つい て は , 既に 報告 し 
た . 今回 は , 当地 に お ける 寄生 躍 調査 成績 , 多 虫 の 種類 
別 分 布 , 多 虫 の 駆虫 剤 の 効果 お よび 副作用 , 苗 床 お よび 
畑地 内 の 釣 虫 感染 仔 虫 等 に 関し 調査 し た と ころ , 1) 当 
地 は 釣 虫 , 特に アメ リカ 釣 虫 の 浸 淫 地区 で あつ た . 2) 
適当 な 駆虫 法 に より , 次 回 に 多 は は 減少 
し た . 3) 苗 床 は 冬期 に お ける 多 虫 感染 の 好適 所 で ある . 


54. ガラ パゴス 島 の 寄生 虫 に 関す る 研究 亀谷 了 ・ 木 原 
緑 ・ 谷 俊也 ・ 野 々 部 春 鈴 木 俊 邦 (目黒 虫 館 : 
S. KAMEGAI, M. KIHARA, S. KAMEGAI, H. NONOBE 
& T. SUZUKI: Studies on parasites of Amblyrhyn- 
chus, Zalophus, some wild bilds and marine fishes in 
Galapagos Island 


昭和 35 年 ガラ パゴス 島 学術 調査 団 に より 捕獲 され た 
動物 の 内 臓 の 提供 を 受け , 解剖 検索 し た 結果 次 の よう な 
寄生 虫 を 得 た . アシ カ の 食道 か ら Anzsakis (Anisakis) 
similis (Baird, 1853) Baylis, 1920, 同じ く ア シカ の 胃 
か ら Anzizsakis sp. の 若虫 ( 上 記 の 若虫 ), ハシ ブ 

ト ゴ イサ ギ の 食道 お よび 胃 か ら Synhimantus invagin- 
ata (Linstow, 1901) Skrjabin, 1924. ササ ゴイ の か ら 
Tetrameres sp., カモ メ の 食道 お よび 胃 か ら Echinuria 
sp., ソ ミ ツバ メ の 食道 お よび 胃 か ら Seuratia procella- 
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riae (Diesing, 1851) Cram, 1927, カツ オド リ の 腸 か ら 
Aporchis massiliensis Timon-Daoid, 1955 お よび Fil- 


ariza sp., 胃 か ら は , Seuratia shipleyi(Stossich, 1900) 


Skrjabin, 1916, ウミ トカ ゲ の 腸 か ら Pyelosomum am- 
blyrhynchi Ruiz, 1946, お よび Cetiosaccus galapage- 
nsis Gilbert, 1938, Lutjanus の 腸 か ら Anzsakis sp., 

Epinephelinae の 骨 か ら Cucullans sp. (8), 腸 か ら 

Azisakis sp. の 幼 若 型 と , Rhadinorynchus sp., Epin- 
ephelinae の 腸 か ら Anizsakis sp. の 幼 若 型 が 採集 され 
た . な お カツ オド リ の 胃 の 中 か ら 採れ た 貝 , Seuratia 

shipleyi (Stossich, 1900) Skrjabin, 1916 は , この 寄主 
か ら は 未だ 発見 され て お ら ず , 世界 最初 で ある . この 同 
定 に 御 援助 下さ つた 北大 山下 教授 に 感謝 し ます -. 


55. 人 より 吐出 され た 稀有 な る イト ミ さ ミミズ の 1 汗 例 吉 
住 好夫 ・ 小 野 不 苦 生 (福岡 県 健保 第 一 病院 ) : Y. YosHI- 
ZUM & F. ONO: Tubificidaes, detected in the vomit 


of the patient ; Report of an unusual case 


私 ども は 信 留 米 市 基 さ ム 工 場 の 1 女工 より 数 回 に 下り 
吐出 され た , 稀 な る イト ミミ ズ の 1 症例 を 経験 し た の で 
報告 する . 患者 : 日 〇 香 16 歳 , ゴム 工場 女工 , 初診 : 
昭和 34 年 4 月 15 日 , 主訴 : 朝 洗 面 時 中 より 小 み みず 
よう の 赤 忠 を 数 日 , 数 回 に わた つて 吐出 せる た め , 非常 
に 杭 ろ き , 同 虫 を 持参 し て 来院 し た . 吐出 し た る 同 虫 は 
洗面 時 外部 より 入り た る も の で な い こと を 強く 主張 す 
る . 体格 : 栄養 中 等 , 循環 器 , 呼吸 器 , 消化 器 , 尿 お よ 
び 選 に 病 的 所 見 を 認め ず , 最初 で 同様 の 虫 を 数 日 そる の 
み , その 後 全 く 吐 出 な くま た 病 識 感 も な く , 健康 で 昭和 
36 年 3 月 末日 まで 工場 で 働く , 最初 に 吐出 され た ミミ ズ 
は 白黒 写真 に 拡大 撮影 し , この 写真 を 森下 薫 教授 の 御 厚 
志 に より て , 北海 道 学芸 大 学 山 口 英 二 教授 の 鑑定 を 受け 
る こと が で き , これ が Tubificidae( 糸 ミミ ズ ) で ある こ 
と が 判明 し た . な お 教授 は 「 イ トミ ミズ 科 の も の が 人 体 
か ら で た 例 は 私 の 知る 限り で は 閥 便 中 に 排 溢 され た 一 例 
だ け の よう で あり , 珍 ら し いこ と と 存じ し ます 」 と. 


56. プリ ラ か ら 得 た 寄生 虫 に つい て 野田 亮二 ・ 山 田 宏 
( 阪 府 大 ) : R. NopA &H. YAMADA: On the 


parasites from a gollia 


アフ リカ か ら 輸 入 さ れ て 間 の な い 功 齢 の 1 頭 の ゴリ ラ 
が 第 死 し た . 誠 検 し た と ころ , 胃 か ら Chitwoodspirura 
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wehri Chabaud et Rosselot, 1956 の 8 2, ? 2 が , 小 
腸 か ら Necator sp. の 8 3, ? 6 が, また 大 腸 か ら Oe- 
sophagostomum _stephanostomum Stoss, 1904 の 8 1, 

9 2 が 見 出さ れ た . C. wehri の 原 記載 は 未成 熟 の 成虫 
に 基く も の で ある . 今回 の 忠 体 の うち 1 は 未成 蒸 で あ 
つた が , その 他 は 成熟 虫 と 認め られ た . よ つ て これ ら に 
つい て 形態 学 的 観察 を 行 つ て 知見 を 補足 し た . すなわち 
体長 は 原 記載 の 8 : 27~29 mm, 9 : 39 mm に 対し て , 
今回 の 貝 体 の それ は 8 :43,58 mm, 9 :41,111.5 mm 

で あぁ あり, これ に 応じ て 各部 の 計測 値 も より 大 きか つた . 

卵 厚く , その 両端 附近 に 肥厚 部 が 認め られ , 中 
に を 含み , 大 き さ は 42~46X23~24p で 形 を 
示し た . また 原 記 載 に な い 右 交接 刺 先 端 の 小 釣 の 附属 が 
確認 され た . Necator 属 に は 現在 6 種 が 知ら れ て いる . 

これ ら の うち ゴリ ラ か ら 報 告 さ れ て いる も の は MN. am- 
ericanus (Stiles, 1902) と N. congolensis Gedoelst, 

1916 で あぁ あり, また チン ペン ジー か ら は MN. ezilidens 
Looss, 1912 が 記載 され て いる . 今 回 の 標本 は ventral と 
lateral lancets の 形態 に お いて NV. ezilidens と 異な る . 
dorsal plate, lateral papillae, dorsolateral papillae の 
存在 に ょ つて NN. congolensis と 区 別 さ れる . MN. amer- 
zcanus に 近似 する が , 9 の 尾部 先端 が 極め て 鋭く , こ 
れ と も 異な る も の の よう で ある . 8 の 交接 旗 前 方 背 側 の 
クチ クラ に 数 個 の 突起 物 の 存在 が 認め られ た . この 特徴 
は 上 記 3 種 の いずれ に る も 記載 され て いな い . よ つ て 種 の 
決定 は 今後 の 研究 に 俊 ち た い . 


57. 日 本 北 動 物 寄 生 線 虫 類 の 宿主 一 覧 山下 次 郎 (北大 
) : J. YAMASHITA: A list of the host animals 


of nematodes in Japan 


日 本 の 動物 か ら 発 見 され た 線 虫 類 は 395 種 で , この 中 
に は 日 本 産 動物 か ら の も の と 動物 園 な ど で 飼育 され た 動 
物 か ら の も の が ある . 前 者 は 44 科 53 亜 科 153 属 に 含ま 
れる 379 種 , 後者 は 22 科 20 亜 科 21 属 に 含ま れる 27 種 
(この うち 11 種 は 両者 に 共通 ) で あぁ る . また 宿主 動物 の 
綱 別 に 見 れ ば , 中 乳 類 に は 27 科 40 亜 科 88 属 171 種 ( 他 
に 動物 園 に 19 種 , この うち 10 種 は 純 日 本 産 哨 乳 類 と 
共通 ) ; 鳥類 に は 14 科 11 亜 科 33 属 68 種 ( 動 物 圏 飼育 鳥 
類 に 3 種 , この うち 1 種 は 純 日 本 産 鳥 類 と 共通) ; 選 由 
類 に は も 科 3 亜 科 5 属 5 種 ; 両 棲 類 に は 11 科 9 亜 科 14 
属 26 種 ; 魚類 に は 11 科 7 亜 科 28 属 108 種 の 線 虫 の 寄 
生 が 証明 され て いる . 日 本 の 動物 か ら 発 見 され た これ ら 


の 線 虫 に 関す る 限り , わが 国 で は 他 綱 に 属す る 動物 を 共 
通 宿主 と する 種 は な い が , 少し く 分 類 の 範囲 を 広げ て 属 
に つい て 見 れ ば , 他 綱 の 動物 を 共通 宿主 と する 属 が 11 
あぁ ある. この 関係 は 科 で は 更に 広がり , 該当 の 科 は 17 あ 
る . 一 方 宿主 と し て は 哨 乳 類 24 科 41 属 52 種 ( 他 に 動物 
園 飼 育 獣 12 種 ), 鳥類 21 科 42 属 55 種 ( 他 に 動物 園 飼育 
鳥類 4 種 ) ; 硬 虫 類 3 科 5 属 5 種 (動物 園 飼育 3 種 ) ; 両 
棲 類 5 科 8 属 13 種 , 魚類 45 科 75 属 84 種 が 知ら れ て い 
る . これ ら の 宿主 動物 が 綱 別 に それ ぞ れ 有 目 , 科 , 種 の 関係 
を 明示 し つつ 和 名 お よび 学名 で 一 覧 表 と し て 示さ れ , 更 
に 種 毎 に 寄生 する 線 忠 の 種 数 が 示さ れ て いる . 和 宿主 の う 
ち 鯨 類 は その 産地 が 外洋 遠く の も の も ある が , 近海 産 の 
も の と 同様 に わが 国 で も 毎年 捕獲 の 機会 が ある と ころ か 
ら , 本 調査 で は 便宜 上 国内 産 動物 中 に 含め られ て いる . 
台湾 ・ 朝 鮮 ・ 樺 太 産 の も の は 本 調査 の 対象 か ら 除外 し 
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58. 兵庫 県 下 に お ける 物 の 内 寄生 状況 小野 
豊 ・ 木 村 重 (兵庫 農大 獣医 ) : Y. ONo & S. KIMURA : 


Survey cf parasites in ruminants in Hyogo Prefecture 


兵庫 県 多紀 郡 お よび 氷上 郡 管 内 に 飼育 され て いる 畜 牛 
300 頭 , めん 羊 98 頭 , 山羊 52 頭 に つい て 工 便 検査 ( 渡 
辺 法 , 矢尾 板 法 ) を 行ない , 内 寄生 虫 の 感染 状況 を 検索 
し た . 検出 し た 主 な る 貝 卵 と 感染 率 は 次 の よう で ある . 
に お ける 感染 は 肝 18.0 %, 双 吸 89.7 %, 
腸 結節 40.3 %, 虫 29.3 %, 虫 20.7 %, クー ペ 
リア 9.7 %, 3.3 %, コク シ ジ ウ ム 3.3 %, 
1.3 %, 1.0 % を 示し , 特に 双 吸虫 , 結 節 に 
よる 汚染 が は な は だ し か つた . めん 羊 に お いて は , 肝 里 
25.5 % の ほか , 胃 79.6 %, 双 78.6 % と 著しい 
汚染 を 示し , その 他 の 卵 で は 腸 結 節 37.8 %, 
10.2 %, コク シ ジ ウ ム 10.2 %, 羊毛 体 忠 6.1 %, 肺 虫 
6.1 %, 5.1 96, クー ペリ ア 4.1 %, 虫 3.1 % 
の 感染 率 で あつ た . また 山 壮 に だ おけ る 感染 状況 は , ほぼ 
めん 羊 と 同様 で あつ て , 胃 忠 , 腸 結 節 虫 , 双 口 吸虫 の 汚 
染 が 著 し か つ た . 各 躍 卵 の 検出 率 は , 肝 蜂 23.1 %, 胃 
中 90.4 %, 腸 結 節 虫 73.1 %, 双 虫 57.7 %, コク 
シ ジ ウ ム 15.4 %, 肺 中 13.5 %, 11.5 %, クー 
ペリ ア 7.7 %, 5.8 %, 虫 3.9 %, 羊毛 体 1.9 
%, 条 忠 1.9 % で あつ た . めん 羊 , 山羊 の 全 頭 数 を 平野 
部 と 山間 部 と に 区 分 し , 肝 蜂 の 感染 状況 を 検索 し た と こ 
ろ , 平野 部 に お いて 検査 頭 迷 106 頭 の うち , 肝 稀 を 認め 
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た も の 32 頭 , 感染 率 30.2 % で あぁ つて , 山間 部 で は , 検 
査 頭数 44 頭 の うち 肝 御 を 認め た も の は 4 頭 , 9.1 % の 
感染 率 を 示し , 山間 部 に 比較 し て 平野 部 は 著しく 汚染 し 
て いる こと を 認め た . 


演 説 
59. 釣 虫 の 栄養 物 摂 取 と 咳 着 部 の 組織 学 的 変化 菊地 滋 ・ 
菅沼 洋 達 (横浜 市 大 寄生 虫 ) : S. KIKUCHI & H. SUGA- 
NUMA: Nutrition and histologic characteristics at its 


grasping sites of hook-worm 


釣 虫 が 宿主 体内 に お いて いか な る 物質 を 摂取 し , 栄養 
素 と し て いる か , 更に 咳 着 部 の 組織 病変 に つい て 追 完 し 
た 結果 , 知見 を 得 た の で 報告 する . 虫 体 は 釣 歯 を 持つ て 
より の 分 泥 物 に より 粘膜 組織 を 融解 し て 吸 中 する . 吸引 
され た 組織 は り 腸管 内 え 運 ば れ , 更に 消化 深 
解 さ れる が , 腸管 上 部 に ある 時 は 未だ 組織 構造 を 示す も 
の も ある が , 腸 の 中 部 より , 下部 に な る と 組織 は 液化 さ 
れ ま た は 液化 され た 壊死 組織 が 見 られ , 腸 壁 に 刷毛 状 に 
密生 せる 綾 毛 部 より 吸収 され る . 粘膜 組織 は 躍 体 の 重要 
な 栄養 物 と な る . 次 に 腸 組織 破壊 と 同時 に 血管 が 破れ , 
血液 は 多量 に 吸引 され る . 腸管 内 赤血球 の 形態 は 原形 を 
保つ て いる も の , 大 小 不 同 , 赤血球 着色 状態 に 陰影 形成 
を 見 る も の , 双 実 大 に な つた も の , 破壊 し た も の な ど が 
見 られ た . 殊 に 腸 組織 と 混在 し て いる も の は 崩壊 の 度 が 
著しい . すなわち 由 体 消化 管 腔 内 に お いて 落 血 が 認め ら 
れ た の で , ベル リン 青 の 鉄 反応 を 試み た と ころ 由 体 腸 壁 
内 に 鉄 色素 題 粒 が 証明 され た . これ は へ モグ ロビ ン よ り 
生じ た へ モ シ デリ ン が 検出 され た わけ で ある . 従来 赤 血 
球 は 無 変化 の まま , 体外 え 排 洪 さ れる と 主張 され る も の 
が 多 か つ た が , 赤血球 も 忠 体 の 栄養 物 と し て 利用 され る 
こと が 確認 され た . 次 に 貝 体 の 咳 着 し た 周囲 組織 の 変化 
は 出血 , 充血 , 上 皮 の 克 脱 , 浮腫 , 壊死 , 腺 の 姜 縮 , 消 
失 , お よび 細胞 浸潤 ( 好 酸 球 , 好 中 球 , 沙 巴 球 , プラ ズ 
マ 細 胞 , 線維 芽 細 胞 , 組織 球 ) 等 の 組織 融解 の 像 が 見 ら 
れ た . これ は 貝 体 の 器械 的 発生 以外 に , 毒素 の 化学 的 作 
用 に よる も の と 認め られ た . 


60. 若菜 病 の 人 体 実験 (4) 三 上 義昭 ・ 長 谷川 柳 三 ( 島 
取 大 石原 内 科 ) : Y. MIKAMI & R. HASEGAWA : 


Studies on Wakana disease 


釣 仔 虫 感染 に 起因 する 若菜 病 の 重症 例 は , 近年 減少 し 


(39 ) 
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た よう に 思わ れる . 一 方 社 会 陣 境 の 改善 に より , 濃厚 な 
受け る 症 患 者 が 減少 し た こと も また 事実 で あ 
る . し か し これ に より , た だ ち に 多 虫 症 や , 若菜 病 が 減 
少し た と 考え る の は 早計 で ある . すなわち , 軽症 型 。 非 
定型 な 症状 で 経過 する た め , 見 の が され る 可能 性 が 多分 
に ある か ら で あ る . 私 た ちの 経験 で は , 浮 洗 法 で 釣 虫 
卵 を 検出 する 多 虫 症 患 者 は 非常 に 減少 し て いる が , 疑い 
の ある 者 の 濾紙 培養 法 に よる 多 虫 卵 検出 率 は , 予想 以上 
の 高 率 を 示し て いる . すなわち , 臨床 的 に は 若菜 病 は , 

他 の 疾病 に 隠 閉 さ れ て 存在 する 症例 が 多数 ある こと を 推 
測 さ せる . 私 た ち は こ の 点 を 検討 する た め に , 今回 は 1 
匹 か ら 6 匹 ま で の 少数 の 多 仔 忠 を , 経 皮 的 お よび 経口 的 
に 感染 せしめ る 人 体 実 験 を 行ない . その 臨床 症状 を 追 完 
し た の で 報告 し た . 被 実験 者 は いずれ る も 健康 な 成人 
で , は 同一 人 より 得 た ビニ 仔 ラリ ヤ 型 で 
培養 8 日 目 か ら 14 日 目 の も の を 使用 し , 実験 時 期 は 自 
然 感染 の 可能 性 の 極め て 少な い 実 冷 期 を 選ん だ . 症状 は 
一 般 に 見 れ ば , 咽頭 , 咽喉 乾燥 感 , 外耳 道 

全身 修 意 等 が 自覚 症 と し て の 頻度 が 高く , 他 覚 的 に は 一 
様 に 路 療 中 , お よび 流血 中 に 好 酸 球 の 有意 的 増加 を 認 
め , 皮 内 反応 の 陽性 化 を 示す . 症状 発 来 の 時 期 は , 感染 
後 間もなく 起 る 初発 症状 か ら , 月 余 に わた る 怖 延 増悪 症 
状 ま で , いろ いろ 多様 性 を 示す が , 症状 は 一 般 的 に 周期 
性 を 持つ ょ うに 思わ れる . 今回 の 症状 を 総括 する と 次 の 
ご と く で ある . 1) 5~6 匹 の 感染 で は , 明らか 
に 若菜 病 を 起こ すず が , ご く 少 数 で は 感 置 様 症状 と 必 ら ず 
し も 鑑別 が 容易 で な い . 2) 症状 は 一 般 に 持続 性 で , 周 
期 的 増悪 症状 を 示す . 3) 初 感染 より も , 再 感 染 重 感染 
の 場合 に 症状 が 重 篤 で か つ 居 延 化 する . また 釣 虫 卵 保有 
者 で は 症状 が 定型 的 で , か つ 重 症 で あぁ る . むす び : 濃厚 
な 仔 虫 感染 を 受け る 機会 が 少な く な つた 昨今 , 若菜 病 の 
軽症 例 は 他 の 疾病 に 隠 閉 さ れ て 遷延 す る 可能 人 性 を 有 す 
る . し た が つて 多少 と も 若菜 病 が 疑 が われ る 場合 は 十分 
な 自 他 覚 的 所 見 の 検討 に より , 的 確 な 診断 の も と に , 適 
正 な 治療 が 施さ れる こと が 望ま し い . 


61. 銘 虫 の Biological infection と Ecological infection 
永吉 康祐 (宮崎 県 串間 市 ) : Y. NAGAYOSHI : Biological 
infection and ecological infection with hookworm 


人 釣 虫 の 感染 経路 の 問題 を 解決 する に は , 人 体 を 使用 
し て の , 人 釣 虫 に よる 感染 実験 以外 に は 方 法 が な いと 思 
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われ る . 最近 に 和 至 つて , 山下 , 吉田 お よび 柳沢 ら に よ つ 
て 多数 の 人 体 実験 が 試み られ , 多 虫 感染 の 生物 学 的 本 能 
は ほぼ 確認 され た . し か し な が ら , 自然 界 に お いて は 。, 
釣 虫 の 持つ 生物 学 的 感染 (Biological infection) の 本 性 
が , その まま 発揮 され る と は 限ら ず , さま ざま の 環境 因 
子 や 宿主 の 状態 の screen を 通じ て 現われ る 現 実 の 感染 
は , これ ら の 要因 の 差異 、 有無 に よ つ て , ち が つ た 様相 
を 時 する 可能 性 が ぁ る . 感染 の 制限 因子 が 全く 作用 し な 
い 環 境 (例え ば 原始 生活 に 近い 環境 な ど ) で は , A.d. と 
N.a. の 感染 は , その 生物 学 的 性 質 が , 比較 的 に 歪め られ 
る こと な く , その まま の 姿 で 行なわ れる こと が 考え られ 
る . し か し 感染 制限 因子 が 強力 に 作用 する 環境 (極度 の 
文明 社会 な ど ) で は , 生活 条件 ある い は 外部 諸 人 条件 の 変 
化 に よ つ て , 銘 虫 の 感染 の 実態 も 変動 を きた し 得る は ず 
で ある . 経口 感 湊 を 主 道 と する A.d. に お いて る も, 経口 感 
染 を 遮断 され る よう な 環境 で は , 経 皮 感 染 の み が 出 現す 
る は ず で あり , また 経 皮 感染 が 防 和 欠 さ れれ ば , 経口 の 結 
果 の み が 出 現す る の は 当然 で ある . これ が 生 熊 学 的 感染 
(Ecological infection) で あぁ る. 実際 問題 と し て , 感 当 
防止 の 点 か ら 必 要 な の は , 現実 の 感染 の 場 に お いて , は 
た し て 経口 , 経 皮 の どう ちら が 行なわ れ て いる か , す な 
わ ち ecological infection を 知る こと で ある . この 意味 
に お いて , Biological infection と Ecological infection 
と は 一 応 区 別して 考え る べき で あり , 直ちに 両者 を 同一 
視 す る こと は で き な い . また , Biological infection は 多 
虫 仔 虫 の 人 体 侵 入 に つい て の 不変 の 法 測 で あり , Ecolo- 
gical infection は た え ず 変動 する 性 質 の も の で ある と い 
こと が で きろ ちか て , わ た し Ns の 
布 相 の 共通 点 と 相違 点 と に つい て , 論理 的 思考 を めぐ ら 
し , 両 種 釣 忠 の Biological infection の 特性 は , 自 然 界 に 
お いて る も 行なわ れ て いる も の で ある と の 結論 に 達し た . 
( 加 ) ( 伝 研 生 ) 学 
ジ ビ ニ は 経口 , アメ リカ 多 は 経 皮 感 する の 
が 本 質 で ある と いう 御 説 を 私 は 杏 定 す る も の で は あり ま 
せん . し か し , 例え ば ジ ビ ニ 多 虫 の 年齢 分 布 な どの 面 
は 単に この よう な 考え 方 で は 十分 に 説明 で きず , 私 は も 
う 5 少し 謙 虎 に 自然 か ら も つと 教 わ ろ うと いう 立場 で いま 
( 加 ) (宮崎 県 串間 市 ) 永 吉 康 祐 
自然 界 に お ける . A.d. お よび N.a. の 感染 経路 に つい て 
寄生 虫 学会 と し て 意見 の 統一 を 計 つ て は どう か . 
( 加 ) ( 阪 大 ) 森 下 薫 
Biological infection と ecological infection と を よく 


( 40 ) 


区 別して 分 析 的 に 考察 する な ら ば , 矛盾 は な いと 思う . 
その 考え 方 は 学界 で も 一 般 的 の 傾向 に な つて いる と 考え 
る . 


62. 多 の 経路 と 発育 に 関す る 研究 (1) ビニ 
幼虫 を 仔犬 に 経 せ し め た 場合 (2) 吉田 幸雄 ・ 
岡本 ・ 肥 後 今 井 貴 美子 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医大 
動物 ) : Y. YOSHIDA, K. OKAMOTO, A. HIGO, K. IMAI 
& Y. NAKANISHI: Studies on the migration route 
and the development of hookworm I. Results of oral 
infection with Ancylostoma duodenale larvae in the 


pups (2) 


ジ ヅ ビ ニ 多 虫 は 少 宿主 性 の 寄生 虫 で 人 間 以 外 の 動物 に 感 
染 さ せ て る も 発育 が 困難 で あぁ る と 考え られ て きた が 吉田 等 
(1959) は 生後 1~ 3 ヵ月 の 仔犬 に 本 釣 虫 被 論 幼虫 を 経口 
投与 する 時 は 容易 に 感染 が 成立 し 多数 の 成 中 を 生ずる 事 
を 明らか に し た . われ われ は これ に 基き 古く か ら 論 争 の 
的 で あつ た 本 釣 忠 の 感染 後 宿 主体 内 移行 径 路 を 明らか に 
し た いと 考え 計 45 頭 の 仔犬 に 対し 胃 ど ゾン デ で 本 多 虫 500 
令 宛 を 経口 投与 し , 後 3 時 間 か ら 44 日 の 間 種 々 な る 時 
期 に 層 殺 し 消化 管 腔 内 お よび 壁 内 更に 体内 各種 臓器 か ら 
虫 体 の 回 収 を 行 つ た . 組織 か ら の 虫 体 の 検出 は ベー ル マ 
ン 氏 法 を 用 いま た 今回 は 幼虫 の 寄生 状況 を 詳し く 知 る た 
め 多 数 の 連続 切片 標本 を 作成 し 検査 し た . まず 経口 的 に 
投入 され た 幼虫 は 3 時 間 後に お いて 既に 消化 管 壁 に 向っ 
て 侵入 を 開始 し て お り , 以後 6, 9, 15 時 間 と 時 間 の 経 
過 に 伴 つ て 侵入 幼虫 は 多く な り 大 体 36 時 間 前 後に お い 
て は ほとん ど 全 忠 体 が 消化 管 壁 内 に 侵入 する . この 時 期 
の 胃 , 小腸 壁 の 組織 像 を 見 る と 侵入 幼虫 は 綾 毛 間隙 か ら 
粘膜 深く 侵入 し 粘膜 筋 板 に 達し て いる が これ より 深部 す 
な わ ち 粘膜 下 組 織 お よび 筋 層 等 に は 検出 され て いな い . 
この よう に 侵入 し た 幼虫 は 大 体 2~ 3 日 壁 内 に 止 り , 発 
育 し て 粘膜 内 で 原始 口 有する 4 期 の 形態 を 示す 
こと が 組織 所 見 か ら 認 め ら れ た . この よう な 幼虫 は 急速 
に 小腸 腔 内 に 復帰 し 綾 毛 間 に 頭 部 を 介入 し 原始 口 旗 内 に 
綾 毛 組織 を くわ え 体 を 固定 し て その 後 の 発育 を 行う よう 
で ある . 一 方 消化 管 壁 内 に 侵入 し た 幼虫 の 一 部 が 自力 で 
消化 管 を 費 き 腹腔 に 出現 し た り , ある い は 血 流 等 に よ つ 
て 肺 , 気 入 系 統 に 現われ る こと も また 事実 で ある が 消化 
管 に 止 る 幼虫 に 比較 し て 非常 に 少数 で あり, また 時 間 が 
経過 し て も ほとん ど 発 育 を 示さ な い ・ わ れ わ れ は この よ 
うに 肺 に 移行 し 再び 消化 管 に 帰る 幼虫 の その 後 の 発 育 は 
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可能 で あろ うと は 考え る が , 消化 管 を 離脱 し な い 幼 中 の 
発育 状況 に 比べ 非常 に 遅れ る . 以上 の 諸点 か ら 経 日 的 に 
摂取 され た ジ ヅ ビ ニ 釣 虫 幼虫 は 一 度 消化 管 主として 小腸 上 
部 の 粘膜 内 に 深く 侵入 し ここ で 2>~ 3 日 止 つ て 4 期 幼 虫 
の 形態 を と と の え 小 腸 腔 内 に 出現 し て その 後発 育 を 行う 
の が 常 道 で あろ うと 考え る . 

( ) ( 徳 大 病理 ) 山 
_ 肺 部 は 気管 に 移行 し た 幼虫 が , 再び 腸管 に 帰 つ て 成虫 
と な る 可能 性 は どう か . 

( 管 ) 

可能 人 性 は あぁ る が 少く と も これ が 主 な 径 路 で は な いと 考 
和え 

( 加 ) ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 野 田 里 

私 ども は 異 所 寄生 な どの 研究 より 多 虫 幼虫 が 宿主 体内 
に 入 つ た 場合 いつ た ん 宿主 の 体液 特に 血液 の 作用 を 受 
けた 後 小 腸 で 発育 し 成虫 と な る の が 常 通 と 考え て いる . 
すなわち 発育 だ は 血液 に 生物 学 的 な 意義 が ある も の と 考 
えて いる . 62 席 の 成績 より , 経口 感染 後 一 時 腸 壁 深く 侵 
入 し た 後 , 再び 小腸 に も どり 成 申 と な る こと は 非常 に 尋 
味 深い こと と 思わ れる . 

( 問 ) ( 横 市 大 寄生 虫 ) 菊池 滋 

幼虫 が 腎臓 内 に 相当 例 数 に 侵入 し た 例 が あり , 演者 の 
実験 例 は 如何 . 

( 

検 検 し た 範囲 内 で は 見 出し て いな い . 

( 加 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

肺 に 行 つ た 幼虫 が 大 循環 系 を 経て 腸 に も どる 方 法 に つ 
いて は 江口 教授 の 研究 が ある . 


63. 多 の 感染 経路 と 発育 に 関す る 研究 (2) ニ 
を 仔犬 に 経 皮 せ し め た 場合 (2) 吉田 幸雄 ・ 
肥後 中 西 靖 ・ 岡 本 ・ 今 井 貴 美子 ( 府 医大 
動物 ) : Y. YOSHIKA, A. HIGO, Y. NAKANISHI, K. 
OKAMOTO & K. IMAI: Studies on the migration 
route and the development of hookworm I. Rerults 


of cutaneous infection with Ancylostoma duodenale 


larvae in the pups 2 


ゾ ヅ ビニ 釣 虫 が 固有 宿主 に 経 皮 的 に 侵入 し た 際 い か な る 
径 路 を た ど つ て その 終末 棲 候 部 位 で あぁ る 小腸 に 達し 成就 
する か は 古く か ら 二 ・ 三 の 説 が ある が 一 般 に Looss の 説 
が 信 ぜ られ て いる . すなわち 経 皮 的 に 侵入 し た 幼虫 は 血 
流 或 は 泊 巴 流 に よ つ て 肺 に 運ば れ , 気管 , 食道 ・ 胃 を へ 
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て 小腸 に 達し ここ で その まま 発育 する と いう 説 で ある . 
われ われ は 前 演題 で 述べ た ご と く 人 仔犬 に k お いて ヅ ビ ニー ニ 独 
躍 が 感染 発育 を 全う する と いう 事実 に 基き 多数 の 仔犬 の 
部 皮下 に 500 宛 の ビニ 虫 被 を 注入 し 後 
3 時 間 か ら 40 日 の 間 種 々 の 時 期 に 必殺 し て 体内 各種 臓 
器 か ら 幼 虫 を 固 収 し , か つま た 肺 ・ 小 腸 壁 等 の 組織 連続 
切片 を 作成 検索 し , 宿主 体内 移行 径 路 お よび 発育 状況 を 
観察 し た . 注入 後 短 時 間 内 すなわち 3, 6, 9 時 間 後に お 
いて は 当然 の こと な が ら 注 入局 所 この み 幼 虫 が 検出 され 
る が 15 時 間 以 後に な る と 次 第 に 減少 し 初め る に 反し 血 
液 , 心 , 肺 , 気管 , 食道 系 統 に 多く 現われ 初め , これ よ 
りや や 遅れ て すなわち 注入 後 2 日 目 に は 初め て 消化 管内 
に 幼虫 を 見 出す に 至り その 後 急激 に 増加 する . ここ に お 
いて 興味 ある こと は 肺 循環 を 終え 消化 管 に 来 つ た 3 期 幼 
虫 は その まま 腔 内 で 発育 する と 考え られ て きた が そう で 
は な く 直 ち に 一 度 小腸 粘膜 内 に 深く 侵入 し 一 定期 間 こ こ 
に 止 つ て 経口 感染 時 と 同じ く 4 期 幼 虫 の 形態 を と と の ぇ ・ 
て 後 小腸 腔 内 に 出現 し その 原始 口論 を 以 て 綾 毛 組 織 を く 
わ え 込み 体 を 固定 し て その 後 の 発育 を 行う も の で ある ご 
と が 多数 の 組織 標本 の 検索 の 結果 認め られ た . 消化 管 に 
到達 し た 3 期 幼 中 は 上 述 の ご と く 小 腸 粘 膜 に 侵入 後 , 発 
育 の 最も 早い も の は 注入 後 4 日 目 に 4 期 幼 虫 と な なり, 次 
第 に その 数 を 増し , また 注入 後 10 日 目 に は 初め て 5 期 
幼虫 が 現われ この 敷 も 時 間 の 経過 に 伴 つ て 急激 に 増加 す 
る . か くし て 注入 後 35 日 目 に は 仔犬 の 閥 便 内 に 初め て 
卵 陽性 と な り 見 に より 24 の 成虫 が 得 ら れ た . 以 
上 の ご と く ジ ビー ニ 多 虫 の 経 皮 感染 後 の 宿 主体 内 移行 径 路 
は Looss の 述べ た ご と く , 肺 , 気管 系 統 を 経て 消化 管 
に 達する 点 を 認め る が , この よう な 幼虫 も 小腸 に 至れ ば 
一 度 そ の 粘膜 内 に 侵入 し 一 定 の 発育 を 行う も の で ある こ 
と を 認め , 経口 , 経 皮 だ お よび 両 感染 方 法 を 問わ ず こ の 小 
腸 壁 侵入 と いう 点 に 生物 学 的 意義 が ある の で は な いか と 
考え る . 

( 問 ) ( 新 大 医 動物 ) 大 鶴 正 満 

1) 仔犬 で 行 つ た 実験 を その まま 人 体 に お ける 移行 第 
路 の 問題 え 当 て は め ら れる の か , 2) 個 有 宿主 お ソ ビ ニ 
多 虫 感染 幼虫 を 経口 的 に 摂取 し た 場合 , その 宿主 の 腸管 
内 で その まま 発育 する と な す 説 と 肺 循 環 を 行う と する 
説 の いずれ に も 加担 し な い 説 を 考え る が , そう で ある 
か . 

( 往 ) 1) その まま 完全 に あて は まる か どう か は 不明 
で ある が 少く と る も 従来 行わ れ た 動物 実験 の 中 で は も つと 
も 人 体 の 場合 に 近い の で は な いか と 考え て いる . 2 わ 
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れ わ れ の 考え て いる 移行 径 路 は 上 記 の 従来 の 両 説い ずれ 


に る ゃ 完全 に は 一 致し な い . 

( 問 ) ( 公 衛 院 ) 大 島 智 夫 

肺 通過 の 際 に 幼虫 の 気管 技 ル レー ト を と る も の と 大 循 環 
に の る も の と の 比率 は どの 位 で すか . 

( 

上 記 の 内 大 循環 に の る 幼虫 の 検索 を 行 つ て いな い の で 
比率 は 不明 で す が , 肺 そ の も の の みな ら ず 気管 お よび 食 
道内 に か な り の 幼虫 を 認め る の で この ルー ト を 通る も の 
の ある こと は 確実 で ある . 


64. 虫 の 感染 経路 一 特に 人 体 実験 に つい て (8) 
長瀬 信 一 ・ 水 野 哲夫 ・ 徳 永昌 和裕 ・ 柳 沢 利 喜 雄 ( 陸 大 公 衛 ) 
S. NAGASE, T. MIZUNO, M. TOKUNAGA & R. YANA- 
GISAWA : Studies on the infection mode of hookworm 
XIII. Experimental infection on the human host with 
the isolated larvae from the lung of the infected rat 


われ われ は アメ リカ 銘 虫 が 人 に 感染 する た め に は , 仔 
虫 は 最小 限 い か な る 段階 まで 発育 し て お く 必 要 が ある か 
を 解決 する た め に , 先 に 。 アメ リカ 多 虫 感染 期 仔 中 を ラ 
ッ ト に 経 皮 的 に 感 決 さ せ , 46 時 間 後 に ラッ ト の 肺 臓 に 
行 せ る 仔 躍 を 取り だ し , これ を 人 に 経 日 投与 し , 5 名 中 
2 名 に 経口 感染 の 成立 し た こと を 報告 し た . 今回 更に ラ 
ッ ト に アメ リカ 多 虫 の 仔 貝 を 経 皮 感 湊 させ , 感染 後 96 
時 間 目 の ラッ ト の 肺 に 移行 せる 仔 虫 を 以 て , 経口 的 に 人 
体感 染 実 験 を 試み た と ころ , アメ リカ 釣 虫 の 成虫 を 数 隻 
感染 させ る こと が で きた 例 を 作り 得 た の で ここ に 報告 す 
る . 者 は 虫 や その 他 の 寄生 に し て に な い 
康 な 男子 5 名 で , 培養 10 日 の ア メリ カ を 上 
記 の ご と く ラ ッ ト に 経 皮 感 染 さ せ , 作用 後 96 時 間 目 に 
肺 に 移行 せる 仔 貝 を 分 離し て 投与 し た . 投与 方 法 は , 4 
名 は 十二指腸 ブン デ , 1 名 は 胃 ど ゾン デ に より 300 cc~800 
cc の 微 温 水 を 以 て , それ ぞ れ 十二指腸 お よび 胃 に 直接 
投与 し た . 投与 仔 虫 数 は , それ ぞ れ , 129, 103, 295, 
156, .178 隻 で あつ た . 自覚 症状 に つい て は 各 被 検 者 と も 
特に 認め られ ず , 他人 覚 症状 に お いて る も 血液 所 見 中 の 好 酸 
球 変化 以外 に は 明らか な 変化 を 発見 で き な か つた . す な 
わ ち , 5 名 中 3 名 は 好 酸 球 変化 に お いて も 生理 的 変動 範 
囲 を 超え ず , 2 名 に 中 等 度 の 好 酸 球 増加 が 示さ れ た . そ 
の 2 名 中 1 名 は , 経口 投 与 後 8 週 目 に 最高 値 で ある 18 
% に 達し た が , その し , 16 に 3 % に いた り , 
以後 駆虫 まで 同 程度 の 値 を 示 した. 他 の 1 名 は , 実験 前 


4 % で あつ た が , 仔 躍 投与 後 急激 に 上昇 し , 5 日 目 13 
%, 22 日 目 に 最高 値 30 % に 達し , その 後 は 減少 の 経過 
を 辿り , 16 週 目 は 8 % で あぁ つ た . 仔 忠 投与 後 の 虫 卵 お よ 
び 仔 忠 の 検索 に お いて は , 先 に 述べ た 2 名 中 , 好 酸 球 が 
最大 に 達し た 1 名 (No. 4 ) に , 38 日 目 よ り 浮 洗 法 に より 
虫 卵 の 排出 を 認め , 駆虫 直前 まで 検査 成績 は 陽性 で ぁ つ 
た . 仔 躍 投与 後 4 な いし 6 ケ月 目 に , それ ぞ れ 駆 虫 を 行 


い , No.4 に 2 , 4 隻 計 6 隻 の アメ リカ 多 成虫 


が 発見 され , 投与 仔 虫 数 156 に 対し て 3.8 % の 感染 率 を 
示し , 経口 感染 の 成立 を 認め た . また その 排出 貝 体 の 大 
いさ は , 長 さ が 雄 7.7 mm お よび 9.5 mm で 雌 4 隻 は そ 
れ ぞ れ 11.9 mm, 10.8 mm, 11.0 mm, 10.8 mm で あつ 
た . また 3 週 後 の 再 検便 の 結果 は 陰性 で あつ た . 結び : 
われ われ は 遂に アメ リカ 釣 虫 を 人 に 経口 的 に 比較 的 多数 
感染 させ る こと が で きた 例 を 作り 得 た が , この 例 に お い 
て は 遂に 若菜 病 様 症状 の 発現 は 見 られ な か つた . この 点 
は 極め て 興味 ある 点 で 今後 追 完 し 度 い ・ 


65. 釣 虫 の 経路 一 特に 人 体 実験 に つい て (9) 
大 内 克之 ・ 水 野 哲夫 ・ 荻 野 彰 ・ 長 瀬 信 一 ・ 和 柳沢 利 喜 雄 
( 千 大 公 衛 ) : K. OUcHl, T. MIZUNO, A. OGINO, S. 
NAGASE & R. YANAGISAWA :: Studies on the infe- 
ction mode of hookworm IX. Experimental infection 
on the human host with the isolated larvae from the 


skin of the infected rat 


前 報 で アメ リカ 釣 虫 の 感染 期 仔 中 を ラッ ト に 経 皮 的 に 
作用 させ , その 肺 臓 内 で ある 程度 まで に 発育 し た 仔 貝 を 
人 に 経口 的 に 投与 する と , 感染 の 可能 性 が 高まる こと を 
報告 し た . われ われ は アメ リカ 銘 躍 が 人 に 感染 成立 する 
た め に は 最小 限 ど の 程度 に まで 発育 し て お く 必 要 が ある 
か を 知ら ん と し て , ヅ ビ ニ 釣 虫 ・ ア メリ カ 釣 虫 の 各 感 染 
期 仔 中 を ラッ ト に 経 皮 感 染 さ せ た 後 , その 皮 内 より 採取 
し た 各 仔 貝 と , 人 血清 中 で 飼育 し た アメ リカ 釣 虫 仔 虫 を 
人 に 経 投与 し た . 実験 方 法 : 被 実験 者 は ここ 来 
虫 感 染 な き 青 年 男子 7 名 ・ 女 子 2 名, 計 9 名 で ある . こ 
の 中 3 名 に は アメ リカ 釣 虫 仔 虫 (ラッ ト 皮 内 か ら 分 離し 
た も の ) の み を 投 与 (それ ぞ れ 65, 116, 202 隻 ), 2 
に は アメ リカ ・ ジ ビニ 釣 躍 仔 虫 を 混合 投与 (と も に ラッ 
ト 皮 内 か ら 分 離し た も の で N.a. 502 + A.d. 16. N.a. 
226 十 A.d. 72), また 他 の 4 例 に は 人 血清 中 で 飼育 し た 
アメ リカ 仔 を それ ぞ れ 415, 524, 478, 428 隻 づ 
つ ゼ ラチ ンカ プ セ ル に 封入 し 500ml の 微 温水 と と も に 
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嘆 下 させ た . 実験 成績 : 仔 虫 投与 後 の 自 覚 症状 は アメ リ 
カカ 釣 虫 単独 投与 群 で は 特に 見 る べき 訴え は な か つた が , 
アァ アメリカ ・ ジ ビー ニ 多 混合 投与 で は 療 ある い は 
腹部 不快 感 , 便通 不 整 等 を 訴え そえ た が いずれ る も 軽微 で ぁ つ 
た . 血液 所 見 で は アメ リカ 釣 虫 単独 投与 群 で は 全 期 間 を 
通じ て 特に 著しい 変化 は 見 られ な か つた が , アメ リカ ・ ジ ヅ ゾ 
ビニ 混合 投与 群 で は 好 酸 球 の 著 明 な 増加 が 認め られ た . 
赤 沈 , 胸部 X 線 所 見 等 に は 全 例 を 通じ て 著 変 を 認め な か 
つた . お よび 仔 の 検索 : 硫 加 飽和 食塩 水 法 
と 瓦 培養 法 と に よ ょ り 行 つた が , アメ リカ 釣 虫 単独 投与 例 
で は 総 て 虫 卵 お よび 仔 躍 を 発見 せ ず , た だ アメ リカ ・ ジ ゾ 
ビニ 混合 投与 群 中 1 例 に 58 日 目 に 忠 卵 お よび ヅ ビ ー ニ 多 
虫 仔 虫 を 証明 し た . 他 の 1 名 は 現在 の と ころ 虫 卵 お よび 
仔 虫 を 証明 し 得 な い . 感染 状況 : 全 例 に つい て 仔 躍 投 与 
後 5~9 カ ヵ月 目 に 駆虫 を 行 つ た が , アメ リカ ・ ゾ ヅ ビー ニー 多 
虫 混合 投与 2 名 中 の 1 名 に ゾ ビー ニ 多 成虫 15 隻 の 排 
出 を 見 , その 感 当 率 は 93.7 % で あつ た が , この 他 に は 
いずれ る も 由 体 の 排出 を 見 な か つた . な お 混合 投与 の 他 の 
1 名 に つい て は 現在 な お 検索 中 で ある . 

( 加 ) ( 千 大 公 衛 ) 水 野 哲 夫 
アメ リカ 釣 虫 は 人 に 対し て は 経 皮 感 染 の 成立 の 確率 は 
高い . その 経口 感染 の 成立 の 確率 は , 現在 の 結果 で は 
0.3 % 内 外 で あつ て, 今後 この 場合 の 感染 経路 の 確立 に 
度 い . 


66. 宮城 県 に お ける 寄生 分 布 と 集団 駆虫 の 率 
に 及ぼ す 響 山形 ・ 高 仲 幹雄 ・ 信 重 明 (東北 大 
山形 内 科 ) : S. VAMAGATA, M. TAKANAKA & A. 
YAEGASHI: Survey of intestinal parasites in Miyagi 
Prefecture and specially effect of the infection rate by 


mass treatment of hookworm carrier 


宮城 県 下 に お ける 腸管 内 寄生 虫 分 布 に つい て は 小 中 学 
校 の 学童 生徒 の 平均 感染 率 は 回 虫 で は 21.30 %, 多 虫 は 
0.95 % で 遂 年 減少 傾向 に あり , 多 虫 感染 率 で は 豆 理 郡 が 
2.2 % で 最高 で あつ た . 概して 多 虫 感染 は , 大 平 洋 に 近 
い 地 域 お よび 平坦 農 作 地 帯 が 高 率 で , 逆 に 都市 , 仙北 漁 
村 地 帯 , 山間 地帯 が 比較 的 低 率 を 示し て いる . 一 般 住民 
の 多 虫 感染 率 は 学童 生徒 に くら べ て は る か に 高 率 で ある 
が , 回 虫 で は , 地域 に よっ つて は むし ろ 学 童 生 徒 が 高 率 を 
示す と ころ が ある . 団 虫 は ほぼ 回 虫 と 同様 の 傾向 を 示し 
東洋 毛 様 線 虫 は 桃生 郡 が や や 多い 程度 で 他 の 地域 は 全く 
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低 率 で あぁ つた . 集団 駆虫 の 釣 虫 感染 率 に お よ ょ ぼ す 影響 に 
つい て は , テト レン , オー ミン の 併用 法 に よれ ば , 保 躍 
者 の 集団 駆虫 参加 率 が 良好 で ある 限り , 例え 年 1 回 の 集 
団 駆虫 で も , 翌年 の 感染 率 は 相当 低下 し , 第 1 回 目 で は 
翌年 の 感染 率 は 半減 する . 虫 卵 陰 転 者 の 1 年 後に お ける 
再 感 染 率 は 26.4 % で 35 歳 ~44 歳 の 年 齢 層 で は 再 感 染 
率 32.9 % の 高 率 で あつ た . 


67. 大 阪 府下 三 ケ 山 地区 に お ける 寄生 虫 , 特に 釣 虫 撲 減 
対策 に つい て 岩田 繁雄 ・ 荒 木 恒 治 ・ 上 田 五 郎 ・ 山 中 直 
・ ( 阪 医 岩田 内 科 ) : S. IWATA, T. ARAKI 
G. UEDA, N. YAMANAKA & K. TAKI: Prophylaxis 
and therapy for parasitism in Mikayama area, Osaka 
Pref. with particular attention to hookworm infesta- 


tion 


われ われ は 今回 当地 区 に お いて 各種 寄生 虫 卵 保有 者 特 
に 釣 虫 の 集団 駆虫 を 行 つ っ た の で その 成績 を 報告 し ます . 
当地 区 は 山間 で 大 部 分 が みか ん の 栽培 に 従事 し て いる . 
1) 検便 成績 : 昭和 35 年 10 月 13 日 より 15 日 の 3 日 間 
こ 行 つた 696 名 の 第 1 回 検便 時 に は 銘 申 は 1 枚 塗 抹 法 で 
5.5 % 飽和 食塩 水 浮 法 で 10.3 % の 卵 保 有 を 
め た . は 1 枚 抹 法 で 1.4 %, 飽和 食塩 水 浮 法 で 
1.6 %, は 1 枚 抹 法 で 3.4 % の 保有 率 を 認め た . 
昭和 36 年 3 月 15 日 , 16 日 に 行 つ た 405 名 の 駆虫 後 の 第 
2 回 検便 時 で は 釣 虫 は 1 枚 塗 抹 法 で 3.7 %, 浮 湊 法 で 
8.4 % の 保有 率 で あぁ つた . で は 1 抹 法 で 2.5 % 
浮 法 で 2.2 %, は 1 枚 抹 法 で 4.2 % で つた. 
第 1 回 第 2 回 と も 検査 し 得 た 370 名 で は 第 1 回 検便 時 で 
虫 は 1 枚 抹 法 で 6.7 %, 法 で 12.7 %, 第 2 回 検 
便 時 は 1 枚 塗 抹 法 で 3.5 %, 浮 湊 法 で 7.8 % と 減少 し て 
いる の を 認め た . 2) 成績 : に 対し て は アル 
パー ル 5g, 下剤 併用 は 18 名 に 行 つ っ た が , 浮 海 陰 転 率 は 
88.9 %, 下剤 な し は 25 名 中 92.0 % で 下剤 な し の 方 が や 
や 高 率 で あつ た . 9 名 に 対す る オー ミン 馴 粒 3g 2 回 2 
日 間 投 与 下 剤 な し で は 77.8 % で あぁ つた. 緒 虫 に 対す る 
アル コパ ペー ル 5g 頓 用 下剤 な し の 7 名 の 1 枚 塗 抹 有 お よび 
浮 併用 陰 転 は 57.1 %, オー ミン 3g 2 回 2 日間 
下剤 併用 の 6 名 で は 100 % で あつ た . 遇 虫 に 対し て は ダ 
イア ス 2 錠 頓 用 下剤 な し の 8 名 で 87.5 % で あぁ つた. 3 
多 排 成績 19 名 の 排 状況 は ニ 多 186 
雌 255 令 計 441 令 アメ リカ 多 雄 18 , 19 , 
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計 37 令 で 総計 478 隻 , 平均 排 中 数 25.2 隻 で あつ た . な 
お 排 中 者 率 は 100 % で あぁ つた . 4) アル コパ ペー ル の 一 作 
用 服用 者 24 名 中 下剤 併用 で 嘱 気 5 例 , 頭痛 3 例 , 野 
量 お よび 腹痛 それ ぞ れ 2 例 を 認め た が 下剤 な し で は 副 作 
用 は 稀 で あつ た . 5) 駆虫 効果 多 虫 の 被 検 者 370 名 中 
第 1 回 検便 時 の 47 名 の 保有 者 が 1 ヵ月 後 の 第 1 回 駆虫 
後 の 検便 時 に は 6 名 に 減少 し 4 ヵ月 後 の 第 2 回 駆虫 後 の 
検便 時 に は 0 と な つた が 5 ヵ月 後 の 第 2 回 検便 時 に は 2 
名 の 再 感染 者 と 27 名 の 新 感 染 者 を 認め た . 以上 の ご と 
く の 撲 は 連続 中 より 一 応 目的 を 達せ られ る が 
新 お よび 再 感 染 者 が 出現 する た め 完 全 撲 滅 は 容易 で な 
い . 一 般 に 寄生 躍 予防 撲滅 対策 に は 感染 源 の 処置 感染 予 
防 , 感染 者 の 処理 が あぁ ある が , さ し 当 つて 林 能 な こと は 感 
染 者 の 処理 で あぁ る. 当地 で は ジ ヅ ビ ニ 多 虫 が 多く し た が っ つ 
て 感染 者 の 処理 と と も に 感染 予防 を 強力 に 実施 すれ ば , 
その 撲滅 は 可能 で ある と 考え られ る . 


( 加 ) ( 徳 大 病 理 ) 山 口語 雄 


御 発表 の 成績 で は , 鞭 中 に 対し て か な り よ い 結 果 が で 
て いる が , 団 虫 卵 の 検査 法 は , 沈殿 法 に よる こと が 望 
まし く , また , の 人 駆除 剤 (Wormin, Alcopar, 
Tetlen, Thymolan) を も つて し て は , 多数 の 集団 駆虫 成 


績 か ら ほ と ん ど 無 効 と 考え る . 


68. 釣 虫 皮 内 友 応 に 及ぼ す 諸 要因 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 
( 予 研 寄 生 虫 ) 荒木 英 斉 ( 東 大 物 療 内 科 ) : T. ISHIZAKI, 
H. KUTSUMI! & H. ARAKI: Several factors related 


to the skin-test of hookworm antigen 


静岡 県 吉原 市 ・ 富 士 市 施 外 お よび 千葉 県 船橋 市 施 外 の 
3 部 落 計 753 人 に Necator 多 虫 粗 エ キス (冷凍 乾燥 , D 
P 液 抽出 ) 乾燥 量 10* 液 (生理 的 食塩 水 稀釈 ) を 0.05 cc 
前 騰 皮 内 注射 し て 即時 反応 を 調べ た . 対照 反応 生理 的 食 
塩水 に よ ょ る 紅 の 平均 直径 頻度 分 布 は 1 峰 性 
で ある . 釣 虫 反応 は 淫 浸 の ほとん ど な い 富士 で は 対照 反 
応 と 同一 で 他 で は 2 峰 性 . 第 1 峰 は 対照 反応 と 同一 で あ 
る か ら 第 2 峰 が 多 虫 抗原 に 対す る 特異 反応 と 考え る . 第 
2 峰 は 地区 の 感 溢 の 高い 地区 で 大 きく な る . そこ で 第 1 
第 2 峰 谷 間 を 境 に ( 膨 疹 9mm, 紅 量 20mm) 反応 陽性 
陰性 を 決定 し た い . 対照 反応 と の 差 を 問題 に する と 陰性 
反応 群 で は 大 部 分 対照 と 同じ 大 き さ で ある . し か し 抗原 
反応 の 直径 差 だ け で は 膨 疹 の 判定 に 誤差 が 起 る . 紅 量 で 
は 大 体 よ い . 実際 に 釣 虫 卵 陽性 者 の 80 % は 膨 疹 , 紅 量 
と も に 陽性 , 15 % は 一 方 だ け 陽 性 で あつ っ つた. また 陰性 反 


応 群 は 生理 的 食塩 水 反 応 と 正 相関 , 陽性 反応 群 は Hist- 
amine 10"* 皮 膚 感受 性 と の 正 相 関 が 大 きい . 皮 内 反応 陽 
性 率 は 性 別 差 な く 年 齢 と と も に 増加 , し か し 実際 の 感染 
率 と は 開き が ある . 多 虫 皮 内 反応 は 他 線 虫 の 寄生 に よ つ 
て 影響 を 受け な い . 

( 問 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

reagin が ネ カ ト ー ル に 由来 する も の と し て , 皮 内 反応 
抗原 を ネ カ ト ー ル 由来 の も ゃ の に 求め られ た の で すか . 

( 管 ) 

診断 と 将来 結び つく か も 知れ ませ ん が , 目下 は 皮 内 反 
応 を 人 体側 の 要因 か ら 追 完 し て , それ で 得 た 基礎 か ら 研 
完 を 発展 させ よう と 思っ て いま す . 抗原 を Necator に 
し た の は , 私 の Field が Necator 絶対 優先 地区 で ある 
た めで す . ここ に で て くる Reagin は Necator に 由来 
する も の と 考え て 行い まし た . し か し ANecator 以外 の 
も の で も 反応 が 起 る の で は な いか と いう 疑問 に 対し て は 
一 応 反 応 分 布 の 型 か ら 特 異性 が あぁ ある と 考え ます . 詳細 は 
Allergy 誌上 に 後日 発表 し ます . 


69. 虫 関す る 研究 小林 瑞穂 ( 医大 寄生 
貝 ) : M. KOBAYASHI: Immunological studies on Fi- 


larioidea 


Dirofilaria immitis, Setaria cervi, Setaria egquina 
の 3 種 抗 原 を と 用 いた タン = ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 反応 法 
(Boyden 法 ) の 抗原 , 抗体 系 を 邊 患 動物 血清 に つい て 完 
明 し 若干 の 知見 を 得 た の で ここ に 報告 する . 血球 感 作 抗 
原 は 3 種 成 乾燥 末 1 : 100 倍 N10, pH 6.5 
phosphate buffer 抽出 液 を 用 い , 判定 は 37°C 2 時 間 で 
行っ つた. な お 沈降 反応 抗原 は 同様 生理 的 食塩 水 抽出 液 を 
用 いた . また 使用 血球 は 動物 血清 に 対し て は 家 兎 血球 を 
人 血清 に 対し て は 人 O 型 血球 を 使用 し た . 1) Setaria 
eguina お よび cervi 抗原 を 用 いた 邊 に 対す 
る 不 完全 抗体 の 証明 を Cooms test お よび Blocking test 
で 見 た と ころ , その 結果 は すべ て 陰性 で あつ た . 2) ト 
リプ シン 消化 法 に よる 赤血球 凝集 反応 の 結果 は Setaria 
egquina, Setaria cervi と も に 陰性 で あり , Dirofilaria 
mmitis 抗原 の 場合 で も タン ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 反応 
に くら べ て 劣る 結果 と な つた . 3) Setaria eguina $ よ 
び Setaria cervi 抗原 を 100°C 30 分 処理 し て の ち タ ン 
ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 反応 を 行 つ て も その 結果 は 陰性 に 
終っ た . 4) Setaria eguina お よび Setaria cervi 抗原 
の 赤血球 感 作 時 間 を 37°C 1 時 間 行 つて も その 結果 は 陰 
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性 と な り , 以上 の 事実 か ら 見 て Dirofilaria immitis 抗 
原 と の 間 に 明らか な 抗原 性 の 差 を 示し た . 5) 快 患 和牛 お 
よび 犬 血清 を 先 に Setaria eguina, Setaria cervi 抗原 
で 混合 法 に よる 吸収 を 行 つ て の ち , Dirofilaria immitis 
抗原 に よる タン ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 反応 を 行っ た と こ 
ろ , Setaria 抗原 に よる 著 明 な 抑制 現象 が 出現 する こと 
か らし て , この 二 者 の 間 に は 明らか に 共通 抗原 性 が 存在 
し , Dirofilaria immitis 抗原 に よる 赤血球 凝集 反応 の 
共通 抗原 性 と 一 致す る 結果 を 得 た . 6) Dirofilaria im- 
mitis 抗原 を 用 いた 赤血球 凝集 反応 の 年 歯 的 分 布 は 犬 で 
は 夏 を 経過 し た 6 カ ヵ月 以上 の も の に の み 陽 性 で ある の に 
対し 牛 で は 生後 3 日 の も の で も 陽性 に 出現 し た . な お 家 
モル モッ ト , ラッ ト で は 陰性 で ある . Dirafilaria 
immitis 抗原 を 用 いた 人 血清 に 対す る 赤血球 凝集 反応 は 
正常 者 で は すべ て 陰性 で あり , Chyluria の 患者 10 名 中 
1 名 に 陽性 に で た . 但し この 者 も mf.( 一 ) で ある . 

( 問 ) ( 阪 府 大 獣医 ) 野 田 

幼 犬 で 反応 陰性 で 生後 3 日 の 生 の 反応 陽性 に つい て ど 
の よう に 考え られ ます か , Setaria marshalli の 先天 感 
況 と の 関連 は 考え られ ませ ん で し よう か . 

( 答 ) 

牛 血清 の 場合 生後 3 日 の も の に 赤血球 凝集 反応 が 陽性 
に 出現 いた し ます が 他 の Setarza 属 の も の の 先天 感染 を 
考え て お り ま す が ま だ 証明 し て お り ま せん . 


70. D. immitis 細胞 内 微細 構造 物質 の 酵素 活性 と 抗原 
狼 諸 性 状 の 検討 岡 好 万 ・ 稲 臣 成 一 (岡山 大 寄生 虫 ) : Y. 
OKA & S. INATOMI: Studies on enzymatic activities 
and antigenical properties of fraction obtained by ul- 
tracentrifugal method from cell-free extracts of Diro- 


filaria immitis 


寄生 虫 領域 に お ける 生化 学 的 , 血清 学 的 諸 性 状 の 検討 
は 忠 体 乳剤 , 無 細胞 液 あ る い は 有機 溶媒 を 使用 し て 得 ら 
れ た 中 体 成分 の 段階 で 実施 され た . 以上 の 法 は 抗原 と し 
て 極め て 複雑 で あっ つっ たり, 本 来 の 活性 と 著しく 異 っ た も 
の で あつ た り し た . 血清 学 的 , 免 疫学 的 反応 は , 和 宿主 細胞 
内 の 蛋白 合成 系 に 抗原 物質 が 重要 な 影響 を 与え た 結果 と 
考え られ る . この 作業 仮説 に 立つ と 抗原 物質 は 本 来 の 活 
性 を 損 5 う こと な く 更 に 精製 の 必要 が ある . 演者 が 超 遠 心 
分 画 法 を 採用 し た 理由 も ここ に ある . 無 細胞 液 (10,000 
rpm 上 清 ) を 40,000 rpm (14,4000xg) に て 遠心 し , そ 
の 沈 湾 を Pf, 可溶性 上 清 部 を Sf と し , 両者 を 比較 検討 
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し た . 1) Pf は 密度 の 高い 小 (50~70 mw) と 大 粒 
(100~250 mz) か ら な り , N 含 量 は 著しく 低い が , Sf は 
可 沙 性 部 で あぁ あり, 高い N 含 量 を 示し た . 2) Pf は TCA 
cycle 上 の 基質 中 ew-ketoglutarate と succinate の み を 
特異 的 に 酸化 し , 明らか に 酵素 の 局 在 性 を 示し た . この 
両 基質 は methylen blau の 添加 に より 更に 呼吸 は 促進 
され た . Sf は lactate, pyruvate な ら び に TCA cycle 

上 の 基質 の 総 て に 対し て 活性 は 極め て 低く また methyl- 
en blau に よる 促進 効果 も 認め られ な い . 3) Pf は all- 
ergy 誘発 抗原 に は な り 得 る が , allergy 抗体 を 産生 せ し 
むる 能力 に 欠け る . また 沈降 反応 に は 高度 に 関与 する . 

Sf は allergy に 全面 的 に 関与 し , また 沈降 反応 に も 関 
与 す る . すなわち allergy 抗体 誘発 能力 は 抗原 蛋白 の 絶 
対 量 よ り も , その 性 質 ( 活 性 の 様式 ) が 密接 に 関係 する と 
思わ れる . 4) Sf。 Pf と も に 100°C, 30 分 間 の 加熱 処理 
は allergy 誘発 抗原 人 性 を 消失 する に いた つた . 


71. いわ ゆる T.M. 抗原 の 性 状 に 関す る 研究 清水 重 矢 
阿久 沢 実 (日 戦 医大 医 動 物 ) : S. SHIMIZU & M. A- 
KUSAWA : Studies on the properties the so-called T. 


M. antigen 


回 虫 症 の 免疫 学 的 診断 法 と し て の TM 反応 の 信頼 性 に 
つい て は 高く 評価 され て いる . 私 ども は , 回 躍 免疫 , 特 
に , その 抗原 性 と 回 虫 アル ギー と の 関連 を 検索 し て いく 
上 で , 本 反応 は , 極め て 有用 な も の と 考え て , 体腔 液 お 
よび 飼育 液 に その 材料 を 求め て , これ を 追 完 し た の で , 
その 結果 の あぁ あらまし に つい て 報告 する . 実験 の 成績 : 体 
腔 液 お よび 飼育 液 の トリ クロ ョ ー ル 酢酸 (10 %) 除 看 白 ろ 
液 が TM 反応 陽性 を 示す こと か ら , これ を 材料 と し て , 
セロ ファ ン 乱 析 に よ つ て , TM 反応 活性 物質 を 検索 し 
た . この 結果 , 本 物質 は セロ ファ ン 人 透析 に ょ よ つ て 外 液 中 
に 移行 し , 超 遠 心 処理 (40,000 rpm, 5 時 間 ) を ほど こし 
て も , な お 上 清 中 に 残存 し , 更に , この も の は , Ninh- 
ydrine に 星 色 し . Anthron の 反応 , すなわち 糖 反応 陽 
性 を 示し た . 更に , 電気 泳動 法 に よ つ て , この 事実 を 検 
討 し て , これ ら の 点 を 確認 し た . 


72. 銘 虫 に よる Reilly 現象 加藤 哲夫 ( 鳥 大 石原 内 科 ) : 
T. KATO: Studies of “Reilly phenomenon’”’ on hook- 


worm 


多 仔 虫 感染 に 起因 する 若菜 病 に つい て , 私 た ち は , 臨 
床 的 に は 咳 発作 を 主 徴候 と する 多様 性 の 症状 を , また 
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動物 実験 に より 諸 臓 器 の 出血 傾向 , 特に 肺 の 出血 性 変化 
に つい て 報告 し , これ を 釣 虫 アレ ルギー, お よび 銘 虫 シ 
ュ リ ワル ツマ ン 型 組織 反応 に より 説明 し た . また その 治療 
と し て , クロ ョ ロー ルプ ロマ ジン が 有効 で ある こと を 認め た 
が , 更に 私 は , これ ら 自 律 神経 系 の 不安 定 状態 を 伴 な つ 
た 肺 の 出血 性 変化 が Reilly 現象 の 関与 も 受け る も の と 
考え 次 の 実験 を 行 な つ た . 動物 実験 は モル モッ ト を 使用 
し Sac. jugulaire で 行 な つ た . 多 仔 貝 注 入 例 で は , 全 
例 に 著 明 な 肉眼 的 肺 出血 を 起こ し , 多 仔 虫 乳剤 注入 例 で 
は , これ に 比 し 軽度 で あつ た , 多 培養 濾液 内 
で は , 肺 の 出血 性 変化 を 認め た も の は 66 % で あつ た が , 
これ に 拡散 因子 を 加え る こと に より 全 例 に 著 明 な 肺 出 血 
を 起こ し た . 多 虫 乳剤 , 多 培 養 濾液 透析 外 液 で は 
肺 出 血 は 認め な か つた . また 対照 群 で は , 拡散 因子 注入 
例 に 1 例 の み 軽 度 の 小 点 状 出血 斑 を 認め た . 次 ぎ に 植 物 
神経 系 の 影 絡 を 除外 する た め に Sac の 上 下 を 切断 し た 
例 で は , 肺 の 出血 性 変化 は 認め な か つた . 以上 の 結果 か 
ら , 若菜 病 の 原因 は , 多 仔 中 が 生体 組織 を 通過 する 際 の 
機械 的 刺激 に 加 う る に 多 仔 躍 が 組織 通過 時 お よび 鋼 仔 忠 
新陳代謝 産物 が , 自律 神経 の 過剰 刺激 を 起こ し , 銘 仔 忠 
新陳代謝 産物 に よる ア レル ギー 反応 お よび シュ ワル ツマ 
ン 型 反応 と と も に Reilly 現象 が 何ら か の 形 で 関与 し , 
若菜 病 症 状 を 悪化 させ て いる も の と 考え られ る . 


73. 自然 動物 に お ける 血 中 映 虫 PCA 抗体 の 証明 松村 
竜 雄 ・ 黒 芳 高 橋 良 ・ 小 林 一 ( 大 小児 科 ) : R. MA- 
TSUMURA, T. KUROUME, R. TAKAHASNI & K. Ko- 
BAYASHI : Demonstration of the circulating ascaris 
antibody in common breeding guinea pigs by means 


of PCA (passive cutaneous anaphylaxis) reaction 


わが 国 に お いて ふつ うに 飼育 され て いる 動物 は ヒト や 
ブタ 等 の 遇 忠 に よ つ て 感 作 され て いる と 想像 され る . か 
つて , われ われ は Boyden の タン = ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 
反応 を 用 いて 無 処 置 自然 動物 の 血 中 抗体 の 検索 の 行い , 
か な り 高 率 に 血 中 抗体 を 証明 し た . すなわち , 自然 動物 
が 上 申 虫 感染 の 機会 の 多い こと を 抗体 の 面 か ら 証 明 し た わ 
け で ある . 今回 は PCA 反応 を 用 いて , を つう に 飼育 を 
され て いる 自然 動物 に つい て 血 中 環 虫 PCA 抗体 の 証明 
を 行 つ た . PCA 反応 は Ovary の 方 法 に し た が つた . 
すなわち, 被験 血清 の 階段 稀釈 液 を 無 感染 モル モッ ト 
の 腹部 皮 内 に 注射 し , 6 時 間 後 に 10 % 体腔 液 と 0.5 % 
Evans Blue の 等 量 混 合 液 の 1cc を 静 注 し て , 15 分 後 の 
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腹部 の 青 染 の 大 き さ 5 mm 以上 の も の を 陽性 と し た . 被 
験 血清 と し て は , 農家 に お いて 3 な いし 5 ヵ月 間 飼 育 さ 
れ た モル モッ ト の 血清 を 使用 し た . PCA 反応 は 総数 53 
例 施行 し , うち 24 例 , 45 % に お いて 陽性 で あつ た . す 
な わ ち , 前 述 の Boyden 反応 の 場合 と 同じ 傾向 で あっ 
た , 陽性 例 を 抗体 価 に よ つ て 区 分 する と , 1 倍 4 例 , 10 
倍 4 例 , 100 倍 2 例 , 10 倍 以上 9 例 , 100 倍 以上 5 例 で 
あつ た. 更に 本 反応 が 幅 虫 に 特異 的 で ある こと を 確か め 
る た め に 吸収 試験 を 行 つ た . すなわち , PCA 反応 陽性 
の 無 処置 自然 モル モッ ト の 血清 に 体腔 液 原液 を 等 量 混合 
し , 37 度 の 商 卵 器 に 2 時 間 放 置 し て 抗体 を 吸収 し た 後 , 
これ を 被験 血清 と し て 再び PCA 反応 を 実施 する と 反応 
は 陰性 と な つた . 以上 の 吸収 試験 か ら 本 反応 が 遇 虫 に 特 
異 的 で る る こ と が 判明 し た . 次 いで PCA 反応 を 行 つ た 
53 例 の うち 29 例 に つい て は 同時 に Boyden 抗体 価 を 測 
定 し た . PCA 反応 は 29 例 中 11 例 , 38 % に お いて 陽性 
で あつ た. 無 処 置 自然 モル モッ ト に お いて は , PCA 抗 
体 と Boyden 抗体 が と も に 証明 され た 例 は 少な く , 幅 虫 
自然 感染 に 際 し て 両 抗 体 は それ ぞ れ 異な つた 抗体 と し て 
出現 し て くる よう で あつ た . この 成績 は われ われ が 短 忠 
感染 モル モッ ト に お いて 報告 し た PCA 抗体 と Boyden 
抗体 は 必ず し も 平行 し な いと いう 成績 と 一 致し て いた . 
以上 無 処 置 自然 モ ル モ ッ ト に つい て 和貴 虫 PCA 反応 を 行 
い , か な り 陽 性 に で る こと に つい て 述べ て , また 飼育 中 
に 遇 忠 に よ つ て 感 作 さ れ て いる こと に つい て 新しい 証明 
を 加え た . 


74. ナイ トロ パラ フ +: ン 風 の 駆虫 効果 に つい て 堀 見 利 
昌 ( 北 研 寄生 虫 ) : T. HORIMI : Anthelmintic effect of 


nitroparaffin compound 


多 虫 症 の 駆除 薬 と し て , ナイ トロ パラ フィ ン 属 化合 物 
30 種 に つい て 培養 自由 生活 線 虫 を 使用 し zn vztro の 試 
験 を 行い 最も 有効 で あつ た も の 炒 種類 の うち サン プル 番 
号 So.9 を 実験 動物 に 犬 を 用 いて , 自然 感染 お よび 人 工 
感染 の 犬 多 虫 症 の 駆虫 試験 を 行 つ た . 1) 100 mg/kg 使 
用 の 場合 は 投薬 量 が 多 す ぎ て , 催 吐 作用 の 方 が 強く て , 
駆虫 効果 は か えつ て 低く か つた . 2) 50 mg/kg 使用 の 結 
果 は , 割合 に よい 効果 を 得る こと が で きた . 犬 釣 虫 症 に 
対し て は 最も 適し た 投薬 量 と 思わ れる . 3) 25 mg/kg で 
は 投薬 量 が 少な すぎ て あま り 効 果 は 認め られ な か つた . 
今後 は エン テリ ッ ク コ ー チ ング し た も の に つい て 実験 


を 重ね る 予定 で ある . 
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75. 行政 面 より 見 た る 寄生 虫 の 殿 染 予防 に 関す る 研究 
石 幡 輝 保 ( 横 市 大 寄生 虫 ) : T. ISHIHATA: Studies on 
parasite prevention from the viewpoint of public health 


administration 


川崎 市 に お いて は 早く より , 学童 , 一 般 市 民 に 対し , 
寄生 虫 予防 思想 の 普及 , 無料 検便 駆虫 等 寄生 躍 予防 対策 
を 行 な つ て きた . その 結果 , 寄生 率 は 次 第 に 低下 し て き 
た が , 十分 と は いえ ず , 特に 農業 地区 で は 依然 と し て 高 
い 寄 生 率 を 示し た の で 昭和 30 年 以後 , 行政 的 に 実施 し 
得 ら れる 範囲 に お いて , 最も 経済 的 か つ 短期 間 に 寄生 忠 
を 一 掃 し 得る 方 策 を 探求 する た め , 市 内 の 未 長 (農業 地 
区 , 戸数 68. 人 口 410 名 ) を モデ ル 地 区 と し , 正確 な 検 
便 と 冬期 駆虫 に より 釣 虫 を , また 教室 松尾 の 研究 に よる 
漬物 内 殺 卵 剤 投入 法 に より 遇 虫 の 予防 を 計り , 次 の ご と 
き 結 果 を 得 た . 1) 釣 虫 の 感染 予防 : 正確 な 検便 と 冬期 
駆虫 を 年 1 乃至 2 回 計 6 回 行 つ た 。 検 便 は 食塩 硫 苦 浮 注 
法 と 了 黄 培 養 法 を 併用 し , 駆虫 は 教室 常用 の 四 塩 化 エ チン 
ン , 四 塩 化 炭 素 の 合 剤 を と 用 いた . その 結果 , 昭和 30 年 
秋 浮 法 の み で 12.0 % の 多 虫 寄生 率 が 35 年 秋 に は 1.5 
% に 低下 し た . これ を 同一 環境 下 に あり , 単に 食塩 浮 湊 
法 の み で 検査 し , テ トレ ン 駆 虫 を 行 つ た 早野 , 岡上 と 比較 
する と 明らか に 推計 学 的 に 有意 差 が 見 られ た . これ に よ 
り 精 密 な 検査 と 適切 有効 な 駆虫 法 に より 冬期 駆虫 を 行う 
こと が 銘 虫 予防 策 と し て 有効 で ある こと を 確認 し た . 2) 
遇 忠 の 感染 予防 : 葉 菜 の 漬物 内 に 亜 硝 酸 ソ ー ダ を 投入 す 
る 方 法 を 当 教 室 の 松尾 が 実験 室内 に お いて , 成功 し た の 
で , これ を 末 長 に お いて 33 年 10 月 より 実施 し た . 方 法 
は 白菜 漬 込 後 , 約 3 日 , 漬 汁 が 橋 の 上 縁 ま で 上 つた 時 に 
使用 に 便 な る ご と く 包 装 せ る 亜 硝 酸 ツ ソーダ , ライ ポン ド F 
を 白菜 8kg に 対し それ ぞ れ 1g づつ っ 投入 せしめ , 3 日 
以後 食用 に 供 せ し め た . 実験 世帯 で は 使用 前 遇 虫 寄生 率 
は 39% で あり , 強力 な 駆虫 後 本 剤 を 使用 し , 34 年 4 月 
に は 6 %, 35 年 2 月 に は 2 % と 極め て 低い 感染 率 を 示し 
た に 過ぎ な い . 対照 世帯 で は 33 年 10 月 18 %, 強力 な 馬 
中 後 の 34 年 4 月 に は 17 %, 35 年 10 月 に は 11 % で 実験 
世帯 の 感染 率 よ り 造 に 高く 推計 学 的 に 有意 差 が 認め ら 
れ た . 以上 の 結果 , 適切 な る 冬期 検便 駆虫 と 漬物 内 亜 硝 
酸 ソ ー ダ 投入 法 は 経費 の 点 , 実行 容易 に し て 有効 な る 点 
よう り 行政 上 応用 すべ き 多 の 良 対策 で ある と 思わ 
れる . 
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76. ミヤ イリ ガイ 中 腸 腺 の 自家 呼吸 に つい て 岡本 謙一 
・ 森 和雄 ( 昭 医 動 物 ) : K. OKAMOoTO & K. MoRkI : 
Studies on the endogenous respiration in the midgut 


gland of Oncomelania nosophora 


日 本 住 血 吸 虫 感染 ミヤ イリ ガイ の 中 腸 腺 の 酸素 消費 量 
が 未 感 染 員 の それ に くら べ て 増加 する 傾向 に ある こと を 
知 つ た . この こと を 更に 検討 する 目的 で , ミヤ イリ ガイ 
中 腸 腺 の 呼吸 に 関す る 実験 を 行 な つ た . 酸素 消費 量 の 検 
討 に は 20 匹 分 の 中 腸 腺 (100 mg wet weight 相当 ) で 測 
定 可 能 で あり , その 至 適 pH は 6.0 で あぁ つた. ミヤ イリ 
ガイ を 水中 で 飼育 し た 場合 と 乾燥 状態 下 に お いた 場合 で 
は , 2 週間 後 の 酸素 消費 量 に は 顕著 な 差 が 認め られ な か 
つた . 更に NaF な ら び に DNP (2-4, dinitrophenol) を 
用 いて 自家 呼吸 に 対す る これ ら 限 害 剤 の 影響 を 調べ た . 
その 結果 NaF (5.0x 10-sM) DNP(2.5x10"*M) に よ つ 
て 阻害 効果 が 見 られ た . また 基質 と し て glucose を 用 い 
て る も 利用 され な か つた が , NaF 阻害 後 pyruvate, citr- 
ate, な ら び に succinate を 添加 すれ ば いずれ る も ゃ も 利用 され 
る こと が わか つた . すなわち , ミヤ イリ ガイ 中 腸 腺 の 自 
家 呼 吸 は NaF で 阻害 され る 呼吸 部 分 を 含み , し か も 
oxidative phosphorylation と couple し て いる こと が 
DNP の 実験 結果 か ら 推 察 さ れる . また 飼育 条件 の 差 に 
よる 酸素 消費 量 の 変動 が 顕著 で な か つた こと と glucose 
添加 実験 の 結果 は , 本 来 中 腸 腺 に 含ま れる 貯 臓 物質 (gly- 
cogen の ご と きも の ) の 酸化 が 優先 し 添加 基質 は 直 に 利 
用 され な いこ と を 示す も の で あろ う . 


77. さ ヤ イリ ガイ の 研究 (23) ミヤ イリ ガイ の 抵抗 
履 に 関す る 研究 (1) PCP-Na に 対す る それ に つい て 小 
宮 義 ・ 岡 一 男 ・ 保阪 幸男 ・ 小 川 ( 予 研 寄 
虫 ) : Y. KOMIYA, K. YASURAOKA, Y. HOSAKA & 
K. OGAWA: The resistance of Oncomelania snail to 


molluscicides I. On sodium pentachlorophenate 


Sodium pentachlorophenate (PCP-Na) は 現在 最も 優 
れ た 殺 中 剤 の 一 つと し て 1954 年 以来 日 本 に お ける 住 血 
吸虫 症 の 流行 地 に お いて 用 いら れ て いる . し か し 1956 
年 , 岡部 ら お よび 大 田 ら は ミヤ イリ ガイ に PCP-Na に 
対す る 抵抗 性 が 発現 し た こと , また 実験 的 に 発現 させ 得 
る こと を それ ぞ れ 報告 し た . また これ ら に 対し , Walton 
et al. (1958) お よび Gancarz(1958) は , いま だ PCP 抵 
抗 性 が 発現 し て いな いこ と , また 実験 的 に 発現 し な いこ 
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と を それ ぞ れ 報告 し た . 筆者 ら は , 1958 年 以来 この 問題 
に 関し て 種々 の 実験 的 研究 を 行い , 一 応 の 結論 を 得る こ 
と が で きた の で 報告 する . 1) 教 年 間 に わた つて PCP- 
Na に よる 殺 貝 を 実施 し て いる 地域 と , 全く 行 つ て いな 
い 地 域 か ら そ れ ぞ れ 貝 を 採集 し , それ ら の M.L.D. を 比 
較 し た が , それ ぞ れ 0.30~0.32 ppm お よび 0.23~0.25 
ppm を 示し , 統計 的 な 有意 差 は 認め られ な か つた . ま 
た 両者 間 に 見 られ た 僅か な 差 は , 耐性 の 地域 差 と 考え る 
の が 妥当 で ある こ と が 示唆 され た . 2) PCP-Na の su- 
blethal dose (0.0625 ppm) を 連続 的 に 作用 させ て る も 抵抗 
性 は 発現 も ず , むし ろ 感受 性 の 高まる 傾向 が 認め られ 
た . 3) あらかじめ 計算 され た お よび の よ 
うな 高い selection pressure を か け て も その survivor 
の M.L.D. は それ ぞ れ 0.224 ppm お よび 0.243 ppm を 
示し , 対照 の 0.216 ppm に くら べ て ほとん ど 差 は 認め 
られ な か つた . 4) また 前 の 実験 に お ける survivor を 
実験 室内 で 飼育 し , その offspring の M.L.D. を 見 た が , 
LD;。 で 選択 され た 貝 の offspring が 0.23 ppm, LD の 
それ が 0.22 ppm, 対 それ が 0.26 ppm で ほとんど 
差 は 認め られ な か つた . 以上 の 実験 結果 か ら , 1) 日 本 
の PCP 散布 地 に お いて , 現在 の と ころ ミヤ イリ ガイ に 
PCP 抵抗 性 は 発現 し て いな い . 2 低 濃 度 の PCP へ 
の 接触 は むし ろ 由 の 感受 性 を 高め る . 3) PCP に 対す る 
強い 抵抗 性 を 有する strain が 特に 存在 する と は 考え ら 
れ な い . 4) PCP の 高い selection pressure を か け て も 
抵抗 性 は 発現 し な い . こと な ど が 結論 され た . な お , 上 
記 の 実験 は 筆者 ら が 既に 報告 し た 直接 浸漬 法 に よ つ て 行 
われ た . 

( 加 ) ( 久 大 寄生 虫 ) 岡 部 浩 洋 

抵抗 性 の 問題 に つい て 疑問 が で きた の で , 再 実験 を 計 
画 し た が 薬剤 散布 地 は 既に ほとん ど 絶 滅 し , また 筑後 川 
の 河原 の 貝 も 感染 率 が 非常 に 高く な り 実 験 に 適し な い の 
で 未だ 再 実験 が で きず に いる . 


78. A Method for maintaining infected and non-infe- 
cted snails for long periods of time in the laborato- 
ry. JAMES, E. WILLIAMS : (Medical General Labora- 
tory (406), U. S. Army Medical Command, Japan, 
APO 343) 


A method of induced snail hibernation at refrige- 
rator temperatures of 4 degrees C is described. Resu- 
lts obtained from 2 experiments indicate that induced 


hibernation is a suitable method for maintaining large 
number of infected and non-infected snails in the 
laboratory when the snails are collected during the 
months of September to April. This metood of labo- 
ratory maintenance requires very little labor or atten- 
tion and provides a ready supply of snails for year 


around laboratory experiments. 


79. ミヤ イリ ガイ の 生 衛 場所 の 生態 条件 杉浦 三郎 ・ 森 
和雄 ・ 岡 本 謙一 ( 昭 医大 医 動物 ) 加藤 陸奥 雄 ・ 中 村 和 夫 
(東北 大 理生 ) : S. SUGIURA, K. MOoRl, K. OKAMOTO 
M. KATO & K. NAKAMURA: Ecological notes on 
the habitat of Onchomelania nosophora 


日 本 住 血 吸血 の 中 間 宿 主 で ある ミヤ イリ ガイ は 水生 動 
物 で も な く 陸 生 動物 で も な い 湿 地 性 動物 と 考え られ る . 
この ミヤ イリ ガイ の 生息 地 に つい て 生態 学 的 研究 を 行 
つて いる が , 生息 地 の 生態 的 条件 を 指標 動物 , 指標 植 
物 に よっ つて と ら え よう と し て 次 ぎの 結果 を 得 た . 1) ミ 
ヤ イ リガ イ 生 候 地 に お いて , そこ に 自生 す を 植物 の 出現 
頻度 と ミヤ イリ ガイ の 生息 密度 と の 関係 か ら , 乾 性 の 環 
境 に 向う 分 布 に つい て は セリ な ど よ り も ノミ ノ フ スマ や 
オオ アワ ガ エ リ の 方 が より 有効 な 指標 と な る こと が 認め 
られ た . 2) 水流 に 治 つ て よく 分 布 す る が , カワ ニナ は 
上 明らか に 水生 動物 で , ミヤ イリ ガイ と は 完全 に 環境 的 す 
みわ け を し て いる . し か し 稚内 は 水辺 の 浅い 環境 で その 
すみ か を 隣り 合せ て いる . 3) モノ アラ ガイ と は 同 所 性 
が 強い が 環境 的 に は 明らか に すみ わけ て お り , モノ アラ 
ガイ は 水生 的 で あり , ミヤ イリ ガイ は aeration の よい 
環境 を 選択 し て いる . 4) ヒラ マキ モドキ , ヒラ マキ ミ 
ズ マ イマ イ , ヒメ モノ アラ ガイ と は か な り 強 い 同 所 性 を 
示す が , 微 環境 的 に は その 生息 密度 は 反比例 的 で ある . 
5) ミヤ イリ ガイ の 生息 環境 の 地表 面 の 微小 原生 生物 相 
に つい て いえ ば , Nebella を 除い た , Difugia, Arcella, 
Centropyxis な どの Thecamoeba 類 の 秘 度 の 多い 環境 
で は ミヤ イリ ガイ の 和 密度 も 大 きい . また . Philodina 
type の 輪 貝 類 は ミヤ イリ ガイ 生息 環境 の 指標 動物 の 1 
つと 認め られ る . 

( 加 ) ( 久 大 寄生 虫 ) 岡 部 浩 洋 

筑後 川治 岩 の 流行 地 と 山梨 県 の 流行 地 は 地形 的 に も 大 
変異 り ま す の で 御 説 が 九州 で も ぁ あて は まる か 御 検討 応 い 
ます . 
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80. 日 本 佳 血 吸 虫 ミ ラシン ジュ ウム の 走 光 性 に つい て 高 
橋 ( 昭 医 ) 森 和 ( 昭 医 大 医 動 物 ) : T. TA- 
KAHASHI & K. MORI: Phototactic and thermotactic 
responses of the miracidia of Schistosoma japonicum 


Vector-parasite Relationship 解明 の 一 環 と し て 宮入 
内 と miracidia の 行動 , 特に 走 光 な ら び に 走 熱性 を 取 
りあ ぁ あげ て 両者 の 関係 を 追究 し た . 宮入 中 に つい て は 既に 
幾多 の 研究 が ある の で , 実験 は miracidia に つい て 行 つ 
た . 実験 水槽 は 25Xx25X240 mm で 左 か ら ABCD と 4 
穫 分 で きる . 水槽 内 の miracidia の 分 布 は 暗黒 下 で は 一 
様 で ある . また 一 方 向 か ら 光 を あて 一 側 に 集め て 後 暗 黒 
に する と 10 分 後に は 一 様 と な る . 次 に , miracidia に は 
陽性 ある い は 陰性 の 走 光 性 が 認め られ る の で , これ を 規 
制 し た . すなわち 艇 化 後 の 時 間 と 走 光 性 と の 関係 は , 暗 
黒 下 に 保存 し た 場合 , 陰陽 の 走 光 性 が 逆転 する 点 (以下 
逆転 点 と いう ) は , 経過 時 間 あ る い は 温度 の 上 昇 と と も 
に 低 昭 鹿城 に 移動 する . また 散 光 下 に 保存 し て も 暗黒 の 
場合 と 大 差 な い . 一 定 温 度 で 水槽 の 一 方 向 か ら 光 を あて 
各 昭 度 に お ける miracidia の 分 布 を 見 る と , 30°C 2500 
Lux で は 80 % が 陰性 走 光 性 を 示し て D に 集 り , 照度 の 
低下 と と も に A が 増加 し , 50Lux で は A が 35 % と な り 
陽性 走 光 性 を 示す . すなわち 100Lux と 50Lux と の 間 
に 逆転 点 が ある . 同様 に 25°C : 500~250 Lux, 20°C : 
1000~500 Lux に 逆転 点 が あぁ ある. 15°C で は 500 Lux 以 
上 で 陽性 走 光 性 を 示し , 25 Lux で は 対照 と 差 が な い . 
10°C で は 走 光 性 は 認め られ な い . miracidia の 移動 の 
速度 は , 一 定 照 度 で は , 陰陽 性 に 関係 な く , 温度 に 比例 
する . 一 定 温度 で は , 1000 Lux を 境 と し , それ 以下 で 
は 照度 の 増加 と と も に 速度 増大 し , 1000 Lux 以上 で は 
著 明 な 増加 は 認め られ な い . 走 熱性 は 30°C を 中 心 に 集 
り , これ に 光 を あて る と , 温度 差 の な い 場 合 と 同様 な 動 
き を する . すなわち 15°~30°C の 範囲 で は , 5°C の 温 
度 差 の 場合 の 走 熱性 より , 走 光 性 の 方 が 優位 で ある . 重 
力 に 対し て は 陰性 走 地 性 を 示す , これ に 上 方 か ら 光 を あ 
て る と , 15°C で は 変化 な く , 20°~30°C に お いて は 
5000 Lux を 境 と し て , それ 以上 で は 陰性 走 光 性 が 陰性 
走 地 性 より 優位 と な り , それ 以下 で は 陰性 走 地 性 が 優位 
と な る . 宮入 に つい て の 川本 1954, 岡 1955, 岡 
本 1959 等 の 結果 と , 上 記 miracidia の 走 光 性 , 走 熱 
性 , 走 地 性 お よび それ ら 相 互 の 関係 に つい て の 結果 を 比 
較 す る と , その 行動 は 略 々 同じ パタ ー ン に 属し て いる . 
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( 問 ) ( 予 研 寄 生 虫 ) 安 岡 一 男 
1) 光 強 度 の 増減 は どの よう に し て な され まし た か . 
2) スラ イダ ッ ク で や つた と する と 光波 長 の 変化 が あ 
る と 思い ます が いか が で すか . 3) Aquarium に お ける 
Thermotaxis を 見 る 場合 の 温度 勾配 の 測定 方 法 は ? 4 
光 強 度 に よる 走 光 性 反応 速度 の 相 達 は どう し て 起 る と お 

考え で すか 

( ) 

1) スラ イダ ッ ク を 使用 し まし た . 2) 波長 に つい て は 
今回 は 考慮 し て ませ ん . 3) 水銀 温度 計 使 用 . 4) 直進 せ 
ず に ジグ ザク な 行動 の た め と 思わ れ ま す . 

( 問 ) ( 大 寄生 ) 川島 健治 

1) ミラ シ ジ ウ ム の 光 に 対す る 馴化 現象 は 見 られ ませ 
ん で し た か . 2) ミラ シ ジ ウ ム の 走 光 性 が 宮入 由 え の 侵 
入 機 序 に 関し て どの よう な 意義 を 持つ と お 考え で すか . 
3) 私 ども は 肺 吸虫 に お いて 同種 の 実験 を 試み て いま す 
が , pH と か 化学 物質 , その 他 の 濃度 勾配 が 重要 な よう 
で , 唯 今 御 発表 に な られ た 光 に 対し て も その Lux の 絶 
対 値 よ り も , その 値 の 差 が 重要 な 意義 を 持つ の で は な い 
か と 想像 され ます が 御 意 を 伺い た い . 

( 

1) 若干 ある よう で す が , は つき り 測 定 し て いま せん . 
毎回 新しい 材料 を 使用 し まし た か ら . 2) これ だ け の デ 
ー タ ー か ら は , 何と も いえ ませ ん . 3) 光 分 差 反 応 と い 
うべ き も の が 確か に 重要 で す . miracidium の 場合 は , 
一 方 向 か ら の 光 ( 走 光 性 ) と 光 分 差 反 応 と は , ほとん ど 差 
が あり ませ ん で し た が 今後 更に 追 完 し ます . 


81. 台湾 本 血 吸虫 に よる ミヤ イリ ガイ 感染 実験 の 
成功 に つい て 姜 沼 良 正 (406 医 研 ) : Y. HISHINUMA : 
Successful infection between Oncomelania nosophora 
and miracidia of a non human Schistosoma (Taiwan 


strain) 


日 本 住 血 吸 虫 台湾 株 は 人 体 に 感染 し な いと いう 徐 ら 
(1956) の 研究 報告 が あぁ あり, また 人 体感 染 例 も 報告 され て 
いな い . 1960 年 台湾 の 研究 所 と 406 医 研 と で 行 つ た , 有 
病 地 住民 約 2,000 人 の 調査 で も 日 本 住 血 吸虫 台湾 株 に 所 
患 し て いる と 思わ れる 者 は な か つた . 日 本 住 血 吸 虫 台湾 
株 は 他 の アァ アジア 地域 に 存在 する も の と 特に 明 具 な 形態 学 
的 な 相違 だ が な い に も 拘ら ちず 人 体 に 感染 し な いと いう こと 
は 興味 深い も の で ある . 私 は この 特異 件 に つい て , 二 つ っ つ の 
要素 が ある と 考え た . 一 つ は 発生 学 的 な も の で ある か ? 
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また も うー つ は その 特異 性 が , 中 間 和 宿主 , 中 に 左右 され る 
も の か ?, そし て 後者 の 立場 を 替え て 見 た の が , この 報 
・ 告 で ある . 日 本 住 血 吸 虫 台湾 株 ミラ シ ヂ ア は 容易 に ミヤ 
イリ ガイ に 感染 する . 第 1 代 で は 14.8 %, 第 2 代 で は 
23.1 % の 感染 率 で あつ た . 第 3 代目 に は ミヤ イリ ガイ と 
O. formosana の 両方 に 同じ 条件 で 感 湊 さ せ て 見 た . 果 
し て formosana に も どる か どうか?, 成績 は ミヤ 
イリ ガイ に 81.5% を 示し , OO. formosana に は 0.7 % 
の 感染 率 を 示し た . 中 の 死亡 率 は 両者 と も 約 56 % で あ 
つた . ここ で Hunter, Ritchie, Otori(1952) の 報告 を 見 
る と , 日 本 株 の ミラ シ ヂ ア は O. formosana に 0.8 % 
感染 し た と いつ て いる . そし て 両 地域 の 日 本 住 血 吸虫 は 
株 が 異 る た め だ と いつ て いる . 私 は , 台湾 株 は ミヤ イリ 
ガイ を 中 間 和 宿主 と し て いる 間 に , 本 来 の 特異 性 を 失い , 
再び , O. formosana に 感染 し 難く な り , 日 本 株 に 近く 
また は 同一 の も の と な り , 人 体 に 感染 し な いと いう 特異 
性 も 失う の で は な いか と 考え る . 補 体 結合 反応 の 結果 
も , 日 本 株 抗原 と 台湾 株 抗原 の 両者 に 陽性 反応 を 示し , 
日 本 株 抗原 に は や や 強い 反応 を 示し て いる . 日 本 住 血 吸 
申 の 台湾 株 と 日 本 株 の 相違 に よる 宿主 特異 性 は 中 間 宿 主 
中 に よ つ て 引き 起 さ れる 阻害 要素 が 大 き な 原 因 で ある と 
な の で す 


82. 日 本 佳 血 吸 虫 症 の 名 療 に 関す る 研究 5⑤) タン ニン 酸 
処理 赤 球 友 応 に つい て 重 房 ・ 沢 田 利 貞 ・ 永 
田 泰之 助 ( 群 大 衛生 ) : S. SATO, T. SAWADA & Y. 
NAGATA : Immunological studies on Schistosomiasis 
japonica V. On the hemagglutination reaction with 


tannic acid and antigen-treated red blood cells 


血 中 抗体 の 証明 法 と し て タン = ニン 酸 処 理 赤 血球 凝集 反 
応 が Boyden 等 に よ つ て 報告 され , その 後 Stavitsky 
や 他 の 研究 者 に よ つ て 詳細 に 検討 され た . 演者 ら は 日 本 
住 血 吸虫 症 に お ける タン ニ = ニン 酸 処 理 赤 血球 凝 集 反 応 に つ 
いて 種々 反応 条件 を 検討 し , 2, 3 の 知見 を 得 た . 方 法 
は Boyden 法 に 準じ た . すなわち , 羊 赤 血球 は タン = ニ 
ン 酸 処理 抗原 感 作 を 行 つ て 2.5 % 血 球 浮 海 液 と し , 処 
理 タ ン ニ = ニン 酸 深 液 は 純正 化学 の タン ニン 酸 を pH 7.2 生 
食 水 で 溶液 と し た . 感 作 抗原 は 虫 体 乾 燥 粉末 を pH 6.4 
生食 水 で 抽出 (Sonic disintegrator に よる 嘱 射 , 10 kc, 
30 分 間 , 冷却 遠心 沈殿 , 一 5°C, 1400 rpm, 30 分 問 , 上 
清 液 ) し た . 抗 血清 は 非 働 化 (56°C 30 分 間 ) 後 , 羊 
血球 に 対す る 異種 北 集 素 の 吸収 を 行 つ て , 1% 正 常 家 更 


血清 (また は 0.03 % 和 牛 血清 アル プ ブ ミ ン ) 加 pH 6.4 生食 
水 で 10 倍 稀釈 し た 後 こ れ を 倍数 稀釈 し た . 1) 赤血球 処 
理 タ ン ニ ン 酸 深 液 の 至 適 濃度 は 血球 の 洗 浴 お よび 血清 の 
1 % 正 常 家 血清 加 pH 6.4 生食 水 を 用 いた 場合 
は 1 : 20.000 で あり, 0.03 % 和 牛 血 清 ア ルプ ミン 加 pH 
6.4 生食 水 を 用 いた 場合 は 1 : 60,000 で あぁ つた . 2 赤 
血球 感 作 抗原 液 の 至 適 濃度 は 1 : 100 で あぁ つた . 3) 由 体 
抗原 免疫 (10 mg/ 回 , 2 回 / 週 , 3 週間 ) 家 兎 血清 の 凝集 反 
応 は 抗体 稀 林 640, 640, 320, 640; 160 倍 陽 性 で あり , 
同時 に 行 つ た 沈降 反応 は 抗原 稀釈 800, 1600, 1600, 800, 
800 倍 陽 人 性 で あぁ つた . 感染 免疫 (cercaria 数 100 令 /kg) 家 
更 血 清 の 凝集 反応 は 抗体 稀釈 320, 640, 320 倍 陽 性 で あ 
り , 同時 に 行 つ た 沈降 反応 は 抗原 稀釈 1600, 1600, 1600. 
倍 陽 性 で あぁ つた . 


83. Trichobilharzia ocellata (LaValette, 1855) Br- 
umpt, 1931 に 関す る 実験 的 研究 田中 実 ・ 千 頭 委 ・ 永 
田 秀 夫 ( 阪 医 大 病理 ) : M. TANAKA, A. CHIKAMI & 
H. NAGATA :: Experimental studies on Trichobilha- 
rzia ocellata (LaVallette 1855) Brumpt 1931 


鳥類 住 血 吸 Trichobilharzia ocellata (LaVallette 
1855) Brumpt 1931 の 成虫 , 卵子 , miracidium, cercaria 
お よび cercaria 育成 実験 に つい て は , 既に 第 29 回 寄生 
虫 学会 に お いて 報告 し た . 私 達 は , 更に 育成 cercaria 
を 育成 し て 住 血 吸 虫 成虫 を 得 た の で 生活 史 的 関連 性 お よ 
び 既 報 同 種 と の 検討 を 試み た . 隠岐 産 カ ル ガ モ Azas 
poecilorhyncha xzonorhyncha 腸管 より 分 離し た 
ocellata 卵子 の miracidium を 育成 し て 得 た cercaria 
を 無 感 染 飼 育 ア ヒル Anas poecilorhyncha domestica 
15 羽 に 経口 的 に 感染 せしめ , 感染 後 35 日 目 に 2 例 よ り 
雄 1 令 , 雌 2 生鮮 状態 に て 観察 計測 し た . 
雄 虫 は 体 細長 , 略 々 中 央 に 幅広 き 抱 雌 溝 を 備え る . 体長 
は 3.206 mm, 曲 吸 盤 , 腹 吸盤 を 有 し , 腹 吸盤 後方 に 精 
あり, その後 端 は 前 立 腺 , 生殖 口 と し て 抱 雌 溝 内 面 
前 端 略 中 央 に 開口 し て いる . 体 後半 に は 並列 せる 失 丸 49 
箇 を 人 算 子 . 曲 吸 盤 に 続い て 細い 食道 が あぁ あり. 腹 吸盤 や や 
前 に て で 分岐, 腸管 と な る . 腸 は , 精 論 直前 に て 結合 一 条 
と な り 体 後半 丸 群 の 間 を 後 走 し 体 て 管 に 
終る . 尾 端 は 鈍 円 を 示す . 雌 虫 は , 雄 申 より 細長 に し て 
全長 6.4mm, 吸盤 , 腹 を 備え , 盤 に 続い で 
食道 が ぁ あり, 腹 吸盤 直前 に て 分 岐 , 精 旗 後 端 よ りや や 前 
に て 腸管 に 移行 する . 腸 は 更に 後 走 し て 体 後 端 に て 盲 管 
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た に 終る . 腹 吸盤 の 直後 より 子宮 口 , 卵 形成 腔 , 卵巣 , 
受精 旗 , 更に 後方 に 卵黄 巣 が 体 後 端 に まで 認め られ る . 
卵巣 後 端 より 反転 前 走 す る 輸 卵 管 は 卵黄 巣 群 を 連ね て で 
前 走 す る 卵 黄 管 と 卵巣 の 直前 に て 合流 , 卵 形 成 腔 に 入 
る . 体 後 端 は , 確 虫 と 同型 を 示す . 卵子 は 特異 な 三日月 
型 の 形態 を 示し , 長径 0.210+0.0023 mm, 短 径 0.067 土 
0.0014 mm で ある . 本 育成 住 血 吸虫 で の 体制 は Brumpt 
(1931) が Cercaria ocellata (LaValette, 1855) より 育成 
し L し た T. ocellata, McMullen and Beaver(1945) が Ce- 
rcaria elvae Miller, 1923 より 育成 し た T. ocellata お 
よび 演者 ら の 報告 し た 隠岐 産 . oceZlata の 体制 と は 全 
く 一 致す る も の で ある . 計測 値 に お いて McMullen and 
Beaver の 記載 と は , 体長 に お いて 雌雄 逆 の 数 値 を 得 て 
いる が , これ は 発育 度 の 差 が 考慮 され る . これ ら の 事実 よ 
y Brumpt の Planorbis corneus $$ よび Lymnaea sta- 
gnalis より 遊 出 せる 育成 源 た る CC. ocellata, McMullen 
& Beaver, Lymnaea stagnalis より 遊 出 せる C. elvae, 
私 達 の Lymnaea japonica より 遊 出し , C. ocellata と 
同定 し た cercaria が 全く 同種 で ある こと が 確認 され , 
C. elvae Miller, 1923 は C. ocellata (LaValette, 1955) 
で あぁ る こと を 明らか に し た い . 


( 問 ) ( 千 大 医 動物 ) 横 川 宗 雄 
アヒル へ の 感染 方 法 に つい て 御 教示 下さ い . 
( 答 ) 


セル カリ ア の 和 宿主 感染 方 法 は 中 間 和 宿主 キモ ノア ラガ イ よ 
り 自然 遊 出 し た セル カリ ア を ピペット に て 史 引 , 経口 的 
に 感 し め ま した. 


84. 吸虫 類 幼 虫 の 排 溢 系 統 の 観察 方 法 小宮 義孝 ( 予 研 
寄生 虫 ) : Y. KOMIYA: The observation technic of 


larval digenetic trematodes 


吸虫 幼虫 , 取り わけ その cercaria, metacercaria 
生体 の 排 江 系 統 。 特 に その 燥 状 細胞 の 数 と 排列 状況 の 観 
宗 , 確認 は , その 種 の 決定 上 な ど に 重要 で ある . その 
観察 に 当 つ て は 次 の 事項 に 注意 する 必要 が ある . 1) 材 
料 の 撰 択 : cercaria の 場合 に は 原則 と し て 自然 遊 出し 
た 成熟 cercaria を 観 祭 の 対象 と する こと . 宿主 た る 巻 
内 を 破砕 し て 得 た cercaria に つい て これ を 行う 時 は , 
末 成 も の に つい て の 観 で ある 危険 が ある . 未成 
cercaria の 燈 状 細胞 の 数 と 配列 と は 成 競 cercaria の そ 
れ の ご ど と く 一 定 し て い ず , 後者 の 型式 と 異な る 場合 が あ 
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りう る . 燈 状 細胞 型式 それ 自身 が 未 発育 の 状態 に ある こ 
と が 有り うる か ら で あ る . metacercaria に つい て は その 
観察 に 先立つ て これ を 脱 豪 させ る 必要 が ある . 由 体 を 傷 
つけ な い 限 り 脱 坦 は 器械 的 に 行 つ た 方 が 観 祭 し 易い 躍 体 
が えら れる . 自然 状況 に お ける 脱 礁 を 模 し た 人 工 消 化 液 
の 利用 も 可能 で ある . また 標本 は 両者 と も , で きる だ け 新 
鮮 な それ に つい て これ を 行っ た 方 が 観 祭 し や ゃ や すい. 2 
標本 の 圧 平 . 排 洪 管 , 燈 状 細胞 等 は 虫 体 の 腹面 を 上 部 に 
し て 観察 し た 方 が 見 易い . それ ら が 腹面 近く 位置 する こ 
と が 多い か ら で あ る . 場合 こ に よっ つて は 腹 , 背 , 両面 より 
観察 する . また 貝 体 の 厚 さ を , 中 体 が 破壊 され な い 程 度 
に 十分 選 平 と な し , か つ そ の 移行 を で きる だ け 少 く 固定 
する 必要 が ある . 中 体 を 腹面 位 に 位置 させ る た め に は , 
まず カバ ー グ ラス 上 に 中 体 を メデ ィ ウ ム と と も に 取り , 
虫 体 が その 硝子 面 に 吸着 する を 待つ て , これ を 裏 返 え し 
ィ ウ ム と し て は 0.5 % 内 外 の 生理 的 食塩 水 を 用 いる と , 
排 洪 管 の 走行 が 明瞭 に な る よう で ある . 4) 由 体 の 固定 . 
スラ イド グラ ス と カバ ー グ ラス と の 間 の メデ ィ ウ ム の 液 
を , 忠 体 を 実体 解剖 顕微 鏡 ( 弱 拡 大 ) で 観 祭 し っ つつ, そ 
の 緑 よ り 濾 紙 で 吸引 し つっ つつ, その 厚 さ を 調整 する . 忠 体 
が 適当 な 厚 さ に な る と , 排 洪 管 が 明瞭 に 看 取 し うる . そ 
こ で , カ パ ー グ ラス の 周辺 を 熱し た ワ ゼ リン で 封じ , 貝 
体 を 固定 し つつ その 後 の 水 分 の 蒸発 を 防ぐ と , 貝 体 は そ 
の まま か な り 長 時 間 の 観察 に 耐え うる . 


何 か 色 素 を 吸収 させ て , 排 江 系統 に で て くる と いつ た 
方 法 で 見 られ ませ ん か . 

( 管 ) 


Alizarin な どの 生体 染色 が よい と いう の で 試し て 見 た 
こと が ある が , 必ず し も 無 染 色 生 鮮 標本 に 比 し て すぐ れ 
て いる と は 思わ れ な か っ つた. 

( 問 ) ( 阪 医 大 病理 ) 田 中 実 
1) Medium と し て 生食 を 用 いた 場合 の 生存 時 間 ? 
2) Medium と し て は 他 の も の , 例え ば 馬 血 清 を 用 いら 

れ た こと が あり ます か . 

( ) 

1) ぶつ う の 哨 乳 類 の 生理 的 食塩 水 を 用 いて も 生存 時 
間 に は 変り が な いよ う で ある . た だ 0.5~0.6 % の それ 
を 用 いた 時 より flame cell 等 の 識別 度 が や や 劣る よう 
で ある . 2) 選 血 清 等 を 用 いた 経験 は な い . 

( 問 ) (日 寄 研 ) 浅 田 順 一 

吸虫 類 排 洪 系 の 観 に つい て 私 の 経験 で は 体 が 
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死 し 変性 直前 が よい こと を 認め て お り ま す . コカ イン 液 
等 を お 使い に な り ま し た 成績 は いか が で 御座 いま すか . 

( 答 

虫 体 死 の 直前 に は flame cell の cilia の し ん 動 が 弱 ま 
る と と も に , 排 江 管 が 膨張 し た まま に な る の で 和 観察 が 行 
いや すい . ここ で の べた technic は , 第 1 に そう いう 5 う 状 
態 に で きる だ け 早 く 虫 体 を 持ち きた すこ と , 第 2 に そう 
し た 状態 を で きる だ け 長 時 間 持 続 せ し め る こと を 考慮 し 


た も の で ある . コカ イン 液 は 用 いた 経験 が な い . 


85. 大 平 肺 吸虫 の セル カリ ア が 第 1 中 間 宿 証 か ら 第 2 中 
間 宿 主 へ 移行 する 経路 に 関す る 実験 的 研究 吉田 幸雄 ・ 
宮本 正実 ( 京 府 医大 医 動 物 ) : Y. YosHIDA & M. MI- 
YAMOTO : Experimental studies on the invasion route 
of the cercariae of Para gonimus ohirai Miyazaki, 1939, 


into the second intermediate hosts 


大 平 肺 吸虫 の セル カリ ア が その 第 1 中 間 宿 主 で ある 上 貝 
内 に 生じ た 時 , これ が いか な る 径 路 で 第 2 中間 宿主 で あ 
る カニ に 侵入 し メタ セル カリ ア に な る か は 未だ 明らか 
で な く か つま た これ に 成功 すれ ば 大 平 肺 吸虫 の 全 生活 史 
を 実験 室内 で 完遂 で きる こと に な る . まず 野外 観 祭 の 結 
果 で ある が 1958 年 か ら 1959 年 に か け て 1 ヵ年 間 兵 庫 県 
円 山川 の 本 肺 吸虫 流行 地 に お いて 幼小 な ク ベ ミン ケイ に 
重点 を お いて メタ セル カリ ア 寄 生 率 を 調べ た と ころ , 甲 
殻 の 長径 5 mm 以下 の カニ = に 2.0 % な が ら 既 に 寄生 を 認 
め , 6~10 mm の カニ に は 14.5 %, 11~15 mm に は 46.2 
% と 幼小 な カニ に も 高い 寄生 率 を 示し た . この こと か ら 
セル カリ ア は カニ が 上 由 を 捕食 し た 際 に カニ に 移行 する と 
いう ぅ 感染 径 路 は 困難 の よう に 考え られ た . 次 に セル カリ 
ア は 上 中 か ら 自 然 に 水中 に 遊 出 する か どう か の 点 で ある が 
実験 的 に 感染 させ た ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ お よび ヨ 
シダ カワ ザン ショ リウ 計 20 個 を 1 個 宛 水 に 浸し た り 土 上 
に 置い た り し た と ころ , 土 上 に 置い た 場合 は 遊 出 を 見 な 
い が , 水中 に 投入 する 時 は 3 ~ 4 時 間 で 多数 の セル カリ 
ア が 水中 に 遊 出 し , これ は 感染 員 の 全て に 見 られ た . 次 に 
これ ら セ ルカ リア を 非 流 行 地 産 の クロ ベン ケイ に 感染 実 
験 を 行 つ た . 1 つの 飼育 器 に 7 匹 の カニ = を 入れ 同 容器 内 
に 名 数 の セル カリ ア を 投入 し た 場合 , 経口 感 湊 で あぁ つた 
か 経 皮 感 染 で あっ た か は 不明 で ある が 70 日 後 の 検査 で 
85.9 % に メタ セル カリ ア を 認め た . 次 で 経口 感染 (感染 
中 の 内 臓 を カニ = に 食わ せる ) に お いて は 54~65 日 目 の 検 
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査 で 5 匹 中 メタ セル カリ ア を 生じ た も の は な か つた の 
に 反し 経 皮 感染 (直径 15 cm の シヤ ー レ に 約 5mm の 深 
さ に 水 を 入れ この 中 に 約 500 隻 の セル カリ ア を 投入 し , 
この 中 に カニ = の 下腹 部 だ けが 浸る よう カニ を 固定 する . 
接 解 時 間 約 1 時 間 ) に お いて は 64~71 日 後 の 検 査 で 4 匹 
中 3 匹 (75%) に メタ セル カリ ア を 生じ た . その 数 は 各 
20, 5, 45 個 で 形態 的 に 成熟 メタ セル カリ ア で あり 白 婦 
に 与え た 所 成虫 を 生じ た . 以上 の 結果 か ら 大 平 肺 吸虫 の 
セル カリ ア は その 第 1 中 間 和 宿主 か ら 極 め て 容易 に 遊 出 し 
か つこ れ 等 は 第 2 中 間 和 宿主 に 経口 的 に 入 つ た 場合 より 経 


皮 的 に 侵入 し た 場合 の 方 が メタ セル カリ ア に まで 発育 し 


易い こと が 明らか と な り , この こと より 流行 地 に お いて 
幼小 な カニ から メタ セル カリ ア の 検出 され る こと も 理解 
で きる . 更に ここ に 大 平 肺 吸虫 の 全 生 活 史 を 実験 室内 で 
完遂 させ る こと が で きた . 
( 問 ) (丸大 寄生 虫 ) 宮 崎 一 郎 
経 皮 感 湊 の 場合 セル カリ ア は どこ か ら 侵 入 す る と お 考 
え そま 


( 管 ) 

や は り 甲 殻 の 間隙 や 脚 の 関節 部 等 か ら 侵 入 す る も の と 
考え て いま す . 

( 加 ) ( 千 大 医 動 物 ) 吉 村 和裕 之 


私 達 が 既に 見 て いる ウ 肺 吸虫 と 大 平 肺 吸虫 の セル カリ 
ア の mucoid-gland の 形態 的 比較 観 符 か ら そ の 第 2 中 腹 
宿主 へ の 移行 機転 に 興味 ある 示唆 を 得 た と 思わ れ ま す . 


86. モク ズ ガ ニ = ニ の 脱皮 と 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 運命 お 
よび モク ズ ガ ニ の カワ ニナ 捕食 に つい て 浜島 房 則 ( 丸 
大 寄生 貝 ) : F. HAMAJIMA : Notes on the metacercariae 
of Paragonimus westermani after ecdysis of Eriocheir 
Japonicus and the predatory habits of this crab on 


snails 


1960 年 9 月 25 日 福岡 県 築上 郡 槍 田町 真如 寺川 の 河 ロ 
より 約 2km 上 流 に お いて 脱皮 直後 の モク ズ ガ = ニ (脱皮 
前 の 甲 長 61 mm 甲 幅 69 mm, 脱皮 後 の 甲 長 71 mm 甲 幅 
78 mm) の 雄 を 捕獲 し た . この 河 で は 肺 吸虫 第 1 中 間 宿 
主として の カワ ニナ お よび 第 2 中 間 宿 主として の モク ズ 
ガニ が 棲息 し , モク ズ ガ ニ は 川 縁 に 孔 を 容 つ て 生活 し て 
いる . また この 地域 の モク ズ ガ ニー に お ける 肺 吸虫 メタ 
セル カリ ア 寄 生 率 は 1960 年 5 月 15 日 の 調査 で は 約 50 
% で , カワ ニナ に お ける 肺 吸虫 セル カリ ア 寄 生 率 は 1960 
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年 7 月 16 日 の 調査 で は 0.1 % で あぁ あつ た. そこ で メタ セ 
ルカ リア を 寄生 させ て いる モク ズ ガ ニ が 脱皮 し た 場合 , 
脱皮 に よ つ て メタ ル セ ル カリ ア が 失わ れる か 否 か を 本 脱 
皮 直 後 の モ クズ ガニ を 用 いて 検討 し て 見 た . その 結果 , 
この カニ = の 肝臓 お よび 筋肉 か ら 成 熟し た メタ セル カリ ア 
各 1 個 づ つ 検 出 で き た . 更に カニ = の 脱皮 機構 を 吟味 し た 
結果 , 新 ら し い 甲 殻 は 古い 甲殻 の 内 側 に 新生 され , メタ セ 
ルカ リア は 更に 新 ら し い 甲 殻 の 内 側 に 位置 する こと が 判 
つた . この よう な 組織 学 的 検討 か ら 錠 血 管 , 肝臓 , 筋肉 
な どい ずれ の 部 分 に 寄生 し て いる メタ セル カリ ア る も 脱皮 
に よっ つて 決し て 失わ れる も の で は な いこ と を 知り 得 た . 
また モク ズ ガ ニ の 巣 孔 付 近 に は カワ ニナ の 残 散 が 多数 見 
られ た . この こと は モク ズ ガ ニニ が カワ ニナ を 捕食 し て い 
る こと を 示す も の と 思わ れる . 試み に 1960 年 11 月 7 日 
より 12 月 6 日 まで 3 回 に わた つて (60x40x30 cm) 
内 に 甲 長 約 60 mm の モク ズ ガ ニ = ニ 6 匹 と カワ ニナ 100 個 , 
イシ マキ ガイ 20 個 を 同棲 させ て 見 た . と ころ が 10 日 間 
で モク ズ ガ ニ 1 匹 に つき 約 2 個 の 貝 を 捕食 する こと が 確 
認 さ れ た . この よう な モク ズ ガ ニ の カワ ニオ ナ 皇 食 習性 
か ら 考 察し て , 自然 界 に お いて も モク ズ ガ ニ = ニ に お ける 
肺 吸虫 の 経口 感染 を 考え て よい の で は な いか と 思わ ゎ われ 
る . 

( ) (日 寄 研 ) 浅 田 

肺 吸虫 の 中 間 宿 主 で ある モク ズ ガ ニ が カワ ニナ を 捕食 
する こと で , ツ エ ルカ リア の 感染 が 経口 的 と 御 解釈 に な 
つて お られ る 意味 で し ょ うか . 私 は 淡水 産 魚 中 類 を 中 間 
宿主 と する 吸虫 類 に つい て ツ エ ルカ リア の 相互 関係 を 観 
察し た 経験 に 基 ず く と 体 表 面 あ る い は 急 の 間隙 より 浸入 
する も の が 主 で あります 点 よ り 考 え 大 平 肺 吸虫 に つき 吉 
田 氏 が 只今 報告 され まし た ご と く 体 表 の 間隙 より 侵入 す 
る の で は な いで し よう か . 

( ) 

横川 氏 は 実験 的 に 経口 感染 を 報告 し て お り ま す の で , 
モク ズ ガ ニ の 捕食 習性 か ら 見 て 自然 界 に お いて も 経口 感 
染 が 起り うる と 考え られ ます . 経 皮 感染 に つい て は 未だ 
判り いま せん の で 今後 その 方 面 の 研究 を し て 見 た いと 思っ 
で て お 


( 加 ) 浅田 氏 に  ( 予 研 寄 生 虫 ) 小 宮 義 孝 


人 体 寄 生 虫 以外 の も の で 和 宿主 に 経口 的 に 採取 され て 感 
染 す る 事例 は , 多 く は な い が 存 在 す る . 例え ば Pticosome, 
Azigia の cercaria の 甲殻 類 , 魚類 へ の 経口 感染 事例 な 
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( ) 横川 氏 に ( 府 医大 医 動物 ) 吉 田 
甲殻 の 大 さ 1cm 前 後 の よ うな 小さ い モク ズ ガ ニ で も 
カワ ニナ を 捕食 で きる で し よう か . 


( ) ( 大 医 動物 ) 横 川 宗 

直接 カラ を こわ せな く て る も, 他 の モク ジ ガ ニ の 食べ の 
こし を 食べ る と いう 場合 も な いと は いえ な いで し よう . 
モク ジ ヅ ジ ガ ニ が カワ ニナ を 捕食 する 方 法 と し て 御 発 表 の 通 
り と 思い ます が , シナ モク ジ ガ ニ で は カワ ニナ の 体 部 を 
引き だ し て これ を 授 食 する と いう 報告 も あり ます . 

( 阪 大 ) 森 下 

モク ゾ ガ ニ は 成長 し た カワ ニナ で る も 捕食 し ます か . 

( 管 ) か な り 大 き な 貝 も 捕食 し ます . 


87. 沖 細 産 豚 か ら 得 られ た Paragonimus ohirai Mi- 
yazaki (大 平 肺 吸虫 ) の 卵 に つい て 一 色 於 萬 四郎 ・ 寺 内 
淳 ・ 村 保 ( 阪 医 ) 国吉 真 英 ( 保健 所 ) 大 
仲良 佳 (経済 局 者 産 課 糸満 町 駐在 ) : O. IssHIKI J. 
TERAUCHI, T. TOMIMURA, S. KUNIyoOsHI & Y. O- 
NAKA : Morphological observations on the egg of 
Paragonimus ohirait Miyazaki, 1939 found in swine 


in Okinawa 


1951 年 , 国吉 ら は 沖縄 本 島 糸 満 と 場 で 豚 の 内 臓 検査 を 
実施 の 際 。 一 土産 豚 の 肺 臓 に 肺 吸虫 の 寄生 を 認め , これ 
を 同島 に お ける 大 平 肺 吸虫 の 最初 の 感染 例 と し て 報告 し 
た . し か し , 同定 上 重要 な 皮 隷 , 卵巣 , 卵 な ど に 関す る 
記載 が 不 十分 で ある た め , は た し て 本 躍 が 大 平 肺 吸虫 で 
あぁ る か 否 か 若干 の 疑義 が 残さ れ て いる よう で ある . 今回 
報告 者 ら は 当時 の 採集 標本 , 特に 成虫 (2 隻 ) と 卵 100 
個 ) に つい て 形態 的 諸 性 質 を 検討 し た . 所 見 の 大 体 は 次 
の 通り で ある . 1) 皮 隷 は 虫 体 各 部 の も の が ほとん ど 状 
生 で , 卵巣 は 複雑 に 分 岐 し て いる . 2) 卵 の 大 き さ は , 
長径 79.0~94.0m (88.54 3.32 , 幅 径 44.0~57.0g 
(49.59 土 2.67 ) で ある . 3) 長径 / 幅 径 の 比 の 値 は , 運 
庭 1.5~2.0, 平均 1.73 で ある . 4) 幅 径 X100/ 長 径 の 
値 は , 運 庭 47.0~65.0, 平均 55.56 で あぁ る. 5) 小 著 幅 
径 は 18.0~26.0m (21.95 高 径 は 2.0~7.0g (4.19 
) で ある . 6) の 形 は 逆 6 %, 円 ま た は ダチ 
ョ ヨウ 形 26 %, 形 52 %, 紡 形 16 % で ある . 
最大 幅 部 で は 鞭 端 側 6 %, 中 央 部 43 %, 無 若 端 側 51 % 
で ある . 8) 卵 の 対称 的 の も の 72 %, 非対称 の も の 28 
% で ある . 9) 小 蓄 が 卵 体 に 対し て 傾斜 し た も の 36 %, 
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非 傾斜 の も の 64 % で あぁ る . 10) 卵 体 と 卵 蓋 の 接合 部 の 
平滑 な も の 6 %, 種々 な る 程度 に 隆起 し た も の 94% で 
ある . 11) 厚 さ は 部 1.5~3.0g (2.23 , 無 著 
端 部 1.5~4.0g(2.49 で ある. 12) 側 部 の さ の 
非 一 様 の も の は ほとん ど 認 め ら れ な い . 13) 無 著 端 に 小 
有する も の 72% ( 単 生 7%, 群生 33 %, 茎 32 
%), 不明 の も の 28 % で ある . 14) 卵黄 細胞 数 は 4~9 
個 で , 6~7 個 が 63 % を 占める. 15) 卵細胞 は 認め に 
くい も の が 多い が , その 位置 は が だ がい し て 姜 端 側 の も の が 
多い . 考察 : 皮 球 の 生え 方 , 卵 和 巣 の 形態 は ohirai-ilokts- 
uenensis 型 で ある . 卵 の 形態 的 性 質 を 一色 の 分 類 法 に 
し た が つて 検討 し た 結果 , 最大 幅 部 が 無 斗 端 側 に あり 緒 
形 の も の が 52 % で , 大 平 肺 吸虫 卵 ( 最 大 幅 部 が 無 著 端 側 
で 卵 形 の も の 55 %) に ほぼ 一 致し , 最大 幅 中 央 部 65 %, 
重 紡 氏 形 67 % の 小型 大 平 肺 吸虫 卵 と は 違 つ て いる . し 
た が つて 本 例 は 大 平 肺 吸虫 と 同定 で きる . 


88. 台湾 章 ド プ ブ ネ ズミ か ら 得 られ た 肺 吸 虫 , 特に 卵 の 形 
に つい て 保 ・ 寺 内 淳 ( 阪 府 大 農 医 ) 光 

台湾 大 医 和 虫 ) : T. TOMIMURA, J. TERAUCHI 
&].K. CHIU: Morphological observations on the 


‘egg of Paragonimus found in brown rats in Formosa 


台湾 は ウエ ステ ルマン 肺 吸 虫 の 浸 淫 地 と し て 古く か ら 
知ら れ , 同 中 に 関し て は , 中 川 幸 庵 ・ 横 川 定 博 士 を 初め 
先輩 の い 業 績 だ が ある が , 他 の 肺 吸虫 に つい て は 
調査 成績 が ほとん ど な く , し た が つて 知見 に 乏しい . 最 
近 , 報告 者 の 1 人, (宮崎 教授 の 御 指導 下 に カ 
ニ を 中 間 宿 主 と す る 吸 忠 類 に 関す る 研究 を 続行 中 ) は 台 
北 県 石門 郷 に て 捕獲 され た ドブ ネズ ミ (検査 数 24 頭 中 4 
頭 ) の 肺 臓 に ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 と は 明らか に 異 つ た 
肺 吸虫 を 証明 し た . 今回 , 報告 者 ら は 採集 標本 特に 成虫 
と 卵 た に つい て 形態 的 諸 性 質 を 検討 し , 大 体 次 の よう な 成 
績 を 得 た . 1) 皮 隷 は 忠 体 各部 の も の が ほとん ど 群 生 で , 
卵巣 の 分 岐 は 複雑 で あぁ る. 2) 卵 の 大 き さ は , 長径 の 運 
庭 67.0~84.0g, 平均 値 , 標準 偏差 76.11 3.61 幅 径 
の 41.0~58.0g, 平 均 値 , 標準 偏差 46.58 2.84 
で ある . 3) (長径 / 幅 径 ) の 比 の 値 は , 所 庭 1.3~1.9), 
平均 は 1.59 で あぁ る. 4) ( 幅 径 Xx 100/ 長 径 ) の 値 は 所 庭 
51~79%, 平均 は 60.96 % で あぁ る. 5) 小 径 は , 
庭 18.0~26.0 平均 22.8m, 高 径 は , 庭 2.0~6.0 
平均 4.41m で ある . 6) の 形 は 逆 卵 3%, 円 


形 ま た は ダチ ョ 形 31 %, 卵 形 61%, 亜 紡 4% 
不 整 1 % で ある. 最大 幅 部 で は , 側 3%, 中 
央 部 35 %, 無 革 端 側 62 % で ある .8) 卵 の 対称 性 で は , 対 
称 的 の も の が 76 96 で 断然 多い . 9) 小 著 の 卵 体 に 対す る 
傾斜 性 で は 傾斜 し た も の 29 %, 非 傾斜 の も の 71 % で あ 
る . 10) 卵 体 と 卵 蓋 の 接合 部 の 性 質 で は , 接合 部 の 平滑 
な も の 27 %, 種々 な る 程度 に 隆起 し た も の 73 % で , 隆 
起 し た も の が 多い . 11) 卵 明 の 厚 さ は , 側 部 が 迄 庭 1.5 
へ ~3.0g。 平均 1.97 無 端 側 は 平均 2.09 
zg で , 両者 間 に 顕 著 な 差異 が 見 られ な い . 12) 卵殻 側 部 
の 厚 さ の 一 様 性 で は 非 一 様 の も の は ほとん ど 認 め ら れ な 
い . 13) 無 著 端 に 小 球 を 有する も の 60 %, 不明 の も の 
40 %, 更に 前 者 の うち 単 性 の も の 19 %, 群生 の も の 15 
%, 茎 状 の も の 26 % で ある . 14) 卵黄 細胞 数 は , 4 ~ 
9 コ =, 平均 5.01 ココ で, 5~6 コ の も の が 68% を 占め て 
最も 多い . 考察 : 皮 隷 の 生え 方 な ら び に 卵巣 の 形態 は 
ohirai-iloktsuenensis 型 で ある . 卵 の 形態 的 性 質 を 一 色 の 
分 類 法 に し た が つて 検討 し た 結果 , 形 が 卵 形 の も の 61 
%, 最大 幅 部 が 無蓋 端 側 に ある も の 62 % で , 対照 の 大 
平 肺 吸虫 ( 55 %6, 最大 幅 部 端 側 55 %) に 概ね 
一 致し , 亜 紡 舞 形 67 %6, 最大 幅 中 央 部 65 % の 小型 大 平 
肺 と 違 つ て いる . 


89. ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の 新 し い 中 間 宿 主 宮崎 一 朗 
(丸大 医 寄 生 虫 ) 光 (台湾 寄 生 虫 ) : MIYA- 
ZAKI & J. K. CHIU: A new crab host of Paragoni- 


mus westermani 


私 達 は , 先 年 来 , 台湾 産 の 肺 吸虫 に つい て 再 検討 を 始 
め て いる が , ここ に 述べ る の は , 台北 県 深 寺 郷 で の 成績 で 
あぁ る. 同 地 の 渓流 で 採集 し た カニ について, ウェ ステ ル マ 
ン 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を 調べ た 成績 で は , モク ジ ヅ ガ 
ニ 163 中 128(78.59%6) に 。 また サワ ガニ 299 中 16 (5.49%6) 
に 認め た ほか , 台湾 名 を 「 紅 脚 仙 」 と よ 藤 カニ = の 152 中 
2 (1.3 %) に も , 同じ 幼虫 を 見 つけ た . 幼虫 の 寄生 数 は 
a の カニ で は , エラ に 1 匹 だ け で あつ た が 。b の カニ で 
は , エラ に 1 匹 , 筋肉 に 5 匹 証 明 す る こと が で きた . こ 
の カニ は Potamon 属 に は いる 種類 で ある が , これ まで , 
中 間 宿 主として 記録 され て いな か つた も の で ある . そこ 
で , 専門 家 で ある 三宅 , 酒井 両 博士 に 同定 を お 願い し た 
結果 , これ まで , 学界 に 報告 され た こと の な い カ ニ = ニ で あ 
る こと は , ほぼ 確実 に な つた . 近い 将来 , 新種 の 記載 が 
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行なわ れる 予定 で ある が , ここ に は , Potamon sp. と し 
て お く . な お , 台湾 産 サ ワ ガ ニ 科 の 既知 種 と し て は , ラ 
スバ パ バン サワ ガニ Potamon rathbani deMan, タイ ワン 
サワ ガニ Potamon formosana Parisi, サワ ガニ Potamon 
dehaani(White), シナ サワ ガニ Parathelphusa sinensis 
HH. Milne Edwards の 4 種 が 報告 され て いる が , 紅 脚 仙 
は , も ちろ ん , どれ に も 一 致し な い . 

( 加 ) ( 久 大 寄生 虫 ) 岡 部 浩 洋 

台湾 に も Potamon dehaani が いる の か . PP. parathe- 
Zphusa と の すみ わけ は な いか . 

( 加 ) ( 阪 大 ) 森 下 薫 

台湾 で 従来 "サイ ホイ ” を 呼ん で いる も の は サワ ガニ 
と 考え られ て いた が , 明らか に 別種 で ある . 終戦 後台 北 
の 私 の 教室 で これ を 新竹 州 の 南部 か ら 得 て 調べ る と , 感 
染 率 が 相当 に 高い こと を 認め た . 当時 同定 する と ころ ま 
で ゆか な か つた が , 動物 学者 は 恐らく 新種 で あろ うと い 
つて いた . これ と 只今 宮崎 教授 の いわ れる Potamon sp. 
と 同一 物 か 否 か いえ な い が , 今後 台湾 各地 で の 調査 を お 
願い し た い . 


90. 中 園地 方 の イタ チ と テン か ら 得 た 肺 吸虫 に つい て 

(続報 ) 加茂 買 ・ 西田 弘 ・ 初 鹿 了 ( 鳥 大 公 衛 ) 冨 村 保 
( 阪 府 大 獣医 ) : H. KAMO, H. NISHIDA, H. HATSU- 
SHIKA & T. TOMIMURA : On the lung fluke, Para- 


gonimus miyazakii found in Chugoku district, Japan 


中 国 地方 に お ける 各種 肺 吸虫 を 調査 研究 中 既報 の ご と 
く 山口 県 各地 で 捕獲 され た イタ チ お よび テン に , ケリ コ 
ッ ト 肺 吸虫 近似 種 の 寄生 を 認め た . その 後発 育 史 一 特に 
ま づ 第 2 中 間 宿主 一 の 完 明 に , イタ チ 皇 地 の 1 つ 
で ある 山口 県 岩国 市 大 呂 師 で 採集 し た サワ ガニ の 筋肉 お 
よび 肝 か ら 見 出し た メタ セル カリ ア を , ネコ な ら び に ゲ 
イコ ュ コク ネ ズミ に 各 20 試食 せしめ る こと に より , それ ぞ れ 
試食 後 約 76 日 , 84 日 目 に 16.2 の 成就 成 牛 を 得 た . これ 
ら の 成虫 の 圧 平 染色 標本 な ら び に 貝 卵 を 精査 し た 結果 , 
皮 球 が 弧 立 し て 生え て いる こと お よび 卵巣 が 複雑 に 分 岐 
し て いる 点 ケ リコ ッ ト 肺 吸虫 に 近似 し て いる が , 1) 第 
2 中 間 和 宿 主 の 種類 ・ 分 布 の 異な る こと , 2) 第 2 中 間 宿 
主 内 の 寄生 部 位 の 違い , 3) 卵 最 の 厚 さ が 違う こと , 
卵 の 大 き さ 特 に 短 径 に お ける 差 , 更に 5) ダイ コク ネズ ミ 
に 対す る 感受 性 の 差 な どの 諸点 で 区別 さ れる こと を 知 
り , 新種 「 宮 崎 肺 吸虫 」 と し て Yonago Acta Medica 
(Vol. 4 , No. 4) に 発表 し た . 今回 は メタ セル カリ ア の 
つい て し , 40 個 の 被 を 測定 し た が , 1) 円 
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形 の も の 29 個 に つい て : 外 膜 を 除い た 大 き さ , 426 a~ 
515 (平均 473.8g), 内 膜 の 厚 さ , 10.3 gm~27.3g ( 平 
均 19.5). 2) の も の 11 個 に つい て : 外 膜 を 除 
いた 大 き さ , 404.3 gz~485.1 gx441.0 gz~514.5g ( 平 
均 441.7 gmX472.3 内 膜 の 厚 さ 14.7 xm~29.4p (平均 
19.1), 3) 外 膜 の 残存 附 着 も る も の 11 に つい て : 厚 

さ 2.9g~29.4 15.9) で あぁ つた . 以上 に より, 
宮崎 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア は , 外 膜 が 非常 に 厚く 時 に 
内 膜 と の 問 に 更に も うー つの 薄膜 を 認め る こと が あり , 
外 膜 を 除い た 被 奉 も ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 お よび ケリ サコ 
ッ ト 肺 吸虫 に 比 し か な り 大 きい な どの 特徴 を 示す こと を 
知 つ た . 要する に , 宮崎 肺 吸虫 の 発見 は , 日 本 産 サ ワ ガ が 
ニ 寄 生 メ タ セ ルカ リア の 再 検討 の 必要 を 促す も の で あ 
り , 肺 吸虫 の 系 統 分 類 あ る い は 比較 生物 学 上 種 の 問題 を 
提起 する も の と 考え る . . 

( ) ( 大 医 動 物 ) 横 川 宗 

加茂 教授 に : 外 膜 の 状態 は , 筋肉 , 肝臓 内 いずれ の 部 
で も 同じ 状態 で し ょ うか . 

宮崎 教授 に : これ まで 住 賀 県 の イタ チ か ら の PP. kel- 
Zicotti を 直ちに ここ で 取消 し , 選 . mzyazakii と され る 
の は , も う 少 し 検討 され て か ら に し て は いか が で し よう 
か 

( 冬 ) 加茂 : 両 者 変り あり ませ ん . 

( 問 ) (日 寄 研 ) 浅 田 順 一 

1) 写真 下段 の ケリ コッ ト 肺 吸虫 卵 の 出所 を 御 伺い 致 
し た し . 2) 宮崎 教授 の 御 訂 正 は 横川 博士 の 御 意 見 の ご 
と く 今 暫く 保留 され 御 検 討 を 希望 致し ます . 

( 管 ) 

1) 千葉 大 学 横川 教授 が アメ リカ で 猫 に 実験 的 に 感染 
させ られ た も の を 御 好 意 に より 拝領 し た も の で す . 2 
演者 ら も 保留 を 希望 し ます . 

( 問 ) (日 研 ) 田 順 一 

メタ ツ エ ルカ リア の 腸管 蛇行 状態 は いか が で し ょ よう 
か 

( 管 ) 

詳し い 観 祭 は まだ で す が , 一 見 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 
お よび ケリ コッ ト 肺 吸虫 の も の と 変り が あり ませ ん . 

( 加 ) ( 阪 府 大 農 ) 冨 村 保 

横川 先生 に 対す る 答 宮崎 肺 吸虫 の 卵 に つい て , ケリ 
コッ ト 肺 吸虫 卵 の 卵 数 の 厚 さ は , 大 平 肺 吸虫 , 小型 大 平 
肺 吸虫 , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 ( 側 部 ) に 比 し 厚い 傾向 が 
あり ます . と ころ が 宮崎 肺 吸虫 で は , 非常 に 薄い 傾向 が 
あり . 卵 の 性 質 は 両者 間 に 明 ら か な 差 が 見 られ ます . し 
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た が つて , ケリ コッ ト 肺 吸虫 と 宮崎 肺 吸虫 と は 別種 で あ 

( 加 ) (丸大 寄生 虫 ) 宮 崎 一 郎 
ケリ コッ ト 肺 吸虫 は 1955 年 イタ チ か ら え て 私 が 報告 
し た も の で ある が , その 後 , 同じ も の が , 福岡 , 山口 , 
兵庫 県 か ら も 現われ て , 更に 山口 マメ タ セ ルカ リア を を 
て 実験 的 に 発育 させ た 成虫 と 全く 同じ も の で あつ た . し 
か し , わが 国 の リス ト か ら ケ リコ ッ ト 肺 吸虫 を の ぞ く こ 
と は , 更に 検討 し た 後に し た い 

( 加 ) ( 予 研 寄 生 虫 ) 小 全 孝 
種 の 決定 に は その 幼虫 (cercaria, metacercaria) の 形 
態 学 的 構造 の 比較 検討 が 重要 だ と 思う . 


91. Bitin に よる 肺 吸 虫 症 の 治療 実験 宮崎 一 郎 ・ 石 井 
洋一 ・ 中 川 英 二 ( 九 大 寄生 虫 ) 賃 文 三郎 ・ 人 竹屋 範 英 ( 九 
大 薬理 ) 林 栄 治 (赤江 療養 所 ) 古賀 敏生 ( 九 大 胸部 研 ) 

lL. MIYAZAKI, Y. IsHll, E. NAKAGAWA, B. NUKL, N. 
TAKEYA, E. HAYASHI & T. KoGA: Studies on the 
treatment of paragonimiasis with Bitin[2, 2”-thiobis (4, 


6-dichlorophenol) 


われ われ は , 昨年 か ら 肺 吸虫 症 に 対す る 2,2^-thiobis 
(4, 6-dichlorophenol) =Bithionol (Actamer, Bitin) の 
影響 に つい て , 動物 実験 , 薬理 学 的 考察 な ら び に 人 体 試 
用 を 行 つ た の で , その 成績 に つい て 述べ る . 動物 実験 : 
ダイ コク ネズ ミ (大 平 肺 吸虫 感染 ) 1 日 量 50, 100, 200 
mg/kg の 3 群 に つき 10~20 日 経口 投与 する こと に より 
虫 卵 の 消長 を 見 る と , 50 mg 和 群 で は 減少 また は 消失 を 見 
る が 再度 排 九 が 見 られ た . 100, 200 mg 群 で は 10 日 投 
与 に より 貝 卵 の 減少 , 後 消失 を 見 た . 100 mg 和 群 1 頭 に 
お いて は , 投与 後 31 日 後 誠 検 , 胸腔 内 に 1 匹 の 生存 忠 
体 を 認め 2 個 の 躍 放 腫 内 に は 忠 体 を 検出 し 得 な か つた . 
ネコ に つい て は , 50, 100 mg/kg の 2 和 群 に つき , 5 日 間 
投与 , いずれ る も 3 ~ 7 日 後に 急激 に 虫 卵 数 減少 し , 後 消 
失 , 50 mg 群 は 31 日 後 誠 検 , 虫 体 の 死 減 また は 生存 忠 
体 に お いて は , 若干 変性 を 認め , 子宮 内 に は 虫 卵 は ほ と 
ん ど 認 め な か つた . 100 mg 群 は 25 日 後 再び 排卵 が 見 ら 
れ , 50 日 後 誠 検 同様 の 所 見 を 認め , 腎 に 細 尿 管 上 皮 の 空 
胞 変性 を 認め る 外 は 媒 常 所 見 を 認め な か つた . 薬理 学 的 
実験 : Na 塩 に つい て 行 つ た と ころ , 皮下 注射 で は 100 
mg/kg の 大 量 で も 呼吸 , 血圧 に 著 明 な 作用 を 示さ ず , 
静 注 で は , 5 mg/kg で 心 運動 , 血圧 な ら び に 呼吸 は ほ 
と ん ど 変 化 な く , 10 mg/kg で は 心拍 停止 を 来 し た が , 


これ は 薬物 の 折 出 に よる も の と 思わ れる . 腸 運 動 に 対し 
て も 5 mg/kg の 静 注 で ほとん ど 作 用 は 見 られ な か つた . 
100 mg/kg の 皮下 注射 で は 呼吸 , 循環 器 に 対し て 認 む べ 
き 作 用 を 呈し な いこ と か らし て , 本 薬剤 の 呼吸 , 循環 器 
作用 は 極め て 弱い も の と 思わ れる . 人 体 治 療 成 績 : 14 例 
に つき per kg 30 mg (毎日 6 日 間 ), 50 mg ( 隔 日 5 回 ), 
40 mg ( 隔 日 7 回 を 1 クー ル , 後 7 日 休 薬 ) と し て 1~4 
クー ル を 実施 し た と ころ は 1 ~ 9 日後 に, また 
は 2>~6 日 後 消失 , 自覚 症状 の 好転 を 認め , 副作用 と し 
て 50mg 和 群 の 2 例 (成人 例 ) に 下痢 な ら び に 1 例 に 楽 疹 
を , 40 mg 3 クー ル 群 3 例 に 薬 疹 , 50 mg 群 1 例 に 浮腫 
を 認め た が , 血液 , 尿 所 見 E. K. G. 肝 ・ 堅 機能 に は 特 
記す べき 媒 常 所 見 は 認め られ な か つた . な お , 40 mg 衝 
2 クー ル 人 後に 1 例 の 再発 を 認め た 以外 は 再発 な く , 30 
mg 群 に お いて も 4 カ月 以上 虫 卵 の 排 洪 を 認め て いな 
い . 以上 の 成績 か ら , 動物 実験 に お ける Bitin 経口 投与 
に よる 虫 卵 排 洪 の 消長 は 不定 で ある が , 虫 卵 排 洪 の 消失 
また は , 作用 虫 体 に お いて は 死滅 , 変性 が 認め られ , 人 
体 例 に お いて は 現在 まで 全 例 に 再発 が 認め られ ず , 相当 
の 効果 が ある も の と 推察 され る . また 本 剤 の 呼吸 循環 器 
作用 は 極め て 弱い も の と 思わ れる . 


92. 肺 吸虫 及び 肝 時 に 対す る Bithionol の 作用 機構 に つ 
いて 横川 ( 大 医 動物 ) 村越 ・ 新 村 宗 敏 ・ 
上 節子 ・ 川 又 秀 子 (日 大 理工 薬学 ) : M. YOKOGAWA, 
Y. MURAKOSHI, M. NIMURA, S. KAWAKAMI H. KA- 
WAMATA: Pharmacological studies of Bithionol on 


Paragonimus ohirai and Fasciola hepatica 


動物 実験 お よび 治療 成績 は , Bithionol の 経口 投与 後 
二 三 日 で 産卵 数 は 顕著 に 低下 し , また , その 殺虫 作用 も 強 
いこ と を 示し た . そこ で その 薬 理 作 用 の 機 作 を 検索 し た . 
ま づ 生 合成 の energy 生成 源 の 阻害 すなわち Adenosine 
triphosphate 生成 の 低下 に 基く 可能 性 が 予想 され た の で 
酸化 的 燃 酸 化 反 応 に 対す る Bithionol の 関与 を 検討 する 
と , 2x10-sM の 低 濃度 に お いて 大 平 肺 吸虫 の homoge- 
nate, 肝 農 の mitochondria の P:0O を 著しく 低下 せ し 
むる 結果 を 得 た . な お , 本 反応 に お いて 2P の nucleo- 
tide 分 画 incorpolation を 確認 し た . 他方 フォ ス フ ォ 
モノ エス テラ ー ゼ の 阻害 作用 は 弱 か つ た . 次 に , 貝 体 代 
謝 産 物 で ある 考 物 の 著 積 に よる 可能 性 か ら , 過 酸 化物 分 
解 酵素 で ある catalase 作用 に 対す る 効果 を Eular Joese- 
phson 法 に より , peroxidase 活性 に お よ ぼ す 影 響 を Su- 


( 56 ) 


mner Giessing 法 に より 試験 せる も その 阻害 効果 は 微弱 
で あり amine oxidase 作用 に は 全く 影響 は 認め 得 な か 
つた . 蛋白 質 の 代謝 に 関係 する アミ ノ 酸 の deaminase, 
transaminase に も その 阻害 作用 を 認め な か つた . 

( ) ( 阪 大 研 伏 見 純一 
1) halogenated phenol 系 の 物 (-CH:-, -S- の 
bridge を 持つ た bis 系 の も の を 含め て ) に つい て る ゃ も 実 
験 され た で し よう か . -S- の 特異 性 が ある と お 考え で す 
か . 2) この よう な oillwater Parttion Coefficient の 高 
い 水 に 難 六 な も の が . cyst 中 の 虫 体 に どれ 位 の 濃度 で 

接触 し うる と お 考え で し よう か . 

( 管 ) 

1) G-11 は 比較 し て いま せん が , 全く 同一 作用 を 有 す 
る も の と 考え て いま す . 実験 は 致し て お り ま せん . phenol 
本 来 の 作用 の 増強 し た も の と 思い ます . 2) 50 mg/kg 2 
へ ~ 3 日 の 経 唱 投与 で 血 中 濃度 は 100 y/ml (Ca M/3,500 
と な つて いま すし , また Paragonimus westermani の 腕 


. の LDs;=140 万 x で 10-sM order の 低 濃度 で 有効 


な る こと が 示さ れ て いま す . し た が つて 貝 体内 に 取り こ 
まれ て いる 濃度 は 10?M よ り 大 きい こと は な いも の と 思 
いま す が , 本 実験 の 結果 は 10-*~10-$M で 十分 な る こと 
を 明か に し た 次 第 で す . な お 水 に insoluble と いつ て る も 
生体 に は lipid も あるこ と で すか ら 水 に 対す る 沙 解 度 だ 
け で 考え な く と も よい も の と 思い ます . 


93. 肺 吸虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 (3) Bithionol に 
よる 臨床 治療 の 遠隔 成績 横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 佐 野 基 
人 ・ 大倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ( 千 大 医 動物 ) 岩崎 基 ・ 弘 瀬 
宏 忠 ・ 重 康 牧 夫 (国立 高知 病院 ) : M. YoKoGAWA, H. 
YOSHIMURA, M. SANO, T. OKURA, M. TsUjl, M. I- 
WASAKI, H. HIROSE & M. SHIGEYASU : Studies on 
chemotherapy of paragonimiasis with Bithionol III. 
The follow-up studies for 6 months after treatment 


with Bithionol 


著者 ら (1960) は 先 に 13 名 の 肺 吸虫 症 患 者 に Bithio- 
nol(Bitin) に よる 内 服 治療 を 始め て 試み (40 な いし 60 
mg/kg 隔 日 分 3 食後 内 服 ), 治療 後 3 カ月 を 経過 する も 
全 例 と も 完治 し た も の の ご と くさく 再発 例 は 1 例 も 見 られ な 
か つた こと を 昨年 度 東 日 本 お よび 西 ・ 南 日 本 支部 大 会 で 
報告 し た . その 後 も 観 察 を つづ け て いた が , 現在 既に 6 
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カ月 以上 を 経過 する も な お 再発 例 は 1 例 も 見 出さ れ て い 
な い . 悪 らく 完全 治療 し た も の と 思わ れる の で , ここ に 
これ まで の 経過 を 報告 す る こと に し た い . 1) 貝 卵 検査 
成績 : 治療 前 お よび Bitin 内 服 中 は A.M.S. III 法 に よ 
る 遠心 沈殿 法 で 連日 便 内 卵 ( E.P.D.) を , また 内 
服 後 1 カ月 か ら 6 カ ヵ月 まで 同じ 方 法 で 1 ヵ月 毎 に 連続 3 
日間 の 状 便 に つい て 貝 卵 の 有無 を 検査 し た . その 結果 , 
2 な いし 5 回 (治療 日 数 で 4 な いし 9 日) の Bitin 内 服 に 
よ ょ つて 全 例 に 虫 卵 の 陰 転 を 認め , それ 以後 6 ヵ月 を 経過 
する る も 全 例 に 虫 卵 の 出現 を 認め て いな い . 2) 補 体 結合 
反応 成績 : 継 時 的 な 観察 の 可能 で あぁ あつ た 9 例 に つい て 江 
る と 治療 直後 に 1 例 , 1 ヵ月 後に 2 例 計 3 例 が 陰 転 し , 
その 後 5 ヵ月 の 検査 に お いて も 陰性 で あぁ つた . 他 の 6 例 
も 治療 直後 に 抗体 価 は 急激 に 減少 し , その 後 も 潤 減 する 
傾向 が 認め られ た . 3) レ 線 検査 成績 : 継 時 的 観察 の 可 
能 で ぁ あつ た 9 例 中 , 治療 直後 , 既に その 約 半 数 に 陰影 の 
消失 , 縮小 , 索 状 化 の レ 線 学 的 に 治療 な いし 治療 的 傾向 
と 考え られ る 変化 が 認め られ , その 後 時 日 の 経過 に 伴 つ 
て 消失 , 索 状 化 の 変化 の 認め られ る も の が 増加 し て い 
る . 陰影 の 種類 で は 浸潤 影 , 輪状 影 の 消失 は 比較 的 速 か 
で ある が , 結節 影 の 吸収 は 長期 間 を 要する 傾向 が 認め ら 
れ た . 4) Bitin 内 服 前 後に お け る 諸 検 査 成績 : 血液 検 
査 成績 で は , Bitin 内 服 後 も 赤 ・ 白 血球 , 血色 素 に は 著 


し い 質 的 , 量 的 変化 は 認め られ な か つた が . た だ , 好 酸 : 


球 で は 概して 治療 早期 に 減少 する 傾向 が 見 られ た . 肝 機 
能 検 査 な ら び に 選 検 査 成績 で は , いずれ る も 治 療 後 も 異常 
を 認め ず , 自覚 症状 で は 治療 前 に 認め た 血 療 は , Bitin 
の 内 服 開 始 後 早期 に 消失 し , それ 以後 再発 は 見 られ ず , 
また Bitin 内 服 中 に 見 られ た 軽度 の 下痢 軟便 傾向 , 腹痛 
悪心 , , 疹 様 発疹 の 諸 症 状 も 内 服 中 止 と と も に 
消失 し その 後 異常 を 認め な か つた . な お 3 例 に 心電図 に 
よる 検査 を 行 な つ た が Bitin 内 服 の 前 後に お いて 差異 を 


認め な か つた . 上 述 し た 6 ヵ月 の 遠隔 成績 か ら , 本 治療 


症例 の 13 例 は いずれ も 完全 治療 し た も の と 考え られ , 
治療 方 法 , 治療 効果 , な ら び に 副作用 の いずれ の 点 に 疹 
いて る も, Bitin は 塩酸 エメ チン , クロ ロキ ン 等 より も は 
る か に すぐ れ た 肺 吸虫 症 の 治療 剤 で ある こ と が 確認 で き 
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94. 肺 吸虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 (4) 大 平 肺 吸虫 
染 ラ ッ ト に 対す る Bitin, Emetine, 及び に Pararosani- 
Jine よる 治療 効果 の 比較 原田 ・ 沢 明 吉 村 
横川 宗雄 ( 千 大 医 動 物 ) : Y. HARADA, M. TAKIZAWA, 
_H. YOSHIMURA & M. YOKOGAWA :: Studies on che- 
motherapy of Paragonimiasis IV. Comparison of effica- 
cies of Bitine, Emetine and Pararosaniline against 


paragonimiasis ohirai of rats 


Bitin を 人 お よび 動物 肺 吸 虫 症 の 治療 に 使用 し て , 優 

た 効果 が あつ た こと と , 動物 肺 吸虫 症 の 治療 実験 に は 
大 平 肺 吸虫 感染 テット を 用 いる こと が 好都合 で ある こと 
等 に つい て は , 既に 演者 等 に よ つ て 報告 され て いる が 今 
回 大 平 肺 吸 中 感 拓 ラッ ト を 用 いて Bitin, Emetine, お よ 
び マ ン ツ メン 住 血 吸 虫 に 有効 と され て いる Pararosaniline 
の 3 者 に よる 治療 実験 を 試み , 種々 の 観点 か ら 比 較 検 討 
し た . いずれ の 実験 群 も 同一 条件 下 に 大 平 肺 吸虫 メタ セ 
ルカ リア を 各々 10 コ 宛 経口 投与 し た ラッ ト を 用 い , い 
ずれ も 感染 後 41~62 日 の 間 に 誠 検 し た . 治療 開始 の 時 
期 は 3 群 いずれ も 同一 時 期す な わ ち 感染 後 30~31 日 目 
か ら 開 始 し , 治療 回 数 は Bitin, Emetine, と も に 12 回, 
Pararosaniline で は 30 回 と し た . な お Pararosaniline 
で は 幼 忠 に 対す る 効果 を 見 る た め に 感染 後 12 日 目 よ り 
治療 開始 し た も の と , 感染 5 日 前 より 治療 開始 も る も の 
を 加え た . 投与 量 は Bitin で は 100 mg/kg を 隔 日 に 経 
日 投与 し , Emetin で は 0.08 % 塩 酸 Emetine 0.25 cc 
を 連日 後肢 筋肉 内 に 注射 する と と も に , Sulfazin を 100 
mg/kg の 割合 で 併用 内 服 せ し め た . Pararosaniline で は 
50 mg/kg を 連日 経口 投与 し た . 実験 例 数 は Bitin 群 7 
例 , Emetine 群 11 例 , te 群 で は 先述 の 順 
序 に し た が つて , 6 例 , 10 例 , 7 例 で 対照 群 は 14 例 で 
ある . 治療 効果 の 判定 は 害 検 に よる 病理 学 的 所 見 お よび 
虫 体 生 存 率 (投与 メタ セル カリ ア 数 に 対す る 生存 忠 体 数 
の 百分率 ) を 求め て 各 実 験 群 と 対照 群 の それ を 比較 し 
た . 由 体 生存 率 は , Bitin 群 10 %, Emetine 群 13.6 26 
Pararosaniline 群 で は それ ぞ れ 28.3 %, 56.0 9%, 48.6 
% と な つた . 対 群 で は 35.7 % で ある . 由 体 所 見 で は 
Bitin 和 , Emetine 群 と も に に お いて 減 崩壊 せ 
る 貝 体 が 多く , 胸腔 遊離 の 虫 体 と いえ ども 変性 過程 に あ 
る も の や ゃ や, 大き さ が 概 し て 対 照 の それ より 小さ く , 子宮 
政 巣 , 卵黄 巣 , 牽 丸 等 の 高度 の 変性 が 認め られ た . な お 病 
は 限局 し 部 の 肺炎 像 も に 比 し て 軽度 で あ 
つた が Emetine 群 で は 特に 油 滴 状 あ る い は 不正 形 の 媒 


型 卵 毅 の 散在 が 注目 され た . 副作用 を 見 る と , Emetine 
治療 群 で は 数 回 の 注射 後 か ら 下 痢 を きた す も の が 多く 体 
量 の 著しい 減少 (平均 一 頭 当 り 14g 減少 ) を 認め , 肝 , 
堅 等 に お いて は 脂肪 変性 等 の 退行 性 病変 が 著 明 で あつ 
た . これ に 反し て Bitin 群 で は 全く 副作用 を 認め ず 組 織 
学 的 に も 肝 , 堅 等 は も と より 卵巣 , 府 丸 等 に も 変化 は 認 
め ら れ な か つた . 本 実験 成績 か ら 肺 吸虫 症 に 対す る 各種 
薬剤 の 治療 効果 の 判定 に は 大 平 肺 吸虫 感染 テット を 用 い 
る こ と が 好都合 で あり , 大 平 肺 吸虫 成虫 に 対し て Para- 
rosaniline は 無効 で あつ た が Emetine-Sulfa 剤 併用 療法 
お よび Bitin で は 貼 々 同様 の 治療 効果 を 認め た が Bitin 
で は 副作用 が 少な く , この 点 に お いて る も 優秀 性 が 明らか 
に され た . 

( 加 ) ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) 尾 辻 義 人 
私 ども も 肺 吸虫 症 患者 に Bitin を 投与 , 著 明 な 効果 を 
認め た . 特に 血 中 濃度 に つい て 2 例 の 肺 吸虫 症 患者 に 
Bitin 50 mg/kg を 1 日 3 回 分 服 , 最後 の 服薬 後 8 時 間 
月 に 心臓 カテ ー テ ル 法 で 右 心室 血 , 肺動脈 血 , 肝 静 脈 血 
頸 静 脈 血 , 肘 静 脈 面 に つい て 血 中 濃度 を 測定 し た と ころ , 
第 1 例 で は 右 心室 血 : 114.6 /ce, 肝 静 脈 血 : 119.0 y/cc, 
静脈 血 : 120.6 r/cc, 肘 静 脈 血 : 156.5 r/cc, 第 で 
は 肝 静 脈 : 112.5 y/cc, 肺動脈 : 106.7 で あり , 
いずれ る も 100 y/cc 以上 の 高 濃度 を 維持 し て いる こと を 
知 つ た の で 追加 致し ます . 

( 間 ) 尾辻 氏 に  ( 九 大 寄生 虫 ) 石 井 洋 一 
1) per kg 何 mg 投与 され た も の で すか . 2) 血 中 濃 
度 の 測定 方 法 は どの よう な 方 法 で 行わ れ た か . 

( 管 ) ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) 尾 辻 義 人 
Bitin 50 mg/kg を 1 日 3 回 経 日 投与 で 与え , 最後 の 
服薬 後 8 時 間 目 に 血 中 濃度 を 測定 し た . 

( 加 ) 91~94 (兵庫 農大 ) 小 野 豊 
Bithionol は すでに 家畜 の 肝 蜂 症 , 条 虫 症 に 効果 が 認 
め ら れ , 1 年 半 ほ ど 前 か ら 使 用 され て いま す . この 際 問 
題 に な つて いる の は 肝 笑 症 邊 (乳牛 ) に 投薬 し た 場合 に , 
Bithionol が 乳汁 中 に 移行 する の で , 投薬 後 4 日 間 は 乳 
汁 の 使用 が 禁止 され て いる こと で す . 人 体 肺 躍 症 に 使用 
され る 場合 も , 同様 に , 乳 中 へ の 移行 の 有無 と , か か る 
母乳 を 小児 へ 与え る こ と の 可否 に つい て も 研究 され る よ 
う 望み ます -. 

( 加 ) 91~94 (丸大 寄生 虫 ) 宮 崎 一 郎 
厚生 者 の 許可 を うる た め に 肺 吸虫 研究 班 で 検討 し た 成 
績 を か ん た ん に . 61 例 に 用 いて , 早い の は 2 日 目 , 多く 
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は 1 週間 位 で ほとんど 卵 は 見 られ な く な つた . その 後 
6 カ月 13 名 , 3~4 カ ヵ月 15 名 ,2 月 余 16 名 ある が , 卵 
は 現われ て いな い . 副作用 も 大 し た こと は な いし , 人 体 
に 用 いて も , まず 心配 は いら ぬ の で は な いか と 思わ れ 


る . 


示 説 


95. さ ヤ イリ ガイ の 研究 (26) Oncomelania の 実験 室 
内 に お ける 喘 雄 別 成長 席 (1) 小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ( 巴 
研 寄生 虫 ) : Y. KomiyA & K. KoJjIMA : Studies on 
Oncomelania (26) The growth difference of Oncome- 
lania nosophora and O. hupensis, the vector snails 


of Schistosoma japonicum, bstween sexes 


Oncomelania spp. の 発育 途上 に お いて は , その 雌雄 
の 別に よ つ て その 発育 程度 が 異な る の で は な いか と いう 
凝 問 を 解決 する た め , 実験 室内 人 工 飼 育 環境 下 に お ける 
0O. nosophora と O. hupensis と の 成長 度 を それ ぞ れ 雌 
雄 別 に 観察 し た . 実験 材料 と 方 法 : 実験 材料 : 上 記 2 種 
で 実験 室内 飼育 成員 か ら 産 卵 解 化 し た も の で , 殻 長 約 2 
mm の も の を 使用 し た . 方 法 : 飼育 に は 中 型 ペ トリ ・ シ 
ャ ー レ を 用 い , 被験 員 は シャ ー レ に 各 1 個 づつ を 入れ , 
約 1 ヵ 月 ご と に その 殻 長 を 計測 し た . 雌雄 の 観 別 は 殻 長 
5 mm 以上 に 至っ つて これ を 行 つ た . 観察 期間 は 1958 年 
10 月 より 1959 年 5 月 まで で ある . 観 鶴 成 績 : Oncome- 
lania nosophora, O. hupensis と も に その いずれ に お い 
て も き ぁゃ の 成長 席 の 方 が 5 に くら べ て その 平均 値 は 一 般 に 
や や 高い 値 を 示し て いる . そし て この 雌雄 の 平均 値 の 開 
き は 両 種 と も に 飼育 約 3 ヶ月 後 , すなわち 殻 長 が 5 mm 
以上 に な る に し た が つて , それ 以前 の 時 期 に お ける より 
も へ だ た り が 大 きく な つて いる よう に 見 受け られ る . な 
お , 飼育 5 ヵ月 後に お いて は OO. nosophora は 殻 長 6 
mm 内 外 , O 〇 . hupensis は 一 般 に 前 者 より も 骨 長 が 概 し 
て や や 長く な る が , この 時 期 に お ける 雌 雄 別 平均 殻 長 の 
差 は 後者 に くら べ て 前 者 の 方 が 大 きい よう で ある . す な 
わ ち 前 者 に あつ て は 6 に くら べ て は 約 1.16 倍 の 殻 長 
を 示し て いる が , 後者 に お いて は これ は 1.08 倍 で あぁ る 
に 過ぎ な い . 
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96. ミヤ イリ ガイ の 温度 に 対す る 抵抗 性 に つい て 飯島 
(山梨 ) 杉浦 三郎 ( 昭 医 大 ) : T. IMA 
& SS. SUGIURA: Studies on temperature as the limi- 


ting factor for survival of Oncomelania nosophora 


ミヤ イリ ガイ の 活動 の た め の 適 温 の 範囲 は 概ね 10°C 
以上 28°C 以下 と いわ れ て いる が , これ が 生存 の た め の 
limiting factor と し て の 温度 の 範囲 は 未だ 十分 た し か 
め ら れ て いな い . 穫 者 あら は これ を た し か め る 目的 で 実験 
を 行い 次 の ご と き 成 績 を 得 た . 高温 に 対す る 抵抗 性 の 実 
験 は , 恒温 槽 (湿度 95 % 以 上 ) お よび 和 解 卵 器 ( 湿 度 65 
% 以 下 ) 内 に お いて それ ぞ れ 45°C, 40°C, 35°C お よび 
30°C の 温度 条件 の 下 で の ミヤ イリ ガイ の 生死 を 検 し た . 
45°C に お いて は 8 時間 以 内 に , 40°C に お いて は 24 時 
間 以 内 に すべ て の 貝 が 死亡 し た . 35°C に お いて は 10 日 
間 以 内 に すべ て 死亡 し た が , 30°C で は 全部 死亡 する に 
13 週間 を 要 し た . これ に より 同 由 の 生存 の た め の lim- 
iting factor と し て の 高温 の 域 値 は 35°C 前 後 と 推測 さ 
れる . また この 場合 , 35°C 以上 の 温度 条件 の 下 で は , 
由 の 環境 が 多湿 な 程 こ れ の 死亡 時 間 は 早く な る 傾向 が 看 
取 さ れ た . 一 方 , 低温 に 対す る 抵抗 性 に 関し て は , 冷 歳 
庫 を 用 い , 一 10°C, 一 5°C お よび 0°C ( 詩 差 は いずれ も 
土 1°C) の 3 段階 の 温度 条件 下 で ミヤ イリ ガイ の 生死 を 
検 し た . 一 10°C で は 1 時間 以 内 に , -5°C で 6 時 間 以 
内 に すべ て の 由 が 死亡 し た . これ に 対し 0°C で は その 
環境 の 湿潤 な 場合 に お いて は 7 週間 で 30 % 前 後 の 死亡 
に と ど ま つ た . これ ら に より , ミヤ イリ ガイ の 生存 の 
limiting factor と し て の 低温 の 域 値 は 0°C 以下 -5°C 
以上 と 考え られ る . この 場合 , 環境 の 乾湿 と , 中 の 死亡 
に 至る 時 間 と の 間 に 相 関 関係 は 認め られ な か つた . 


97. ミヤ イリ ガイ の 研究 (24) 剤 の 実験 室内 効果 
定 法 の 検討 (4) 及 び 性 別 と PCP-Na に 対す る 
性 と の 関係 保阪 幸男 ・ 安 岡 一 男 ・ 小 宮 義 考 ( 予 研 寄 
生 虫 ) : Y. HOSAKA, K. YASURAOKA & Y. KOoMIYA : 
Studies on standardized technic for testing the suscepti- 
bility of Oncomelania snails to molluscidies. IV. Rel- 
ation between the susceptibility of snails to PCP-Na 

and their shell length and sex 


ミヤ イリ ガイ 殺 上 中 剤 の 効果 判定 を 室内 で 行う 際 の 方 法 
に つい て 検討 し , すでに 3 回 に と わた り 報 告 し た が , 今 還 
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は 特に 試験 に 用 いら れる 材料 と し て の ミヤ イリ ガイ の 
性 別 お よび 殻 長 別 に より 殺 躍 剤 に 対す る 感染 性 に 相違 が 
ある か どう か に つい て 検討 し た . 実験 方 法 : 1) 山梨 県 
の よ り 集 し た ミヤ イリ ガイ を 長 3.4 mm 以下 
3.5~4.9 mm, 5.0~6.4mm お よび 6.5mm 以上 の 4 
つの グル ー プ に 分 け , 各 グ ルー プ 毎 に 各種 濃度 の PCP- 
Na を 直接 浸漬 法 世に より 作用 させ た . 2) 前 記 同 様 採 
集 し た ミヤ イリ ガイ を 橋本 (1958) の 雌雄 判別 法 に より 雌 
雄 を 分 け , 各々 に 各種 濃度 の PCP-Na を 直接 浸漬 法 
に より 作用 させ た . 成績 : 毅 長 に より 4 段階 に 分 けら れ 
た ミヤ ャ イリ ガイ の PCP-Na に 対す る 感受 性 は 50 % 致 死 
量 (LD;s)) より 見 れ ば 次 の よう で ある . 骨 長 3.4mm 以 
下 の 由 は 約 0.16 ppm, 3.5~4.9 mm の 上 貝 約 0.24 ppm, 
5.0~6.4 mm の 貝 約 0.21 ppm, 6.5 mm 以上 の 上 貝 は 約 
0.31 ppm で あぁ つた . 性 別 と PCP-Na に 対す る 感受 性 は 
LD;。 より 見 れ ば , 雄 の 貝 の それ は 約 0.25 ppm で あり , 
雌 の 貝 で は 約 0.43 ppm で あつ た . 以上 の 成績 より , 毅 
長 と PCP-Na に 対す る 感受 性 の 関係 に お いて は , 骨 長 
の 小さ いも の は それ が 大 きい も の より や や 高い 感受 性 を 
示し , また 性 別 と PCP-Na に 対す る 感受 性 の 関係 に お 
いて は , 雄 は 雌 よ りや や 高い 感受 性 を 示す と 考え られ 
る . これ ら の こと より 殺 上 躍 剤 の 効果 判定 試験 に あ た つ て 
は , その 材料 と し て の ミヤ イリ ガイ は 一 定 の 殻 長 の も の 
を 用 いる こ と が 望ま し い が , 橋本 に と よれ ば 殻 長 8 mm 以 
上 の 上 貝 は 雌 が 多い と いう こと な ど よ り , 一 定 の 殻 長 を と 
る 際 に お いて も, 雌雄 の 比率 が 試験 毎 に 変る こと が な い 
よう 注意 する 必要 が あろ うと 思わ れる . 


98. ミヤ イリ ガイ の 研究 (25) 人 錠 優 ミヤ イリ ガイ の グリ 
コー ゲン の 変動 柳沢 十 四 和男 ( 予 研 寄 生 虫 ) : T. YANA- 
GISAWA : Studies on Oncomelania nosophora (25) 

Changes in glycogen content of snail soft tissue duri- 


ng starvation 


筆者 は 既に 人 ミヤ イリ ガイ の 自家 に お よ ぼ す 
を 報告 し た . すなわち 上 の 呼吸 は より 抑制 さ 
れ , 再び 米粉 を 与え る こと に より 全く 回 復 す る こと を 報 
告 し た . 今回 は か か る 鱗 務 に よる 自家 呼吸 の 抑制 が いか 
な る 機構 に よる か を 解明 する た め に その 主要 エネ ルギー 
源 と 考え られ る glycogen の 幅 組 織 含 量 を 追 完 し た . 用 
いた 貝 は 山梨 県 産 , 6.5~8.0 mm の 殻 長 を 有する 成 中 
で , 植木 鉢 に 棲息 場 土壌 を 計り , 脱 クロ ョ ロー ル 水 道 水 と 米粉 
: を 以 て 対 を 飼育 し , 実験 は 米粉 を 与え ず 他 は 


対照 群 と 同一 条件 に 置い た . 3 週間 後 実験 群 は 再び ペ ト 
リー 皿 中 で 米粉 を 与え , 一 部 は ペトリ ー 皿 中 で 水分 の み 
を 十分 与え て 米粉 再 投与 の 対照 群 と な し た . 米粉 再 投 与 
は 10 日 間 之 を 継続 し た . 此 の 間 一 定時 間 毎 に 軟体 組織 
中 の glycogen を Carrol et aZ. (1956) の 法 に より 光電 比 
色 計 に より 測定 算出 し た . 人 の glycogen 量 は 
時 間 の 延長 に 伴 つ て 減 し , 週 後 に は 対照 


約 60 % に まで 減少 する . 一 方 対照 中 は 平均 70.77 gam- 


ma/mg fresh weight を 示し て いた . 米粉 再 投与 の 実験 
で は 再 投与 後 4 日 に は 既に 対照 群 の それ の 92 % に まで 
回 復 し て いた . すなわち glycogen 消失 は 米粉 
の 再 投 与 に よ つ て 迅速 に 回 復 す る こ と が 認め られ た . 次 
に glycogen 測定 の 時 に 用 いた 三 塩化 醒 酸 抽 出 液 中 の 
ethanol 沈殿 物 を 硫酸 に て 加水 分 解 し これ の 中 に 含ま れ 
る 糖類 の 検索 を paper chromatogram 法 に より 行 つ た 
が 硝酸 銀 陽 性 物質 は glucose 以外 に は 全く 認め られ な か 
つた . すなわち ほとん ど が glycogen で あぁ つ て 他 の 淡水 
内 で 認め られ た galactose 等 は 検出 来 な か つた . 次 に 鱗 
飯 は 内 の 組織 重量 の 減少 を きた すこ と が 判明 し た . 今 
飼 3 週 後に お ける 上 貝 軟体 部 生鮮 重量 / 殻 長 の 値 を 比較 す 
る と 対照 約 80 % で あぁ つた . この 生鮮 重量 
の 差 は 先 に 測定 し た glycogen 量 の 消失 量 と 比較 する と 
生鮮 重量 の 約 リ リ 。 を 説明 出来 る に 過ぎ な か つた . また 上 貝 の 
閥 塊 中 お よび 米粉 中 に お ける Anthrone 陽性 物質 の 測定 
穫 を 行い , これ 等 の 中 に 含ま れる Anthrone 陽性 物質 が 
無視 で きる 程 に 微量 で ある こ と も 判明 し , 上 記 結 果 と 併 
せ て の 消 費 量 の 減少 は 因子 と し て , その 
組織 中 glycogen 量 の 減少 と より 起り , また 米粉 再 投与 
に よる 抑制 0: 量 の 回 復 も また 減少 glycogen 量 の 回 復 に 
よる も と と 思わ れる . 更に その 脂質 お よび 炭水化物 の 代 
謝 等 は 検討 中 で ある . 


99. 日 本 佳 血 吸 虫 病 の 肝 機 能 に つい で 倉田 誠 ・ 織 田 卓 
五郎 ・ 佐野 栄治 ・ 野 守正 司 ( 久 犬 倉田 内 科 ) : M. 
KURATA, T. ODA, E. SANO & M. NOMORI: Studies 


on the liver function in Schistosomiasis japonica 


私 ども は 肝 バ イオ プシ ー に て 診断 し 得 た 日 本 住 血 吸 忠 
病 患者 40 名 の 肝 機 能 検査 を 施行 し 次 の 結果 を 得 た . 血 
清 総 重 白 量 で は 正常 値 を 越え る も の が 少数 見 られ , 血清 
看 白 像 に お いて は アル プ ミ ン で は 正常 値 の 下界 , 3 g/dl 
以下 の も の が 4 例 あ り , er, wz, 8- グ ロブ リン は ほとん ど 
全 例 正常 で , - グ ロブ リン は 正常 値 の 上 界 2 g/dl 以上 に 
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増加 し た も の が 12 例 で , A/G は 1.0 以下 が 9 例 に 見 ら 
れ た . 懇 質 反応 に つい て 見 る と 高田 反応 陽性 は 全 例 の 約 
リグ ゲロ ョ ロス 反 応 は 陽性 が 約 */: に 認め られ , 塩化 コバ ルト 反 
応 で は R。 以上 の 右側 反応 を 示す も の が 7 例 あ ちり , クン 
ケル 試験 で は 約 */:, チモール 混濁 試験 で は 約 */; が 病 的 で , 
また ブロ ョ ローム サル ファ レン 試験 で は 8 例 が 陽性 で あつ 


100. Astiban (antimony dimercaptosuccinate) に よる 
日 本 佳 血 吸 虫 症 の 治療 大 田 秀 浄 ( 山 梨 衛 研 ) :S.OTA: 


Treatment of schistosomiasis with Astiban 


Astiban (antimony dimercaptosuccinate, sodium salt) 
に より 日 本 住 血 吸虫 症 の 家 束 , 外来 患者 , お よび 集団 治 
療 試 験 を 実施 した. 1) 動物 治療 試験 は 本 剤 全量 100mg/ 
kg 5 日 療法 , また 全量 150 mg/kg 10 日 療法 は 殺虫 効果 
を 認め た . 2) 外来 患者 成人 5 例 に 全量 26~38 mg/kg の 
筋 注 4 ~6 日 療法 と 11 例 に 全量 29~49 mg/kg 7 ~10 
日 療法 の 筋 注 また は 静 注 を 実施 し た . 3) 副作用 は 4~ 
6 日 療法 の 5 例 に 嘱 気 , 嘱 吐 あり , その 他 食 不振 , 頭痛 , 
頭重 , 修 意 感 , 下痢 , 発疹 , 熱 感 等 を 認め , 10 日 療法 の 11 
例 は 8 例 に 嘱 気 , ある い は 嘱 吐 あり , その 他 10 例 に 食 
不振 , 腹痛 , 頭痛 , 頭重 , 修 意 感 , 下痢 , 発疹 , 熱 感 , 関節 
蒲 等 を 認め , 11 例 中 5 例 は 副作用 の た め 7 ~ 9 日 療法 に 
て 中 止 し た . 4 4 へ ~6 日 療法 の 5 例 の 内 2 例 は 3 ヵ月 後 
虫 卵 陽性 , 7 ~ 9 日 療法 の 5 例 の 内 1 例 は 2 ヵ月 後 よ り 
楊 性, 10 日 療法 の 6 例 は 全 例 3 ヵ月 後 陰性 . 5) 32 名 の 
中 学 学童 に 集団 治療 を な し , 1 回 量 4mg/kg 10 日 連続 
注射 療法 を 実施 . 6) 1 和 群 静 注 単 独 8 名 , 2 和 群 静 注 + チ 
オク タン 25 mg 使用 8 名 , 3 和 君 筋 注 単 独 8 名, 4 和 群 筋 
注 寺 チオ クタ ン 25 mg 併用 8 名 の 4 群 と し た が , 特に 
併用 群 の 副作用 は 軽減 せ ず . 7) 32 名 中 4 mg/kg を 10 
回 終了 し た も の は 31 名 中 7 名 , 他 は 3.5~3.0 mg/kg に 
加 作用 の た め 減 量 し た . 8) 1 和 群 は 33.0~50.0 kg 全量 
1.3~1.8g, 2 群 は 29.0~50.5kg 全量 1.2~1.9g, 3 
群 は 33.0~54.5 kg 全量 1.3~2.05 g, 4 群 は 42.5~ 
64.0kg 全量 1.04~2.08g で あぁ つた . 9) 副作用 は 32 
名 中 28 名 に あり , 副作用 発現 者 の 内 , 嘱 気 100 %, 食 
不振 92.1 %, 吐 78.6 %, 頭痛 46.4 %, 全身 14.3 
%, 腹痛 7.1 %, 頭痛 , 下痢 3.6 % で あつ た . 10) 副 作 
用 の 発現 注射 回 数 は , 平均 1 群 6.5~10 回 , 2 和 群 7.4~ 
9.3 回 , 3 群 4~9.3 回 , 4 群 5.5~10 回 目 か ら 何 ら か の 
時 作 用 が 発現 し た . 11) チオ クト 酸 100 mg の 併用 は 嘱 
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気 , 嘱 吐 に 対し , 一 時 的 に 効果 を 認め た . 12) 閥 便 中 の 
虫 卵 陰 転 率 は , 終了 時 56.3 %, 10, 20 日 後 と も に 100 
%, 30 日 後 90.6 %, 40 日 後 96.8 %, 60 日 後 17/22 
(77.3 %) で ぁ つ た. 13) 本 症 に 対し , Astiban 4 mg/kg 
前 後 , 10 日 療法 は 治療 効果 は あぁ る が , 副作用 の み は 
Stibnal と 同様 に 現われ る も , 本 症 治 療 の 短期 治療 の 目 
的 は 達せ られ る と 考え る . 


101. 大平 肺 吸虫 第 1 中 間 宿 主 カ イ 類 の 比較 研究 (3) 
川島 健治 郎 ・ 多 田 功 ( 九 大 寄生 虫 ) : K. KAWASHIMA 
& I. TADA: Comparative studies on the snail hosts 
of Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939 (3) 


大 平 肺 吸虫 Paragonimus ohirai の ミラ シ ジ ウ ウム ( 以 
下 M と 略 ) の 宿主 選択 に 関す る Assiminea 属 カ イ 類 と M 
と の 相互 の 条件 に つい て は , 本 研究 の 第 1 報 お よび 第 2 
報 で 報告 し , M の 宿主 選択 の 条件 は 生態 的 に 規定 され る 
こと を 述べ た (第 29 回 寄生 躍 学会 総会 , 第 13 回 寄生 中 
学会 南 日 本 支部 大 会 ). 今回 は , 宿主 体内 で の 発育 , す 
な わ ち 『 感 染 』 の 成立 の 条件 を 明らか に する 前 段階 と し 
て , カワ ザン ショ ウ ガ イ 4A. japonica( 以 下 4.j と 略 ) 
と アズ キ カ ワ ザン ショ ッ リウ 4. Zatericea miyazakii (BA 下 
A.Z.m. と 略 ) の 2 種 の カイ に M を 実験 的 に 侵入 させ , そ 
の 後 , これ ら カ イ 類 を 好適 条件 に お いて 飼育 し , 感染 状 
況 を 比較 観 宗 し た . 好適 飼育 条件 に つい て は , 第 2 報 で 
も 触れ た が , 各種 カイ 類 の 至 適 NaCl 濃度 (4.: は 0.6 
%, A.Z.m. は 0.4 %) の 水落 液 で 飼育 を 行い , サイフ オ 
ン を 利用 し て 水位 の 調節 飼育 箱 内 の 清浄 化 な ど が で き 
る よう に し た . また , 飾 と し て は , サツマ イモ の 輸 切 , 
野菜 , 濾紙 片 。 ウサ ギ , ネズ ミ の 固 型 館 料 な ど を 用 い 
た , この 状態 で , 4.. は 約 3 ヵ月 後に 72 % が 生存 し , 
従来 の 生存 率 に 較べ る と 1.5 倍 か ら 数 倍 の 増大 を 見 た . 
更に , 感染 率 は 5.6 % で , 吉田 ら (1959) の 成績 2.0 % よ 
り 造 か に 高い 値 を 示し , 好適 条件 に お いて 4.j は 感染 
率 も 増大 する こと が 明らか と な つた . 次 に , 4.4. で 
は , 約 3 カ月 後に 87 % が 生存 し , 従来 の 生存 率 22 % に 
較べ る と 極め て 良好 な 条件 で あつ た と 考え られ た . し か 
し , セル カリ ア の 見 出さ れ た 個体 は 全く な く , 感染 率 は 
0 % で あぁ つた. これ ら の こと か ら , 4.j. に 対し て は , 自 
然 界 で M の 侵入 の 機会 が ぶ あ れ ば 感染 の 成立 する 可能 性 も 
大 きく , 高 率 に 実験 感染 の 成立 する ムシ ヤ ャ ドリ カワ ザン 
ショ リウ 4. parasitologica と A.j. と の 差 は 量 的 な も の 
で ある と 思わ れる が , 4.4m. は 全く 感受 性 が な く ム シ 
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ヤ ャ ドリ カワ ザン ショ ウ と は 質 的 に 異 つ て いる も の で ある 
こと が うか が われ た . それ ら の 生理 学 的 意義 に つい て は 
更に 追究 中 で ある . 


102. 肺 吸虫 成虫 の 代 関す る 研究 (DTCA 回 に 関 
する 研究 多田 功 ・ 川 島 健治 郎 ・ 浜 島 房 則 (丸大 寄生 虫 ) : 
lI. TADA, K. KAWASHIMA & F. HAMAJIMA : Studies 
on the metabolism of adult lung fluke (1) On the 


TCA cycle of the adult of Paragonimus westermani 


われ われ は 寄生 虫 の 中 間 宿 主 特異 性 お よび 臓器 特異 性 
を 追究 する た め に , 従来 Paragonimus ohirai と その 
第 1 中 間 和 宿主 で ある Assimznea 属 カ イ 類 と を 材料 と し 
て 用 い , 主として 生態 学 的 な 研究 を 続け て きた (川島 ・ 
多田 第 29 回 日 本 寄生 躍 学会 1960, 第 13 回 同 会 南 日 本 支 
部 大 会 1960. 第 30 回 同 会 総会 1961). これ に 関連 し て 
臓器 特異 性 を 解明 する た め , 肺 組 織 と いう ぅ 好 気 的 な 環境 
に 寄生 し て いた 有 P. westermani( 以 下 PP.w. と 略す ) の 
代謝 殊 に TCA 回 路 の 問題 を 取り あげ た . 実験 に 用 いた 

PP.w. は 猫 に メタ セル カリ ア を 経口 投与 し 3 月 後に 取り 
出し た 成虫 を 生理 的 食塩 水 で 洗 浴 し 体腔 液 を 除い て 衝 量 
し , 80~140mg の スラ イス と し て 測定 に 供し た . Wa- 
rburg 検 圧計 器 の 主 室 に は Robinson 氏 深 液 1.0ml, リ 
ン 酸 緩衝 液 (pH 7.4) 0.5, 基質 (0.1M) 0.2, 副 室 に は 
発生 し た CO。 を 吸収 する た め KOH(20 %) 0.2 を 入れ 
30°C, 30 分 振 と うし QO2 値 を 求め た . その 結果 , gluc- 
osc, fumarate, alpha-ketoglutarate で 基質 添加 に よる 
QO。, 値 の 上 昇 を 認め た が , citrate の 影響 お よび Malo- 
nate に よる succinic dehydrogenase の 阻害 効果 に つい 
て は 明らか で な か つた . すべ て の 寄生 虫 は 好 気 的 条件 下 
で , OO: 吸 収 を 示す こと が von Brand に より 指摘 され て 
いる が , TCA 回 路 に 関し て いえ ば , Trichomonas や 
Trypanosoma で は 一 般 に これ の 存在 が 香 定 され て い 
る . (Willens, 1942). し か し 同じ 原虫 類 で ある Plasmo- 
dium に お いて は 存在 が 証明 され て いる こと (Speck et 
al【., 1942) は 映 虫 類 の 多く の も の で これ が 存在 する 事 と 
考え 併せ て 見 る と , 種 の 進化 や 宿主 え の 親 和 性 と いう 寄 
生 現 象 の 質 的 側面 を 考察 する 際 に , TCA 回 路 ガ が ガー つの 
指標 と 成り 得る 点 で 興味 深い . 今回 の 実験 結果 か ら Pw. 
に TEA 回 路 が 存在 する で あろ うと 考え られ る が , その 
好 気 的 酸化 過程 か ら 直 ち に ww. の 肺 選 択 性 と 結び つけ 
て 考え る に は 至ら な い . けれ ども も, ヒト, 犬 等 の 動脈 血 酸 
素 分 圧 は , 他 の 組織 また は 臓器 の 酸素 分 圧 に 比 し , か な 


(6 


り 高く , 殊 に 腸管 内 の それ と 較べ る と 5~10 倍 で ある こ 
と が , 映 虫 類 の 中 で も 肺 に 対し 特別 な 親和 性 を 持つ PP. 
w. の 代謝 と 関連 し て いる こと を 予想 させ る. 


103. 佐賀 県 北部 及び 長崎 県 北部 産 モ タク ズ ガ ニ の 肺 吸 虫 
の 調査 に つい て 下村 実 ( 飯 塚 病院 久原 診療 所 ): 
M. SHIMOMURA : Studies on the metacercaria of lung 
fluke encysted in Eriocheir japonicus collected in the 


northern part of Nagasaki and Saga Prefectures 


佐賀 県 北部 お よび 長崎 県 北部 で 捕獲 され た モク ズ ガ ニ 

の 肺 吸虫 被 幼 虫 の 調査 を 行 つ た . 肺 吸虫 被 論 幼虫 は す 
べ て , Paragonimus westermani で , 主 に 外 に 寄生 し , 
極 く 少数 を 筋肉 お よび 肝臓 に 認め た . 1) 佐賀 県 北部 : 
佐賀 県 東 松 浦 郡 で は 横田 川 , 玉島 川 , 有 浦 川 お よび 徳 須 
恵 川 産 の モク ズ ガ ニ を 調査 し , 結果 は 横田 川 が 109 匹 中 
1 匹 に 認め , 感染 率 は 0.9 % で あつ た . 玉島 川 は 24 匹 
中 0 で あぁ あり, また 徳 須 恵 川 も 41 匹 中 0 で あぁ つた. 有 浦 川 
で は 51 匹 中 28 匹 に 認め , 感染 率 は 実に 54.9 % の 高 率 
を 示し た . 住 賀 県 西松 浦 郡 伊万里 市 附近 の 小川 で 捕獲 し 
た モク ズ ガ ニニ に つい て の 調査 で は 20 匹 中 0 で あぁ つた. 
2) 長崎 県 北部 : 長崎 県 北松浦 郡 竜 尾川 産 の モク ズ ガ ニ 
で は 46 匹 中 10 匹 に 認め , 感染 率 は 21.7 % で あぁ つた . 
以上 の 成績 に より , 住 賀 県 北部 で は 東 松 浦 郡 玄 海 町 附近 
( 有 浦 川 ) に 肺 吸 虫 が 相当 曹 延 し て いる と 思わ れる . し か 
し 西松 浦 郡 伊万里 市 附近 で は 感染 率 0 % で あぁ つた. 長崎 
県 北部 の 北松浦 郡 御 厨 町 附近 ( 准 尾 川 ) で は 感染 率 21.7 
で あつ た . 


104. 欧 岡 県 西部 地区 に お ける 肺 吸虫 症 の 分 布 横川 宗 
・ 大 倉 俊 ・ 辻 守 康 ・ ( 医 動 物 )・ 野 清 
輝 ・ 望 月 久 ( 静 岡 衛 研 )・ 村 上 義 三 (藤枝 保健 所 ) 石津 宏 
(掛川 保健 所 ) : M. YOKOGAWA, T. OKURA, M. TsUJl, 
T. TwU, K. NoGUCHI, H. MOCHIZUKI, G. MURAKA- 
ML & H. IsHIzZU: Epidemiological survey for para- 


gonimiasis in western area of Shizuoka Prefecture 


静岡 県 東部 残 に 伊豆 地方 に 肺 吸虫 症 の 流行 地 が 存在 す 
る こと は 既に 知ら れ て いる と ころ で ある が , 今回 われ わ 
れ は 西部 地区 に お ける 謝 延 状況 の 調査 を 目的 に 大 井川 町 
お よび 大 浜町 の 一 部 を 対象 と し て 皮 内 反応 に よる スク リ 
ー ニ ング テス ト を 行い , 該 反応 陽性 お よび 疑 陽性 者 に つ 
いて は 補 体 結合 反応 お よび 検便 を 実施 し た . その 結果 , 
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大 浜町 の 国安 お よび 国 包 部 落 の 一 般 住民 457 名 の うち , 

皮 内 反応 陽性 者 は 43 名 (9.1 %), 疑 陽性 者 は 4 名 (40.8 
%) で あぁ つた . これ ら 皮 内 反応 陽性 お よび 疑 陽性 者 に つ 
いて 調べ た と ころ , 補 体 結合 反応 陽性 者 は 47 名 中 19 名 
(40.5 %) を 認め , 検便 で は 9 名 (19.2 %) の 貝 卵 陽性 者 
を 検出 し た . これ ら 貝 卵 陽性 者 の うち 補 体 結合 反応 が 陰 
性 を 示し た も の は 1 名 で あり 他 は すべ て 陽性 で あぁ つた . 

また 大 浜町 の 4 小 ・ 中 学校 2,232 名 に つい て る も 行 つた と 
ころ 皮 内 反応 陽性 者 は 16 名 (⑩.7 %), 疑 陽性 者 は 12 名 
(0.5%) で あぁ あり, この 28 名 中 補 体 結合 反応 陽性 者 は 5 
名 (17.8 %), 虫 卵 陽性 者 は 6 名 (21.5 %) で あつ た が , 

虫 卵 陽性 者 中 2 名 が 補 体 結合 反応 陰性 を 示し た . また 
同時 に 施行 し た 大 井川 町 で は , 中 学生 お よび 一 般 住 民 
1,842 名 の うち 16 名 (8.7 %) の 皮 内 反応 陽性 お よび 疑 陽 
性 者 を 認め た が , 補 体 結合 反応 は 16 名 と る も 陰性 を 示し , 
虫 卵 陽性 者 も 1 人 も 見 出さ れ な か つた . 今回 の 調査 の 結 
果 か ら 静 岡 県 西部 地区 に も 相当 な 肺 吸 虫 症 流 行 地 が 存在 
する こと は 疑い な い も の と 思わ れる の で ここ に 報告 す 
る . 


105. 中 園地 方 に だ お ける 肺 吸虫 (2) 加茂 責 ・ 西 田 弘 ・ 
初 了 ・ 木 船 ・ 原 功 ( 大 公 衛 ) : H. KAMo, H. 
NISHIEA, R. HATSUSHIKA, T. KIFUNE & I. HARA :: 
On the lung fluke in the Chtgoku region, Japan 


1955 年 か ら 続 け て いる 中 国 地 方 に お ける 肺 吸虫 の 調 
査 の うち , 今回 は 1960 年 12 月 か ら 1961 年 2 月 まで の 
間 に 行 つた 皮 内 反応 に よる 肺 吸 虫 症 の 分 布 調査 と , 野獣 
間 の 肺 吸虫 の 調査 丈 に われ われ が 先 に 命名 し た Parago- 
nimus miyazakiz の 分 布 に つい て 報告 し た . 1) 肺 吸虫 
症 : 皮 内 反応 抗原 は VBS( 予 研 よ り 分 与 ) を 用 い 規 定 の 
術 式 に し た が い 行 つた . 今回 の 調査 対象 は , 特に 地方 の 
15 の 療養 所 また は 病院 (鳥取 県 2, 島根 県 2, 岡山 県 3 
広島 県 7, 山口 県 1 ) の 結核 症 と し て 治療 中 の 患者 2,501 
名 と 鳥取 県 の 1 中 学校 生徒 683 名 で ある . その 結果 , 諸 
処 に 陽性 者 を 認め た が 躍 卵 排 洪 を 認め た の は , 岡山 県 の 
国立 岡山 療養 所 で 1 名 (陽性 者 率 2.3 %) お よび 鳥取 県 岩 
美 郡 の 邑 法 中 学校 で 1 名 (陽性 者 率 0.6 %) で あぁ つた. 

これ まで 宮崎 , 愛媛 , 高知 等 の 諸 県 で は , か な り 高 率 
に 肺 吸虫 症 が 入院 結核 是 者 中 か ら 発 見 され て いる が , 中 
国 地 方 で は 明か な 肺 吸虫 症 患 者 の 混在 は 極め て 少数 で あ 
つた . 2 野獣 の 調査 成績 : 山口 県 内 で イタ チ 155 頭 , 
テン 1 頭 , 独 8 頭 , 狐 5 頭 , 兵庫 県 内 で イタ チ 4 頭 , テ 
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ン 1 頭 , 狂 1 頭 , 鹿 7 頭 , 計 イタ チ 229 頭 , テ ン 2 頭 , 狂 9 
頭 , 頭 , 鹿 7 頭 の 肺 を 査 し その うち 山口 県 の 
イタ チ 6 頭 (認め た 忠 論 数 13, 虫 体 を 認め た も の 3 頭 , 虫 
内 に 忠 卵 の み を 認め た も の 3 頭 ) お よび 兵庫 県 の イタ 
チ 2 頭 (認め た 由 数 3, と も に に の み を 認 
め た ) に 肺 吸虫 が 陽性 に 認め られ た . 両 県 の イタ チ か ら 
忠 褒 を 認め た 部 位 は , 左 肺 下 葉 が 最も 多く , 次 いで 左 肺 
上 葉 で あり , 右 肺 葉 に 較べ て 左 肺 葉 が 多い . 山口 県 の イ 
タチ か ら 得 た 成 忠 は デラ フィ ー ル ド 染 色 で 観 宗 し た 結 
果 , 卵巣 の 形 , 皮 隷 の 生え 方 等 , われ われ が 先 に ケリ = . 
ッ ト 肺 吸虫 に 近似 の も の と し て 報告 し た も の に 一 致し , 
P. miyazakii と 同一 種 と 考え る . 一 方 虫 卵 に つい て 
は , 山口 県 産 イ タチ の 卵 100 個 測定 値 の 平均 
は , 72.58 土 4.25 mgX44.21 土 2.08m, 兵庫 県 産 イ タチ の 
それ は , 77.41 3.31 amX45.34 4.33 ヶ で あり, われ わ 
れ が 先 に 猫 え の 感染 実験 で 得 た mzyazakzi の 
(73.88 3.45 gzX45.47 1.90) お よび ネズ ミ え の 感 
験 で 得 た 内 (72.82 土 4.98 gzX 45.06 土 2.29 gp) 
に 類似 し て いる . し か し 兵庫 県 産 イ タチ の 貝 内 卵 は , 
山口 県 産 の も の と 類似 し て いる が , 成虫 を 見 出し て いな 
い の で 同一 種 と は 断定 で き な い . 


106. 東北 地方 の 肺 吸 虫 症 ( 続 報 ) 大 鶴 正 満 ・ 関 遼 ( 導 
大 医 動物 ) : M. OTSURU & T. SEKI: Paragonimiasis 
in the Tohoku district of Japan (2) 


従来 僅か な 報告 が ある の み で 系 統 的 な 調査 が な され て 
いな か つた 東北 地方 の 肺 吸虫 症 に つい て 昭和 33 年 か ら 
35 年 の 間 , 主として 皮 内 反応 に よる 住民 の スク リー ニン 
グ ・ テ スト に 淡水 産 カ ニ = の 肺 吸虫 メタ セル カリ ア 寄 生 調 
査 を 併せ 行い その 実態 の 大 要 を 知る こと が で きた の で 
ひき つづ き 報 告 す る . 調査 方 法 は まず モク ズ ガ ニ や サワ 
ガニ と の 接触 の 多い 地方 の 小 ・ 中 学生 お よび 一 般 住民 に 
つい て VBS 皮 内 反応 を 行い , 次 いで その 陽 ( 疑 陽 ) 性 者 
の 中 卵 検査 (連続 3~ 5 回 の AMS III 法 ま た は MGL 
法 ), 血清 CFT, X 線 胸 部 直接 撮影 検査 な ど を 実施 し , 
他方 付近 河川 の モク ガ ニ や サワ ガニ を 採集 し て 
臓 に つい て 肺 吸 虫 メ タ セ ルカ リア の 寄生 状態 を 調べ た -. 
成果 を 要約 する と , 1) 新潟 県 直江 津 ・ 高 田地 方 , 南蒲原 
郡 下田 村 , 福島 県 相馬 郡 , 宮城 県 泉町 の 各地 区 に 現在 な 
お 肺 吸虫 症 が 流行 し て いる こと を 確認 し た . 直江 津 ・ 高 
田地 方 の 小 中 学 生 の 皮 内 反応 陽性 率 は 昭和 28 年 それ ぞ 
れれ 平均 2.1 %, 1.4 % で あぁ つ た が , 昭和 34~35 年 に は そ 
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れ ぞ れ 0.7 % ( 虫 卵 陽性 7 名 ), 0.7 % ( 虫 卵 陽性 6 名) と 
低下 し , 聞 年 減少 の 傾向 を 示 し た . 福島 県 相馬 郡 は 鹿島 
中 学生 の 皮 内 反応 陽性 率 が 5.1 % ( 虫 卵 陽性 3 名) で 最も 
高く , 宮城 県 泉町 で は 昭和 34 年 に 患者 が 発見 され た . 

2) 新潟 県 七 谷 ・ 大 蒲原 地方 , 今井 地区 , 十日町 地区 に お 
よび 秋田 県 大 雄 村 は 大 正 の 中 葉 あ る い は 昭和 の 初 年 頃 ま 
で 患者 の 発生 が 報告 され て いた が , 最近 の 調査 で は い ず 
れる ゃ も 成人 (大 部 分 は 本 症 の 既往 者 ) の み に 皮 内 反応 陽性 
が 証明 され , 既に 終息 し た 流行 地 と 判断 され た . 3) 山 
形 , 岩手 お よび 青森 県 に は 現 ・ 旧 流行 地 と も に 認め られ 
な か つた . し た が つて 目下 の と ころ 宮城 県 が わが 国 最 北 
端 の 現 流 地 と 考え られ る . 4) モク ズ ガ ニ の 肺 吸虫 メタ 
セル カリ ア 寄 生 は 荒川 (新潟 ), 真野 川 (福島 ), 七北田 川 
(宮城 ) の も の か ら 証 明 さ れ た . 5) 佐渡 島 の イタ チ に 昭 
和 30 年 以来 , 約 80 % の 高 率 に 大 平 肺 吸虫 (推定) の 寄生 
が 証明 され , その 状 か ら も ほぼ 同率 に 大 平 肺 吸虫 た 一 致 
する 貝 卵 が 検出 され た . し か し 同 地区 一 帯 の ク r ベ ン ケ 
イ , アカ テ ガ ニ , サワ ガニ な どか ら は まだ その メタ セル 
カリ ア が 見 出さ れ て いな い . 


107. 兵庫 県 産 イ 人 タチ か ら 得 た 肺 吸虫 , 特に 卵 の 形態 に 
つい て _ 冨 村 保 ・ 寺 内 淳 ・ 一 色 於 薬 四 郎 ( 阪 府 大 獣医 ) : 
T. TOMIMURA, J. TERAUCHI & O. ISSHIKI: Mor- 
phological observations on the egg of Paragonimus 


found in a Japanese mink in Hyogo Prefecture 


報告 者 ら は , 先 に 宮崎 肺 吸虫 の 犬 に お ける 一 自然 例 を 
報告 し た が , 今回 は 同 石 の 産地 兵庫 県 多紀 地方 に て 捕獲 
され た イタ チ に つき 肺 吸虫 (宮崎 肺 吸虫 の 感染 ある や も 
知れ ぬこ と を 考慮 し ) の 寄生 状況 を 調べ た . その 結果 , 
検査 数 23 頭 中 1 頭 の 肺 臓 ( 左 横隔膜 葉 ) に 虫 訟 ( 無 忠 性 ) 
の 形成 を 認め , 若干 の 肺 吸虫 卵 を 採集 する こと が で き 
た . ホル マリ ン 水 (10 %) 固定 の 卵 100 = た について, 形 
態 的 諸 性 質 を 検討 し た 結果 , 大 体 次 の よう な 成績 が 得 ら 
れ た . 1) 大 き さ は , 長径 の 之 庭 55.0~75.0, 平均 値 , 
標準 偏差 67.43 3.49 幅 径 の 38.0~47.0g 平 
均 値 , 標準 偏差 43.22 土 1.74 ヶ で ある . 2) (長径 / 幅 径 ) 
の 比 の 値 は , 運 庭 1.2~1.7, 平均 1.5 で あり , 度数 分 布 
で は 1.5 を 山頂 と する ほぼ 正常 分 布 型 の 曲線 を 示す . 3) 
小 幅 径 は , 12.0~23.0g, 平均 18.81m, 高 径 は , 
庭 2.0~6.0, 平均 3.82xm で あぁ る (た だ し , 小 や 
や 不明 有 瞭 で ある た め 計 測 困 難 の も の 41 % あ り ). 4) 卵 
の 形 は 逆 卵 形 11 %, 析 円 形 ま た は ダチ ョ リウ 卵 形 45 %, 
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卵 形 44 % で ある . 5) 最大 幅 部 で は , 著 端 側 11%, 中 
央 部 45 %, 無 著 端 側 44 % で ある . 6) 卵 の 対称 性 で は , 
対称 的 の も の が 70 % で 断然 多い . 7) 小 蓋 の 卵 体 に 対す 
る 傾斜 性 で は , 傾斜 し た も の 27 %, 非 傾斜 の も の 32 % 
不明 ( 卵 蓋 ) の も の 41 % で ある . 8) 卵 体 と 卵 蓋 の 接合 部 
の 性 質 で は , 接合 部 の 平滑 な も の 79 %, 種々 な る 程度 
に 隆起 し た も の 21 % で , 平滑 な も の が 多い . 9) 卵 最 の 
厚 さ は , 側 部 が 1~1.5m 平均 1.09g。 無 革 側 は 
1~ 平均 1.11xm で , 両者 間 に 著 な 差異 が 見 
られ な い .10) 卵殻 側 部 の 厚 さ の 一 称 人 性 で は , 非 一 称 の も 
の は ほとん ど 認 め ら れ な い . 11) 無蓋 端 に 小 隷 を 有する 
も の 55 %, 不明 の も の 45%, さら に 前 者 の 5 うち 単 生 の 
も の 23 %, 群生 の も の 21%, 茎 状 の も の 11% で , 概 
し て 不 顕 著 な 傾向 が ある . 12) 卵黄 細胞 数 は , 4~8 コ 
平均 5.63 コ で , 5~6 コ の も の が 70% を 占め て 最も 多 
い . 考察 : 自然 感染 犬 か ら 得 られ た 宮崎 肺 吸虫 卵 は , 析 
円 形 ま た は ダチ ョ ウ 有 卵 形 の も の が 68 % で 最も 多く , 次 
いで 卵 形 17 %, 逆 卵 形 12 %, 亜 紡 氏 形 3 % の 順 で あり , 
形状 は ケリ コッ ト 肺 吸虫 に 似 て いる が , それ に 比 し 若干 
小さ く か つ 卵 殻 が 薄い 特徴 が ボ が あつ た . 本 例 で は 宮崎 肺 吸 
の 正常 と 考え られ る ま た は ダチ ョ ワウ 形 の も 
の が 45 % を , 卵 薄く さ は どこ も 一 称 で あ 
る . 虫 体 が 得 ら れ な か つた の で 皮 隷 の 生え 方 , 卵 菓 の 形 
態 な ど は 観 人 稚 す る こと が で き な か つた が , 卵 の 性 質 は ど 
ちら か と いえ を えば, 本邦 産 4 種 の 肺 吸虫 の 5 ぁ ち で は 宮崎 肺 
吸虫 に 最も 近い と いえ よう . 


108. 肺 吸虫 首 に お ける Bithionol の 使用 経験 村上 文 
也 ・ 峰 大 助 ・ 本 村主 生 ・ (長大 風 研 臨床 部 ) 
F. MURAKAMI, D. KATAMINE, K. MOTOMURA & S. 
AJISAKA: The effects of Bithionol on pulmonary pa- 


ragonimiasis 


著者 ら は 肺 吸虫 症 患 者 に Bithionol (Bitin) に よる 治 
療 実 験 を 試み た の で , その 成績 の 概要 を 報告 する . 1) 
治療 対象 症例 は 10 歳 より 21 歳 に 至る 男 15 例 , 女 5 
例 , 計 20 例 で , いずれ も 病歴 , VBS 抗原 に よる 皮 内 反 
応 , お よび の 虫 検査 , 胸部 レ 線 検査 等 に 
より 確実 に 肺 吸虫 症 と 診断 され た も の で ある . 内 5 例 は 
今 ま で に 塩酸 エメ チン に よる 治療 を うけ た こと が あり , 
また 2 例 は 肺結核 と 診断 され て 医 治 を うけ た も の で あ 
る . 20 例 中 8 例 の 発病 か ら の 推定 期間 は 6 ヵ月 な いし 8 
年 で , その 他 の 12 例 は 著者 ら の 実施 し た 集 検 に よっ つて 
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発見 され た 症例 で ある . 2) 投与 量 お よび 方 法 全 症 例 を 
(A) 1 日 量 30 mg/kg 隔 日 10 回 , 8 例 , (B)30 mg/kg 
毎日 10 回 , 3 例 , (C) 30 mg/kg 3 日毎 10 回 , 4 例 , 
(D)20 mg/kg 隔 日 10 回 , 2 例 , (E)20 mg/kg 毎日 10 
同 , 3 例 の 5 群 に 分 け , 各 群 に つい て その 治療 成績 を 比 
載 検 討 し た , 観 侍 期間 は Bitin 投与 開始 後 , 最低 20 日 
最高 3 ヵ月 で ある . な お 効果 の 判定 に は 閥 便 お よび 路 其 
中 の 躍 卵 検 索 ( 集 卵 お よび EE.P.G.) を 行い , その 他 胸 


部 レ 線 撮 影 , 血液 , 好 酸 球 百分率 算定 , 血清 蛋白 割 測定 


(Tiselius) を 経時 的 に 実施 し た . 3) 治療 成績 状 便 中 の 
は 全 例 1~ 8 回 , 平均 4 回 の 投与 で , 中 の 
は 1 へ ~ 4 回 , 平均 3 回 で 消失 し た が , 虫 卵 消失 前 に は 変 
型 卵 や 変性 卵 の 比率 が 増加 する 傾向 を 示し た . 血 療 あ る 
も の 3 例 中 2 例 は 3 回 目 の 投薬 後 消 失 し た が , 1 例 は 10 
同 投 薬 終 了 後 も な お 持続 し て いる . 人 便 中 E.P.G. の 推移 
を 見 る と , 投薬 後 凍 次 減少 する が , 陰性 化 前 1 過 性 に 増 
加 す る 例 が あぁ つた. 30mg 群 と 20 mg 群 と の 間 , また 隔 
日 , 毎日 お よび 3 日 毎 投与 各 3 群 の 間 に は 忠和 婦 消 失 ま で 
の 期間 は 有意 の 差 を 証明 し な か つた . また 投薬 終了 後 , 毎 
週 1 回 虫 卵 を 検索 し て 追 完 し て いる が , 観察 期間 中 躍 卵 
の 再 出現 を 見 た も の は 1 例 も な い . 血 沈 値 , A/G 比 の 暴 
常 は 改善 され た 症例 が 多い . レ 線 は 投薬 終了 後 , 1 ヵ月 
後 , 2 ヵ月 後に 撮影 し て 観察 し て お り 。 有 所 見 者 14 例 
中 2 例 で は 投薬 終了 直後 , 1 例 で は 2 ヵ月 後に 陰影 の 減 
少 を 認め た が , その 他 は 不変 で あつ た . この よう な 陰影 
の 減少 が Bitin の 治療 効果 に 帰せ ら る べき か 否 か は 今後 
更に 慎重 な 検討 が 必要 で あろ う . 4) 副作用 20 例 中 12 
例 (60.0 %) に 腹痛 , 悪心 , 嘱 吐 , 下痢 (軟便 ) 等 の 胃腸 
症状 お よび 頭痛 が 出現 し た が , いずれ る も 軽度 で 服用 を 中 
止 し た 症例 は な く , また 発疹 は 経験 し な か つた . 投薬 前 , 
中 , 後に 実施 し た 赤 , 白血球 炒 , 血色 素 量 , 肝 機 能 , 尿 ( 蛋 
白 , 糖 , ビリ ルビ ン , ウロ ビリ ノー ゲン ) 検査 , 心電図 
は 全 例 異常 が な か つた . 5) 結論 著者 ら の 20 例 に お け 
る 経験 で は Bitin 1 日 量 pro kg 20 mg お よび 30 mg, 
計 10 回 の 投与 に より 虫 卵 を 消失 せしめ る こ と が で き , 最 
低 20 日 , 最高 3 ヵ月 の 観察 期間 中 卵 が 再 陽性 化し た 例 
は な か つた . 投与 法 別 で は 隔 日 , 毎日 お よび 3 日毎 投 与 
法 間 に 有意 の 差 を 認め な か つた . 今後 遠隔 成績 お よび 舌 
中 濃度 等 を 調査 し て 最も 合理 的 な 治療 量 お よび 方 法 の 発 


見 に た い . 
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109. 脳 肺 吸虫 症 の 実験 的 研究 細川 修治 ・ 中 川 修 ・ 宮 
里 (山口 医大 病理 ) : S. HOSOKAWA, 0O. NA- 
KAGAWA & T. MIYAZATO: Experimental studies on 


cerebral paragonimiasis 


脳 肺 吸虫 症 の 実験 的 研究 は , 管 つ て 横川 定 教授 に と ょ つ 
て 行わ れ も た の み で あつ て , ほか に 文献 は な い . 横川 の 実 
験 の 追試 を 試み た が 成果 を 挙げ 得 な か つた 点 に か ん が み 
て , 脳 病巣 形成 の 基 起 を 目標 に し て 実験 を 進め た . ラッ 
ト に 大 平 肺 吸虫 被 論 泡 躍 を 食わ せ て 肺 感染 を 基 起 せしめ 
た 後 2~ 3 週間 目 に 必殺 し て , 生 幼 デス トマ を 取り だ し 
た . この 生き た ヂ デス トマ を 予 じ め 頭 に 容 た 無 
感染 ラッ ト の 硬 膜 下 に 挿入 し , 感染 せしめ た . これ ら を 
経 日 的 に 必殺 し て 脳 を 検索 する と と も に 組織 学 的 検査 を 
行っ た. 一 方 人 肺 吸虫 症 の 例 と 大 平 肺 吸 よる 
実験 的 テッ ト 脳 肺 吸虫 症 と の 比較 研究 を 行 つ た . 1) 硬 
脳 膜 下 感 染 実 験 後 , 動物 は 出血 の た め 死 亡 も る も の が 多 
か つた が , し か し 長期 生存 例 は 10 週間 生存 し た . また 
感染 実験 1 週間 後に な る と 死亡 する 例 は 少な か つた が , . 
卵 に よる 病巣 形成 と と も に 痢 次 衰 弱 し て 死亡 し た . 2 
動物 が 特有 な 挙動 を 示さ な い 例 が 多い が , 若干 例 に お い 
て は 運動 の 不調 和 あ る い は , 旋 和 廻 運 動 を 示し た . 3) 感 
染 実 験 後 短期 例 で は 忠 体 が 脳 の 裂 潮 や 脳 底部 に 附 着 する 
例 が 多い . 5 日 以後 に は 脳 内 に 侵入 する が 完全 に 脳 実質 
内 え 侵 入 す る の は 2~ 3 週間 後 と 推定 され る . 4 長期 
例 で は , 肺 吸 虫 卵 に よる 卵 結節 形成 が 認め られ , 肉眼 的 
な ら び に 組織 学 的 所 見 は 人 脳 肺 吸虫 症 の 病巣 と 類似 の 病 


_ 巣 形成 が 認め られ た , すなわち その 病巣 は 3 層 構 造 を 旦 


し た が , 人 体 例 に 比 し て 好 中 球 の 浸潤 が 顕著 で あぁ る が , 
好 酸 球 浸潤 は 極め て 少数 で あぁ つた . 


110. 香川 県 下 の 肝 吸虫 の 関す る 研究 竹内 夫 ( 香 
衛 研 ) 浅田 順一 ・ 森 田 大 三 ・ 草 浦 筋 (日 寄 研 ) : T. TA- 
KEUCHI, J. AsADA, D. MORITA & T. KUSAURA : 


Studies on Clonorchis sinensis in Kagawa Prefecture 


四国 地方 に お ける 肝 吸 虫 に 関す る 研究 は , 近年 に 至る 
まで 徳島 県 を 除く 以外 は , ほとん ど 未 開拓 の 状態 で あつ 
た . し た が つて 香川 県 下 に 肝 吸 虫 が 分 布 浸 淫 せ る や 韻 や 
の 問題 は , 全く 不明 に 属す る と ころ で あぁ っ つ た. し か し 
1953 年 Hunter に より 報告 され た , 人 体 第 患 率 に 関す 
る 知見 は 文献 と し て 唯一 の も の で ある . 著者 等 は 昭和 34 
年 来 よ りこ れ が 調査 研究 を 開始 し , その 第 1 報 は 東京 医 
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事 新 誌 (第 77 巻 第 6 号 ) 紙上 に 発表 し た . よ つ て 六 に は 
その 研究 に より 得 た 調査 成績 を 報告 する 次 第 で ある . 1) 
調査 件 数 は 溜池 115 件 , 堀 T8 件 , 用 水 溝 9 件, 河川 3 
件 , 計 145 件 で ある . この 内 マメ タニ シ を 確認 し た も の 
は , 溜池 38 件 , 堀 4 件 , 用 水 溝 1 件, 計 43 件 で ある 

2) 本 県 の 東部 の 大川 郡 お よび 木田 郡 な ら び に 西部 の 三 
豊 郡 お よび 仲多度 郡 地 区 は 調査 件 数 が 少な い の で 全般 的 
の 結論 は で き な い が , 今 ま で の 成績 で は , マメ タニ シ の 
棲息 地 は 香川 , 綾歌 の 両 郡 , すなわち 本 県 の 中 部 地区 に 
広く 散在 し , 特に 旧 高 松 市 お よび 旧 坂 出 市 を 中 心 と し て 
拡がっ つて いる 傾向 が 見 られ る . 3) 本 県 に お ける マメ タ 
ニシ の 棲息 地 は 低 湿 地帯 に 密集 し て いる が , 低地 帯 が 必 
ず し も , その 絶対 的 要件 で は な い . 海岸 線 を 去る 10~14 
km 標高 50~60m の 丘陵 地帯 の 溜池 か ら る も 発見 され て 
いる . 4 香川 県 下 の 在住 者 に し て 肝 吸 虫 卵 を 確実 に 認 
め た 保有 者 は 現在 まで に 12 名 で ある . その 内 8 名 の 居 
住地 は 往時 の 王 拓 地 に し て 香川 県 に お いて る も 最も 低地 
帯 に 属す る . 高松 市 木 太 町 お よび その 周辺 地区 で ある . 
5) 他 の 4 名 の 肝 吸 虫 保有 者 を 居住 地 関 係 よ り 見 る に 本 
県 下 肝 吸虫 保有 者 は 一 応 県 下 の 全 域 に 下 つ て いる こと が 
認め られ る . この こと 実は 今後 の 肝 吸 虫 分布 問題 の 解決 
に 示 唆 を 与え そる も の と 思う 5. 


111. 秋田 県 山本 郡 に お ける 肝 吸 虫 の 感 染 状 況 高野 喜 
正 ・ 後 藤 寿 郎 ・ 石 川 和 男 ・ 福 氷 義 輔 (秋田 山本 組合 病院 ) 
鈴木 了 司 ・ 小 宮 義 孝 ・ 熊 田 三 由 ・ 福 島 健 ・ 伊 藤 洋 一 ( 巴 
研 寄 生 虫 ) : Y. TAKANO, J. GOoTO, K. ISHIKAWA, Y. 
FUKUNAGA, N. SUZUKI, Y. KOMIYA, T. FUKUSHIMA 
&Y.ITo: Studies on the distribution and epidemi- 
ology of liver-fluke, Clonorchis sinensis in Yamamoto 


County, Akita Prefecture 


秋田 県 に お ける 膨 吸 虫 症 の 分 布 は , 県 衛生 部 の 資料 お 
よび 二 , 三 の 報 告 に より その 存在 が 明らか に され て お り , 
特に 信郎 潟 北 地方 や 浅 内 沼 周 辺 に 深く て いる こ 
と が 推定 され て いた . そこ で この 地方 一 帯 の 肝 吸 虫 の 分 
布 状況 を 明らか に する た め , 1959 年 以降 1961 年 に か け 


秋田 県 山本 郡 内 8 地区 998 名 の 住民 と 9 小学 校 3,445 名 」 


の 小学 生 に つい て 稀 塩 酸 , エー テル 集 卵 法 3 枚 値 に よ つ 
て 検便 を 行 つ た . その 結果 , 住民 に お いて は , 10.9~ 
69.0 %, 小学 生 に お いて は 0.9~17.4 % と いずれ の 地区 
か ら る も 肝 吸 虫 寄生 が 認め られ た . 特に 浅 内 沼 周 辺 の 浅 内 
福田 部 落 で は 66.0 % と いう 高度 の 感染 率 が 得 ら れ た . 


次 に 対象 が 均一 で ある 小学 生 ( 低 学年 ) に つい て 山本 郡 内 
の 感染 状況 を 比較 する と , 八郎 潟 の 北岸 地区 の それ に 最 
も 高い こと が 判る . また , この 地区 か ら 離 れる 程 そ の 感 
染 率 も 低く な つて いる こと る も 認め られ る . 住民 と 小学 生 
と は その 感染 状況 が 必ず し も 一 致し て いな い . 特に 住民 
で 最も 高 率 に 感染 し て いた 浅 内 沼 周辺 地区 に お いて 小学 
生 の 感 染 率 が 意外 に 少な か つた . この こと は , 現実 に 小 
学生 の 新 感 染 が 少な く な つて きた こと を 示す か も し れ な 
い が , 小学 生 と いう 検査 対象 が 必ず し ゃ も 局 地 的 に 濃厚 に 
感染 を 蒙 つ て いる 福田 部 落 の 出身 の み で な く , むし ろ 地 
区 的 に 広く 散在 し て いる た め と も 考え られ よう . 第 1 中 
間 宿 主 マ メタ ニシ の 分 布 調査 は , 現在 すべ て の 池沼 に つ 
いて 行 つ て いな い が , 浅 内 沼 , 赤 党 に お いて その 分 布 
を 認め て いる . 第 2 中 間 宿 主 で ぁ る 淡水 魚 に つい て は 
浅 内 沼 ( ひ が い , た な ご , いし も ろ こ ), 八郎 湯 (た な 
ご ), 小 友治 (た な ご ) に お いて 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア の 
感染 を 認め , 特に 浅 内 沼 産 の 淡水 魚 に その 寄生 は 高い . 
以上 の こと か ら , 秋田 県 山本 郡 地方 が わが 国 で も 有数 な 
肝 吸 虫 症 の 流行 地 で ある こ と が 証明 され た 訳 で , し か も 
住民 の 感染 率 や 淡水 魚 寄 生 の メタ セル カリ ア 数 か ら , 沙 
内 沼 辺 お よび 八郎 潟 北周 の 地区 に お いて その 浸 淫 が 著 し 
いこ と が 明らか に され た . 


112. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (6) 湊 化 ジ チ ア ザ ニ 
ン 投 与 後 に お ける 肝 吸 虫 虫 体 の 変化 高木 一 孝 ( 徳 大 病 
理 ) : K. TAKAGI: Studies on the treatment of clono- 
rchiasis sinensis (6) The morphological changes of 
adult worm of Clonorchis sinensis administered with 


Dithiazanine iodide 


演者 は , 先 に , 肝 吸 忠 成虫 の 組織 学 的 な ら び に 組織 化 
学 的 構造 お よび 3 価 ア ンチ モン 剤 投与 後に お ける 中 体 
の 変化 な ど に つい て 報告 し た が , 今回 は , 湊 化 ジ チ ア ザ 
ニン 投与 後に お ける 由 体 の 変化 に つい て 報告 する . 方 法 
実験 的 に 肝 吸 虫 に 感染 させ て か ら 6 週 後 の ウサ ギ に , 決 
化 ジ チア ザ ニ ン を , 1 日 量 と し て 60~70 mg/kg を 連日 
5 日間 投与 し , 投与 開始 後 1,2,3,4,5 日 お よび 7 日 に そ 
れ ぞ れ 誠 検 し , 肝 お よび 胆のう を 検査 し て 躍 体 を と り だ 
し た , 由 体 は 10 % Formalin 水 , Carnoy 液 , 無水 Al- 
cohol, 冷 無水 Acetone な ど で 固 定 後 , Paraffin 包 埋 連 : 
続 切片 ,。 Carbowax 包 埋 切片 を 作製 し , Haematoxylin- 
Eosin 重 染 色 , 鐘 染色 (Gomori), van Gieson 色 , 
Azan-Mallor 染色 , PAS 反応 , 嘩 液 消化 試験 後 の PAS 
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反応 , Carmine 染色 (Best) , Metachromasia 反応 , Py- 
ronin-Methylgreen 染色 , Feulgen 反応 , アル カリ 性 お 
よび 酸性 Phosphatase 反応 , Sudan III 染色 な ど を 行 
な つた . 成績 : cuticula は , 1 日 後 か ら 列 離し は じ め , 
4 日 以後 に は 消失 する . subcuticular muscle, subcuti- 
cular cell, parenchymal cell は 染色 性 不良 と な り , 2 
日 以後 で は 多糖 類 の 著 明 な 減少 と , Glycogen の 消失 を 
見 る . sucker で は 2 日 以後 に は Glycogen と Phospha.- 
tase の 消失 が 見 られ , excretory bladder は 2 日 以後 , 
多糖 類 の 減少 と Phosphatase の 消失 が 認め られ る. 
pharynx と oesophagus で は , Phosphatase の 減少 が 
著 明 で ある . intestine は , 3 日 以後 で は 上 皮 細 胞 の 克 
離 消失 , 多糖 類 の 減少 が 著 明 で あり , 卵子 で は , Phos- 
phatase の 減少 が 見 られ る . vitelline gland, ovary, se- 
minal receptacle, testis に は 著 変 な く , seminal vesicle 
は 強く 膨大 充満 する . 核酸 お よび 脂質 の 変化 は いずれ の 
部 位 に お いて も 著 明 で は な い . 5 日 お よび 7 日 後に は 。, 
多数 の こわ れ た 貝 体 を 認め る が , 変化 は , 忠 体 破壊 の 程 
度 に より 種々 で , これ ら の 多く は 融解 状 を 呈し , 卵子 だ 
けが ほぼ 原型 を 保つ て いる . また , この 他 に , 多少 の 変 
化 は ぁ つ て も , 明らか に 生活 能力 を 保持 す る 忠 体 も 少数 
認め ゆめ られる. むすび: 湊 化 ジ チ ア ザ ニ ン を 投与 し た 時 に 
虫 体 に 見 られ る 変化 は , 主として 支持 組織 と 消化 器 に 著 
有朋 で あり , 殊 に 多数 糖類 , Glycogen お よび Phosphatase 
な どの 減少 な いし は 消失 が 特徴 的 で ある が , 性 器 に は 著 
変 を 認め な い . 


113. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (10) 湊 化 ジ チ ア ザ ニ 
ン 投 与 時 に お ける 血清 政 白 の 変動 上 原 清史 ( 徳 大 病 理 ) 
K. UEHARA : Studies on the treatment of clonorchi- 
asis sinensis(10) The variation of serum protein and 


its fractions administered with Dithiazanine iodide 


肝 吸 虫 感染 者 に 対し て 活化 ジ チ ア ァ アザ ニ ン に よる 集団 治 
療 を 試み , その 場合 に お ける 血清 蛋白 の 変動 状況 を 観 宗 
し た 成績 を 報告 する . 対象 : 肝 吸 躍 感染 者 は 主として 高 
校生 で 総数 34 名 , ほとん ど 無自覚 性 で , 性 別 お よび 年 
上 構 成 は , 男 15 名 (54 歳 1 名 , 34 歳 1 名 , 18 歳 8 名 。 
17 歳 4 名 お よび 16 歳 1 名 ), 女 19 名 (45 歳 2 名 , 18 歳 
4 名 , 17 歳 7 名 , 16 歳 5 名 お よび 15 歳 1 名 ) で ある . 
また , 肝 吸 虫 の 非 感染 者 で 健康 と 考え られ る 成人 31 名 
(21~30 歳 26 名 , 31~40 歳 4 名 , 4r~45 歳 1 名 ) の 所 
見 を 対照 と し た . 投与 の 方 法 : 127 番 の 要旨 に 記載 . 検 
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査 の 方 法 : 投与 前 , 投与 後 5 日 , 15 日 , 20 日 , 29 日 お 
よび 40 日 の 6 回 に わた り 採 血 を 実施 . 血清 看 白 の 泳動 
は 濾紙 電気 泳動 標準 操作 法 に し た が い , 分 画 抽出 法 に よ 
つて 定量 し た . 成績 : 1) 血清 総 蛋白 量 に は 著 明 な 変動 
を 認め な い . 2) アル プ ミ ン は , 投与 前 が 46.73 土 1.90 
% (対照 52.78 土 1.79 %) 投与 開始 後 5 日 目 は 一 時 増加 し 
て くる が , その 後 は 減少 し て 投与 前 と ほぼ 同じ 値 を 保つ 
て いる . 3) ar- グ ロブ リン は , 投与 前 5.69 土 0.76 % で 
対照 (4.04 圭 0.87) より 高い が , 投与 後 の 経過 は アル プ ミ 
ン と 全く 逆 の 変動 を 示し て いる . 4 er- グ ロブ リン は , 
投与 前 が 10.06 土 1.18 % で 対照 (8.15 土 0.87 %) より 高 
く , 全 経 過 を 通じ て 9.13~10.10 % の 間 に ある. 5)- 
8- グ ロブ リン は . 投与 前 14.00 土 1.30 % で 対照 12.00 土 
1.30 % よ り 高 く 5 日 後に 一 時 減少 する が , その 後 は 次 第 
に 増加 し 40 日 後に は 14.33 土 2.29 % と な り その 分 布 の 
幅 も か な り 著 明 と な つて いる . 6) >- グ ロブ リン は , 投 
与 前 20.94 土 1.81 % (対照 20.63 寺 1.73 %) で あり , 15 日 
後に は 軽 鹿 増加 し 20 日 後に は 最高 値 (23.14 寺 1.60 %) 
を 示し て いる が , その 後 は 次 第 に 減少 し て いる . これ ら 
の 変動 か ら 見 る と , 投与 の 初期 に は まず アル プ ミ ン の 増 
加 が あり , 次 いで y- グ ロブ リン の 増加 , 更に つづ いて 5g- 
ゲ ョ ブリン の 増加 が 起 つ て くる . 洪 化 ジ チ ア ザ ニ ン に よ 
る 殺虫 効果 が 著 明 で ある と すれ ば , 殺虫 され た 忠 体 の 影 
響 に よる y- グ ロブ リン の 増加 , 次 に これ ら の 胆道 内 閉 者 
に よる g- グ ロブ リン の 増加 と いう こと も 考え られ る が , 
治 疲 判定 の 一 つの 方 法 と し て の 血清 看 白 分 画 の 検査 は , 
更に 多数 の 症例 に つい て 検討 を 要する . 


114. 条 躍 地 の 調 査 成績 に つい て 長島 豊 ・ 正 木 
栄 (国立 千葉 病院 内 科 ) : T. NAGASHIMA & S. MASA- 
KI: Study on epidemic region of tapeworm 


無銘 条 躍 寄生 症例 を 臨床 で 観 祭 し 得る 機会 は 少 い . わ 
れ わ れ は , 昭和 21 年 以降 13 年 間 に 34 例 を 経験 し た が , 
入院 例 は 17 例 の みな で あぁ つた. 故に , 要 有 効 成分 の 各 抽 
出 分 画 を 臨床 実験 する 症例 を 得る に は , 積極 的 に 検出 す 
る 必要 に 迫 ら れ た . 岩田 氏 等 は 以前 , 鳥取 県 下 に 無 負 条 
中 の 濃厚 感染 し て いる 一 部 落 の あぁ ある こと を 推測 的 に 本 学 
会 に 誌上 発表 され た が , われ われ は その 実態 を 精細 に 実 
地 調 査 す べく , 本 研究 に 着手 し た . 研究 対象 : 鳥取 県 西 
伯 郡 名 和 町 字 押 平 197 戸 , 人 口 971 名 . 研究 時 期 : 昭和 
34 年 4 月 ~9 月 , 3 回 に 豆 り 現地 調査 , 条 忠 感染 者 の 検 
出 方 法 : 疹 抹 2 枚 法 で 虫 卵 の 検出 に 努め る と と も に , 提 
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出 便 に 混入 せる 体 節 を 圧 釘 標本 に し て 子宮 分 岐 像 を 観 宗 
し , また , 戸別 訪問 に よる 問診 , 駆虫 剤 投与 時 に お ける 
自発 的 申し 出 で , 等 の 方 法 を 探り , 後 二 者 で 感染 の 疑 あ 
る 場合 に は 直ちに 洗 腸 お よび 下剤 投与 に より 体 節 の 検出 
に 努め た . その 結果 , 字 押 平 は 5 部 落 に 分 か れ , 西高 田 
下 押 平 は ふつ うぅ 部落 で ある に 比 し , 押 平 一 , 二 , 三 区 は 
いわ ゆる 特殊 部 落と 称 さ れ , 職業 は 農業 120 戸 (60.9 %) 
日 雇 45 戸 (27.8 %), 無職 18 戸 (9.1 %) の 順 で , 生活 程 
度 は 低く , 条 虫 卵 は 一 , 二 , 三 区 580 名 中 , 6 名 (1.03 
%) に 検出 され た . その 他 , 問診 に より 2 例 , 甲 し 出 で 
3 例 , 計 11 例 の 無 釣人 条 虫 寄生 者 (一 , 二 , 三 区 580 名 中 
1.8 %) を 検出 し た . 内 , 9 例 の 同居 家族 合計 48 名 中 の 
35 名 に 便 検査 を 行っ つた が 人 条 躍 卵 は な く , 10 例 中 6 例 
は 終戦 直後 の 昭和 20 年 ~21 年 より 体 節 排 出 を 自覚 し , 
推定 寄生 年 数 は 最高 40 年 , 最低 18 年 で あっ つた. これ ま 
で に 2 例 が 売 薬 の 服用 を 試み た 他 9 例 は 全く 無 処置 で あ 
つた . また , 問診 こより 4 例 の 感染 既往 者 を 見 出し た . 
4 例 と も 特別 の 駆虫 経験 は な く , 2 例 は 自然 に , 2 例 は 
大 酒 後に 虫 体 の 排出 を 見 , その 後 体 節 排 出 を 全く 自覚 し 
て いな い . 推定 寄生 年 数 は 12~21 年 で あつ た . 以上 , 
押 平 に お ける 比較 的 濃厚 な 無 釣 条 忠 感 染 の 原因 は , 1) 
地 が 大 山 山 租 の 和牛 出生 , 育成 地 で 大 部 分 が 和牛 を 飼育 
し , 2) 戦前 より 昭和 28 年 まで , 附近 の 阿弥 陀 川 河 貴 に 
半 公 認 の 簡易 層 殺 場 を 一 , 二 , 三 区 民 が 運営 し , 疲 で し 
ば し ば 秘 殺 解 本 が 行わ れ , 殊 に 終戦 直後 は 頻繁 で あり , 
3) 一 , 二 , 三 区 民 は 昔 か ら 和 牛肉 生食 の 習慣 を 有 し , 4 
条 虫 に 感染 し て も 積極 的 に 駆除 する 意欲 が な か つた . 等 
の 点 に ある と 考え る . 以上 の ご と き , 生活 環境 , 習慣 の 
ある 地方 を 積極 的 に 検索 すれ ば 更に 多く の 感染 地 が 完 明 
し 得る も の と 思う 5. 


115. 日 用 食品 より 新た に 発見 され た ナナ 条 虫 並び に 縮 
小 条 虫 の 中 間 宿 証 に つい て _ 梶 房子 (寄生 虫 予防 研 ) : 
F. Kal: On the intermediate hosts of Hymenolepis 
nana and Hymenolepis diminuta found in the food 


私 は 管 て ラメ イガ の 1 種 を 発見 し , 
れ に より 土肥 幸枝 氏 は 研究 を 進め , 縮小 条 虫 の 中 間 和 宿主 
と し て 証明 し , 次 いで 宮地 敬介 氏 は ナナ 条 忠 の 中 間 和 宿主 
と て 新た に 追加 され た が , 私 は 日 用 食品 に 介在 する 昆 
虫 類 の 果たす 役割 が 人 体感 染 に 重大 な 関係 を 有する こと 
に 意義 を 感じ , 保存 食品 を 対照 に 其 等 に 発生 し た 尾 虫 の 
発育 過程 を 観察 し , 研究 を 進め た と ころ , 3 種 の 新しい 


戦 を 発見 し , その 中 2 種 の 上 峨 は ナナ 条 躍 なら びに 縮小 条 
虫 の 中 間 和 宿主 に な る こと を 認め た の で , 昭和 35 年 西 日 
本 寄生 躍 学会 会 場 で 宮田 博士 を 介し て 導 の 同定 は 依頼 中 
で ある . 2 種 の 上 帳 の 発見 端緒 は , 昭和 33 年 4 月 東京 で 乾 
いも (いも の 華 , きり ぼ し と も いう ) の セ ョ ファン 袋 入 
り を 震 め た ら , その 中 に 峨 が 入 つ て いる の を 見 た の で , 
その 卵子 を 幼虫 に 発育 させ 実験 し た . 第 2 例 は 煮 王 ( い 
りこ ) の 使い 残し を 2 年 後に 思い だ し 昭和 34 年 4 月 取り 
だ し た ら , その 中 に 新しい 峨 を 発見 し 発育 感染 実験 に 成 
功 し た . 昭和 35 年 11 月 ~36 年 3 月 28 日 に 至る 昆 の 穫 
然 越冬 お よび 人 工 的 に 早期 洗 の 発生 を 試み た 経過 も 観 宗 
する こと が で きた . 食品 が 一 定 の 日 限 を 経て 販売 され た 
時 お よび , 実験 的 に 長期 保存 し た 類 , 
粉 煮干 椎茸 きな粉 , ぱん 粉 ) お よび 
菓子 類 ( 乾 ぱ ぽん, ビス ケッ ト , 墓 納豆 , 南都 豆 ) 乾 柿 等 
に も 由 の 発生 は 認め られ , 昭和 35 年 8 月 菓子 彼 商 の 17 
歳 女子 高校 生 の 感染 も 検便 に より 明らか に され た が , 以 
上 の 食品 は いずれ る も 加熱 され ず に 食 さ れる こと が 多い の 
で , 感染 に 重要 な 関連 を 有する も の で ある と 思う . 昭和 
36 年 1 月 17 日 附中 国 新聞 に 乾 ぱ ん の ツジ ヅ リ ガ に つい て 
報道 され て いた が , 以上 の 諸点 より 考察 し 私 は 近 時 イン 
スタ ント 食品 の 普及 と と も に 保存 食 の 在り 方 に つい て 一 
定 の 規格 を 設け る と と も に , 古 等 の 食用 に 当り 衛生 の 党 
識 と 普及 に 力 を 注ぐ 指導 の 必要 を 提言 し 予防 の 一 助 に し 
た い . 


116. 広島 県 で 発見 し た 大 複 殖 門 条 虫 寄生 の 1 例 ( 並 に 
体 節 形成 に 関す る 検討 ) 岡 橋 徹 ・ 藤 井 正男 ・ 出 射 三郎 

( 阪 寄生 虫 研 ) : O. OKAHASHI, M. FUJU & S. IDEI: 
Note on a case of parasitism of Diplogonoporus gra- 


ndis, discovered in Hiroshima Prefecture 


われ われ は , 1960 年 9 月 薬剤 師 清 寺 幹 夫 氏 (広島 県 ) 
が 不明 の 条 虫 と し て 保存 せる も の を 入手 する 機会 を 得 , 
大 複 殖 門 条 虫 と 同定 し , 特に 体 節 形 成 に 関す る 検討 を 行 
い 疲 に 報告 する . 症例 : 森 〇 喜 〇 (4) (52 歳 ) 広島 県 可 
部 町 大 林 に 出生 , 了 昭和 20 年 2 月 より 約 3 ヵ 月 間 , 名 古 
屋 市 , 広島 市 に 居住 の 他 は , 同 地 に 在住 し 特に 魚 , 鮭 , 
鮨 を 食べ た 記憶 は な く , 当地 区 を 流れ る 太田 川 ( 海 昇 よ 
り 約 7km の 附近 ) に 棲 候 する 「 ウ グイ 」 を 好 ん で 生 
食し た . 1960 年 1 月 2 日 水 様 性 下痢 と と も に 排 所 し た 
(その 前 三 日 間 連続 飲酒 ). 躍 体 所 見 : 全長 487 cm, 最大 
幅 21 mm, 頭 節 を 欠き 切断 部 より 103 cm は 未だ 生殖 孔 
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の な い 幼 若 体 節 で , また 体 節 最 後 端 と 思わ れる 老衰 体 節 
を 認め , 1 体 節 中 に 3 個 な いし 4 個 の 横 列 せる 生殖 器 を 
有する 体 節 が 多数 見 られ た . 分 類 : われ われ は 当初 体 節 
炒 を 算定 の 際 , 体 節 の 定義 に つい て は , 明瞭 に 境界 線 で 区 
分 され た も の を 体 節 と する か , 左右 1 対 の 生殖 器 を 有 す 
る も の を 体 節 と する か に 疑問 を 持ち , その 各 体 節 の 形状 
を ABCDE の 各 型 に 分 類 し 虫 体 全 節 に 豆 り 連続 模写 し 
配列 な ら び に 形状 を 検討 し た . 〔A 型 ] 成 熟 体 節 で 2 個 の 
生殖 器 が 左右 対 を な し 隣接 の 体 節 と 境界 線 で 明瞭 に 区 分 
され で て いる も の . 〔B 型 ] あ た か も 2 個 の 「A 型 」 が 連鎖 す 
る が ご と きゃ も 連鎖 部 に お ける 境界 線 が 跡 切 れ た る も の . 
[C 型 ] 「B 型 」 の 体 節 中 いずれ か 1 個 の 生殖 器 を 欠き 該 
体 節 左 右側 縁 の 横 が 一 致し な いも の . 型 ] 「A 
型 」 で 3 個 の 生 殆 器 が 横 列 する も の . CE 型 ] 「A 型 」 で 
4 個 の 生殖 器 が 横 列 する も の . a, b, c 型 (小文字 で 表記 
し た も の ) は A,B,C 型 の (大 文字 で 表記 し た も の ) それ 
ぞ れ の 幼 若 期 で 生 殆 器 を 認め な いも の を 表し た . 考 宗 : 
1) 既成 体 節 が 第 二 次 , 第 三次 の 分 節 を 行う と すれ ば 生 殖 
器 等 に 「 新 」「 旧 」 の 差異 が 認め られ る 徐 で ある が , それ は 
認め られ な か つた . 2 「B 型 」 は あぁ あたかも 第 2 次 , 第 3 次 
の 分 節 過 程 と 見 られ る が 幼 若 部 に 同型 の 「b 型 」 が 同 程度 
の 割合 に 存在 する こ と か ら 頭 部 で 産生 時 すでに 境界 線 不 
完全 の まま 産生 し , その まま 発育 成熟 し た と 考え られ る . 
た だ し 「b 型 」 が 発育 途上 に お いて 「a 型 」 ま た は 「A 型 」 に 
変化 する 可能 性 は 考え られ る . 3)「C 型 」 は 1 側 の 生殖 
器 が 欠損 せる も の か 発育 不全 の も の か また は 人 化 し た も 
の と 考え られ る . め の 「D 型 」「E 型 」 は 森下 , 竹本 論文 
(1952) と 同じ くわ れ わ れ も ま た 崎 型 と 考え る . 


117. 多 房 性 包 虫 の 組織 発生 に つい て 大 林 正 士 ・ 山 下 
次 郎 ・ 坂 本 司 (北大 寄生 虫 ) : M. OHBAYASHI, J. YA- 
MASHITA & T. SAKAMOTO :: Studies on histogenensis 


of multilocoular echinococcus 


Echinococcus multilocularis Leuckart, 1863 を 原因 
と する 多 房 性 包 虫 症 に 関し , ハタ ネズ ミ , コッ トン ラッ 
ト , dba マウ ス (以上 第 1 型 動物 , 山下 ら , 1958), CF 
提 1 お よび C57BL/6 マウ ス ( 第 2 型 ) の 経口 感染 実験 例 
を 組織 学 的 に 検索 し , 次 の 成績 を 得 た . 1) 感染 後 , 単 
房 化 , 多 房 化 , クチ クラ 層 形 成 , 築 殖 胞 ・ 頭 節 形 成 な ど 
の 諸 現 象 が 起 る が , その 速度 ・ 軽 重 と 宿主 組織 反応 は , 
和 宿主 動物 の 種類 に 応じ て 一 定 の 差異 を 示す . 2) 初期 病 
巣 は 肝 に 原発 し , 組織 学 的 に 1 日 例 か ら 観 祭 で き , 綱 内 
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系 を 主 と す る 細胞 集 和 巣 が 作ら れ , 変性 肝 細 胞 も し ば し 
ば 参加 , 中 心 に 被膜 を 持つ 虫 体 が あり , 3 ~ 3 日 後に 単 房 
化 が 起 る . 3) 5~10 日 で 外 生 芽 出 に よる 多 房 化 が 起り , 
虫 体 被膜 消失 し , 18~30 日 例 に クチ クラ 層 が 作ら れる . 
4) 繁殖 胞 形 成 は , 第 1 型 動物 で は 50 日 以内 (コッ トン 
ラッ ト は 20 日 ) に 起 る . 第 2 型 動物 は , 3 ~5 カ ヵ月 を 要 
し , 成熟 まで に 日 かかる. 胞 は 最初 大 型 論 
に 出現 し , 同時 に 膝 芽 層 は 網状 に 肥厚 し 石灰 小 体 多数 を 
伴う . 繁殖 胞 は 通常 肥 芽 層 中 に 埋 存 し , 繁殖 胞 壁 か ら 頭 
節 が 作ら れる . 石灰 小 体 は 生理 的 正常 構造 で , 初め は 石 
灰 を 含ま な い . 5) コッ トン ラッ ト で は , 一 部 大 型 論 胞 
部 が , ・ 外 結合 織 間 の , 液 , 組織 
退行 変性 , 繁殖 胞 の 仮性 娘 胞 化 な どの 虚脱 現象 (仮性 沙 
溜 褒 胞 形成 ) に し ば し ば 陥る . 6) 娘 胞 (内 性 ) は コッ ト 
ン ラ ッ ト だ け に 発見 され た . 上 記 虚 脱 礁 胞 の 一 部 の 頭 節 
が 起源 で あり, 組織 発生 上 , 他 の 組織 構造 は 娘 胞 形成 に 
参加 し な い . 7?) 頭 節 完成 期 以 後 の コ ッ ト ン ラッ ト の 約 
半数 に , 頭 節 由 来 と 解す べき 転移 病巣 が 認め られ た . 8) 
多 房 化 以 後 の 宿 主 組織 変化 は , 主として 慢性 肉芽 組織 性 
反応 で あり , 包 躍 に 接し 壊死 性 変化 が 目立ち , 反応 の 様 
相 は , 動物 種 に 応じ 一 定 の 差異 を 示す . 肝 実 質 細 胞 の 退 
行 変性 は 初期 以外 は 著 明 で な い . 9) 多 房 性 お よび 単 房 
性 包 虫 が , それ ぞ れ 異 つ た 種類 Emaultilocularis お よ 
び E. granulosus (Batsch, 1786) の 幼虫 型 で ある こと 
は , 成虫 の 形態 や 中 間 宿 主 の 感受 性 な ど に よっ つて 証明 さ 
れる . し か し , 包 躍 自体 の 組織 像 か ら 見 て も , 多 房 化 の 
仕組 , 包 忠 壁 殊 に 用 芽 層 の 性 格 (肥厚 , 石灰 小 体 多発 ) 
な ど を 考慮 する と 充分 鑑別 で きる : 


118. 包 虫 の 組織 化学 的 研究 坂本 悟 ・ 山 下 次 郎 ・ 大 林 
正士 (北大 寄生 虫 ) : T. SAKAMOTO, J. YAMASHITA 
&M. OHBAYASHI: Histochemical studies on echino- 


coccus 


コッ トン ラッ ト , ハタ ネズ ミ お よび 系 統 マ ウス (CF 折 
1l, dba お よび C57BL/6) の Echinococcus multilocu- 
7aris 人 工 感染 例 に つき 貴 液 消化 試験 を 加味 し た PAS 
法 (多糖 類 , Glycogen), 硝酸 銀 お よび Toluidin blue 法 
(次 ), Toluidin blue 法 [中 性 お よび pH 2.5〕 ( 
性 多糖 類 , ヒア ル ョ ン 酸 ), Thionin お よび Unna-Pap- 
penheim 法 (核酸 ), Sudan 黒 B 染 色 ( 脂 質 ), Alizarin S 
お よび Kossa 法 (Ca) な ら び に Gomori 法 (アル カリ 
お よび 酸 phosphatase) を 実施 し , 併せ て H.E. お よび 
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Azan 染色 を 行 つ た . 朗 包 ・ 頭 節 ク チク ラ 層 は 多糖 類 , 
酸性 多糖 類 特 に ヒアル ャ ョ ン 酸 , 看 白 お よび アル カリ ・ 酸 
phosphatase 陽性 を 示す . 肥 芽 層 ・ 繁 殖 胞 お よび 頭 節 の 
細胞 に 多糖 類 と 蛋白 を 認め , 細胞 質 中 に glycogen を 含 
む PAS 陽性 題 粒 あ り . 但し 燈 細 胞 は 多糖 類 に 乏しい . 
また 以上 の 細胞 に は を 多く 認め , その 他 層 は 
著 明 な アル カリ お よび 酸 phosphatase の 活性 を 示す -. 
系 殖 胞 内 に は PAS 陽性 題 粒 (Glycogen お よび 蛋白 反 
応 陽 性 ) 多数 存在 し , また 胞 内 石灰 小 体 は 種々 の 程度 
に 多糖 類 , 酸性 多糖 類 , 蛋白 , 脂質 お よび Ca を 含む . 


実質 細胞 は 核酸 陽性 で あぁ ある. 次 に CF 押 1 の 人 工 感 染 例 


に つき , 感染 後 2 日 より 200 日 に お よぶ 各 例 に つき 上 記 
各種 染色 法 を 実施 し . 組織 化学 的 所 見 の 変化 を 経時 的 に 
観 祭 し た . 染色 で は , 感染 初期 より 陽性 を 示す が , 感染 
後 15 日 頃 よ り 肥 芽 細胞 内 お よび 周囲 に 可 成 大 形 の PAS 
陽性 題 粒 の 増加 を 認め , 20 日 頃 に は 明らか に PAS 陽性 
の クチ クラ 層 を 形成 し , 80 日 頃 に な る と 肥 芽 細胞 は 更 
に PAS 陽性 題 粒 の 増加 を 示す . Toluidin blue お よび 
Thionin 染色 で は 感染 初期 の 用 芽 細胞 は metachromasie 
強く , また クチ クラ 層 の 形成 と 同時 に 該 部 の metachro- 
masie を 示す . Unna-Pappenheim 法 で は 初期 に は me- 
thylgreen 好 性 が 強く Pyronin 好 性 物質 は 逐 し い が , 
クチ クラ 層 形 成 期 に な る と 染色 性 は 逆 に な り , 更に 用 芽 
層 に お ける 繁殖 胞 形成 の 始ま る 頃 に な る と 両者 の 染色 性 
は と も に 強まる . Sudan 黒 B 染 色 で は 発育 と と も に 僅か 
な が ら 染 色 性 が 強まる . アル カリ phosphatase 染色 で 
は 発育 と と も に 用 芽 細胞 の 染色 性 が 強まり , また クチ ク 
ラ 層 の 形成 と と も に 両者 は 著 明 な 染色 性 の 増加 を 示す . 
な お 肥厚 せる クチ クラ 層 に お いて は 内 層 の み に 強 い . 更 _ 
に 用 芽 細胞 集 錯 お よび 繁殖 胞 形 成 期 の 細胞 は 染色 性 の 著 
上 明 な 増加 を 認め た . 一 方 酸 phosphatase 染色 所 見 も 略 
々 これ に 類似 し た 消長 を 示し た . 


119. 赤痢 アメ ー バ の 検討 成績 栗 屋 チェ ( 東 女 医大 寄 
生 虫 ) :C. AWAYA: Examination results of Entamoe- 
ba histolytica 


筆者 は 1952 年 か ら 1961 年 3 月 まで 原虫 主として 赤痢 
アァ アメーバ の 検便 を 行 つ た . 検査 法 , 塗 抹 (ヨー ド , エ オ 
ジン ), 培養 (石井 ・ 久 津 見 氏 法 , ムチ ン 法 ), 浮 導 等 一 
人 に 1>~ 3 法 併 用 検査 を 行 つ た . カバ ー グ ラス 32X24 
ミリ 大 1 枚 1 検 と し て 算定 し た . 被 検 対象 : 1) 東 女 医 
食事 取扱 勤務 員 (1958 年 2 月 ~1960 年 4 月 , 毎月 集団 
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定期 検便 ). 2) 東 女 医 外来 , 入院 お よび 教室 直接 依頼 者 
検便 (下痢 粘 血 等 の 有 症 者 , 1952~1960), 3) 栃木 県 那 
須 町 トラ ピス テン (1960~1961, 特定 者 以外 外界 と 直接 
交渉 は な い が 田 畑 は 一 般 の それ と 隣接 し て いる ). 4 同 
町 光 星 学園 ( 精 薄 児 施設 , 1959~1901). 5) 同町 外来 お 
よび 入院 患者 (1959~1961). 3) 4) 5) は 有 症 者 が 多発 し 
た た め に 行っ つた 集団 検査 あるいは それ を 含む . 成績 : 各 
集団 毎 の 総 検 数 に 対し て 陽性 検出 率 は 1)1,937 検 2.3 % 
2) 1,512, 25%, 3) 69, 14.4%. 4) 256, 16.2%, 5) 
197, 19.3 % で あぁ る. 以上 1) だ けが 低 率 な の は 無 症 者 
の 集団 の 故 と 考え る . 次 に 被 検索 人 員 に 対す る 保有 率 は 
1)106 人 18.9 %, 2) 171 人 38 %,.3) 40 人 17.5 %, 4) 
92 人 21%, 5) 116 人 25 % で ある . 2) は 有 症 の み の 集 
団 で ある た め に 保有 率 が 少し 高い と 推定 する . これ を 
保有 者 各 人 に つい て 陽性 成績 を 何 回 目 に 得 た か 各 集 団 平 
均 を 見 る と 1) 15,2) 2.9,3) 1.3,4) 2.0,5) 1.6 回 目 に 
検出 され た . 1) は 有 症 集団 で な い た め に 検出 率 が 著 し 
く 悪 いも の と 推定 する . これ を 要する に 保有 者 で も 陽性 
検出 を 得る に 数 回 以上 の 検査 を 要する 場合 が 野 く な いと 
考え る . 次 に 同じ く 保 有 者 に つい て 検 数 に 対し て 陽性 検 
出 率 を 見 る に 1) 8.0,2) 35.7, 3) 52.9,. 4) 34:7, 5) 
40.0 で あぁ る . 2) が 有 症 集団 に 拘ら ず 比 較 的 検出 率 が 悪 
い の は 既に 抗生 剤 ある い は 原虫 治療 薬 の 使用 開始 後に 検 
査 を 依頼 され る 症例 が 多い の と , 原虫 治療 中 も 継続 し て 
行 つ た 検査 を 含む 症例 が 多い た め と 考え る . 次 に 月 別に 
検討 し た が 有 症 者 の 多い 7 月 ~ 9 月 を 野外 実験 に 過 し た 
年 が 多く 各 集 団 と も 何 か を 示唆 する 結果 は 得 難 か つた が 
集団 を 線 合 し て 見 る と 4~10 月 の 間 が 有 症 者 が 多く か つ 
検出 率 が 高 か つ た と いえ る . 検査 法 か ら は 迅速 に か つ 可 
能 範囲 に 確か な 成績 を 得る 点 で 予備 実験 で は いずれ の 集 
卵 法 も 適当 で な か つた . 臨床 家 の 資 と する た め に 1) 以 
外 は 各 症 例 に 適し た 検査 を 行 つ た た め に 最良 の 方 法 を 統 
計 的 に 見 出し 得 な か つた が 経験 か らい えば 各 症 例 に 即 し 
て 適宜 検査 法 を 選ぶ の が 最も よい と 考え る . 


120. 顕微 鏡 に よる Trichomonas 類 の 観察 (2) 
久井 学 ・ 高 田 季 人 久 ・ 木 下 勝 夫 ( 阪 市 大 医 動 物 ) : M. HI- 
SAI, S. TAKADA & K. KINOSHITA : Observation of 


Trichomonades by fluorescence microscope 


顕微 鏡 を 用 いて Trichomonas 類 を 観 する に あ 
た り , 今回 われ われ は 第 1 報 の 観察 結果 に 基き , 各色 素 
深 液 の pH の 変化 に よる 3 種 の Trichomonas に つい て 
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の 光 光 像 を 比較 検討 し た . 用 いた Trichomonas は 7. 
vaginalis (T.V.) T. foetus (T.F.) T. tenaz (T.T.) 
の 3 種 で 般 光 色素 と し て は Auramin O (Au), Acridin- 
orange (Ac), お よび Thioflavin S (Thi), で ある . 次 
に 各色 素 に つい て pH 3, 5, 9, 11 の 10,000 倍 溶 液 
を 作り Methanol 固定 及び 無 固定 標本 を 染色 し 観 人 し 
た . 使用 装置 な ら び に 観 祭 術 式 は 前 報 と 同様 に 施行 し た 
が , その 結果 は 以下 の ご と く で あぁ る. 1) 各 各 光 色素 の 
像 は 各 Trichomonas 共 Au は 緑黄色 , Ac は 
色 , Thi は 和 黄 緑色 を 示し , 徴 光 度 , 形態 , 内 部 構造 , 
お ぉ お よび 毛 等 の 観 祭 に は pH 9, 及び 11 が 適当 で ある . 
2) 各 pH に よる 和光 光 像 を 比較 し た 場合 , 各色 素 各 原 虫 
共 度 , 内 部 構造 , 及び 等 の 鮮明 な 像 を 得る 
た め に は , 酸性 城 よ り も アル カリ 性 城 が 優れ , 特に Thi 
に お いて アル カリ 性 沙 液 を 用 いた 場合 周辺 部 の 科 赤 色色 
調 が 著 明 に な る . 3) 3 種 の 般 光 色素 を 比較 し た 場合 は 
各 原 虫 を 通じ Thi が 観察 に 最適 で ぁ あり か っ つ 美 麗 で あぁ つ 
た . この 場合 細胞 膜 , 核 は 棋 赤 色 の 輪 で つつ まれ , 細胞 
質 は 樽 黄色 に 染 り , 特に 膨 化 し た と 思わ れる 原虫 に 見 ら 
れる 天 粒 は 淡 黄 緑色 , ある い は 桶 黄 色 と 変 化 を 認め た . 
連 毛 に つい て は 前 後 団 毛 と も 淡 黄 色 な る も , 先端 部 が 円 
く な つた も の も あつ た . 4 各 原 虫 間 の 般 光 像 に 著 差 は 
認め られ な か つた が , 芝 . 刀 ,. に お いて は 前 報 同 様 観察 は 
や や 困難 で ぁ つ た. 5) 無 固 定 標本 に よる 各 原 虫 の 所 見 
を 比較 し た が , 刀 玉 の Au, pH9, 11 お よび Thi, pH 
9, 11 の 場合 に 限り 基 条 (basal rcd), お よび が 鮮明 
に 認め られ , 他 の 原 忠 お よび 他 の pH に お いて は 全般 に 
度 は 悪く か つ 不 鮮明 で あつ た . 


121. Trichomonas vaginalis の マウ ス 腹 腔 内 に 
つい て (2) 感染 株 と 培養 株 の 比較 中 林 敏 夫 ・ 分 野 寛 治 
北村 孝雄 ( 阪 大 徴 研 ) : T. NAKABAYASHI, K. WAKE- 
NO&T. KITAMURA: Studies on the intraperitoneal 
infection with Trichomonas vaginalis into mice (2) 


Comparison of the infecting strain and the culture one 


第 1 報 に 詳 述 する よう に , Trichomonas vaginalis( 4 
F 株 ) を 用 いて エー リッ ヒ 敵 細胞 を 予め , また は 同時 に 
腹腔 内 に 接種 する こと に よっ つて , 原虫 の マウ ス 腹 腔 内 感 
染 を 試み , 原虫 が 腹腔 内 で 全く 遊離 の 状態 で 増殖 し , か 
つ そ の 株 を マウ ス ぇ 継 代 し 維持 し 得る 事実 を 認め た . 
T. vaginalis の 各種 実験 動物 え の 感染 実験 に 関す る 報 
告 が 多い が , 今回 われ われ の 得 た ご と き マ ウス で の 継 代 
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可能 な 腹腔 内 感染 に つい て は , 浜田 (1958~) の 報告 し た 
成績 が ある の み と い える . し か し , 浜田 の 成績 で は , 感 
染 株 は 形態 学 的 その 他 生 物 学 的 諸 性 質 が 全く T. foetus 
と 区 別 し 得 な いよ うな 原虫 で あつ た . この 成績 に つい て 
は その 後 追 試 の 報告 を 見 得 な いと いえ る . そこ で われ わ 
れ は , 若干 の 比較 実験 を 試み た が その 成績 は 大 体 以下 の 
よう で ある . 形態 的 に は , 感染 株 は , 4 本 の 前 緒 毛 , 1 
本 の 後 毛 (波動 膜 形成 ) を 有 し , 後 末端 は 体内 
に 終止 する . 軸 索 突起 は 長く 突出 する . これ ら の 知見 お 
よび 他 の 形態 的 性 状 も , 培養 . vaginalis の それ と 全 
く 一 致し , 刀 7etus と は 完全 に 区 別 で きた . た だ 感染 
株 は 培養 株 より 幾 分 長 , 短 径 と も 大 きか つた . 免疫 学 的 
に は , 北上 塊 反応 で 感染 株 と , 培養 は 全く 同じ 特異 性 を 示 
し , . 7oetus と は 明確 に 鑑別 され た . catalase 活性 に 
つい て は , マウ ス 腹 腔 内 原虫 材料 は 強い 活性 を 示し た 
が , これ は 供 試 材料 中 に 多数 に 存在 する 感染 マウ ゥ ウス か ら 
の 浸 出 細 胞 に よ つ て 示さ れ た 活性 で ある か る も 知 れ な か つ 
た . そこ で 感染 株 の 培養 方 1 代目 の 原虫 で 実施 する こと 
と し た . この 場合 に は ほとん ど 活 性 が 認め られ ず , これ 
は 培養 . vaginalis の 成績 に 一 致し , T. foetus (cat- 
alase 活性 が 強い ) と は 全く 異 る 性 質 と いえる. 以上 の 
諸点 か ら わ れ わ れ の 得 た , 刀 vaginalis(4 F 株 ) の マウ 
ス 腹 腔 内 感染 原 忠 は , 元 の 培養 株 の 諸 性 質 と 完全 に 一 致 
し , . 7oetus と は 明瞭 に 区 別 さ れる も の と いう こと が 
で きだ 。 


122.. ロ 腔 トリ コモ ナス の 培養 に 関す る 研究 補遺 高田 
季 信 ・ 小 原 活 郎 ( 阪 市 大 医 動 物 ) : S. TAKADA & K. 
OHARA : Studies on the cultivation of Trichomonas 


tenaz 


トリ コモ ナス の 無菌 培 非常 に 困難 で あぁ あり, 長 
期 の 継 代 培 養 に は 何等 か の 共 棲 細菌 が 必要 で ある と され 
て いる が , この 点 今 な お 純 培 養 の 得難い 赤痢 アメ ー バ と 
似 て お り 興 味 の 持 た れる 所 以 で ある . われ われ は 今回 , 
Buffer 血清 培地 区 お よび Hogue’s 培地 を 基礎 と し て 17 
種類 の 培地 を 試作 し , 多数 の 共 棲 菌 を 有する 口 膝 トリ コ 
チ ナ ス ヾ 3 株 ” お よび 1 ~ 2 種 の 共 棲 菌 で 増 殆 す る “12 
株 "の 2 株 を 用 いて 培養 実験 を 行ない , その 培養 条件 を 
追究 する と と も に 純 培 養 へ の 緒 を 得 ん も の と 2, 3 の 検 
討 を 加え た が , その 結果 は 以下 の ご と く で ある . 1) 血 
清 お よび 米 滅 粉 は 口 膝 トリ ュ コモ ナス の 増殖 を 著 明 に 促 
進 す る が , 必須 の 発育 要素 で は な い . 2) 適当 な 細菌 の 
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増殖 と 米 淫 粉 の 存在 に より , 原虫 は phosphate buffer 
saline の み に て 長期 の 継 代 培 養 が 可能 で あぁ る. 3) 共 棲 
細菌 の 数 お よび 性 質 に より , 原虫 の 増殖 お よび 継 代 紅 状 
の 可否 が 変化 する . すなわち 菌 の 数 お よび 増殖 が 少な い 
場合 , 原虫 の 最高 増殖 お よび それ に 至る まで の 日 数 が 遅 
れる し , また Buffer saline お よび 米粉 の み で は 継 代 不 能 
の 場合 も ある . 4) 米 挨 粉 の 代り に 米粒 を 用 いた 場合 , 
原虫 の 増殖 度 は 変ら な い が , 最高 増殖 まで に 至る 日 救 が 
遅れ る よう で ある . また 培地 は 外見 上 比較 的 きれ い に な 
る . 5) 米 濃 粉 は 鶏卵 に よ つ て 代用 され る が , Buffer 血 
清 培地 に お いて は 必須 の 培地 成分 で あり , その 場合 湿度 
加熱 に より 灯 状 と し た 場合 は 原虫 の 増殖 は 認め られ な 
い . 6) 共 棲 細菌 培養 濾液 , 融解 体内 成分 , 加熱 
菌 体 成 分 お よび 米 没 粉 を 用 いて 4 種 の Preconditioned 
培地 を 作成 し て 無菌 培養 を 試み た が , いずれ の 場合 も 共 
棲 生 細菌 の 増殖 を 完全 に 抑制 する と 原虫 の 増殖 も 認め ら 
れ な か っ つた. 


123. Trypanosoma の 電子 顕微 鏡 的 研究 猪木 正三 ・ 


近藤 力 王 至 ・ 坂 本 等 ( 阪 大 徴 研 ) : S. INok1, K. KoNpo 
& H. SAKAMOTO : Electromicroscopy of Trypbanosoma 


電子 顕微 錯 を 持つ て , 7 ヶ ypanosoma の 微細 構造 を 明 
ら か に し , その 生物 学 的 機構 と の 関連 を 考察 する の が 本 
研究 の 目的 で ある . 材料 は マウ ス で 継 代 保存 せる Try- 
panosoma gambiense Wellcome 株 で これ を ラッ テ 腹 腔 
内 に 接種 し , 感染 極 期 に 開腹 後 心 相 を クエ ェ ン 酸 食塩 ブ ド 
ウ 糖 水 に 混 じ し 約 1,200 rpm で 5 分間 遠 心 し , 上 清 に 残る 
rypanosoma gambiense を 再び 3,000 rpm 5 分 間 
に より 沈殿 集 申 し た . この 原虫 を 2~3 回, 生理 食塩 水 
で , くり 返し 洗 浴 後 2 % オ スミ ウム 酸 焼 酸 緩 衝 液 (pH 
7.4) に 固定 し ( 約 30 分 ) 更に エタ ノー ル 系 列 の 25 % 液 , 

% 液 , 75 % 液 , 95 % 液 , 100 % 液 に 各々 30 分 間 処 理 
し 脱水 し た . その 他 の 操作 に は D. C. Pease (1960) の 方 
法 に し た が つた . すなわち 100 % エタ ノー ル で 30 分 間 
脱水 後 propylene oxide に 30 分 間 浸 し , 更に 同一 操 
作 を も う 3 一 度 く り 返 し た 上 , Epon 樹脂 に 包 埋 し た . ( 重 
合 に は D.M.P. を 使用 し た .) 次 に Spencer 820 型 あ る 
い は 日 本 シク ロト ー ム 研究 所 製 RU 型 シ クロ トー ム に , 
ラス メス を 用 いて 切片 を 作製 し , コロ ョ ヂ オ ン 膜 を 張っ 
た シー トメ ッシュ 上 に これ を 置き , 日 立 製 作 所 製 HU 9 
D の 型 電 子 顕 微 鏡 を 持つ て 観察 し た . その 結果 1) 忠 体 
外 の 縮 毛 は 躍 体 表面 を 旋回 し な が ら 取 り 囲 み , 貝 体 後 端 


(72 ) 


部 より 遊離 する . 2) 虫 体 と 波動 膜 の 接合 部 に Tricho- 
monas に お ける costa と 類似 の 構造 が 認め られ る . 3 
本 原虫 に は oxoname と その と の に 電子 線 不 
の 構造 が し ば し ば 認め られ る こと が 多い . し か し この 小 
体 の 生理 学 的 な 意義 は 不明 で ある . 4) 波動 膜 内 の 縮 毛 
は 欠 除 し , 遊離 部 の に は 存在 する . この 成 
績 は Trichomonas に お ける 成績 と 一 致し て いる . 本 成 
績 は 輌 と 波動 膜 の 発生 学 的 1 元 説 (相同 ) を 支持 する も の 
で ある . 


124. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 

(17) 耐性 trasformation の 遺伝 学 的 解析 猪木 
正三 ・ 小 相 ・ 保 三 ( 阪 大 研 ) : S. INoKI, T. 
ONo & R. KUBO: Genetic studies on the AK form 
of Trypanosoma (17) Genetical analysis of the drug- 


resistance transformation 


第 5 報 で は 従来 , 細菌 で の み 認 め ら れ て いた transfor- 
mation (形質 転換 , 以下 TF と 中 ) が Trypanosoma ga- 
mbiense で も 起り , そ し て その 際 , 耐性 株 の 原虫 の lysate 
を 順次 稀釈 すれ ば transformability が 減少 する こと を 
発表 し た . し か し その 時 の 実験 で は どの 位 の 数 の 耐性 原 
虫 を donor と し て 用 いれ ば TF が 可能 な の か , また , 
resipient の 多 究 に よ つ て 原虫 が TF を 受け る 程度 は 暴 
な る か どう か に つい て 明らか で な か つた . そこ で 今回 は 
この 点 を 明確 に する た め に 実験 を 行 つ た . 実験 方 法 は 従 
来 報 告 し て きた 手技 と 略 同 様 で ある . すなわち pararo- 
saniline 85 mg/kg マウ ス 量 耐性 株 に 感染 し た ラッ テ よ 
り 遠 心 沈殿 に よっ つて 原虫 を 集め , 一 定 の 原虫 迷 を 含む 
suspension を 作 つ た . し か る 後 , 融解 に よ つ て 原 
を 完全 に 融解 し , 実験 は この lysate 1ml と ぁ あらかじめ 
Haemacytometer で 原虫 数 を 数 えて お いた 感受 性 株 の 碑 
こ の 原虫 に 感染 し た マウ ス に p-rosaniline 10 mg/kg 
マウ ス 量 を 注射 する と AK 型 原 中 の 出現 率 は 約 29 %, 
以下 S 株 原虫 と 略 ) 1ml を 試験 管内 で 同時 に 混合 し た . 
か くし て 15 分 放置 後 , 健常 マウ ッ ス に 接種 し , 原虫 出現 
後 は 上 述 の 色素 を 注射 し て AK 型 原 虫 の 出現 率 を 調 ペ 
た . この 場合 , S 株 原 忠 が TF を 行っ つた な ら ば 本 来 @ 
AK 出現 率 すなわち 29.0 % より も 低い AK 型 原 虫 が 
で る わけ で ある , 実験 の 結果 , 18X10*~22X10*[E/mm! 
の 耐 性 株 原 忠 か ら 作 つ た lysate を 用 いた 場合 , この 
lysate 1 ml に 1 X10?~ 1 X103/mm S 株 原虫 suspen: 
sion 1 ml を 混合 し , 15 分 後 2 X10:~ 1 x10 匹 の 原虫 
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を 健常 マウ ス に 接種 する な ら ば TF が 可能 で ある こと 
が わか つた . な お , 対 央 と し て S 株 原虫 の lysate を 用 
いた が TF は 全く 起 ら な か つた . 次 に lysate に 接触 し 
た 原虫 は 全て TF を 起す の か , あぁ あるいは その 一 部 の み 
が TF を 起 し うる の か と いう こと は 遺伝 学 的 に 興味 ある 
問題 で ある た め , S 株 原虫 を 1 匹 だ け 分 離し , それ を 
lysate に 接触 させ , 15 分 後 マ ウス に 接種 する と いう 実 
験 を 行 つ た . その 結果 , 17 匹 中 5 匹 に TF が 認め られ , 
6 匹 は 全く 認め られ ず , 残り の 6 匹 は 軽度 に TF が 起 つ 
て いた . Trypanosoma に お ける 本 現象 は 第 5 報 に 報告 
し た ご と く DNA に よっ つて 起 る こと は 明らか で ある が , 
以上 の 成績 特に 接種 原虫 の 数 か ら 推定 し て も , spontan- 
eoumutatoin の 結果 と し て 低い AK % が で る と いう 可 
能 性 は 全く 否定 し うる わけ で ある . 次 に lysate と し て 
用 いる 耐性 株 原虫 を 順次 少な くし て TF を 行う の に 必要 
な 原虫 数 を 調べ た と ころ , TF を 起 さ せる に は 少な く と 
も , 5 Xx10“ 匹 /mm? 以上 の 耐性 株 原虫 が 必要 で ある と い 
りこ と が わか つた 。. 


125. Giardia muris の 微細 構造 長田 信 (慶太 内 科 ) 
M. OsADA: Studies on ultrastructure of Giardia 


mauris 


Giardia muris を 電子 顕微 鏡 で 観 奉 し , その 所 見 を 
光学 顕微 鏡 の 場合 と 比較 し た . 光学 顕微 鏡 に より 示さ れ 
た 構造 , 小 器 管 , すなわち , 核 , 細胞 質 , 軸 索 , 団 毛 , 
Blepharoplast, Parabasal body 等 の 微細 構造 , 相互 の 立 
体 的 な 関係 を 明らか に する こと が で きた . 殊 に 吸盤 状 を 
な す 腹 面 に は , 木目 状 の 構造 を 持つ 板 が 存在 し , 縁辺 を 
形成 する 馬 忠 状 の も の と , 本 体 を 形成 する も の と の 二 部 
分 より な る こと が 明らか に な つた . そし て その 板 の 本 体 
の 中 央 部 は 首尾 の 方 向 に 木目 が 濃密 で 他 の 部 分 より 丈夫 
な 感 を 与え そる. また 本 体 の 前 端 は 二 枚 に 分 れ , それ が 左 
右 か ら 重 り 合 つて Blepharoplast と , いい か えれ ば , 
対 の 貫 毛 の 起 始 部 , 核 の 上 端 等 と 密接 に 連絡 し て いる よ 
うに 見 える . 軸 索 は , Trichomonas muris に 見 られ る 
よう な 明 肛 な も の は な い . Parabasal body は オス ミウ 
ム 酸 を よく 取り , 忠 体 の 首尾 の 方 向 と 一 致す る 方 向 性 を 
持つ 物質 塊 で ある . 
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126. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (7) 胆汁 中 に お ける 
汰 化 ジ チア ザ ニ ン の 消長 篠 藤 満 訓 ( 徳 大 病 理 ) : M. 
SHINOTO : Studies on the treatment of clonorchiasis 
sinensis (7) On the quantity of Dithiazanine iodide 


discharged in the bile 


実験 的 肝 吸 虫 症 に 対し て , 活化 ジ チ ア ザ ニ ン を 投与 す 
れ ば 著 明 な 殺虫 効果 が 認め られ る . と ころ が , 肝 吸 虫 の 
寄生 部 位 は 肝 内 胆 圭 で あり , し た が つて 腸管 か ら 吸 収 さ 
れ た 活化 ジ チ ア ザ ニ ン は 当然 胆汁 中 に 排出 され て いる こ 
と に な る , 筆者 は , 先 に , 決 化 ジ チ ア ザ ニ ン を 投与 し た 
イヌ の 胆汁 を 採取 し , 各種 操作 を 加え た 結果 , 湊 化 ジ チ 
アザ ニン よう の 着色 物質 を 証明 し た が , ここ に は , この 
物質 が , どの 程度 排出 され て いる か を 定量 的 に 検索 し た 
成績 を 報告 する . 方 法 : 胆 汁 着 を 造 設 し た イヌ に , 決 化 
ジ チ ア ザ ニ ン を , 1 日 量 と し て 50 mg/kg な いし 100mg 
kg, 経口 的 に 投与 し , 投与 前 か ら 連 日 胆汁 を 採取 し た . 
胆汁 は , アセ トン , クロ ロホ ルム , 19% 苦 性 ノー ダ で 処 
理 後 , 減圧 燕 兆 を 行ない , 残 湾 を ジ メ チ ー ル ホル ム ア ミ 
ド で 溶解 し て 分 光 光度 計 で 測定 し た . 検量 曲線 は , 1?/ 
cc か ら 100 y/cc まで の 各 段 階 に 稀釈 し た 既知 濃度 の 湊 
化 ジ チア ザ ニ ン の アセ トン を , 胆 加え て 上 記 
様 の 操作 を 行 な つ て 作製 し た . これ ら の 最大 吸光 度 は 。, 
570 mg 附近 に 認め られ る . な お , イヌ に 胆汁 着 を 人 造 設 
し て も , 経過 を 観 祭 する こと が 困難 な こと が 多く , 総数 
30 頭 の イヌ を 使用 し て 検査 の で きた の は 11 頭 , その う 
ち , か な りつ づけ て 観察 で きた の は 5 頭 で あ る . 成績 : 
1) 活化 ジ チ ア ザ ニ ン を , 1 日 量 と し て 100 mg/kg 投与 
し た 場合 に は , 投与 開始 翌日 か ら 胆 汁 中 に 着色 物質 が 認 
め ら れ , 投与 中 止 翌日 な いし 3 日 後 まで 証明 で きる . 検 
量 曲 線 か ら す る と , 最高 は , 40r/cc に も 達する . 2 1 
日 量 と し て 50 mg/kg を 投与 し た 場合 も , 投与 開始 翌日 
か ら 出 現し , 投与 中 止 翌 日 な いし 2 日 後 ま で 認め られ , 
一 般 に 100 mg/kg 投与 の 場合 より 少な い が , 最高 30y/ 
cc に 達する . 肝 吸 虫 の zn vitro に お ける 湊 化 ジ チ ア ザ 
ニン の 殺虫 効果 を 見 る と , 17y/cc の 場合 で も , 肝 吸 中 
成虫 10 匹 を , 平均 6.9 日 で 死滅 させ て お り , 胆汁 中 に 
検出 され る 物質 が 湊 化 ジ チ ア ザ ニ ン で ある と すれ ば , 生 
体内 で も 肝 吸 虫 殺虫 の 効果 は 充分 に 期待 で きる わけ で あ 
る . し か し な が ら , 胆汁 か ら 検 出し た 物質 の 最大 吸光 度 
は , 570 mz で , メタ ノー ル 深 解 の 活化 ジ チ ア ァ ザ ニン ( 最 
大 吸光 慶 651mz) と 若干 相違 が だ が あり, 果して , 胆汁 中 に 
排出 され て いる 物質 が 何で ある か は , 今後 更に 追究 する 
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必要 が ある . 


127. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (8) 汰 化 ジ チア ザ ニ 
ン に よる 集団 治療 の 成績 山口 富雄 ・ 峯 田 春 敏 ( 徳 大 病 
理 ) : T. YAMAGUCHI, & H. MINEDA : Studies on the 
treatment of clonorchiasis sinensis (8) The anthelmintic 


effect in mass treatment with Dithiazanine iodide 


試験 管内 お よび 動物 実験 に よる 成績 か ら , 湊 化 ジ チ ア 
ザ ニ ン に は , 肝 吸 虫 に 対し て 著 明 な 殺 忠 効果 の あぁ る こと 
を 認め た が , 引き つづ き 感 染 者 に 対し て 集団 治療 を 実施 
し た の で , その 成績 を 報告 する . 1) 対象 は , 徳島 県 只 
門 市 の 撫養 高等 学校 生徒 を 主 に し た 感染 者 34 名 で , 男 
15 名 , 女 19 名 で ある. まず, 肝 吸 ら 作製 し た 
VBS 抗原 に より , 撫養 高校 生 641 名 に 皮 内 反応 を 実施 
し , 陽性 お よび 疑 陽性 者 81 名 (12.6 %) 中 29 名 (34.9 
%) に, 検便 に より 肝 吸 虫 卵 を 証明 し た . 2) 活化 ジ チ ア 
ザ ニ ン の 投与 方 法 は , 1 日 量 と し て 30 錠 (1.5g) を 3 回 
に 分 け , 食後 2 時 間 に 服 用 させ , 5 日間 連 用 し た . 次 い 
で 10 日 間 休 止 , 更に 5 日 間 連 用 し た が , この 投与 量 は , 
平均 し て 1 日 量 が , 28 mg/kg に 相当 する . 3) 効果 の 判 
定 は , 一 応 交 便 中 の 肝 吸 虫 卵 の 検索 に 重点 を お き , 投 王 
開始 後 5 日 , 15 日 , 20 日 , 29 日 お よび 40 日 の 5 回 に わ 
た り , 塗 抹 検 査 と MGL 法 に よる 集 卵 と を 併用 し た . 
4) 肝 吸 虫 卵 の 検出 状況 は , 投与 開始 後 5~7 日 で は 23 
名 中 22 名 に 認め て いる が , 12~17 日 で は 26 名 中 13 名 
(50%), 20 日 で は 20 名 中 5 名 (25%), 29~33 日 で は 
24 名 中 5 名 (20.8 %) と 減少 する . 40 日 後 の 成績 で は , 
33 名 中 10 名 (30.3 %) と な り , この 投与 法 に よる 一 応 の 
卵 陰 転 率 は , 約 70 % で ある . 5) 肝 吸 曰 症 の 治療 に 当 つ 
て , その 治 疲 判定 は 困難 な 問題 で ある . すなわち , 動物 
実験 の 結果 か ら 見 て , 肝 内 胆管 に は 全く 生き た 貝 体 が 認 
め ら れ な い に も か か わら ず , 胆のう 内 に は , 死滅 虫 体 お 
よび 忠 卵 が 存在 し , か な り 長 期間 に わた つて 検便 に より 
虫 卵 を 証明 する 場合 が ぷ が ぁ る , し た が つて , 検便 に よる 治 
癒 の 判定 だ け で な く , も つと 適 確 な 治 疲 判 定 法 の 研究 が 
必要 で ある . 6) 極め て , 興味 の ある 所 見 と し て は , 溢 
化 ジ チア ザ ニ ン 投 与 後 に , 皮 内 反応 の 腫 須 差 に 変化 が 見 
られ る こと で ある . 投与 開始 15 日 後 で は , 投与 前 に 比 
し て 腫 劇 差 の 縮小 傾向 が 見 られ , 陰性 者 も 1 名 認め られ 
る . 40 日 後 で は , 陰性 者 も か な り 見 られ , また , 貝 卵 陽 
性 者 は , これ ら の 場合 で も . 疑 陽性 お よび 陽性 者 に 限ら 
れ て いる . この こと は , 肝 吸 虫 症 の 場合 の 治 疲 判定 に 皮 
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内 反応 が ある 程度 役立つ 可能 性 の ぁ ある こと と , 活化 ジ チ 
テ ザ ニ ン の 投与 に よる 効果 を 示し て いる の で は な いか と 
考え られ る . 


128. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (9 汰 化 ジ チア ザ ニ 
ン 大 量 投与 に よる 副作用 に つい て 山口 富 雄 ・ 誤 田 春 敏 
( 徳 大 病 理 ) : T. YAMAGUCHI & H. MINEDA : Studies 
on the treatment of clonorchiasis sinensis (9) The 
side effects in mass treatment with Dithiazanine io- 
dide 


湊 化 ジ チ ア ザ ニ ン の 投与 量 は , 通常 力 虫 な ど に 対し 
て は , 1 日 量 と し て 成人 で 9 錠 な いし 12 錠 (0.45~0.6 
8g) 程度 で ある . と ころ が , 肝 吸 虫 症 の 治療 を 目的 と する 
場合 に は か な り の 大 量 投与 が 必要 で あり . われ われ は 
成人 で 1 日 量 と し て 30 錠 (1.5g) を 用 いて いる . この 場 
合 。 どの よう な 障害 が , どの くら い の 此 度 お よび 程度 に 
出現 する か を 検討 する こと は , 膨 吸 貝 症 の 集団 治療 を 目 
的 と し て いる 以上 , 当然 必要 な こと で ある . 検索 を 行 な 
つた の は , 肝 吸 忠 感染 者 34 名 で , 活化 ジ チ ア ザ ニ ン の 
投与 法 は , 127 番 の 要旨 に 記載 し た 通り で , 1 日 投与 量 
は , 平均 し て 28 mg/kg に 相当 する . 検査 の 方 法 は , 調 
査 カ ー ド に より , 投与 30 日後 ま で の 自覚 症 を 記 人 させ 
る と と も に , 投与 前 , 投与 後 5 日 , 15 日 , 20 日 , 29 日 
お よび 40 日 の 6 回 に わた り , 採血 を 行なっ つて 肝 機 能 検 
査 を 実施 し た . 1) 自覚 症状 : 湊 化 ジ チ ア ザ ニ ン は 色素 
で ある か ら , 便 の 着色 は 極め て 著 明 で ある が , 長い 場合 
で も , 投与 中 止 4 日後 まで で ある . 腹痛 は , 全 経 過 を 通 
し じ し て 1 名 だ け に 認め られ る . 下痢 は , 最も 多く 認め られ 
11 名 (32.4 %) が 訴え て いる が , 最高 1 日 2 回 程度 ,- 多 
く は 1 日 1 回 程度 で , 水 様 で は な く 軟 便 が 多い . また , 
大 部 分 は 投与 期間 中 に 見 られ る . むか つき る も 下痢 と と も 
に 多い 副作用 で , 10 名 (29.1 %) に 認め られ , これ る も 投 
与 期間 中 に 限ら れ て いる . その 他 , 嘱 吐 は , 1 名 だ け に 
1 日 1 回 程度 で 2 回, 投与 期間 中 に 見 られ , 胃痛 も 3 名 
に 認め られ た . これ ら の 症状 は , いずれ る も 軽度 で あぁ つて 
投与 期間 中 お よび 後に お いて , 応 床 , ある い は 通学 を 休 
ん だ もの は な い . 2) 肝 機 能 検査 : Lugol お よび Gros 
反応 は すべ て 陰性 で , Menlengracht 血清 黄 靖 指 炒 に も 
著 変 は な い . Cobalt 反応 は , 投与 前 に は 対照 ( 非 感染 者 
31 名 ) より も か な り 左 側 型 を 示し , 5 日 後に は , 更に 左 
側 に 傾く が , その 後 は 以 復 し , 40 日 後 で は 対照 と ほとん 
ど 同 程度 と な つて いる . Mancke 反応 は , 15 日 後 で は , 
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や ゃ や 障害 され て いる よう な 傾向 が うか が われ る が , 20 日 
以後 で は , 投与 前 より も 改善 され , 対 昭 と 同 程度 に な つ 
て いる . 以上 の よう に , 今回 の 投与 方 法 で は , 特に 重信 
な 副作用 の 発現 を 見 る こと な く , か な り の 効果 を 挙げ え 
た が , この 方 法 で は , 必 ら ず し も ゃ 満足 すべ きも の と は い 
え ず , 5 日 間 連 用 を 10 日 連用 に すべ く 検 討 中 で ある . 

( 加 ) (千葉 寄生 研 斉 正 己 

肝 吸 虫 の 駆虫 試験 を propoquin(7 例 ), Smiray( 6 例 ) 
Pankiller( 3 例 ) に つい て 行 つ た. その 成績 を 追加 する . 
試験 効果 は AMS III 法 に よる EPG 算定 の 遠隔 成績 で 
判定 し た . Propoquin : 投与 量 は 小児 2, 成人 4 例 は 2 
CapX30 日 , 成人 1 は 4 ~ 3Cap を 隔 日 に 30 日 投与 し 
た . 小児 1(?) は , 1 年 後 , EPG 1800 より 11 に 減少 
し , 有効 で ある と 思わ れ た . 他 2 例 も 1 年 後 , 減少 し て 
いる . 残 4 例 は 投 薬 後半 年 未満 で ある る が , か な り の 卵 減 
少 が 認め られ る . 副作用 は 成人 1 に 悪心 , 胃 部 圧迫 感 が 
あぁ つた . 更に 追試 する . Smiray : 投与 日 数 は 5 例 に 14 
日 , 1 例 た に 10 日 , 半年 の 観 祭 で , 1 例 を 除い て は 卵 減 
少 , 変性 卵 を 認め た が , な お , 検討 する 必要 が ある と 思 
5. Pankiller : 投与 日 数 10 日 , 2 ヵ月 を 経た の みな で , 
卵 減 少 は 見 られ な い が , 変性 卵 は 認め られ る . 


129. 実験 家 兎 の 肝 吸 虫 の 排卵 数 斉藤 ・ 真知 
子 ( 新 大 医 動物 ) : S. SalITOo & M. HokrI: Egg counts 
of Clonorchis sinensis in feces of the experimentally 
infected rabbits 


肝 吸 虫 の 寄生 数 と 臨床 症状 と の 間 に は 一 定 の 関連 性 が 
ぁ る と され て いる が , 寄生 数 と 排卵 数 と の 関係 に つい て 
は ほとん ど 知 られ て いな い . これ ら の 関係 を 明らか に す 
る た め に 次 の 実験 を 行 つ た . まず 7 羽 の 家 束 に モツ ゴ , 
タモ ロコ (以上 新潟 県 西蒲原 郡 鑑 潟 より 採集 ), ヒガ イ , 
ャ リタ ナ ゴ (以上 秋田 県 能代 市 の 河川 湖沼 より 採集 ) か 
ら 人 工 胃 液 消化 法 で 集め た 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア を 生理 
的 食塩 水 ご と ネ ラ トン カテ ー テ ル 6 号 で 胃 内 に それ ぞ れ 
8, 30, 50, 100, 300, 500, 1,000 匹 を 注入 し た . 便 内 
の 排卵 数 EpG (Eggs per Gram) の 測定 は ホル マリ ン ・ 
エー テル 法 に も と ず き , 兎 養 0.5g を 遠 沈 し 沈 湾 に 比重 
1.3~1.4 の 若 糖 液 を 加え 全体 を 4.5cc に な る よう に し 
た . 次 いで 沈 湾 が 歳 糖 液 内 に 均等 に 分 布 す る まで よく 描 
振 し た 後 0.15 cc を 正確 に ピペット で 取り , そこ に 含ま 
れ て いる 貝 卵 数 を 数 えて 60 倍 し た . メタ セル カリ アプ 投 
入 後 , 最も 早く 兎 状 内 に 躍 卵 が 検出 され た も の は 18 日 
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で , 29 日 が 最も 遅く 平均 22 日 で あつ た . 調査 全 期間 中 
の 排卵 数 ( 週 2 回 測定 ) の 変動 は 波動 的 に 増減 し っ つ 大 き 
な 振幅 が 見 られ , 2 例 に つい て 10 週間 孔 の 山 (Wykoff, 
D. E., 1959) が , 他 は その 傾向 を 示す よう で あつ た . な 
お 日 々 の 変動 に お いて も か な り の 範囲 で 増減 が 見 られ 
た . 次 に 兎 准 乾燥 量 比率 と EpG と の 間 に は 順 相 関 (5 % 
以下 の 危険 率 , 2 例 ) ある い は その 傾向 (10 % 以 下 の 危 
険 率 , 3 例 ) が 認め られ , 束 燥 量 比率 で ある 程度 EpG 
の 補正 が 有効 で ある と 考え られ た . また 1 日 全便 量 と 
EpG と の 間 に は 逆 相関 (1 % 以 下 の 危 険 率 , 2 例 ) あ る 
い は その 傾向 (10 % 以 下 の 危 険 率 , 1 例 ) が 認め られ た . 
死ん だ 家 兎 に つい て は 誠 検 し で きる 限り 全部 の 成虫 を 取 
り だ す よ うに 努め た 結果 , 検出 成虫 数 は 3~444 匹 ( 検 出 
率 平均 36.4 %) で , EpGpF お よび EpDpF の 値 は 寄生 
数 が 多く な る に つれ て 小さ く な る 傾向 を 示し た . し か し 
極め て 少数 寄生 例 (3 匹 ) を 除い て EpGpF を 見 る と ほぼ 
一 定 し た 値 ( 寄 生 数 19, 77, 444 に 対し それ ぞ れ EpGpF 
260, 216, 231, また 乾 燥 量 比率 で 補正 し た 補正 EpGpF 
で は 502, 353, 310) を 示し , EpG を 用 いて 大 体 の 寄生 
数 の 推定 が 可能 と 考え られ た . すなわち 推定 寄生 数 芋 
EpGpF/240 半 補正 EpGpF/400. 今後 更に 例 数 を 増す と 
と も に 他 の 動物 に つい て もせ 検討 する つも り で ある が , 上 
記 の 指数 は Wykoff の 報告 し た EpGpF 100 と は か な り 
の ひら き が 認め られ る . 

( 加 ) ( 徳 大 病理 ) 山 口 富 尋 
EpG の 変動 は かなり 著 明 で あつ て 1 回 の 検査 だ け 
か ら は , 感染 虫 体 数 を 推定 する こと は 困難 と 思う . また 
EpG 100 が 1 匹 と し て いる Wykoff の 報告 よ り も , か 
な り 低 いも の と 思わ れる . 

( 加 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 
1) 肝 吸 虫 の 寿命 は ある 再 感染 の な いと 思わ れる 患者 
に つい て 2 年 位 以 上 と 思わ れる 経験 が ある . 2) 産婦 数 
に は 成虫 令 に より 増減 が あぁ ありま すか 


130. 和牛 皮 内 応 に つい て 小野 豊 (兵庫 農大 
医 ) : Y. ONO : Studies on intradermal test of fascioli- 


asis in cattle 


従来 , 皮 内 反応 に よる 牛 肝 里 症 の 診断 は Aygtin & 
Baskaya (1939) , 東 (1950), Soulsby (1954) に よ ょ つて 試み 
られ た が , あま り よ い 結 果 は 得 ら れず , 未だ 実用 化 に は 
至ら な か つた , 
アン チゲ ン を つく り , これ に よる 診断 を 創案 し た が , こ 


し か る に 箇 者 は 1952 年 邊 肝 蜂 症 診 断 用 ・ 


| 
3 
| 
3 
| 


504 


の 方 法 に よれ ば , 操作 は 簡単 で , 適 中 率 は 高く , 本 病 の 
集団 検診 , 早期 診断 に 応用 し うる 唯一 の 方 法 で ある こと 
が 確認 され , 今日 広く 応用 され , 毎年 30~50 万 頭 の 折 
が 検診 きれ , 昨年 末 ま で に 330 万 頭 の 牛 が 検診 され た . 
本 反応 は 検査 千 の 尾根 皮 内 に アン チゲ ン を 注射 し , 注射 
後 15~30 分 に 注射 局所 に 現われ る 硬 結 腫 月 の 大 き さ ( 直 
径 ) を 測定 する . 判定 は その 直径 が 15 mm 以上 を 陽性 
と し , 11.0~14.9 mm を 疑 陽性 , 局所 が 判明 する 程度 
で 硬 結 腫 月 の な いも の を 陰性 と する . 本 反応 の 適 中 率 検 
査 は 513 例 に つい て 反応 実施 後 訓 検 を 行 つ て 決め た . そ 
の 結果 , 訓 検 陽性 276 例 中 , 反応 陽性 267 例 で , 適 中 率 
は 96.7 % で あぁ つた. 疑 反 応 48 例 中 , 害 検 陽性 31 例 で 
あつ た . 削 検 陰性 198 例 中 4 例 は 反応 陽性 で あっ つ た. 一 
般 に 衰弱 著しい 肝 蜂 和牛 の 中 で 稀 に 反応 陰性 に 現われ る こ 
と が ある . 双 槍 形 吸虫 , の 類 属 反 応 は 見 
られ な い . また 筆者 は 人 工 感染 和牛 に つき 皮 内 反応 の 推移 
を 観察 し た が , 感染 後 12~19 日 で 陽性 に 転じ た . 肝 蜂 
虫 卵 検査 で は 感染 後 60~90 日 に 陽性 に な る の で , 早期 
診断 に も 皮 内 反応 は すぐ れ て いる . 人 工 感 染 後 の 長期 観 
察 中 , 本 反応 は 衰弱 期 に た だ 一 回 疑 陽性 を 示し , その 他 
は 常に 陽性 で あつ た が , 貝 卵 検査 で は 感染 後 204 日 以後 
は 陰性 を 示す こと が 多 か つ た ( 体 +). 肝 の 
検出 に は 浮 湊 法 は 不適 当 で , 沈殿 法 を 応用 し た 各種 検査 
法 が 案 出 され て いる が , その 検出 率 は 矢尾 板 法 86.7 %, 
渡辺 法 80.0 9%, 宮川 法 56.7 %, 保坂 法 50.0 % で , 実 
用 価値 ある も の は 矢尾 板 法 , 渡辺 法 の 両 法 で , この 両 法 
を 併用 すれ ば 検出 率 は 高まる . 少数 寄生 で は 忠 卵 陰性 の 
場合 が 多い . 皮 内 反応 で は 2 名 の 技術 者 で 4~ 5 時間 で 
200 例 の 集団 検診 が で きる が , 中 卵 検査 で は 早期 の 検出 
が で きず , 検出 率 も 低く , 実施 能力 も 半日 で 15 例 前 後 
で ある . 


131. 有 輪 条 虫 卵 の Penetration gland の 機能 に つい て 
沢田 勇 (奈良 学芸 大 生物 ) :I. SAWwaADA: On the fun- 
ction of penetration glands in Raillietina cesticillus 


onchcosphere 


有 輪 人 条 虫 の 卵 内 に は 1 対 の penetration gland が 存在 
し て いる こと が Reid(1948) に よっ つて 明らか に され た が , 
その 機能 に つい て は 全く 不明 で ある . 先 に 著者 (1960) は 
有 輪 条 虫 卵 を in vitro に お いて 人 工 解 化 さ せる こと に 
成功 し た . その 際 角 化 時 に お ける penetration gland の 
形態 を 明らか に する と 同時 に その 内 容 物 の 分 泌 状 態 に つ 


(76 ) 


いて も ある 程度 明らか に し た . 今 回 は penetration gland 
の 内 容 物 を 組織 化学 的 に 検討 する と 同時 に 虫 卵 を 中 間 宿 
主 で ある ヨッ ツ ッ ボ シコ ュ コミ ズ ギ ワ ゴ ミ ムシ に 食べ させ , -10~ 
50 分 後に この 昆虫 を 殺し て 腹部 を 固定 し , パラ フイ ン 
セク ショ ン に よっ つて 腹腔 内 に お ける 太 多 幼 虫 の 位置 を 検 
討 し , 更に その 際 に お ける 六 釣 幼虫 内 の penetration 

gland に つい て PAS 反応 を 試み た , その 結果 , pene- 

tration gland の 内 容 物 は polyssacharide complex で あ 
る こと が 判明 し , 更に 虫 卵 は ヨ ツ ボ シ コ ミズ ギ ワ ゴミ ム 
シ の 体内 に 入っ つて か ら 10 分 後に は 消化 管 壁 を 究 孔 し て 
体 用 内 に で て いる も の も あつ た が , 50 分 後に は 大 部 分 の 
六 釣 幼虫 が 体腔 内 に で て し まう こと が 判明 し た . な お 太 
が 消化 を 容 する 時 penetration gland か ら 
の 分 泌 物 の 一 部 が 利用 され る の で は な か ろう か と いう こ 
と が 明らか に な つた . 


132, 2 次 包 虫 症 に 関す る 実験 山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 
坂本 司 ( 北 大 寄生 虫 ) : J. YAMASHITA, M. OHBAYASHI 
& TT. SAKAMOTO: Studies on experimental seconda- 


ry echinococcosis 


腹腔 内 に 包 忠 頭 節 を 接種 し て 2 次 包 躍 症 を 起 さ せる 実 
験 を , 単 房 性 (EE.g.) お よび 多 房 性 ( 必 .m.) 両者 に つい て 
行っ つ た. スナ ネズ ミ 22 頭 , dba マウ ス 19 頭 お よび C57 
BL/6 マウ ス 31 頭 に , 実験 感染 動物 (E.g. は ヒツジ , 
E.m. は ュ ッ トン ラッ ト スチ ズミ ARR 立 え 
ら 採 受 し た 頭 節 の 生理 的 食塩 水 浮 蓄 液 0.05 cc 宛 を 下腹 
部 に 注入 し た . 1 頭 当 接種 頭 節 炒 は , 130~1000 個 で あ 
る . 接種 後 適当 な 間隔 で 殺し て 検査 し た 結果 , 衛 患 率 
(陽性 例 数 / 検 査 例 数 ) は , E.g. は スナ ネズ ミ が 3/8, 
dba が 2 /10, C57BL/6 が 3 /15, E.m. は 同じ く 8/14, 
4/9, 1/16 で あぁ つた . E.m. と も に 頭 節 の 化 
に は 少く と も 約 1 ヵ 月 を 要する こと が 判っ つた, すなわち 
それ ぞ れ 35 日 お よび 33 日 経過 例 に その 初期 像 が 認め ら 
れ た . 2 次 包 虫 に 発育 する の は , 接種 され た 頭 節 の うち 
の 一 部 分 に すぎ ず , 他 に は 変性 消失 あぁ る い は 機 質 化 され 
る . 形態 学 的 に , E.g. 包 虫 は 放 胞 が 球状 な いし 多 形 を 旦 
し , クチ クラ 層 は 層 板 像 明瞭 で 厚く (250 ヶ の 例 あ り ), 
肥 芽 層 は 非 薄 単 層 性 , 宿主 組織 反応 は 軽い . 一 方 E.m. 
包 虫 は 小 裏 胞 性 多 房 構造 を 示し , クチ クラ 層 は 薄く (10 
xz 以下 ). 肥 芽 層 は し ば し ば 網状 を 量 し て 厚く 石灰 小 体 
を 伴い , 例 に よっ つて は 繁殖 胞 ・ 頭 節 形成 あり , 組織 反応 
が 目立つ , この よう に EE.g., E.m. 両者 の 差 は 明瞭 で あ 


1 
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る が , 1 次 包 虫 症 に お いて 山下 ら (1958) が 指摘 し た と 同 
様 に , 同じ E.m. 例 で も 和 宿主 動物 間 に 包 忠 の 形態 差 が 認 
め ら れる . 次 に 山下 ら が 今 ま で に 実施 し た 実験 成績 に よ 
る と , 経 投与 で 感染 させ た 1 次 包 症 で は , 率 
は スナ ネズ ミ , dba, C57BL/6 それ ぞ れ EE.g. の 場合 0/6, 
0/12, 0/23, E.m. の 場合 5/5, 6/6, 15/19 で あぁ つ 
た , 今回 の 実験 成績 と 比較 する と , E.g. で は 経口 例 ( 虫 
卵 ) と 逆 に 腹腔 例 ( 頭 節 ) に 感染 を 期待 で き , 反対 に E.m. 
で は , 腹腔 例 に お ける 感染 率 の 低下 が 起 る わけ で ある . 
E.m. 例 で て か か る 率 低 下 の 見 られ る 1 因 と し て , E.m. 包 
組織 の 層 が 肥厚 発達 し , 頭 節 が 殖 胞 に 含ま れ て 
ここ に 埋没 し て いる こと が 考え られ る . すなわち, 機 度 
的 に 頭 節 を 離 させ て 接種 材料 を 調製 する こと が , E.g. 
の 場合 より も 容易 で は な いか ら で あ る . 


133. 台湾 産 ム ササ ビ の マラ リア 原虫 (Hepatocystes) 
に つい て 倉 ( 長 大 風 研 ) 刀 蘭 (台湾 工 林 鎮 ) : N. 
ToKURA & C. L. WU: A malarial garasite, Hepa- 


tocystes of the flying squirrel from Taiwan 


近 来 , 足 乳 動物 の マラ リア 原虫 に つい て は , Plasmo- 
diidae 科 の Plasmodium 属 ば か り で な く , Haemogr- 
oteidae 科 の Hepatocystes 属 の 種 も 考慮 され ね ば な ら 
な いこ と に な つた . 現在 , アフ リカ の 猿 の Hepatocystes 
kochi GARNHAM, 1948, マレ ー の の Hepatocystes 
vassali malayensis FIELD & EDESON, 1949, コン ゴ の 
の Hepatocystes epomophori RODHAIN, 1953, デ 
シア の 河 馬 の Hepatocystes hippopotami GARNHAM 
1958 等 が あり , な お , アン ナム の 栗 妃 の Plasmodium 
vassali (LAVERAN, 1905), ヒマ ラ ヤ の ムササビ の Pla 
smodium sp. nr. vassali RAY 1949 等 は 同属 の 原虫 と 
考え られ て いる . 演者 等 の 一 人 , 呉 振 蘭 (WU CHEN- 
LAN) は , 台湾 産 黒 肢 猿 (Macacus cyclopis) に 同属 の 
原虫 を 証明 し , Hepatocystes kochi var. wui YOKOGA- 
WA, 1953 と 命名 され , また , 台湾 産 栗 昨 (Callosciurus 
spp.) か ら も 同種 の 原虫 を 証明 し , Hepatocystes vassali 
var. yokogawai WU 1953 と 命名 し た 【 医 学研 究 , 23 
(10) : 1979~1944, 1953]〕. 筆者 等 は , 一 昨年 , 台湾 産 
大 赤 ム ササ ビ (Petaurista petaurista grandis) の 肝 表 
面 に epatocystes 特有 の 分 割 体 胞 (merocyst ; cystic 

megalo-schizont) の 存在 を 確証 し た が , ムササビ の マ 
ラリ ア 感 染 の 報告 は , RAy(1949) が ヒマ ラ ヤ の ムササビ 
に vassaZi 型 の 原虫 を 記述 し て 以来 , これ が 世界 第 二 の 


報告 と 思わ れる . 

筆者 等 の 見 た 台湾 産 ム ふ サ サビ の 分 割 体 胞 奏 (merocyst) 
は , 定型 的 な 猿 お よび 栗 銀 の kochkz 型 ま た は vassali 
型 も 含ま も ん て は いる が , その 他 , 肝 表 面 に 肉眼 的 に 見 られ 
る 斑点 の 中 に 顕微 鏡 的 な 娘 胞 褒 (daughter cyst) と で も 
いう べき 小 胞 斉 が 和 群 在 し , その な か に 多数 の 分 割 体 (me- 


rozoite) が 発生 し , 形態 上 kochz 型 ま た は vassaz 型 と 


異な る も の が ある . 万 epatocystes の merocyst の 発生 
機 序 は 分 明 で な い 点 も あぁ つて , これ が 台湾 産 ム ササ ビ に 
初め て 見 られ た 新種 で ある か 癌 か は 断言 され な い が , 委 
者 等 と し て は 台湾 産 ムササビ に は kochz 型 ま た は vas- 
sali 型 の 他 に 特種 の Hepatocystes 感染 が ある の で は な 
いか と 考え た い の で ある . 


134. の に 朗 め られ た Eperythrozoon wenyo- 
ni Adler and Ellenbogen, 1934 と その 臨床 所 見 石原 
忠 ( 家 ) : T. ISHIHARA: On the Eperythrozoon 
wenyoni Adler and Ellenbogen, 1934 of cattle in Ja- 


pan 


Eperythrozoa は 1928 年 マ で ウス か ら 発 見 され , 和牛 か ら 
は 1934 年 , 同年 ら . ovizs を , 1942 年 猫 か ら 
elis, 1950 年 に Splitter は 豚 か ら 非 病原 性 の E. par- 
vum と 病原 性 の 正 . suzs を 報告 し た . 下 . suzs 以外 は 
病原 性 が 少く , 摘 腸 動物 で の み 問 題 に な つて きた . 本 原 
虫 の 分 類 上 の 位置 は 疑問 点 が 多く , Neitz は Anaplasm- 
idae に 属す と 述べ , 他方 Bergey は Bartonellaceae に 
属し Haemobartonella は 進行 性 の 衝 血 で 時 に 致死 的 に 
作用 する が , Eperythrozoon は 常に 非 病原 人 性 で ある と し 
て いる . . 本 邦 に は Ep. の 報告 が な く , 最近 市 井 が 戸 . 
/elis を 報告 し て いる の み で ある . し か し 文献 に よる と 
上 wenyont は 世界 各地 に 広く 分 布 し て いる . 日 本 の 小 
型 ピ ロ プ ラズ マ は 海外 の Gonderia mutans より 病原 性 
が 強く , 発病 原因 に つい て は 疑問 点 が 多 か つ た . 小型 ピ 
ョ プラ ズ マ 病 研究 中 に 試験 牛 (生後 4~ 9 月 ) 5 頭 か ら 
本 原虫 が 確認 され , 本 原虫 単独 で も 病原 性 が ある こと が 
認め られ た . 媒介 ダニ , 治療 予防 試験 , 発育 環 な ど 末 解 
決 の 点 が 多い が , 日 本 未 記 載 の 原虫 で ある の で , 日 本 産 
の 和牛 か ら 検 出さ れ た こと と その 臨床 所 見 を 報告 する . な 
お 本 原虫 は 形態 , 潜伏 期 , 臨床 所 見 な どか ら E. weny- 
ont と 同定 し た が , 南ア フリ カ 連 邦 の W. O. Neitz に 
よ つ て る も 本 原虫 で ある と 確認 され た . 1) 小型 ピロ プラ 
ズ マ 寄生 の 血液 を 摘 有 簡 和牛 お よび 非 摘 肝 和 牛 に 接種 し た さ 
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い , 小型 ピロ プラ ズ マ と は 無関係 に 瓦 wenyoni を 検 
出し , 本 原虫 の 流血 中 出現 に 平行 し て 発症 を 認め た . 2) 
本 原虫 は ギ ム ザ 染色 標本 で は 大 さ 0.3~0.5u で 青紫 色 
に 染まり 円 形 な いし 不 円 形 で あぁ る. 赤血球 の 表面 特に 辺 
縁 に 寄生 し て いる も の が 多い が , 軽症 例 で は 血球 外 に の 
み 自 由 寄 生 し て いた . 考 血 接種 後 18~23 日 で 流血 中 に 
出現 し , 5~17 日 間 で 自然 消失 し た . し か し 免疫 性 が 少 
く , 再 出現 し た 例 も あぁ つた . 3) 了 臨床 所 見 と し て は , 和 賃 
血 , 発熱 , 食 八 不振 , 流 涙 , 結膜 充血 , 白血球 特に 好 中 
球 増加 な ど が 著 明 で , 摘 肝 牛 ば か り で な く 非 摘 腸 牛 も 発 
症 し , 本 原虫 の 病原 性 が 確認 され た , 4) 非 摘 及 邊 1 頭 
に 本 原虫 寄生 血液 を 接種 し た が 原虫 は 確認 され な か つ 
た . し か し 和 賃 血 を 除く 病変 が 認め られ た . 5) 本 原虫 は 
野外 の 放牧 牛 で も 検出 され る . な お 小型 ピロ ョ プラズマ と 
の 関係 に つい て は 更に 検討 する 必要 が ある . 


135. Trichomonas の 電子 顕微鏡 学 的 研究 , 特に Costa 
に つい て 猪木 正三 ・ 坂 本 等 ・ 近 藤 力 王 至 ( 阪 大 微 研 ) 

S. INOKI, H. SAKAMOTO & K. KONDO: Electron- 
microscopical studies on Trichomonas with special re- 


ference to “costa” 


F-bouillon に 48 時 間 純 培養 し た Trichomonas foe- 
ts( ト リコ 株 ) を 1,500 rpm 5 分 間 の 遠心 で 集中 し , 燃 
酸 緩 衝 液 (pH 7,4) を 以 っ て 3 回 洗 浴 後 氷室 内 ( 約 10°C) 
で 約 4 時 間 オ スミ ウム 酸 固 定 を 行 つ た (1% オ スミ ウム 
酸 加 燃 酸 緩衝 液 , pH 7.4 使用 ). 次 いで エタ ノー ル 系 列 
を 通し て 脱水 し , Methacrylate 樹脂 に 包 埋 , Porter- 
Blum Ultra-microtome に て 超 薄 切片 を 作製 し , 日 立 製 
HU9D 型 電子 顕微 鏡 を 以 っ て 観察 し た . Costa は 鉄 へ 
マト キシ リン 染色 で 波動 膜 と 虫 体 と の 接着 部 に 沿 つ て 走 
行 す る 線 状 の 構造 と し て 認め られ る も の で ある . し か し 
電子 顕微 鏡 で は 未だ これ を と ら え た も の が な い . 今回 幸 
い に る の 超 薄 切片 を 中 , 厚 さ 0.4~0.05m の 
dense な 板 状 の 構造 と し て これ を 提示 する こと が で き 
た . この 成績 は Costa の 微細 構造 を 明か に し た 最初 の 
も の で あろ う (Anderson and Beams が 1659 年 Tricho 
monas muris の Costa と し て 報告 し た も の は , 先 に 演 
者 等 が Collagen-like fibril と し て 提示 し た も の に 一 致 
し , Costa と は 考え られ な い .). 更に 興味 ある 所 見 は 。, 
通例 運動 性 は 薄い (sheath) に 包ま れ て いる が , 波 
動 膜 内 に あぁ る 縮 毛 は 輌 を 欠 除 し その 部 分 に お いて は 波動 
膜 が 宛 か も 輌 の 代用 と な つて いる よう に 思わ れる こと で 


(78.) 


あぁ る. この 事実 か ら , 波動 膜 と 靖 と が 進化 学 的 に 見 て 本 
同 (Homology) で あぁ ろう と の 推論 が 得 ら れ た . 示説 (123) 
の Trypanosoma に つい て の 演者 等 の 成績 も この 仮説 を 
強く 支持 し て いる . 

( 問 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
従来 光学 顕微 鏡 で 見 られ て いる Costa な る も の は 電 顕 
像 で 見 られ る 体 表 下 に ある 太い 構造 物 と 考え る . 体 表 に 
ぁ つ て 波動 膜 の 根元 に 見 られ る , 演者 の いう Costa な る 
も の は 光学 顕微 鏡 で は 到底 見 られ な い 程 微細 な も の の よ 
うに 思わ れる . 

( 答 ) 

鞭毛 の 横断 面 の 幅 よ り も 私 達 の Costa の 幅 の 方 が 大 
きい た め , 光学 顕微 鏡 で は 可視 的 で ある と 考え られ る . 


136. 培養 法 に よる ロ 腔 原虫 検索 に 関す る 研究 (続報 ) 

小原 活 郎 ・ 新 垣 義男 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 大 医 動 物 ) : K. O- 
HARA, Y. SHINGAKI & S. TAKADA: Studies on tne 
examination of humanoral protozoan by culture me- 


thods 


前 報 に 引き 続き Buffer 血清 培地 (A 培地 ) 血清 斜面 培 
地 (B 培 地 ) に より , 開業 歯科 医 外 来 患者 , 小学 校 児童 , 
結核 療養 所 患者 (兵庫 県 下 ) 等 の 総数 284 名 に つい て , 
原 す な わ ち Trichomonas tenaz (Tr) お よび 
Entamoeba gingivalis, (Am) を 検査 し た の で , 追加 報告 
する . 調査 成績 を 線 合 する と , 原虫 保有 率 は 男 (21.6%) 
より 女 (23.6%) が や や 高く , 混合 感染 を 加え る と , Tr 
(17%) が Am(7 %) より 圧倒 的 に 高 率 に 検出 され た . 
以下 その 内 訳 を 示す と , 開業 医 外 来 患 者 で は , 男 27.5 
% 女 29.1 % で 和男 より 女 が や や 高 率 で ある が , Tr で は 約 
25 % で 同率 を 示し , Am は ほとん ど 女 子 に 検出 され た . 
結核 患者 の 集団 検査 で は , 男 16 % 女 10 % で 意外 に も 健 
康 人 より 低 率 を 示し た . 以上 を 年 齢 的 に 考察 する と , Tr 
で は や ゃ や 増 的 に , Am で は 若年 者 に 多く 検出 され て い 
る . 小学 校 児童 で は , Tr(1/56) よ り Am(11/54) が 圧倒 
的 に 高 率 に 検出 され , 和男 より や や 女 が 高 率 で , 同一 学級 
に 多く の 陽性 者 が 見 られ 級 内 感染 が 考え られ た . これ 等 
を 気候 等 を 考え 4 期 に 分 け て 見 る と , 和寒 期 より も 上 暖 , 暑 
期 に お いて 高 率 に 検出 され , 特に Am に お いて 著 差 が あ 
つた . 原虫 の 検出 状況 を 培地 別に 比較 し た 場合 , A,B 両 
培地 と も に 19 % 内 外 で 差 は 見 られ な か つた . 但し A 堪 
地 で は Am, B 培 地 で は Tr が 比較 的 多く 検出 され る 傾 
向 が ある . 原虫 の 発見 日 は 1~ 3 日 位 が 最も 多く , 生存 期 


) 


間 も 2~3 日 が 最高 で , 両 培地 と も に 差 は な か つた . 口 
腔 疾患 と 原虫 の 寄生 状況 の 関連 に つい て は , 硬 組 織 疾 患 
より 較 組 織 疾患 が 原虫 寄生 率 が 高い こと は 言 を また な い 
が , 軟組織 疾患 で は , 歯肉 の 肥厚 性 の も の が 最も 高 率 
で , 次 いで 壮 縮 型 の も ひ の に 多 か つ た . 初期 症状 の も の は 
や は り 重 症 型 の も の より 低 率 を 示し た . ; 

( ) ( 家 衛 試 ) 田 吉 


原虫 の 寄生 状態 と 口腔 内 細菌 業 と の 関係 如何 
( ) 


集団 検査 で る つた た めそ の 検討 は 行っ つて いま せん . 


137. Trichomonas vaginalis の マウ 腹腔 内 に 
っ つい て (1) 方 法 の 検討 及び 株 の マウ ス に よる 維 
持 中 林 敏 夫 ・ 分 野 寛治 ・ 北 村 孝 雄 ( 阪 大 徴 研 ) : T. 

NAKABAYASHI, K. WAKENO & T. KITAMURA : Stu- 
dies on the intraperitoneal infection with Trichomo- 
nas vaginalis into mice (1) Examination of infection 
methods and maintenance of the infecting strain by 


mouse-passages 


7. vaginalis の 動物 感染 実験 は , 既に 多く の 報告 が 
あぁ る . これ ら 報 告 で は , 動物 の 腹腔 内 , 皮下 等 に 原虫 を 
接種 し , 局所 に お ける 原虫 増殖 の 有無 や , 病理 変化 等 が 
検討 され た が , 常に 自然 治 冶 傾 向 が 強く , 致死 感染 は 勿 
論 , 動物 に よる 感染 株 の 維持 は 不可 能 と され て いた . た 
だ , 浜田 (1958~) に よ つ て , マウ ス 腹 腔 内 に T. foetus 
と 全く 同様 な 性 状 を 持つ 変異 株 が 増殖 する 事実 が 報告 さ 
れ た が , この 点 に つい て は , まだ 追試 確認 の 報告 が 見 ら 
れ ぬ よう で ある . われ われ は マウ ス 有 上 腹腔 内 感染 方 法 を 種 
々 検討 し エー リッ ヒ 癌 細胞 (E 細 胞 と 略す ) を 併用 する 
こと に より 区 vaginalis (4 F 株 ) が 腹腔 中 で 遊離 の 状 
態 で 増殖 し , か つ そ の 原虫 が マウ ス に よっ つて 継 代 維持 で 
きる こと を 見 出し た . 接種 条件 は 細胞 0.1ml (500~ 
700 万 細胞 ) 以上 と , 原虫 1500 万 以上 と を 同時 か , EE 細 
胞 を 4 日 以内 前 に 接種 する こと で ある . 継 代 は , 感染 マ 
ウス の 腹腔 中 に 培地 か 食塩 水 を 予め 注入 し , 次 いで 吸引 
し て 得 た 原虫 を 直ちに 次 代 に 接種 し た . 数 継 代 毎 に 適 筐 
E 細 胞 接種 を 併用 する こと が 望ま し い が , われ われ の 経 
験 で は 第 18 代 か ら 第 35 代 ま で E 細胞 接種 を 行わ な いで 
継 代 し 得 た . また , この 間 マ イト マイ シン C に よっ つて 残 
存する と 思わ れ た EE 細胞 を 死滅 させ た が , その 後 10 代 
以上 の 継 代 が 可能 で あぁ つた. E 細 胞 の 境 心 沈殿 上 清 部 お 


(79 ) 


507 


よび ホモ ジ ネ ー ト で は 好 結 果 を 得 ら れ な か つた . この 感 
染 株 の 形態 , 免疫 学 的 性 質 等 は 培養 T. vaginalis の そ 
れ と ほとん ど 一 致し , 刀 . 7oetus と は 明確 に 区 別 さ れ た 
(演題 121) . この 感染 株 に つい て の 検討 や , 薬剤 検定 等 
の 応用 に つい て な お 研究 中 で ある . 


138. 鏡 に よる Toxoplasma の 観察 (2) 牧野 
毅 ・ 高 田 季 人 久 ( 阪 市 大 医 動 物 ) : T. MAKINO & S. TA- 
KADA : Observation of Tozoplasma gondii by fluor- 


escence microscopy (2) 


第 1 報 に お いて Toxoplasma (Tp) 固定 標本 の 倫 光 像 に 
つい て 報告 し た が , 今回 は Acridinorange に よる 生体 
般 光 像 に つい て 報告 する . 使用 装置 な ら び に 原虫 は 前 報 
と 同じ く , NB 式 貸 光 顕 微 鏡 装置 お よび Tp, RH 株 で 
あぁ あり, 原虫 浮 湊 液 は , マウ ス 腹 腔 に 接種 後 数 日 に し て 得 
られ る 腹水 を 用 いた . 染色 に あたり 前 記 原 虫 浮 蓄 液 1 滴 
を スラ イド グラ ス 上 に 取り , ほぼ 同 量 の 色素 深 液 を 滴下 
し , 十分 混和 し た 後 カ バー グラ ス で 徐 い 鏡 検 し た . Acri 
dinoronge は 0.85 % 食塩 加 酸 液 pH 3, pH 5, 
pH7, pH7, pH9, pH 11 の 各 pH 液 に つて , 
1000 倍 , 5000 倍 , 10,000 倍 , 20,000 倍 , 40,000 倍 , 
80,000 倍 等 の 各 濃 度 の 色素 溶液 を 作製 し 使用 し た が , 色 
素 濃度 に お いて , 10,000 倍 前 後 ( 観 宗 時 約 20,000 倍 ) が 
適当 で あり, また 至 適 pH は , 中 性 な いし 弱 ア ルカ ヵ カリ 性 
領域 と 考え られ た の で , 以下 主として その 所 見 に つい て 
記述 する . 色素 液 処理 直後 か ら , 30 分 の 間 に お いて は , 
原虫 の 般 光 度 は , 非常 に 悪く , か すか に 淡 青 緑色 また は 
淡 銅 赤色 と し て 認め られ る 程度 で ある が , 時 間 の 経過 と 
と も に (1 時 間 ~ 1 時 間 半 ) 原 形質 中 に , 錦 赤 色 の 微細 和 串 
粒 が 無数 認め られ る よう に な る も の と , 同時 に 比較 的 才 
な 緑色 に も の と の , 2 種 が 認め られ る . は 
体 の ほぼ 中 央 に 存 し , その 色調 は 原形 質 銅 赤色 の 躍 体 に 
お いて , 明らか な 樽 黄色 の 題 粒 の 集合 と し て 認め られ る 
が , 時 間 の 経過 と と も に , や や 青 黄色 に 変化 する も の の 
様 で ある . 原形 質 の 銅 赤色 も 2 時 間 前 後 を 極 期 と し て , 


_ 鈍 端 部 より , その 矢 光 慶 は 低下 し , 4 時 間 な いし 5 時 間 


後に は 認め られ な く な る . また , 青 緑色 の 原虫 に お いて 
は , 核 の 存在 は , 前 者 程 明確 で な く , 当初 や ゃ や 色調 が 強 


い 集 地 と し て 認め られ た が , その 後 原形 質 色 調 の 強化 と . 


と も に (エメ ラル ドド グリーン) 更に 不明 確 と な る . この 
原形 質 の 色調 は , その 後 時 間 の 経過 と と も に 低下 する が 
3 時 間 ~3 時 間 半 頃 よ り , や や 淡 銅 赤色 を 示す の み に て 以 
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後 裾 色 する . 但し 核 の 青 緑色 般 光 は , 可 成 り 長 時 間 衰 え 
な い . 両者 いずれ の 場合 も , 縮 毛 構造 を 認め な か つた . 
酸性 液 と アル カリ 性 液 を 比較 し た 場合 , 前 者 は 早期 に 原 
虫 膨 化 し , 原形 質 が 淡 銅 赤色 また は 銅 赤色 を 示す に 到 
り , 和光 光 鹿 の 低下 も お そい が , 後者 に お いて は , 原虫 の 
膨 化 は 認め られ ず , その 色調 変化 (アク リ ヂ デン オレ ン デ 
濃度 効果 ) が ゆる や か で , 定形 的 で ある . 

( 問 ) ( 大 衛生 ) 鈴 木 
1) 時 間 の 経過 を 追っ て 撮ら れ た 写真 は 光源 を 継続 昭 
射 さ れ た も の で すか , 2) 光 力 学 的 作用 に つい て 御 検 対 
され まし た か , 3) 時 間 の 経過 と と も に 補色 し た よう で 
す が , 原因 は 何と 考え られ ます か 

( ) 

1) 光源 か ら の 紫外 線 を 撮影 する 時 に の み 照 射 し た .2) 
光 力 学 的 な こと は 目下 の と ころ 考え て いない. 3) 紫外 
線 の 作用 か と 思い ます . 


139. Toxoplasma の 感 染 に 関す る 実験 的 研究 中 山 一 
郎 寄生 虫 ) : NAKAYAMA: Experimental stu- 
dies on the transmission of Tozoplasma gondii (誌上 


発表 に 変更 ) 


Toxoplasma の 感染 に 関す る 2, 3 の 実験 的 研究 を 行 
つた . 実験 に 供し た TT. の 株 は RH 株 お よび Beverley 
株 で , 動物 は 有紀 て マウ ス を 使用 し た . 1) 先天 感染 実験 : 
分 如 前 6, 81, 106 お よび 109 日 に B 株 の Cyst を 腹腔 
内 接種 し た 母 マ ウス か ら の 出生 仔 数 お よび 感染 仔 数 は そ 
れ ぞ れ 7 匹 中 1 匹 , 5 匹 中 2 匹 , 6 匹 中 2 匹 お よび 6 匹 
中 0 匹 で あつ た . 第 3 代 以 後 第 5 代 ま で 検 し た が それ ら 
の 第 2 代 の 親 は 感染 し て いな か つた の で 出生 仔 に は 勿論 
感染 は 認め られ な か つた . 2) 共 棲 感染 実験 : RH 株 継 
代 マ ウス 3 匹 中 に 試験 マウ ス 3 匹 を 共 棲 させ た . RH 感 
染 マ ウス は 凡 て 接種 後 3 ~ 4 日 で 次 代 マ ウス に 継 種 し こ 
れ と 交換 し た . 試験 マウ ス の うち 2 了 匹 は それ ぞ れ 189 お 
よび 193 日 に 死亡 し 感染 は 認め られ な か つた . 残り の 1 
匹 は 261 日 に 殺し 脳 に Cyst を 認め 継 代 6 代 に お よぶ が 
Cyst を 脳 に 証明 され て いる . 本 実験 は 共 棲 期間 中 感 泥 
マウ ス の 脳 が 喰わ れ た こと が 数 回 認め られ た の で 経口 的 
感染 の 疑 が 濃厚 で ある . 3) Cyst の 消化 器 系 か ら の 感染 
実験 : マウ ス 70 匹 に B 株 Cyst 40~270 個 を 胃 内 に 注 
入 し た . 50 匹 に つい て は 注入 後 2 週 以 前 に 死亡 し た も の 
は 検 さ な か つた が , 以後 生存 の も の 28 匹 を 検 し 27 匹 に 
Cyst を 認め た . 20 匹 は 2 週 以前 に 死亡 の も の を 含め 全 


( 80 ) 


部 検 し 全 マ ウス に Cyst が 認め られ た . 4 増殖 型 の 消 
化 器 系 か ら の 感染 実験 : マッ ウス 70 匹 に RH 株 増殖 型 7 
Xx10*~46X10* 個 を 胃 内 に 注入 し た . 40 匹 に つい て は 注 
入 後 3 週 以後 生存 の も の 15 匹 を 検 し 凡 て 感 拓 が 認め ら 
れ な か つた . 30 匹 は 2 週 以前 に 死亡 し た 22 匹 有 て に 感 
染 が 認め られ 以後 生存 の 8 匹 は 凡 て 感染 が 認め られ な か 
つた . 5) 増殖 型 の 創 面 か ら の 感染 実験 : マウ ス 右 口角 
部 に 切 創 を 与え , 直後 , 1, 2 お よび 3 日 後に RH 株 増 
殖 型 虫 体 を 含む 生食 水 1 滴 々 下 し た . 直後 の も の は 15 
匹 全部 に 感染 を 認め 1, 2 お よび 3 日 経過 の も の は それ 
ぞ れ 6 匹 中 5 匹 , 5 匹 中 2 匹 お よび 9 匹 中 3 匹 に 感染 を 
認め た . 6) RH 急性 感染 マウ ス の 脳 を 胃 内 に 注入 し た 
場合 の 感染 実験 : RH 株 増殖 型 感染 3 ~ 4 日 経過 の 脳 を 
30 匹 の マウ ス の 胃 内 に 注入 し た が , 唯 1 例 の み に 感染 
が 認め られ た . 対 照 と し て 皮下 , 筋 内 , 腹腔 内 に 接種 し 
た も の は 全 例 感染 が 認め られ た . 7) RH 株 Cyst の 消化 
器 系 か ら の 感染 実験 : RH 株 増殖 型 を 接種 し Pyridazine 
を 投与 , 4 週 後生 存 せ る 3 マウ ス の 脳 を 各 5 匹 の 胃 内 に 
注入 し た . 第 1 例 は 感染 は 認め られ な か つた が , 第 2, 
3 例 は それ ぞ れ 1 お よび 4 匹 に 感染 が 認め られ た .- 対照 
と し て 腹腔 内 接種 の も の は 全 例 感染 が 認め られ た . 8) 
強 毒 株 の 弱毒 株 え の 変 性 : 上 記 実 験 を 通し て 強 毒 RH 株 
が 弱 寿 の Cyst 形成 株 に 変性 し た も の を 2 例 認 め た . こ 
の 変性 は それ ぞ れ 第 5 , 6 代 の 継 代 ま で 不変 に 保存 され 
て いる . 


140. トキ ソプラ スマ に 関す る 研究 (5) 履 場 従業 員 , 履 
北 臓 器 組 合 従業 員 , ハム 工場 従業 員 お よび 農村 一 般 人 に 
お ける トキ ソプラ スマ 抗体 保有 率 に つい て _ 木 林 昭 夫 ・ 
石井 俊雄 ・ 小 山 力 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄生 虫 ) 金 
井 恒夫 ・ 深 沢 平 ・ 斉 藤和 ( 東 京都 居 検 ) 小 
野田 孝義 (町 田 保 健 所 ) 花木 ( 動 薬 検 ) : A. KOBAYA- 
SHI, T. IsHll, T. KOYAMA, M. KUMADA, Y. Komr- 
YA, T. KANAI, T. FUKASAWA, K. KOSHIMIZU, K. 

SAITO, T. ONoDA & T. HANAKI: Studies on To- 
xoplasma (5) Incidence of Toxoplasma antibodies am- 
ong abattoir workers, ham-making workers, pluck 


hundlers and farmers 


人 トキ ソプラ スマ 症 の 感染 ルー ト に つい て は 現在 不明 
の 段階 に ある が , 最近 われ われ は 必 場 で 採取 し た 肉眼 的 
に 全く 病変 を 認め な い 豚 肉 の うち 5 % に 本 原虫 を 分 離し 


・ た . そこ で 今回 は , この よう な 弟 肉 を 職業 的 に 取扱 つて 
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- れ ら の Toxoplasma 様 虫 体 の 大 き さ は 4.1~6.3X1.7~ 


いる 二 三 の 作業 員 (芝浦 場 従業 員 , 必 器 業 者 ハ 
ム 工 場 従 業 員 ) に つい て 皮 内 反応 に よる 感染 率 調査 を 行 
つた. 一 般 対照 と し て えら ん だ 町 田 市 の 農民 の 陽性 率 は 
平均 16 % で あつ た が , これ を 他 の 作業 員 の それ と 比較 
する た め 年 齢 階層 を 16 歳 以 上 と し た 場合 の 陽性 率 は 30 
% と な つた . これ に 対し て 必 場 従業 員 に お ける 陽性 率 は 
平均 68 % で 対 央 と の 間 に い ち じ る し い 差 を 認め る こと 
が で きた (危険 率 1 % 以 下 で 有意 ). 一 方 内 臓 業 者 の それ 
は 34 %, ハム 工場 従業 員 の それ は 30 % で あぁ あつ た の で 平 
均 値 の み を 比較 すれ ば 両者 ほとん ど 差 な く , 一 般 対 照 と 
の 間 に ゃ も 差 が 見 られ な い が , これ を 16~30 歳 と 31 歳 以 
上 の 2 つの 年 齢 層 に 大 別して それ ぞ れ を 比較 する と , 内 
臓 業者 や ハム 工場 従業 員 の 方 が 一 般 人 より も 若干 高 率 で 
これ は 特に 若年 令 層 に お いて その 差 が より 著 し か つ た . 

以上 の こと は , 必殺 や 履 肉 の 取扱 い の 程度 の 高い 職種 の 
も の の 方 が し か ら ざ る も の より も. 汚染 肉 か ら の 本 原虫 
感染 頻度 が 高 か つ た こと を 示唆 する も の と 考え られ , 食 
肉 特 に 豚肉 が 人 トキ メ 症 の 一 感染 源 と し て 重要 な 地位 を 
し め る も の で ある こと を 示す も の と 考え ざる を 得 な い . 


141. 中 神経 系 疾患 を と し た トキ ソプラ スマ 検 
索 斉藤 昭三 ( 慶 大 寄生 虫 ) : S. SAITO: Surveys on 
the toxoplasma infection in patients of central nervo- 


us system and other disturbances 


Toxoplasma 症 の 確実 な 診断 は 患者 より 躍 体 を 証明 す 
る こる で ある が , この 中 体 証明 は 現在 極め て 困難 で あ 
る . 私 は 最近 2 年間 Toxoplasma の 検索 を 行い , 種々 
その 検索 方 法 に つい て る も 検討 し て 見 た が , 虫 体 増殖 を 促 
進 す る よい 方 法 を さがし 得 な い . し か し な が ら 了 臨床 的 に 
Toxoplasma 症 を 疑わ し め る よう な 患者 47 例 の 検索 を 
試み , そ の 中 32 例 に Toxoplasma 様 忠 体 を , また 水頭 
症 1 例 か ら は 確実 な Toxoplasma 中 体 を 証明 し た の で 
ここ に 報告 する . Toxoplasma 様 忠 体 に つい て は , 水頭 
症 24 例 検索 し て 19 例 に 証明 され た の を 始め と し て , そ 
の 他 膜 炎 , 発作 , 網膜 脈絡 膜 炎 , 球 後 視神経 炎 
児 ( ), 死産 児 , 乳 , Cholecystopathie 等 を 
含め 合計 32 例 に 証明 され た . これ ら の ほとん どす べ て 
に お いて 患者 射 液 お よび 初代 マウ ス 腹 水中 に Toxopla- 
sma 様 虫 体 が 証明 され , また 特異 な 例 と し て 死産 児 の 
腹水 中 に , 乳 魔 尿 患 者 の 尿 中 に , また Cholecystopathie 
患者 の 胃液 ・ 胆 汁 ・ 状 便 中 に 同様 虫 体 が 証明 され た . こ 
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2.7m で いわ ゆる Toxoplasma の 大き さ の 範囲 に 属す 
る が , 比較 的 小さ な 貝 体 が 多く , 生鮮 標本 の 所 見 で は 
RH 株 に くら べ , 原虫 特有 の 青白 い 光 輝 性 が 弱く 微弱 な 
感じ を 受け , また ギ ム ザ 染色 標本 で は 核 ・ 原 形質 と も 和 題 
粒 性 に 染 ら ず , 同質 性 に 染色 され る . RH 株 と の 最も 顕 
著 な 相違 は マウ ス 腹 腔 中 で の 増殖 状態 で あり , RH 株 の 
増殖 は 極め て よい が , 本 躍 体 の 増殖 は 非常 に 悪く , 一 般 
に マウ ス に 対し 弱毒 性 で ある . し か し この よう な Toxo- 
plasma 様 虫 体 も 短期 間 の マウ ゥ ウス 継 代 を くり 返す こと に 
より ある 程度 増殖 も よく な り , マウ ス を 数 日 で た お す 傾 
向 に あり , この 点 更 に 追 完 し た いと 考え る . 私 は 前 回 の 
報告 に も 述べ た ご と く , これ ら の Toxoplasma 様 虫 体 
も 恐らく Toxoplasma の 取り 得る 一 つの 形態 で あり, 
人 体感 染 は むし ろ こ の よう な 形 で , 今 ま で の 概念 より も 
は る か に 多数 の 患者 が 存在 し , 上 述 の よう な 症状 を 量 し 
て いる の で あろ うと 考え る . な お 水 吾 症 (7 ヵ月 ・ 男 児 ) 
1 例 か ら は 確実 な Toxoplasma 忠 体 を 証明 し た . 本 症 
例 も 患者 髄 液 お よび 初代 一 3 代目 マウ ス 腹 水中 に 上 述 の 
ご と き Toxoplasma 様 躍 体 を 認め て いた も の で あり . 
4 代目 マウス に 至り その 腹水 中 に 比較 的 多数 の Toxopl- 
asma を 認め , その 後 の 継 代 に より 蘭 次 虫 体 の 増殖 も 訪 
ん に な る と と も に , マウ ス を 3~ 4 日 で 死亡 さす よう に 
な り , 現在 真下 株 と 命名 し , 教室 に 保存 継 代 し て いる . 
( 問 ) ( 新 大 医 動物 ) 大 鶴 正 満 
検出 され た Toxoplasma 様 虫 体 と Encephalitozoon 
と の 差異 に つい て 承り たい . 
( ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 斉 昭 三 
Encephalitozoon で は 細胞 外 の 注 離 虫 体 は 少な く , ギ ム 
ザ 染 色 標 本 で は 細胞 内 で 白く ぬけ て 見 え , マウ ス に 対す 
る 考 性 は 極め て 弱く 致死 せしめ な い . 私 の いう Toxopl- 
asma 様 虫 体 は 大 き さ , ギ ム ザ 染色 所 見 , マウ ス 腹 水中 
で の 所 見 , マウ ス へ の 姓 性 の 点 で , 上 記 口 演 要 旨 の ご と 
く Encephalitozoon と は 異な り , Toxoplasma 虫 体 の 取 
り 得 る 一 つの 形態 で あろ うと 考え る . 


142. 頭痛 を と する 並び に 脳 水腫 胎児 より の 分 
離 ト キソ プラ スマ 原虫 に つい て 田中 英雄 ・ 生 沢 万 寿夫 
・ 城 野 健次 郎 ・ 山 ・ 佐 野 ・ 岩 崎 美 ( 阪 市 
医 動 物 ) : H. TANAKA, M. IKUZAWA, K. JoHNo, K. 
TAKEYAMA, R. SANO & T. IWASAKI: Isolation of 
Tozxoplasma gondii from a patient of headache and 
a embryo of hydrocephalus 
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本 邦 に お いて Toxoplasma 症 の 本 格 的 研究 が 始め られ 
て 以来 , 人 体 よ り の 由 体 検出 例 は 既に 27 例 を こえ , その 
免疫 反応 の 高い 陽性 率 に よっ つて 本 症 の 広く 浸 淫 し て いる 
こと が 確証 され て いる . これ ら の 人 体 検 出 例 は 主として 
東海 , 九州 地区 に 認め られ た も の で ある . 今 回 私 達 は 関西 
地方 に お ける 最初 の 検出 例 と し て 小児 神経 症 患 児 , 脳 水 
腫 胎児 (死産 児 ) お よび チッ ク 症 患 児 等 の 3 例 よ り 原 虫 
を , 脳 水腫 患児 お よび 無菌 性 髄 膜 炎 患 児 (生後 13 日 死 
亡 ) 等 の 2 例 よ り Toxoplasma 様 原虫 を 分離 検出 し た 
の で ここ に 報告 する . すなわち , 被 検 秀 液 の マウ ス 腹 腔 
内 接種 に お いて 小児 神経 症例 で は 初代 お よび 3 代目 マウ 
ス よ り , 脳 水腫 胎児 例 で は 初代 マウ ス よ り , チッ ク 症 患 
児 例 で は 3 代目 マウ ス より 各々 Toxoplasma 原虫 を 検 
出し , 脳 水腫 お よび 身 膜 炎 患 児 例 で は 3 ~ 4 代目 接種 マ 
ウス より 各々 Toxoplasma 様 原 虫 を 検出 し 得 た . 新 分 
離 株 は 検出 当初 に お いて 虫 体 は いずれ る せ も 少数 で 全 視 野中 
1 へ ~ 2 個 を 鏡 検 し 得 た 程度 で あつ た が , マウ ス 腹 腔 内 継 
代 に より 滴 次 虫 体 数 増加 の 状態 に ちる. 本 分 離 株 は RH 
株 に 比較 し て マウ ス に 対す る 病 源 性 弱く マウ ッ ウス は 20~ 
30 日 以上 生存 し , また 吊 体 増殖 が 悪く 宿主 細胞 に 内 在 し 
て いる 状態 の も の が 多く 見 られ や や 生物 学 的 性 状 に 差異 
を 量 す る . し か し な が ら 由 体 の 形態 は , 3 ヵ月 状 , 紡 
形 お よび 勾玉 状 を , 大 いさ は 0.7~1.24gX1.2~ 
2.5g 程度 で 原形 質 の 性 状 お よび 核 の 状態 等 は RH 株 と 
同様 で ある . な お 本 分 離 株 の 組織 内 浸 襲 状態 等 に よっ つて 
は 目下 鼓 光 顕微 鏡 法 等 に より 検討 中 で ある . 


143. トキ ソプラ スマ 症 (2 例 ) に つい て の 臨床 所 見 並び 
に 療 学 的 調査 に つい て 城野 健次 郎 ・ 小 池 動 ・ 佐 野 竜 蔵 
高田 季 久 ・ 新垣 善男 ・ 青木 淳子 ( 阪 市 大 医 動物 ) : K. 

JOHNO, I. KOIKE, L. SANO, S. TAKADA, I. SHINGAKI 
& J. AOKI: Studies on the clinical finding and epi- 


demiological survey of two cases of toxoplasmosis 


Toxoplasma 症 に お いて , 先 天性 感染 時 に は 脳 水腫 , 脈 
絡 膜 綱 膜 炎 お よび 脳 内 石灰 化 巣 等 の 特異 的 症状 を , 後天 
性 感染 時 に は 脳炎 , 発疹 お よび 眼 症状 な らち びに リン ペペ 腺 
腫 張 を 示す 症状 が 併発 し 非 特 異 的 な 混合 病 像 を 示す も の 

と 考え られ て いる . 今回 Toxoplasma 忠 体 を 分 離 検出 せ 
る 2 例 の 臨床 所 見 な ら び に 商学 的 調査 結果 に お いて は , 

第 1 例 の 奈良 県 在住 の 頭痛 を 主訴 と する 患児 (10 歳 , 女 
児 ) で は , 京 大 小児 科 に お いて 小児 神経 症 と 診断 され た 
も の で 体格 中 等 度 , 家族 歴 は 特記 すべ き 所 見 な く , 検査 
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所 見 は 血液 像 に 好 酸 球 増 多 と , 頭蓋 単純 撮影 に お いて 膳 
内 に 石灰 化 像 を 認め , トキ ソプラ スミ ン 皮 内 反応 (†), 
色素 試験 陽性 で 艇 液 検査 の 結果 初代 マウ スス より 原虫 を 検 
出し た も の で ある . 家庭 に は 犬 1 匹 お よび ニワ トリ を 飼 
育 し て いる 程度 で , 感染 源 と 考え られ る 動物 に つい て は 
今後 の 調査 に 俊 つ . 第 2 例 は 母 が 滋賀 県 出身 で 大 阪 在住 
1 年 目 の 10 ヵ月 脳 水腫 胎児 より 検出 し た も の で , 母 は 
健常 で 血液 像 に 好 酸 球 増 多 を 示し 皮肉 反応 陰性 , 色素 試 
験 陽性 お よび 胎児 帯 素 試験 陽性 で この 児 液 検 
査 に より 初代 マウ ス よ り 原 虫 を 検出 し た が , 生 家 で は = 
ワ ト リ を 飼育 せる の み で , 住所 周辺 地区 より イエ ネズ ミ 
1 頭 , ドブ ネズ ミ 6 頭 を 捕獲 検査 し た が 臓器 塗 漆 標 本 で 
は いずれ る ゃ も 陰性 で あぁ つた . また 追加 3 例 で は , 症例 1 は 
強度 黄 六 を 主訴 と する 患児 で 家族 歴 に 特記 所 見 な ぐ , 生 
後 13 日 目 に 向 膜 炎 の 疑い で 死亡 し 検査 所 見 は 白血球 増 
多 , 色素 試験 陽性 で 髄 液 検査 の 結果 Toxoplasma 様 虫 体 
を 検出 せる も の で ある . 症例 証 は 眼球 , 肩 お よび 手 の 不 
随意 運動 を 主訴 と する 患児 で 察 族 歴 に 特記 所 見 な く , 頸 
部 腺腫 張 を 認め 色素 試験 陽性 , 検査 の 結果 体 
を 検出 せる も の で ある . 症例 相 は 脳 水 腫 を 主訴 と する 患 
で 双生児 で ある る が 脳 水腫 お よび 部 宮 ン 腺腫 張 
を きた し 色素 試験 陽性 で 和 髄 液 検査 に より Toxoplasma 様 
貝 体 を 検出 せる も の で ある . 


144. トキ ソプラ スマ 江 染 マウ ス 血 液 像 に つい て (続報 ) 
坂口 初 攻 ・ 上 道 知 三 ・ 渡辺 浩子 ( 阪 市 大 医 動 物 ) : 有 H. 
SAKAGUCHI, T. UEMICHI & H. WATANABE : Studies: 
on the hemogram of experimental toxoplasmosis in 


mouse 


Toxoplasma は 広範 は 不 顕 性 感染 を 基 起 する 原虫 の 一 
種 で Toxoplasmosis に お いて Parasitemia の 存在 する 
こと より 感染 マウ ス の 血液 内 の 変化 を 検索 する こと は 意 
義 深 いも の と 考え られ る の で , 本 症 に お ける 血液 の 物理 
的 諸 性状, すなわち, 重 , 血液 比重 , 血 
量 , マト クリ ッ ト 値 , 血清 屈折 率 等 の 動態 を 観 祭 し た 
結果 , 紫 か の 所 見 を 得 た の で ここ に 報告 する . マウ ス は 
体重 19g な いし 21g で 同一 摂 食 状況 下 に お いて , 予め 
寄生 虫 検査 を 施行 し た も の を 使用 し , Tozoplasma go- 
zdii は RH 株 を 併用 し , 感染 量 を 各々 1000/ml, 1x104 
ml, 10x10*/ml, 100Xx10*Jml, 1000X10*/ml と し て マ 
ウス 腹腔 内 に 接種 し て , 各々 感染 後 24, 48, 72, 96 時 
間 の 動態 と 健常 マウ ッ ス と を 比較 検討 し た . へ ~ マ トク リッ 


a 


ト 値 に つい て は , 感染 後 24 時 間 な いし 48 時 間 で は 0.9 
9% な いし 1.7 % の 減少 を 状 起 し 末期 に お いて は 1.0 % な 
いし 4.7 % の 増加 を 量 示 し 感染 量 の 大 きい 程 動態 の 著 明 
な こと が 検索 され た . 猫 ・ モ グロ ョ ビン 濃度 に つい て も 同 
様 な 結果 を 確認 し た . 血 此 看 白 量 に つい て は , 感染 後 24 
時 間 で は 軽度 の 上 昇 を 示し , 48 時 間 で も 継続 し , 72 時 
間 で は 僅か の 減少 を 認め た . し か し 正常 値 よ り 低下 せ ず 
艇 死 直 前 で は 再び 上 昇 す る こと を 検索 し た . 血 媒 比重 に 
つい て は , 感染 後 24 時 間 お よび 48 時 間 で は 軽度 の 上 昇 
を 示し 72 時 間 で は 下降 し て 化 死 直前 で は 再び 上 昇 す る 
こと が 検索 され 血 灯 看 白 量 と 同様 で 血 北 比重 の 動態 は 微 
々 た る こと が 判明 し た . 血 北 比 王 に つい て は , 感染 後 24 
時 間 お よび 48 時 間 で は と も に 軽度 の 減少 を 甚 起 し , 末 
期 に お いて 軽度 の 上 昇 す る こと を 確認 し た . 血清 屈折 率 
で は 感染 後 筑 死 まで 僅か の 上 昇 を 惹起 し た . すなわち , 


Toxoplasma 感染 マウ ス の 血液 内 の 動態 は 急性 伝染 病 と 


し て 認め られ る 脱水 性 状 お よび 血 邊 比 重 の 増加 等 の 特徴 
と 一 致す る も の と 考え られ る . 


紙上 発表 


145. 日 本 吸虫 動物 の 治療 に 関す る 研究 岡部 
浩 洋 ・ 田 中 隆文 ( 久 大 寄生 虫 ) : K. OKABE & T. TA- 
NAKA: Studies on the treatment of animals infected 


with Schistosoma japonicum 


日 本 住 血 吸 虫 感染 家 兎 に Rosaniline お よび Pararo- 
a chloride を 経口 的 に 投与 し 好 結 果 を 得 た の で 報 
告 す る . 実験 家 : 成熟 家 宮入 を 圧潰 し て 得 た セ 
ルカ リア を 100 令 経 皮 的 に 感染 させ , 感染 後 1 ヵ 月 以上 
経過 し た も の を 治療 実験 に 用 いた . Rosaniline: 2 頭 の 
感染 家 兎 に Rosaniline 1 日 量 55 mg/kg を 40 日間 経 品 
投与 し , 10 日 間 休 薬 , その 後 23 日 間 投 与 し , 投薬 量 は 
63 日 間 全 量 3465 mg/kg 治療 終了 後 45 日 目 に 誠 検 し , 
2 頭 と も に を 認め な か つた . 対照 1 頭 は 8 19, 
9 19 の を 認め た . Rosaniline は 日 中 家 に 
療 効 果 が ある . Pararosaniline chloride : 日 家 
2 頭 に , 1 日 量 37 mg/kg を 4 日間 投与 し 治療 終了 後 
17 日 お よび 19 日 目 に 誠 検 し 虫 体 を 認め な か つた . 対 央 
2 頭 に それ ぞ れ 8 42, 42, 8 36, 35 の 体 を 
認め た . Pararosaniline chloride は 日 虫 感染 家 兎 に 治療 
効果 が ある . 
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